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男性保育者の必要性と理想的な保育者の 
男女比に関する意識調査
―保育者志望学生と女性保育士を中心として―
戸 田 大 樹　　　松 本 佳 代 子　　氏 家 博 子 
荒 木 由 紀 子　　飯 塚 汐 里　　　高 橋 健 司
要約
　本研究は、幼稚園や保育所における男性保育者の必要性及び理想的な保育者の男女
比に関する意識調査を実施し、保育者養成に寄与するための基礎的資料を得ることを
目的とした。質問紙調査の結果、全体的に約 60％の割合で男性保育者が「いること
が望ましい」との必要性が示された。また、理想的な保育者の男女比は主に「男性 2
割 + 女性 8 割」や「男性 3 割 + 女性 7 割」のように低いことが認められた。さらに、
男性保育者に対するイメージについて因子分析を行った結果、「活動性」「気配り」
「繊細」の 3 因子が認められた。そして、この男女比の意識の割合には男性保育者及
び男子学生との直接的なかかわりの有無が影響していることを示唆している。
Ⅰ．問題と目的
　近年、単身家庭増加などの要因から男性保育者の需要が高まりを見せている。中央
教育審議会 (2005) 1) は子どもを取り巻く環境の変化を踏まえた今後の幼児教育の在り
方において、「現在、女性教員の割合が 9 割を超えているが、ある程度幼稚園にも男
性職員がいる方が幼児の教育上好ましいとの意見も踏まえ、男性職員の割合を高める
方策等を講ずることが望まれる」と明記している。実際に、男性保育者は幼稚園だけ
でなく保育所においても増加してきている。この男性保育者に関する社会的期待の高
まりの過程において、男性保育者に関連する研究も 1970 年代から現在に至るまでに
増加してきた。しかし、男性保育者研究の数は年々と減少の一途を辿っており、一定
の終焉を迎えているようにも思われる。以下に、男性保育者に関する研究動向を示す。
　国立情報研究所において、男性保育者に関する参考文献は研究発表も含めて 95 件
該当する。研究テーマを概観してみると、最新の男性保育者研究として、柏・佐藤
(2015) 2) による子育て支援における男性保育者の役割に関する研究がある。また、男
性の存在が職場の人間関係に及ぼす影響に関する研究 ( 中田 , 2002) 3) など様々である。
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本研究は、男性保育者に対する近年の社会的期待を踏まえ、男子保育者に対する意識
に関する研究であると位置づける。男性保育者に対する意識に関する研究は国立情報
研究所において 23 件該当し、その大まかな特徴としては調査対象が異なっている点
にある。具体的には、保護者を対象とした意識調査 ( 斎藤 , 2002 4)；松本・宮宅・澤
津 , 20145) ) があり , 松本ら (2014) 6) は質問紙調査によって、対象者である 9 割の保護
者が男性保育者の存在に賛成していること、また、「男性保育者がもっと増えてほし
い」といった期待が自由記述に綴られていたことを報告している。さらに、卒業生を
対象とした意識調査 ( 長田 , 1997 7)；氏家・松本・戸田 , 2013 8)；安井 , 2013 9) ) におい
て、安井 (2013) 10) は男性保育者として働いている卒業生は「女性では難しい仕事でも
男性だからできることがあると考える」と前向きな意識がある半面、「給料面を考え
ると生活していくには厳しい」「偏見がある」「男性保育者としての必要性を周囲の人
が理解することが必要」という葛藤にも似た意識を自由記述から報告している。これ
に加え、女性・男性保育者を対象とした意識調査 ( 斎藤・木下・仲山ら , 1998 11)；斎
藤・平田 , 2008 12)；小橋・早川・安井 , 2008 13)；青野 , 2009 14) ) として、斎藤ら (2008) 15)
は質問紙調査によって、女性保育者は男性保育者に対して肯定的である一方、男性保
育者の男性保育者に対する評価は否定的であったとの結果を報告している。男子学生
を対象とした意識調査においては、かなり過去の調査であるが宮本 (1984)16) が男性保
育者志望の学生は同情などの情緒性を含めて女性的、中性的な傾向を示していること
を報告している。女子学生を対象とした意識調査においては、井村 (1984)17) が女子学
生は保育所で男性が保育に携わることに賛成しているが、おおざっぱさに不安を感じ
ている者が多いことを報告している。また、男子学生とともに学び生活する中で、男
性保育者のおかれた厳しい経済状況を直視しているようだと述べている。これ等に加
え、男性保育者に対するイメージに関する研究 ( 中田 , 2004)18) や保育職の継続をめぐ
る男性の思いや葛藤を中心にし、男性保育者をめざした学生の現在に関する研究 ( 富
田・小野 , 2011a19)；2012b20) ) などがある。
　このように、男性保育者に対する意識に関する研究は様々な対象から実施されて
いるが、先行研究のように positive な側面と negative な側面の結果が報告されて
いることが分かる。一般的に、世間では男性保育者への社会的期待の高まりという
positive な側面がクローズアップされて目立っている傾向にあると思われるが、その
背景にある男性保育者に対する negative な側面から男性保育者の意識に迫っていく
ことも重要であると考えられる。なぜなら、男子保育者の実態を negative な側面か
ら直視していくことにより、よりリアルな資料が得られるからである。男性保育者の
実態として、現実的には「男性保育者の寿退社」と呼ばれる結婚退社、数年を経て他
業種への転職が多くみられる等、定着率が低いことが問題である ( 菊地 , 2010) 21) とさ
れている。さらに、現実には長年女性の職域であったため、待遇の不満や就労に必要
な設備（男子更衣室・男子トイレ）などの就労環境でさえ整っていないのである。こ
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のように、男性保育者の早期離職率が極めて高いのが現状である。この矛盾を帯びた
現状を踏まえると、本当に男性保育者は社会的に期待されているのか不透明である点
が事実的な問題であろう。男性保育者の早期離職には様々な要因が複合的に絡み合っ
ていることが推測されるが、根本的な要因は一体何なのであろうか。
　男性保育者の早期離職の主な要因について、斎藤ら (2008) 22) は主に低賃金と職場内
の人間関係、女性の仕事であるというイメージの 3 点であることを報告している。ま
た、松本・氏家・戸田・高橋 (2012) 23) は、男性保育者の早期離職には男子学生の保育
者を目指す志望時期と志望動機の内容に関係性があることを示唆している。なぜな
ら、「男子学生が保育者を志望する分岐点は高校時代と非常に遅く、また、具体的な
きっかけが特にあったわけではなく、進路を決めるため、何でもいいから資格が欲し
かった」といった理由を保育者に興味を持ったきっかけとして認められた ( 松本・氏
家・加藤・戸田 , 2010) 24) ことを報告しているからである。この結果は、高校卒業が
目前に迫った男子学生が進路を決めなければならないこと、社会的に資格取得の必要
性があることから、何でもいいから資格を取得しようと考えたとも捉えられる。これ
は、子どもが好きだから保育者になりたいという積極的な志望動機とはいえない側面
がある。こういった動機を抱えた男子学生は、実際に保育者になったとしても離職に
つながる可能性があることを示唆している。つまり、現在、保育者を目指す男子学生
は、積極的または消極的な志望動機をもつというタイプの二極化が起きているという
ことである。そして、松本ら (2012) 25) は「保育者養成校は男子学生の保育者志望の時
期や志望動機の質、離職との関係も視野に入れて総合的に指導していく必要がある」
と述べている。
　男性保育者の離職に関する研究として、富田ら (2011) 26) は過去に保育所や幼稚園で
働いた経験がある卒業生に質問調査を行った。その結果、数名という退職者のデータ
ではあるものの、経済的な理由などから 1 から 3 年以内に早期離職していることを報
告している。また、働く意思があっても契約切れによる就労継続の断念という退職が
存在することを報告している。一方、氏家ら (2013) 27) は保育者養成校の卒業生（卒業
後 5 年未満の者）であり保育所または幼稚園を実際に退職した者を若干名ではあるが
その対象とし、就労期間や退職理由、現在の仕事とその満足度を調査した。その結果、
退職者の約 8 割が 1 年以内の早期退職であること、子どもが好きであるとともに子ど
ものお世話好きでもあり、職場体験やボランィア活動を価値あるものと捉え、そして
また、保育者になることを単に誰かに勧められたからという消極的な志望動機ではな
かったことを報告している。また、退職後も半数以上の者が保育園や児童館に再就職
していることから、彼らの子どもが好きであり保育関係に携わろうとする気持ちを読
み取っている。さらに、男性保育者の具体的な退職理由は斎藤ら (2008) 28) と同様、自
身の保育技術の要因よりも同僚や上司との人間関係や低賃金を要因としている傾向に
あった。これらの要因から、「彼らは子どもが好きなだけでは仕事が続けられないと
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行き詰まり、精神的に不安定にある結果、早期退職となっている」ことを示唆してい
る ( 氏家ら , 2013) 29)。しかし、男性保育者の早期離職者を調査対象にすることが困難
であることから、早期離職に関する要因が行政に関連する待遇面であるのか、また、
園内における人間関係などの何らかのものであるのか、保育者養成校の指導力不足で
あるのか、男性保育者自身に関するものであるのかを特定することは実に困難である。
　ここで特筆すべき点は、男性保育者研究としてわずか 2 件のみ該当したが ( 富田
ら , 2011 30)；氏家ら , 2013 31) )、退職せざるを得なかった男性保育者の退職理由などの
側面にあえて焦点を当てていくことの重要性である。一見、世間では離職者に調査を
求めるといったデリケート且つ negative であろうと捉えられる傾向にある男性保育
者への意識を紡ぎ出していくことが、男性保育者研究をより一歩深める要因となり得
る可能生を秘めていることである。そこで、本研究では男性保育者に対する社会的意
識を明らかにするための基礎的資料を得ることを目的とする。具体的には、保育者を
志す学生本人及び現場で直接的に男性保育者とかかわる女性保育者を主な対象とする。
まず、保育者志望学生を対象とした場合において、専門学校と短期大学、大学の学生
の意識を比較した男性保育者研究は数少ない。さらに、斎藤ら (2008) 32) は女性保育者
が男性保育者に対して肯定的な意識を抱いていると述べているが、この結果は他の先
行研究においても同様の傾向が示されている点に着目する。現在、幼稚園や保育所に
働く女性保育者は全体の 9 割を占めているが、斎藤ら (2008) 33) の調査結果を踏まえ女
性保育者が男性保育者に対して肯定的な意識を抱いているとの前提のもと、幼稚園や
保育所等における男性保育者の必要性及び理想的な保育者の男女比について明らかに
する。これによって、男性保育者に対する positive または negative な意識をより一
歩深く明らかにすることができると考えられる。その論拠として、第 1 に、幼稚園や
保育所における保育者の理想的な男女比の意識について明らかにされた調査がないこ
と、第 2 に、男性保育者が必要であるという positive な意識には質の違いがあると考
えられるからである。つまり、男性保育者が保育現場で意識的に必要であるとされて
いたとしても、大げさに言えば 5 対 5 までの必要性を感じられているとは限らないか
らである。さらに言えば、9 対 1 や 8 対 2 程度の必要性が現実なのかもしれない。
　以上、幼稚園や保育所における男性保育者の必要性及び理想的な保育者の男女比の
意識について明らかになることにより、男性保育者自身もまたその現実を直視して保
育現場での生き方を考えるうえでの何らかの指標になるだろう。本研究では、主に男
性保育者に対する意識調査に焦点を当てるが、その意識を裏付けるであろうイメージ
調査も含めることとする。また、低年齢児から幼児までかかわる男性保育者に対する
意識等を明らかするため、保育所の女性保育士を調査対象とする。このように、本研
究は男性保育者が社会的に必要であるとの世間の声に反し、早期離職率が高いという
この矛盾を帯びた実態を新しい切り口から透明化しようとする点においては大変意義
深い。
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Ⅱ．調査
（1）目的
　本調査は、幼稚園や保育所等における男性保育者の必要性及び理想的な保育者の男
女比の意識に関する調査を実施し、男性保育者に対する意識の質を明らかにするため
の基礎的資料を得ることを目的とした。
（2）調査方法
① 調査対象：関東近県の保育者養成校学生と保育士である。専門学校生 50 名（男
性 1 名、女性 49 名）・短期大学生 146 名（男性 5 名、女性 141 名）・大学生 138 名
（男性 44 名、女性 94 名）、保育士 77 名（男性 5 名、女性 72 名）の合計 430 名に
質問紙を配布・回収した。合計 411 名（男性 55 名、女性 360 名：回収率 96％）。
② 調査期間：調査時期は平成 25 年 12 月～平成 26 年 12 月であった。
③ 調査手続き：保育者養成校の教員に調査協力を依頼し、質問紙による調査を実施
した。
④ 倫理的配慮：本研究で得た個人情報は外部に漏洩することや研究以外の目的で使
用しないこと、また、研究への参加は任意であり、同意しない場合もいかなる不
利益も受けないことを書面で提示するとともに、口頭で説明して了解を得た。
⑤調査内容
【フェイスシート】“①性別、②年齢、③住まい、④就労形態、⑤職種及び所属、⑥子
育て経験、⑦子どもの年齢及び預け先、⑧最終学歴”の 8 項目である。
【質問紙】 “①乳幼児期の教育・保育の必要性（5 段階評定）、②小学校教育の必要性、
③幼稚園や保育所に男性保育者がいることを知っているかどうか、④子どもとかかわ
る保育者は男女どちらが適しているかどうか、⑤男性保育者の必要性、⑥男性・女性
保育者の就職初年度における本俸年収の予想、⑦男性・女性保育者の平均勤続年数の
予想、⑧保育園や幼稚園、小学校で働く男性保育者の割合の予想、⑨保育所と幼稚園
における理想的な保育者の男女比”の 9 項目である。さらに、男女保育者に対する保
育者イメージ 66 項目について、男女保育者におけるイメージを 5 段階評定で求めた。
質問紙 18 番目 66 の問は保育者に対するイメージを男女に分けて調査をした。調査内
容は本多・小林・櫻井ら (2007) 34)「保育現場において認識されている男性保育者の特
徴」及び中道圭人 (2012) 35) による他父親・母親の養育態度と幼児の攻撃行動との関連
から引用した。
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Ⅲ．結果
1．男性保育者の必要性に関する意識の割合について
　本研究では、男子学生と男性保育者の調査者数が女子学生や女性保育士よりも少な
いことや性差の要因によってデータに影響が出ることが予想されるため、女子学生と
女性保育士を調査対象として分析を行った。男性保育者の必要性に関する意識の割合
について明らかにするために、未回答を除く調査委対象者から得られた回答に対して
フィッシャーの直接確率検定を行った。その結果、男性保育者の必要性に関する意
識の割合について（表 1）、全体的に有意な差が見られた（χ2 =57.25, df =12, p<.001）。
「不必要」では、保育者の意識の割合が有意に高かった。「どちらかといえば必要」
では、短大生の意識の割合が有意に高く、保育者の意識の割合が有意に低かった。
「どちらともいえない」では、専門学校生の意識の割合が有意に高く、保育者から大
学生の順に意識の割合が有意に低かった。「いることが望ましい」では、所属の関係
性に有意な差は見られなかった。「必ず必要」では、保育者の意識の割合が有意に高
く、短大生の意識の割合が有意に低かった。
2．保育所及び幼稚園における保育者の理想的な男女比の意識について
（1）保育所における保育者の理想的な男女比の意識について
　保育所における理想的な保育者の男女比に関する意識の割合について明らかにする
ために、未回答を除く調査委対象者から得られた回答に対してフィッシャーの直接確
率検定を行った。その結果、保育所における保育者の理想的な男女比の意識の割合に
ついて（表 2）、全体的に有意な差が見られた（χ2 =53.70, df =21, p<.001）。「男性 0＋
女性 10 割」では、専門学校生の意識の割合が有意に高く、短大生の意識の割合が有
意に低かった。「男性 1＋女性 9 割」と「男性 2＋女性 8 割」では、所属の関係性に有
意な差は見られなかった。「男性 3 割＋女性 7 割」では、保育者の意識の割合が有意
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に高かった。「男性 4 割＋女性 6 割」では、所属の関係性に有意な差は見られなかっ
た。「男性 5 割＋女性 5 割」では、大学生の意識の割合が有意に高く、保育者の意識
の割合が有意に低かった。「男性が女性より多い方が良い」では、保育者の意識の割
合が有意に高かった。「わからない」では、短大生の意識の割合が有意に低かった。
（2）幼稚園における男性保育者の理想的な男女比の意識について
　幼稚園における理想的な保育者の男女比に関する意識の割合について明らかにする
ために、未回答を除く調査委対象者から得られた回答に対してフィッシャーの直接確
率検定を行った。その結果、幼稚園において理想的であると思われる保育者の男女
比の割合について（表 3）、全体的に有意な差が見られた（χ2 =45.01, df =21, p<.001）。
その結果、「男性 0＋女性 10 割」では、専門学校生の意識の割合が有意に高かった。
「男性 1＋女性 9 割」では、専門学校生の意識の割合が有意に高く、大学生の意識の
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割合が有意に低かった。「男性 2＋女性 8 割」と「男性 3＋女性 7 割」では、所属の関
係性に有意な差は見られなかった。「男性 4 割＋女性 6 割」では、大学生の意識の割
合が有意に高かった。「男性 5 割＋女性 5 割」では、大学生の意識の割合が有意に高
かった。「男性が女性より多い方が良い」と「わからない」では、所属の関係性に有
意な差は見られなかった。なお、短大生においては、全ての関係において有意な差は
見られなかった。
3．男女保育者に対するイメージによる因子分析
　男性保育者に対してどのようなイメージを持っているのかを確認するため、合計
66 項目の解答に対してデータ分析を行った。全ての項目に対して、天井効果とフロ
ア効果の確認による弁別力がないと判断した 12 項目を除外した。その上で、残りの
54 項目を主因子法・プロマックス回転による因子分析を行った（表 4）。スクリープ
ロットや因子解釈の可能性から総合的に判断し、3 因子構造が妥当であると判断した。
因子負荷量が .40 を下回る項目や .40 以上であっても他の因子への負荷量が .30 以上
の項目を削除して再度分析を行い、前述の基準を満たすようになるまで因子分析を繰
り返した。その結果、32 項目 3 因子構造が妥当であると判断した。表 4 にプロマッ
クス回転後の因子パターン、Cronbach のα係数を示した。第 1 因子は 16 項目から
なる。「ボール遊びやゲームなど、子どもと一緒に遊ぶ時間を持とうとする」「いつも
何か刺激的なことを求めている」のように、活動的な特徴を示していることから「活
動性」と命名した。第 2 因子は 12 項目からなる。「細やかな気配りができる」「掃除
が行き届いて出来る」のように、周囲に気を配ることができるという特徴を示してい
ることから「気配り」と命名した。第 3 因子は 4 項目からなる。「他人の言動をいつ
も気にする傾向がある」「人が自分を認めてくれないと不安に感じる」のように、周
囲の状況に自分を合わせる特徴を示していることから「繊細」と命名した。
－ 11 －
創価大学教育学論集　第 69 号：戸田・松本・氏家・荒木・飯塚・高橋
⾲ 4 ⏨ᛶಖ⫱⪅࡟ᑐࡍࡿ࢖࣓࣮ࢪࡢᅉᏊศᯒ⤖ᯝ 
 
ᅉᏊ䊠㻔ǂ )
50䠊ᅗ᭩㤋ࡸ༤≀㤋࡞࡝㟼࠿࡟ࡋ࡞ࡅࢀࡤ࡞ࡽ࡞࠸ሙᡤ࡛
ࡣࠊᏊ࡝ࡶࢆ㟼࠿࡟ࡉࡏࡿ
.80 -.16 -.08
44䠊࣮࣎ࣝ㐟ࡧࡸࢤ࣮࣒࡞࡝ࠊᏊ࡝ࡶ࡜୍⥴࡟㐟ࡪ᫬㛫ࢆᣢ
࡜࠺࡜ࡍࡿ
.78 -.04 .10
49䠊Ꮚ࡝ࡶࡀಖ⫱⪅࡜Ỵࡵࡓ⣙᮰ࢆᏲࡽ࡞࠸᫬ࠊࡑࡢ⣙᮰ࢆ
ࡶ࠺୍ᗘᩍ࠼ࡿ
.76 -.04 .03
54䠊Ꮚ࡝ࡶࡀᐷࡿ᫬㛫࡟࡞ࡗ࡚ࡶࠊ㐟ࢇ࡛࠸࡚ᐷ࡞࠸᫬ࠊ㟼
࠿࡟ࡉࡏࡿ
.73 -.17 -.13
48䠊ᅬእࡸᅬᗞ࡛㐟ࡪ࡜ࡁࠊ࡛ࡁࡿ㝈ࡾᏊ࡝ࡶࡀ⾜ࡁࡓ࠸ᡤ
ࡸࡸࡾࡓ࠸ࡇ࡜ࢆྲྀࡾධࢀࡿ࡞࡝
.72 -.03 .07
45䠊ᅬእ࡟ฟ࠿ࡅ࡚ࠊᏊ࡝ࡶࡀ⑂ࢀ࡚࠸ࡿ࡞࡜ឤࡌࡓ᫬࡞
࡝ࠊఇࢇࡔࡾᏊ࡝ࡶࢆᢪࡗࡇࡍࡿ
.66 .05 -.05
43䠊Ꮚ࡝ࡶࡀ࢖ࣛ࢖ࣛࡋ࡚࠸ࡿ࡜ᛮࡗࡓ࡜ࡁࠊࠕ࡝࠺ࡋࡓ
ࡢࠖ࡜⪺࠸࡚ࡳࡿ
.65 .12 -.04
47䠊Ꮚ࡝ࡶࡀ㛫㐪ࡗࡓ⾜ືࢆࡋࡓ᫬ࠊ࡝࠺ࡋ࡚ࡑࡢ⾜ືࢆࡋ
ࡓࡢ࠿⌮⏤ࢆ⪺ࡁࠊ࡝࠺ࡋࡓࡽࡼ࠿ࡗࡓࡢ࠿ࢆヰࡋྜ࠺
.65 .05 .01
41㸬Ꮚ࡝ࡶࡀ୍ே࡛㐟ࢇ࡛࠸࡚ࠊ㏥ᒅࡑ࠺ࡔ࡞࡜ᛮࡗࡓ᫬ࠊ
ຍࢃࡗ୍࡚⥴࡟㐟ࡪ
.62 .15 .13
39㸬ྠ൉ࡸୖྖ࡜༠ຊࡋ࡚௙஦ࡀฟ᮶ࡿ .57 .15 .12
59㸬࠸ࡘࡶఱ࠿่⃭ⓗ࡞ࡇ࡜ࢆồࡵ࡚࠸ࡿ .56 -.15 -.10
34㸬⤮ᮏ➼ࡢㄞࡳ⪺࠿ࡏࡀฟ᮶ࡿ .52 .27 .01
53㸬Ꮚ࡝ࡶࡀ཭㐩࡜㐟ࢇ࡛࠸࡚ࠊ཭㐩ࡀ౑ࡗ࡚࠸ࡿ⋵ලࢆ↓
⌮ࡸࡾྲྀࡗ࡚ࡋࡲࡗࡓ᫬ࠊࡑࢀࢆ㏉ࡉࡏࡿ
.50 -.10 -.14
42㸬Ꮚ࡝ࡶࢆᢪࡁࡋࡵࡓࡾࠊࡸࡉࡋ࠸ゝⴥࢆ࠿ࡅ࡚ឡ᝟ࢆ♧
ࡋ࡚࠸ࡿ
.50 .26 -.04
30㸬ࣃࢯࢥࣥ࡞࡝ࡢOAᶵჾࡢྲྀᢅ࠸ࡀᚓព࡛࠶ࡿ .49 .05 .05
27㸬ಖ⫱ࡢ◊ಟࡸ◊✲࡟ពḧⓗ࡟ྲྀࡾ⤌ࡴࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡿ .49 .25 .00
ᅉᏊϩǂ )
16㸬⣽ࡸ࠿࡞Ẽ㓄ࡾࡀ࡛ࡁࡿ -.16 .77 -.06
29㸬ࢃ࠿ࡾࡸࡍࡃ୎ᑀ࡟ಖ⫱グ㘓ࢆ࡜ࡿࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡿ -.15 .69 .05
15㸬ᅬᗞ࡞࡝࡛᳜≀ࡢ᱂ᇵࡀ࡛ࡁࡿ .00 .65 -.05
26㸬㟼࠿࡞㐟ࡧࢆᏊ࡝ࡶ࡜ᴦࡋࡴࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡿ -.08 .65 -.06
37㸬ಖㆤ⪅࡟⫱ඣ࡟ࡘ࠸࡚➼ࡢ࢔ࢻࣂ࢖ࢫࡀฟ᮶ࡿ -.02 .65 -.04
33㸬ᤲ㝖ࡀ⾜ࡁᒆ࠸࡚ฟ᮶ࡿ -.06 .62 .14
38㸬㣗⫱࡟ࡘ࠸࡚ṇࡋࡃᣦᑟฟ᮶ࡿ .12 .59 .11
14㸬Ꮚ࡝ࡶࡢᚰࡢኚ໬࡟Ẽ࡙ࡁࡸࡍ࠸ -.02 .59 -.11
20㸬ື≀ࡢ㣫⫱࡟ຊࢆⓎ᥹ࡍࡿ .12 .54 .03
18㸬࠶࠸ࡉࡘࡸ࣐ࢼ࣮࡞࡝ࡢࡋࡘࡅࡀᚓព࡛࠶ࡿ .05 .52 .00
35㸬ḷࡸ㡢ᴦࡢᣦᑟࡀฟ᮶ࡿ .26 .44 -.03
60㸬ࡇࡘࡇࡘ≀஦ࢆࡍࡍࡵࡿ .12 .40 -.16
ᅉᏊ䊢㻔ǂ )
66㸬ఱ᎘࡞ࡇ࡜ࡀ࠶ࡗࡓࡽࠊࡍࡄ࡟ඖẼࡀ࡞ࡃ࡞ࡿ .02 .04 .70
65㸬௚ேࡢゝືࢆ࠸ࡘࡶẼ࡟ࡍࡿഴྥࡀ࠶ࡿ .09 -.13 .70
61㸬ேࡀ⮬ศࢆㄆࡵ࡚ࡃࢀ࡞࠸࡜୙Ᏻ࡟ឤࡌࡿ -.10 -.10 .66
63㸬᎘࠸࡞ே࡜୍⥴࡟௙஦ࢆࡍࡿࡇ࡜ࡣⱞᡭ࡛࠶ࡿ -.18 .07 .61
ᅉᏊ㛫┦㛵 䊠 䊡 䊢
䊠 Ɇ .67 .17
䊡 Ɇ -.03
䊢 Ɇ
Ϩ ϩ Ϫ
㡯┠ෆᐜ
ᅉᏊ
－ 12 －
男性保育者の必要性と理想的な保育者の男女比に関する意識調査
Ⅳ．考察
　本研究は、幼稚園や保育所における男性保育者の必要性及び理想的な保育者の男女
比の意識に関する調査を実施し、男性保育者に対する意識の質を明らかにして今後の
保育者養成に寄与するための基礎的資料を得ることを目的とした。
　男性保育者の必要性については、女性保育士は「必ず必要」であると positive に認
識しているが、これは実際に男性保育者と共にかかわりながら働く中で、父親が不在
な子どもの父親代わりの存在になり得るという父性、力仕事や安全面、「いつも何か
刺激的なことを求めている」といった男性ならではのイメージも男子保育者に対する
意識に影響を及ぼしているだろう。しかし、「必ず必要」であるよりも「いることが
望ましい」が約 60％で一番高い割合を占めている。さらに、女性保育士は男性保育
者の必要性を「必ず必要」「いることが望ましい」と意識しつつも、保育所と幼稚園
の理想的な保育者の男女比は「男性 5 割 + 女性 5 割」とフラットではなく、高い割
合で「男性 2 割 + 女性 8 割」や「男性 3 割 + 女性 7 割」と低く意識している。これ
は、富田ら (2011)36) が男性保育者は経済的な理由などから 1 から 3 年以内に早期離職
していることを報告しているように、女性保育士は男性保育者と共に働く中でその必
要性を意識しながらも、いつか退職してしまうという現実を間近で目の当たりにして
いるからではないだろうか。これは、男性保育者との「かかわり有るが故」の必要性
の意識であると考えられる。また、ここには女性保育士が積み上げてきたキャリアか
ら感じ取る意識も含まれているだろう。
　女子大学生においては、女性保育士の次に男性保育者を「必ず必要」であると
positive に意識しているが、「いることが望ましい」が約 68％で一番高い割合を占め
ている。これは、男性保育者と触れ合う機会が無いにしても、世間と同様に「かかわ
り無き」必要性を感じていると考えられる。また、男性保育者の必要性を「いるこ
とが望ましい」と意識しつつも、保育所と幼稚園の理想的な保育者の男女比は、約
30％の割合で「男性 2 割 + 女性 8 割」や「男性 3 割 + 女性 7 割」と低い。このよう
に、女性保育士と女子大学生の理想的な保育者の男女比の意識には同様の傾向がある
ことが分かる。女子専門学校生においては、「どちらともいえない」が約 33％と高く
意識していることが明らかであるが、女性保育士と女子大学生と同様に「いることが
望ましい」が約 58％で一番高い割合を占めている。これは、女性保育士と同様に男
性保育者に対する意識を抱いていたとしても、女性保育士のように直接的に男性保育
者と触れ合う機会も無いことから、「かかわり無き」必要性として「どちらともいえ
ない」といったアンビバレントな意識であると推測される。また、「いることが望ま
しい」と男性保育者の必要性を意識しつつ、保育所と幼稚園の理想的な保育者の男女
比は、「男性 2 割 + 女性 8 割」から「男性 1 割 + 女性 9 割」「男性 3 割 + 女性 7 割」
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「男性 0 割 + 女性 10 割」の順に低く意識している。女子短大生においては、「どち
らかといえば必要」であると男性保育者の必要性を意識しているが、「いることが望
ましい」が約 62％で一番高い割合を占めている。また、男性保育者を「かかわり無
き」必要性として「いることが望ましい」と意識しつつ、保育所と幼稚園の理想的な
保育者の男女比は、女子専門学校生の意識と同様に「男性 2 割 + 女性 8 割」、「男性 3
割 + 女性 7 割」「男性 1 割 + 女性 9 割」の順に低く意識している。
　このように、全体的に約 60％以上の割合で男性保育者を「いることが望ましい」
との必要性を示しているにもかかわらず、各所属によって理想的な保育者の男女比に
関する意識に微妙な違いがあるのだろうか。女子学生等は女性保育士とは異なり、男
性保育者と触れ合う機会はほとんど無いため影響を受ける可能性は低いはずである。
今回の調査では、男性保育者に対するイメージが「活動性」「気配り」「繊細」である
と認められたが、男性保育者とのかかわりが無い者にとってその必要性などは世間的
なイメージで判断する以外にないだろう。
　この点について、先にも述べた松本ら (2010) 37) の「男性保育者を志望する男子学生
は積極的または消極的な志望動機をもつというタイプの二極化が起きている」の視点
から述べてみたい。ここでの保育者の理想的な男女比の意識における割合の高低にお
いて、積極的・消極的な志望動機を要因にする根拠としては、女子学生の男子学生に
対する意識にあると考える。具体的には、女子学生は幼少期から自分が園に通って
いた時の保育者への憧れなど、積極的な志望動機を抱いて保育者を目指す傾向が強い。
しかし、男子学生は「誰かに勧められて」「単に資格がほしかったから」「どこかの学
校に入れればそれでよかった」など、消極的な理由で保育者を目指す者も少なからず
存在する。そのような消極的な志望動機の男子学生の中には、進路変更を選択する者
も少なくないだろう。つまり、積極的な志望理由を抱きながら保育者を目指す女子学
生は、進路変更をしていく男子学生の存在に触れていく過程において男性保育者に対
する必要性の意識が低下すると推測される。
　この逆に、明確な志望動機を抱きながら保育者になりたいとの明確な志望動機を抱
き入学した男子大学生とのかかわりにおいては、女子学生はその必要性を感じている
と考えられる。特に、大学生においては、他と比較して唯一「男性 4 割 + 女性 6 割」
「男性 5 割 + 女性 5 割」を理想的な保育者の男女比とするやや高い意識がある。よっ
て、男子大学生においては、より積極的な志望動機の割合が多いのではないだろうか。
井村 (1984)38) が女子学生は保育所で男性が保育に携わることに賛成している反面、男
子学生とともに学び生活する中で、男性保育者のおかれた厳しい経済状況を直視して
いるようだと述べているが、女子学生は女性保育士のように男性保育者と直接かか
わっているわけではないため理想的とする男性保育者の割合が高いと考えられる。つ
まり、女性保育士や保育者志望学生における男性保育者の男女比の意識には、男性保
育者及び男子学生との直接的な「かかわりの有無」が影響していることが示唆される。
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　以上、世間では男性保育者の存在が社会的に必要であると意識されているが、今回
の調査によって、その意識の実態を示すための基礎的資料が得られたのではないだ
ろうか。特筆すべき点は、女性保育士や女子学生は男性保育者の必要性を意識して
いるが、その必要性は「いることが望ましい」が大半であり、その質には男女比とい
う差異があることが明らかになったことである。ここでの質には、男性保育者及び男
子学生との直接的な「かかわりの有無」やイメージが影響しているのではないだろう
か。後者のイメージにおいては、今回の調査では男性保育者に対するイメージが「活
動性」「気配り」「繊細」であったが、特に「何か嫌なことがあったら、すぐに元気が
なくなる」「他人の言動をいつも気にする傾向がある」「人が自分を認めてくれないと
不安に感じる」という「繊細」イメージは積極性や協調性が求められる保育者の世界
において、男性保育者の必要性における男女比意識の割合を引き下げてしまう要因で
はないだろうか。これ等の結果は、現職の男性保育者やその職を志望する男子学生が
現実を直視していくための一つの指標になるだろう。
　今後の課題は、女子学生と女性保育士に調査をする場合、保育者志望の男子学生と
男性保育者とのかかわりがあるかどうかを明らかにしたうえ、男性保育者に対する必
要性の質を明らかにすることである。また、その結果、「男性 2 割 + 女性 8 割」のよ
うな低い男性保育者の必要性が示されたならば、それが現実であるがその割合の根拠
となり得るであろうイメージを詳細に把握することが必要である。さらに、保育者養
成校としては男性保育者を養成する立場であることから、世間から必要性を高く意識
してもらえるような指導を検討していく必要があるだろう。
謝辞
　本論文の作成に当たり、関口はつ江先生に多大なご教示をいただいたことに深謝い
たします。また、調査に協力いただいた方々にも深く感謝いたします。
注　本論文は、日本保育学会第 66・67・68 回大会において一部発表したものを加
筆・修正したものである。
引用・参考文献
1)  子どもを取り巻く環境の変化を踏まえた今後の幼児教育の在り方について」（答申）
－子どもの最善の利益のために幼児教育を考える－, 中央教育審議会 , 平成 17 年 
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/05013102.
htm, 平成 28 年 10 月 3 日．
2)  柏まり・佐藤和順 (2015) 「子育て支援における男性保育者の役割に関する一考察」, 
－ 15 －
創価大学教育学論集　第 69 号：戸田・松本・氏家・荒木・飯塚・高橋
『就実論叢』, 45, pp.275-286．
3)  中田奈月 (2002) 「男性保育者の創出 －男性の存在が職場の人間関係に及ぼす影
響」, 保育学研究』, 40(2), pp.6-204．
4)  齋藤政子 (2002) 「保育園に子どもを預ける親への男性保育者に関する意識調査の
検討」, 『日本保育学会大会発表文集』, 55, pp.370-371．
5)  松本希・宮宅健人・澤津まり子 (2014)「男性保育者に対する保護者の意識に関す
る研究」, 『就実論叢』, 44, pp.303-309．
6)  再掲 (5)
7)  長田洋子 (1997) 「男性保育者の意識調査 : 男子卒業生へのアンケート結果の報告」, 
『日本保育学会大会研究論文集』, 50, pp.294-295．
8)  氏家博子・松本佳子・戸田大樹 (2013) 「男性保育者の意識に関する調査－現職と
離職者を対象として－」, 『日本保育学会大会研究論文集』, 66, p.814．
9)  安井恵子 (2013) 「保育者養成機関における男性保育者の養成について　卒業生に
みる男性保育者の意識調査から」, 『滋賀短期大学研究紀要』, 38, pp.55-66．
10) 再掲 (9)
11) 斉藤政子・木下比呂美・仲山佳秀他 (1998) 「男性保育者に関する調査研究 (2)：
女性保育者を対象とした男性保育者に関する意識調査から」, 『湘北紀要』, 19, 
47-68．
12) 齋藤正典・平田健朗 (2008) 「保育現場における男性保育者に対する意識調査」, 『盛
岡大学』, 25, pp.67-77．
13) 古橋紗人子・早川滋人・安井恵子 (2008) 「男性保育者の有効性について－父親の
マンパワ－　男性保育者の意識調査から」, 『滋賀女子短期大学研究紀要』, 33, 
pp.59-71．
14) 青野篤子 (2009) 「園の隠れたカリキュラムと保育者の意識」, 『福山大学人間文化学
部紀要』, 8, pp.19-34．
15) 再掲 (12) 
16) 宮本博伊 (1984) 「男性保育者及びその志望学生の意識調査」, 『日本保育学会大会研
究論文集』, 37, pp.656-657．
17) 井村圭壮 (1984) 「男子保育学生在学による影響について－特に女子学生の男性保
育者に対する意識の分析を中心として－」, 『日本保育学会大会研究論文集』, 32, 
pp.682-683．
18) 中田奈月 (2004) 「男性保育者による「保育者」定義のシークエンス」, 『家族社会学
研究』, 16(1), pp.41-51．
19) 富田昌平・小野文子 (2011) 「男性保育者をめざした学生たちは今どうしているの
か？ (1) －保育専攻を卒業した男子学生への質問紙調査から－」, 『中国学園紀
要』, 10, pp.97-108．
－ 16 －
男性保育者の必要性と理想的な保育者の男女比に関する意識調査
20) 富田昌平・小野文子 (2012) 「男性保育者をめざした学生たちは今どうしているの
か？ (2) ―保育職への参入・継続をめぐる男性の思いや葛藤を中心に―」, 『中国
学園紀要』, 11, pp.169-180．
21) 菊地政隆 (2010) 「男性保育者を取り巻く近年の保育現場の動向と課題」, 『淑徳大学
大学院総合福祉研究科研究紀要』, 17, pp.235-245．
22) 再掲 (12) 
23) 松本佳子・氏家博子・戸田大樹・高橋健司 (2012) 「男子学生が保育者を目指す要
因に関する研究」, 『日本保育学会大会研究論文集』, 65, p.521．
24) 松本佳子・氏家博子・加藤孝士・戸田大樹 (2010) 「保育者への志望動機と、理想
の保育者像について」, 『日本保育学会大会研究論文集』, 63, p.256．
25) 再掲 (23)
26) 再掲 (19)
27) 再掲 (8)
28) 再掲 (12)
29) 再掲 (8)
30) 再掲 (19)
31) 再掲 (8)
32) 再掲 (12)
33) 再掲 (12) 
34) 本多潤子・小林育子・櫻井登世子ら (2007) 「保育現場において認識されている男
性保育者の特徴」, 『田園調布学園大学紀要 』, 1, pp.153-176．
35) 中道圭人 (2012) 「父親・母親の養育態度と幼児の攻撃行動」, 『静岡大学教育学部研
究報告：人文・社会・自然科学篇』, 63, pp.109-121．
36) 再掲 (19)
37) 再掲 (24)
38) 再掲 (17)
－ 17 －
創価大学教育学論集　第 69 号：戸田・松本・氏家・荒木・飯塚・高橋
An Opinion Poll Regarding the Requirement for Male 
Nursery School Staff and the Ideal Male-to-Female Ratio 
among Nursery School Staff 
Focusing on the Mainly University Students who Wanted to Work 
at Nursery Schools and Female Nursery School Teachers
Daiki  Toda      Kayoko  Matsumoto
Hiroko  Ujiie    Yukiko  Araki
Shiori  Iizuka    Kenji  Takahashi
In the present study, we conducted an opinion poll regarding the requirement for male 
nursery school staff and the ideal male-to-female ratio among nursery school staff. The aim 
was…to…obtain…basic…materials…to…contribute…to…the…education…of…nursery…school…staff.…Results…of…
the questionnaire showed that on the whole, there was a requirement for male nursery school 
staff,…with…approximately…63%…of…respondents…stating…that…“it…would…be…nice…if…they…were…here”. 
In addition, the ideal nursery school staff male-to-female ratio was low; the main responses 
were “20%…men,…80%…women” and “30%…men…and…70%…women”. Furthermore, a factor 
analysis was performed regarding the image of male nursery school staff. The three factors 
observed…were…activity,…consideration…and…delicate.…This…also…suggests…the…fact…that…the…presence…
of a direct connection to male nursery school staff and male students affects the proportion of 
awareness of the male-to-female ratio.
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保育・教育課程における領域「健康」の指導展開
―園外活動場面の保育に着目して―
髙 橋　健 司　　　戸 田　大 樹
要約
　本研究は、保育士が園外活動場面において保育内容「健康」のねらいをどのように
達成しようとしているのか、事例の記述内容から明らかにすることを目的としている。
調査の結果、保育士は保育内容「健康」の指導展開にあたり、子どもの複雑な感情を
適切に捉え、目の前の子どもにとって価値ある行動・場面へと促している。また、言
葉がけや自分自身の行動により、あたかも自然に子ども本人の自主性を尊重して促し
ている。その際、あらゆる危険因子を捉え、不安なく活動に入り込めるよう配慮して
いることが明らかとなった。
Ⅰ．はじめに
　近年、主に都市部で問題化している待機児童問題を背景に、都市部においては急速
に保育所が増加している。とりわけ、多くの従業員を抱える大企業が事業所内保育
所を設置するようになり、労働しながら子育てがしやすい環境を整えている動きが
ニュースなどでも取り上げられるなど、世間からの注目も浴びている。ある保育所は
事業所内保育所として自社ビル内に位置され、ガラス一つ越しに母親が保育の様子を
見ることができる。そして、子どもたちは室内において遊具などで遊びながら仕事を
終わるのを待つのだという。授乳が必要な場合は、保育者から合図があり、仕事を抜
けて授乳ができるなど働く女性にとって魅力的な保育所となっているかのように見え
る。しかし、こうした保育所では新・子ども子育て支援法の施行後、「園庭のない小
規模施設の整備」「公園を園庭の代替場所とする規制の緩和」（厚生労働省，2016）な
ど、子どもたちが園庭で健やかに伸び伸びと身体を動かして遊び、健康の発達を促す
ための十分な物的環境であるとは言い難い条件の中で子どもたちを保育している現実
がある。
　保育所の園庭に関する先行研究として、小池・定行 (2008) は園庭の代替としての公
園の役割、立地によっては十分な公園が存在しない点、公園への経路そのものも重要
な保育空間である述べている。また、谷口・三輪 (2008) は「園庭の有無と散歩の頻度
には関係がある」「園庭のない施設のほうが多く散歩に出かけている」と示している。
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さらに、菊池・山崎・亀田ら (2002) によると、保育所における「保育士の働きかけ
の差が歩数の増加と関連していると推測される」「幼児期の運動量の確保および運動
習慣の育成のためには、保育所での保育内容への指導が必要かつ有効である」と指摘
している。限られた空間や環境下にある保育所が増加している昨今において、保育所
はますます子どもの心身の健全な発達を保障するため、いかに保育における環境構成
や活動内容の質的向上を図るかが問われている。ここで言う保育の質を向上するため
には、何よりも保育のねらいが最重要となる。なぜなら、保育は意図的な営みであり
保育士は乳幼児一人ひとりの発達や興味・関心、生育暦などあらゆる情報を総合的に
捉えて指導・援助を行うからである。そのプロセスにおいて必要となる視点は、指導
計画を立案する際の養護、つまり、生命の保持と情緒の安定に関する「ねらい及び内
容」である。
　改定された保育所保育指針（厚生労働省 , 2017）には、新たに乳児保育に関わるね
らい及び内容が記述された。健康な心と体を育て、自ら健康で安全な生活をつくり出
す力を養うための「健康」では、ねらい①「明るく伸び伸びと生活し、自分から体を
動かすことを楽しむ」やねらい②「自分の体を十分に動かし、様々な動きをしようと
する」、内容③「走る、跳ぶ、登る、押す、引っ張るなど全身を使う遊びを楽しむ」、
内容の取り扱い①「一人ひとりの発育に応じて、体を動かす機会を十分に確保し、自
ら体を動かそうとする意欲が育つようにすること」といった記述がある。この健康の
視点は、先に述べた養護における生命の保持と情緒の安定に関する保育内容と一体と
なって展開するのである。このように、改定された保育所保育指針の記述からますま
す乳児保育に意図性が追加されたことが読み取れる。保育所にたとえ園庭が無くとも、
子どもが戸外に出て伸び伸びと自然や社会環境に触れる中で様々な刺激を受け、保育
士が多くの興味や関心を抱かせ、五感を通して様々な学びを得ていくことが大切であ
る。戸外の園庭で遊んだり園外へ散歩したりすることによって、乳幼児の健康に大き
な効果をもたらすような保育が望まれているのだ。これまで、園庭遊具や砂場などの
場面における子ども同士の人間関係に着目した論文は多くあるが、園外活動場面にお
ける領域「健康」の指導展開について論じた実践事例研究は見受けられない。
　本研究では、保育士が園外活動場面において保育内容「健康」のねらいをどのよう
に達成しようとしているのかを明らかにするため、園外活動の事例検討を行い、保
育・教育課程における保育内容「健康」の指導展開を保育学的視点から考察する。具
体的には、保育者によるエピソード記録によって得た事例の子どもと保育士の相互作
用の有り様を、子どもの育ちの過程、保育士の保育観や子どもの行動の解釈を踏まえ
て考察することとする。
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Ⅱ．研究方法
①　調査期間
　平成 29 年 4 月～ 6 月
②　調査対象
　都内保育所の 0，1，2 歳児合同クラスを担当する保育者 5 名
③　調査方法
　保育者に園外活動場面における保育実践を振り返ってもらい、具体的な場面（エピ
ソード）において、領域「健康」のねらいを達成するためにどのような意図で保育を
行ったかを記述してもらった。また、具体的なエピソードの抽出のために、エピソー
ド記述についてのインタビュー調査を実施し、その内容を記述に含めた。
④　園外活動及び散歩の定義
　「園外活動」の「園外」とは、保育所敷地外に出て移動を伴う活動を指し、敷地内
の「園庭」で行う活動は含まない。大辞泉によると「散策」とは「これといった目的
もなくぶらぶら歩くこと」と記されており、国語辞典によると「散歩」とは「気晴ら
しや健康のために、ぶらぶら歩くこと」と定義されている。よって、保育現場で使う
言葉として馴染みがあることや、本稿の趣旨から「散歩」と表記することとした。
⑤　倫理的配慮
　本研究は、創価大学人を対象とする研究倫理委員会の承認を得て行った。調査対象
者には、研究の意義、目的、研究への参加は任意であること、匿名性の保持の方法に
ついて文書で説明し、同意書の提出をもって調査協力への同意とした。
Ⅲ．結果と考察
　保育士が園外活動場面において保育内容「健康」のねらいをどのように達成しよう
としているのかを明らかにするため、「健康」と関連した保育を促す場面（エピソー
ド）について、調査から得られた記述 5 事例を考察した。
事例①
● 4 月 21 日：お散歩時にみられた不安や葛藤
　入園して 1 か月も過ごしていない 2 歳児 A ちゃんは、朝からお母さんと離れ
たことが悲しくてずっと泣いていた。おやつの場面などで少し落ち着いたことも
あったが、それでも目に涙を浮かべたまま園庭へ。外に繋がるドアをドンドン叩
いてみたり、ドアの前にずっと立って動かない。涙目になりながら「きょうは誰
と行こうかな～。」と一緒にお散歩する保育者を探している模様。その後、みん
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なでお散歩しながら目的地を目指す時間となり、A ちゃんは不安そうな表情を
浮かべながら、少し外の世界に期待を寄せて手を繋いだままお散歩を始めた。そ
の後も自分の思うように足を延ばしながらも保育者のもとに戻ってきてを繰り返
していた。
●保育士が意図した保育
　この場面において、「健康」の内容「保育士等や友達と触れ合い、安定感を
持って生活する」にあるように、A ちゃんが安心感を持つことができるように
保育を行った。入園後、3 週間弱で、それまではずっと一緒にいたお母さんと離
れることへの不安と悲しみを抱く A ちゃん。何をするにもその不安があること
で思い通りに楽しく遊ぶことができないのではと感じた。涙目でドアの前に立
つ A ちゃんのもとに寄り添い、お母さんに会いたいとの気持ちをしっかりと受
け止めた上で、「それでも頑張っている A ちゃんは偉いね」と言葉かけをした。
「誰と行こうかなー。」と探している時に、「A ちゃん一緒に行こっか！」と誘
うように声をかけた。お散歩中も一つ一つの言葉や行動に対して、しっかりとそ
の意向を受け止める姿勢で保育を行った。これらの行動をすることで、大人から
きちんと受け止められて見守られているという安心感を抱くと共に、伸び伸びと
活動に取り組めるのではないかと思ったからである。特に不安要素が多い時期に、
保育者との信頼関係を築くことで、自分の興味のあることやものに進んで取り組
み、友達とのかかわりも増えていくようになるだろう。まずは心の健康を育てる
ために、安心感をもつことが大切であると考えた。
　
事例①に対しての考察
　保育者と子どもとの信頼関係は、保育をする上で絶対的な土台となる。入園して間
もない園児の不安を解消し、安心して生活できるように保育士として援助することは
最善の利益を考えた行動といえる。園外保育は外部環境との接触が増える分、少なか
らず保育士にも子どもにも緊張感を伴う。また、記述にあるように「伸び伸びと活動
に取り組む」ために、子どもの精神的安定感を保障することは大切なことと言える。
このように、本事例は心理的側面の健康を意識した保育を展開していることが分かる。
事例②
● 5 月 12 日（金）: 迷路の冒険
　近くのグラウンドへお散歩に行き、緑のネットで迷路を作り遊んでいたところ、
1 歳児の A ちゃんはあるネットに出口のような穴が空いているのを見つけ、そ
こから迷路で使用していないネットがたくさん置いてあるところへと入って行っ
た。その穴は大人がくぐることができなかったため、私は反対側からまわって外
に出してあげようとしたが、A ちゃんはさらに奥へと行こうとしていた。そこで、
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私は A ちゃんが行こうとしている先のネットの横へまわり、「こっちこっち！」
と声をかけ、A ちゃんを呼んだ。すると、A ちゃんはネットを支える棒を跨ご
うとしたりくぐろうとしたり、どうしたらあちら側へ行けるのか試行錯誤してい
た。A ちゃんは跨いで行くことはできないと気付き、棒をくぐろうとしたため、
私は棒を手でカバーし、少し手を貸しながら A ちゃんがこちら側へ来ることを
応援して見守った。A ちゃんは無事に棒をくぐることができ、笑顔を見せていた。
●保育者が意図した保育
　私はこの場面において、「健康」のねらいの「自分の体を十分に動かし、進ん
で運動しようとする」、また、内容の「いろいろな遊びの中で十分に体を動か
す」を意図し、保育を行なった。A ちゃんは自分からネットがたくさんある場
所に興味を持ち、さらに奥へと行こうとしていたため、A ちゃんの自発的な気
持ちを尊重しようと考えた。奥へ進むためにはネットを支える棒を超えていかな
ければならなかったが、少し工夫すれば A ちゃんも越えることができるような
ものであったため、保育者が抱っこして先へ連れて行ってあげるのではなく、A
ちゃんが自分で棒を越えられるよう援助しようと考えた。A ちゃんの腕を精一
杯伸ばしたり、足を高く持ち上げたりと、体をうまく動かして試行錯誤していた
ため、こちらが手出しをすることはせず、転ばないように見守った。そして、棒
をくぐる際には、頭をぶつけないように棒を手でカバーし、A ちゃんがバラン
スを崩して転ばないように手を繋いで A ちゃんの援助をした。
事例②に対しての考察
　子どもの主体性を尊重した保育が展開されている事例といえる。保育においては、
受動的な「やらされている」感覚は、思考が止まり、心身の活動が乏しくなる方向へ
と向かう。記述にあるように、ねらいの「自分の体を十分に動かし、進んで運動しよ
うとする」を達成するために、保育者が意識的に子どもの好奇心や興味といった感情
を捉え、「あたかも自らが望んで」その活動を行っているかの如く、見守り、保育し
ていることが分かる。
　
事例③
● 5 月 15 日：あそびの展開と“おみやげ”
　近くの広場にやってきた一同。下に降りる階段へ向かう子どもと、自動販売機
に向かう子ども、広場にそのまま地面に座っている子どもがいる。階段を降りら
れないことがわかった A ちゃん、B ちゃん、C ちゃん、D ちゃんは、自動販売
機でジュースを買う真似をして遊ぶ。2 歳児の A ちゃんは歩道沿いに咲くシロ
ツメクサを見つけ、“おみやげ”のため数本取る。先生に見せるため走り、どこ
にあったのか教えるため走って戻り、シロツメクサで指輪を作ってもらう。2 歳
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児の E ちゃんは見つけた花を「ママ」「パパ」への“おみやげ”にするため、花
を探しながら歩いて、見つけては先生に渡し、ぐんぐんと勢いよく歩いている。
●保育士が意図した保育
　戸外へ散歩に出ることを保育所での生活の流れの一部として楽しみ、保育所の
職員や家族、友達を想う気持ちの表れである“おみやげ”探しは他の領域とも関
連する戸外での活動だと思う。これまでもお散歩の中で「おみやげに持って帰ろ
うよ」という声掛けがよく行われていた。園庭とのつながりや保育所に戻って手
渡した時の反応を想像し、保育所に戻ることを楽しみに帰れるからだと思う。こ
の日は、広場横の施設内の展示会場を訪れた後の開放的な広場での遊びの時間で
あった。子どもたちは走ったり、狭い所を列になって歩いたり、雑草を発見して
採ったりしていた。私は A ちゃんに対して、発見したシロツメクサを見せるた
めの行動を促したり、散歩の道中で花を摘む E ちゃんの思いを受け止めたりした。
その他に、目当ての草花を採ろうと足元が不安定な坂に立ち入ろうとしている時
には、ゆっくり歩くことを促しながら近くで見守った。また、伸び伸びと体を動
かしながら、車や足元に気を付けて遊べるように声掛けすることに心がけた。
事例③に対しての考察
　この事例の保育者は、散歩活動の場面の中で雑草を使って指輪作りをし、その後の
生活を豊かなものにしようと促すように意識している。保育はただ子どもの動きを見
守ればよいのではなく、価値ある行動・場面へと促す行為こそが、質の高い保育とい
える。保育者は子どもが伸び伸びと活動でき、その子どもの感受性を余すことなく引
き出すために、危険な因子に配慮することも心掛けていることが分かる。
　
事例④
● 5 月 16 日：歩く、そして走る、体を動かす楽しさを伝えたい。
　この日はみんなでお散歩に行った後、3 歳児になる幼児とは別行動となり、2
歳までの乳幼児と遊んでいた。歩けるようになった 2 歳児の A ちゃんは活発に
動いていた。そこで持ってきたボールを私が投げると、ゆっくり歩きながらボー
ルを一生懸命取りに行き、キャッチできた時は笑顔になっていた。「嬉しいね～、
投げてごらん！」と私が言うと、ポンと投げてくれたが、まだまだ前には飛ばな
なかった。しかし、また自分でボールを取りに行って、沢山ボールに触れていた。
また、柱のようなところがある場所では、それを使って「いないいないばあ」を
一緒にやり、とても楽しんでいた。
●保育士が意図した保育
　保育所保育指針にある、内容 ② 「いろいろな遊びのなかで十分に体を動か
す」と、内容 ④ 「様々な活動に親しみ、楽しんで取り組む」という 2 つの内容
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を主に意識しながら保育をした。内容 ② に関しては、沢山歩かせることで、足
の発達を促したり、歩いて何かをする楽しさを自分からより見つけられるように、
と意図をもって保育した。また、内容 ④ に関しては、ボールやいないいないば
あの他にも、水に触れたり、施設横の音の出るオブジェに触って音を楽しんだり、
と色々な活動に親しませてあげたいと思い、そのような保育を行った。いずれは
自分で遊びの幅を広げられるようにと考えて、一緒に活動を楽しんだ。
事例④に対しての考察
　保育の中に自然と運動を促す活動を取り入れることにより、ねらいにある「いろい
ろな遊びのなかで十分に体を動かす」を達成するように心がけて保育していることが
分かる。特に乳幼児の場合は子どもの興味・関心の強さが、そのまま行動となり運動
に繋がるといえるため、ボールを転がしたり、水と触れたりすることで動きを生み出
すような保育を展開していることが分かる。物的環境や人的環境にかかわりを持たせ
る工夫が、「健康」のねらいを達成する上でとても大切なことであるといえる。
事例⑤
● 5 月 9 日：しっぽ取りゲーム
　天気が良かったこの日は、グラウンドでしっぽ取りゲームやボール遊びをした。
2 歳児 A ちゃんは、はじめはしっぽ取りゲームのルールを理解していないよう
であったが、しっぽを嫌がることなく、お友達や保育者のしっぽを追いかけ、伸
び伸びと走る様子が見られた。また、A ちゃんが走ってしっぽを追いかけるこ
とにより、その場にいた 1 歳児 B ちゃんも勢いよく走りだし、一緒に走ること
を楽しむ姿が見られた。走ることにより、しっぽが風になびくため、ひらひら揺
れるしっぽを楽しむ姿が見られた。
●保育士が意図した保育
　始め、2 歳児 A ちゃんはしっぽ取りゲームのルールを理解していないようで、
自分についているしっぽやお友達のしっぽを見てにこにこしていた。「健康」の
②「自分の体を十分に動かし、進んで運動しようとする」のねらいのもと、身体
を十分に動かすことを楽しむことができるよう、A ちゃんを追いかけ、しっぽ
を取ろうを働きかけた。また、この際「まてまてー。」「大変だ！逃げろー。」な
ど、勢いよく走りだすきっかけとなる言葉かけをすることに留意しながら保育を
行った。このような保育を行った理由としては、保育者自らが伸び伸びと体を動
かし、A ちゃんに働きかけていくことで、A ちゃん自身も体を動かすことの楽
しさを味わうことができると考えたからである。また、言葉かけに留意すること
で、より自然に、体を十分に動かすことを楽しんだり、充実感を味わうことがで
きると考えた。
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事例⑤に対しての考察
　ゲームや簡易的なスポーツなどを設定し運動できる環境を作るようにするが、この
事例のように、より運動が促されるような言葉がけをしていることが分かる。また、
同様に運動が促されるように、保育者自身がまず「伸び伸びと」体を動かすようにし
ている。「健康」のねらいを達成するにあたって、環境設定のほかに、保育者自身の
行動と言葉がけについて意図しながら保育していると読み取ることができる。
Ⅳ．まとめ
　本研究は、0 ～ 2 歳児の合同クラスにおける保育士が園外活動場面において保育内
容「健康」のねらいを達成するためにどのような意図をもって保育しているかに
ついて、記述内容を考察した。その結果、保育者は「ねらい」と「内容」、「配慮
事項」を念頭において保育をする。また、0, 1, 2 歳児の保育では特に「養護」に
関わる記述内容が多く、園外活動においては緊張感も高まり、より繊細な配慮事
項が求められることが明らかになった。保育は保育者と子どもとの信頼関係を基
盤としてこそ、一つ一つのかかわりが意味を成すものになる。つまり、子どもの
情緒の安定があってはじめてあらゆる領域のねらいを達成する保育が可能となる
と言える。この養護を重視する点は、改定された保育所保育指針においても強調
されている。保育士は保育内容「健康」の指導展開にあたり、子どもの複雑な感
情を適切に捉え、何に興味を示しているのかを判断し、目の前の子どもにとって
価値ある行動・場面へと促している。また、それが言葉がけや自分自身の行動で、
さらに、興味・関心を引き出し、あたかも自然に子ども本人の自主性を尊重して
促している。そのために、あらゆる危険因子を捉え、不安なく活動に入り込める
よう配慮していることが明らかとなった。
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Instruction Development of  “Health” Area in the Course 
of Study of Early Childhood Education and Care
— Focus on Childcare with Extracurricular Activities —
Kenji TAKAHASHI, Daiki TODA
This… study…utilizes…written…descriptions… from…example… cases… to… reveal…how…childcare…
providers seek to fulfill the aims of the MEXT course of study category “Content…of…Childcare…
Health…in…extracurricular…activities.…Survey…results…indicate…that…in…their…teaching…methodology…
for”…Content…of…Childcare…Health,… the…childcare…providers…appropriately…capture…the…complex…
emotions…of…children,…and…encourage…valuable…behavior…and…scenarios…for… the…children…with…
whom they are engaged. Moreover, through their choice of words and actions the providers 
respect and encourage each child’s independence in an entirely natural manner. These findings 
show that during this process the childcare providers consider various risk factors and shape 
the…environment…to…enable…children…to…participate…in…activities…without…anxiety.
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紙素材を用いた幼児の造形活動の 
指導法に関する実践的研究
―体験的に考察する学習活動を中心として―
堀 舘　秀 一
1. 背景
　現行の幼稚園教育要領（文部科学省 2008）には、幼児たちに対した幼稚園での生
活の中で育つことが期待される心情、意欲、態度など生きる力の基礎となりえること
がねらいとして示され、このねらいを達成していくため指導する事項、幼児が身に付
けていくことが望まれるものが内容として示されている。感性と表現に関する領域で
ある「表現」について、「第２章　ねらい及び内容領域「表現」では、冒頭で「感じ
たことや考えたことを自分なりに表現することを通して，豊かな感性や表現する力を
養い，創造性を豊かにする」とし、次のように目的や内容を示している。
１ ねらい
(1) いろいろなものの美しさなどに対する豊かな感性をもつ。
(2) 感じたことや考えたことを自分なりに表現して楽しむ。
(3) 生活の中でイメージを豊かにし，様々な表現を楽しむ。
２ 内容
(1) 生活の中で様々な音，色，形，手触り，動きなどに気付いたり，感じたりする
などして楽しむ。
(2) 生活の中で美しいものや心を動かす出来事に触れ，イメージを豊かにする。
(3) 様々な出来事の中で，感動したことを伝え合う楽しさを味わう。
(4) 感じたこと，考えたことなどを音や動きなどで表現したり，自由にかいたり，
つくったりなどする。
(5) いろいろな素材に親しみ，工夫して遊ぶ。
(6) 音楽に親しみ，歌を歌ったり，簡単なリズム楽器を使ったりなどする楽しさを
味わう。
(7) かいたり，つくったりすることを楽しみ，遊びに使ったり，飾ったりなどする。
(8) 自分のイメージを動きや言葉などで表現したり，演じて遊んだりするなどの楽
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しさを味わう。
　また、幼稚園教育要領「第 1 章 総則 第 1 幼稚園教育の基本」では、「教師は幼
児との信頼関係を十分に築き，幼児と共によりよい教育環境を創造するように努
めるものとする」とし、教育に際して重視すべき事項として、以下のように掲げ
ている。
１　幼児は安定した情緒の下で自己を十分に発揮することにより発達に必要な
体験を得ていくものであることを考慮して，幼児の主体的な活動を促し，幼
児期にふさわしい生活が展開されるようにすること。
２　幼児の自発的な活動としての遊びは，心身の調和のとれた発達の基礎を培
う重要な学習であることを考慮して，遊びを通しての指導を中心として第２
章に示すねらいが総合的に達成されるようにすること。
３　幼児の発達は，心身の諸側面が相互に関連し合い，多様な経過をたどって
成し遂げられていくものであること，また，幼児の生活経験がそれぞれ異な
ることなどを考慮して，幼児一人一人の特性に応じ，発達の課題に即した指
導を行うようにすること。
　その際，幼児の主体的な活動が確保されるよう幼児一人一人の行動の理解と予
想に基づき，計画的に環境を構成しなければならない。この場合において，教師は，
幼児と人やものとのかかわりが重要であることを踏まえ，物的・空間的環境を構
成しなければならない。また，教師は，幼児一人一人の活動の場面に応じて，様々
な役割を果たし，その活動を豊かにしなければならない。
　教師である保育者は幼稚園教育要領に示されている通り、幼児の感性や表現力を養
い、創造性を豊かにすることを望み、活動する存在である。当然、その育ちを支援し、
引き出す側の保育者の高い能力が求められる。幼児の活動を豊かにしていくための役
割を果たしていくことに必要なものは、先ず保育者自身が感性や表現力、創造性が豊
かであること、そのように幼児と接するために、日常的にアンテナを張り巡らせ、努
力を怠らないことではないだろうか。
　幼児の育ちを支援し、引き出すための努力として、具体的な手立ては様々考えられ
るが、活動の事前準備として行われる教材の検証もその一つである。行われる活動全
体を検証していくことはもちろんであるが、活動が展開される環境やその一部分でも
ある様々な素材の検証も大切な事であると考える。保育者自身の素材に対する質の高
い経験やより豊富な知識は、幼児の造形遊びを支援しより豊かな内容とする上で必要
なものと考える。
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　幼児が遊びを通して触れ合う素材には、生活場面から様々なものが考えられるが、
中でも身近で触れ合う機会が多い素材としてあげられるものの身近な代表的な存在と
して「紙」がある。「紙」に焦点を当て造形活動を振り返ってみると、スケッチブッ
クや画用紙に鉛筆やクレヨン等の描画材を用いて何かを描いたり、また折り紙を使用
し折るというプロセスを経て造形物を作り出したり、お菓子の箱等を組み合わせ時に
はハサミで加工して目的のものを作り上げる工作遊びなど、工夫次第では様々遊びの
活動に取り入れることができ、その点を考慮すると「紙」を使用した幼児たちの遊び
は数多くのバリエーションを考えることができる。この「紙」を活用した様々な遊び
は、もちろん他の 4 領域と密接に関連しながら展開される。
　筆者はこれまで、担当する授業である「保育内容 F（造形表現）」において、受講
生に対して、過去の教育課程の中で経験してきた造形活動全般のことや「紙」を使用
した遊びや造形活動、その時使用した「紙」の種類について、確認してきた。その傾
向として、先ず漠然としたイメージで括られた「画用紙」という言葉が多く出されて
いる。そして、「描く（書く）活動」「折り紙」「工作の活動」等を記憶してはいるも
のの、それぞれの活動の中でどの様な材質の「紙」を使用していたかはよく覚えてい
ないとの内容が多い。当然、時間の経過による記憶の曖昧さによる影響も考えられる。
また、それぞれの学生がたどった、家庭での造形的遊びの環境も含めた、造形活動の
経験、種類や数が関係していることもあるだろう。しかし、幼・小・中・高と課程が
進むにつれて、課外の活動も含め、造形活動や美術的な表現活動を行う機会が減って
いるという学生が多く見受けられる。
　実際に様々な材質の素材と触れあう体験を通して、各造形材料を再確認し素材の持
つ様々な可能性を体験的に考察する機会は、幼児たちの活動を支援するための事前準
備であることはもちろん、幼児教育に携わる者の造形感覚を養う貴重な時間でもある
と考える。そこで本研究では、「紙」素材と触れ合う体験を通して、素材の可能性に
ついて考察する「体験的素材考察活動」を提案し、授業において実践した。
2. 本研究の目的と方法
　本研究の目的は「体験的素材考察活動」を提案するとともに、授業において実践し
て、その効果を検証することである。仮説として、「体験的素材考察活動」が将来の
保育者である学生に、以下の機会を与えることが考えられる。
1. 造形材料としての紙を再確認し、素材の持つ様々な可能性を体験的に考察する
2. 視覚以外の感覚（触覚・聴覚・嗅覚等）も働かせて紙について感じ考え、紙が
見せる様々な表情・姿に気づく
3. 造形活動の教材研究の初歩を体験する
　検証の方法として、筆者が担当する「保育内容 F（造形表現）」において、複数年
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度にわたって「体験的素材考察活動」を実践し、学生の様子やワークシートの記述内
容から、その効果を測る。
3. 体験的素材考察活動
3-1. 概要
　様々な素材と関わってきた保育者の質の高い経験や素材に対するより豊富な知識は、
幼児の内容豊かな造形遊びを支援する上で必要なものと考える。将来の保育者である
学生たちが、幼児の自分なりの表現を通して、豊かな感性や表現する力を養い、創造
性を豊かにすることを大切にした造形（表現）活動に携わるにあたり、まず、将来の
保育者である学生が、自身の豊かな感性や表現する力を養い、創造性を豊かにする
日々の経験を行う必要がある。
　「体験的素材考察活動」では、素材として先述の通り、生活の中で最も身近な「紙」
を扱う。「紙」という素材に実際に触れながら、その経験をもとに「紙」について再
確認し、また考察を加えていく活動を行う。実際に触れながら考えるため、「紙」に
対して視覚的にアプローチするだけではなく、そのほかの感覚（触覚・聴覚・嗅覚
等）も働かせ「紙」について感じ考えること、またそれぞれが日常の中で体験してき
た「紙」というものが見せる様々な表情・姿への気づきを期待する。換言すると、経
験に裏付けられた素材（材料）に対する知識の習得と、素材に触れあう中で感覚的に
伝わるものを、五感を働かせ意識的に感じとることの経験である。それまでの何気な
く素材に対峙していた無意識な関わりを、意識的な関わりへ変化させていくことは、
幼児の造形活動（遊び）を支える保育者の造形的基礎力に厚みを付け、それを発展的
に支えるための応用力の涵養にもつながるものと考える（図 1）。
　この活動は、「紙」を扱う諸々の造形活動の教材研究の一環としての役割も兼ねる。
ここでは将来の保育者である学生自身が造形活動（遊び）に使う素材に触れながら、そ
の素材について多角的に知り、また感覚的に感じることを通して、幼児が活動時に感
じるであろうことの事前検証を含めた、教材研究の初歩を体験する。幼児が遊びの中
図 1　素材との関わりと基礎力・応用力の関係
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から学ぶモノ・コトの質的要素の向上や遊びの中から様々な経験を積み重ねていく幼
児の遊び（学び）を系統立てて考え、支援する力にもつながっていくことが期待できる。
3-2. 活動の流れ
　体験的素材考察活動は、A. 紙についての振り返り、B. 紙製品の想起、C. 紙の性質
についての分析、D. 紙を使用した活動のイメージ、E. 全体の振り返り、の 5 段階か
ら構成され、1 コマ 90 分の授業で完結する。以下では、各段階について、具体的に
説明する。
A. 紙についての振り返り
A- ①　過去の教育課程の中でどのような「紙」を使用した造形的活動を行ってきた
か記憶を振り返る。個人活動。
A- ②　重複した発言が無いように振り返った紙を使用した造形活動をクラス全体に
発表する。
B. 紙製品の想起 
B- ①　教育課程の視点を取り払い、身の回りにあり造形活動で使用できそうな紙製
品にどの様なものがあるかを経験と知識を生かしながら、思いつく限り、個人
でワークシート（図 2）に書き出す。
B- ②　ワークシートに書き出した紙製品についての情報を、テーブルごとのグルー
プで共有し、気付きを促す。グループ活動。
B- ③　どのくらいの数の紙製品が思いつけたか、その数と具体的な紙製品名につい
てこちらで読み上げた項目と比較しながら、クラス全体で情報の共有と新た
な気付きを促し、様々な種類の紙製品が活用可能であることを確認する（図
3）。書画カメラで撮影したものを大型モニターに投影しクラス全体で共有する。
様々な種類の紙製品が活用可能であることを知るとともに私たち人類の文化を
図 2　ワークシート「身近な紙素材といえば…」
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支えてきた「紙」そのものが秘めた可能性を確認する。紙以外にも様々な身の
回りの素材が活動の材料になることもここで確認する。
C. 紙の性質についての分析
C- ①　ここまでの AB の活動で得た結果を生かしながら、「紙」そのものに焦点を当
て、その性質や、「紙」とはどのようなものなのかを造形活動に使用するという
枠にとらわれずに思いつく限り、個人で書き出していく。
C- ②　事前に準備をしておいた様々な種類のサンプル紙をそれぞれ触りながら、改
めて C- ①と同じく「紙」についての思いつく言葉を、個人で書き出していく
（図 4）。この時思いついたことは言葉として発声しグループの中で呟き、情報
が共有できるようにする。グループ内の他の学生の呟きを聞き参考にしながら、
個人で思いつく限り書き出していく。サンプル紙は折り曲げたり、破いたりし
てよい。なお、実践では、再生画用紙、シリウス水彩紙、ペーパーキャンバス、
段ボール、梱包用片段ボール、3mm 硬質厚紙、コピー用紙、新聞紙、ティッ
シュペーパー、お花紙、半紙、トレーシングペーパーを提供した。
C- ③　グループ内で書き出せた項目数とその言葉を確認しながら、クラス全体で情
報を共有する（図 5）。こちらで準備した項目と比較しながらクラス全体で情報
図 3　身近な紙素材の例（一部で重複あり）
図 4　ワークシート「紙は○○○○」の例（グループ共有後）
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の共有と新たな気付きを促す。「紙」を表す言葉を確認する中で、「紙」の様々
な性質や魅力を感じ取ることを期待する。
D. 紙を使用した活動のイメージ
D- ①　ちぎる、切り分ける、折る、重ねる、組む、など、「紙」を使用した造形遊び
に関係する加工の為の基礎的な技法（結城 2010）を、言葉と視覚イメージで確
認しながら「紙」を使用した活動のイメージを膨らませる（図 6）。
図 5　「紙」を表す言葉をまとめた一例　C- ③
図 6　ワークシート「言葉による「紙」を扱う基本技法」の例
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E. 全体の振り返り
E- ①　活動全体を振り返り、活動を通しての気付きや感想を振り返りシートにまと
める。
4. 体験的素材考察活動の実践の結果と考察
　2010 年度以降、「保育内容 F（造形表現）」において、体験的素材考察活動を 7 回
実践してきた。これまで提出された振り返りシート（図 7）の中で、2 章で掲げた仮
説に関連する代表的な記述（視点）と、それらに関する考察を以下に記す。
4-1.「造形材料としての紙を再確認し、素材の持つ様々な可能性を体験的に考察す
る」について
・今まで（過去の教育課程の中、または日常生活において）紙という身近にある
素材についてここまでじっくりと考えることはなかった。経験してきたはずな
のに忘れている部分が多いことや紙についての新たな発見があった。
・紙についての活動や考えることを通して、私たちの生活文化は、紙によって非
常に多くの部分を支えられているかもしれないと思った。
　学生は「紙」に触れあう日常的な経験の中で、当たり前の事象として無意識にや
り過ごしてしまっていると思われる部分を、この体験的考察活動を通して意識的に捉
えることを経験し、その過程で様々なことを感じていたようである。中でも生活の中
において身近にごく当たり前に存在していた既知の素材に焦点を当て、五感を働かせ
てじっくり考える体験に、驚きを隠せない部分があったようである。ここでの経験は
「紙」にまつわる様々な過去の記憶（感覚 ) の掘り起こしや、過去に経験してきた内
図 7　ワークシート「活動を通した気づきと感想」
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容をあらためて想起する機会にもなっていた。中には、過去において「紙」に触れあ
う中で感じていたはずの感覚を、この活動を通して初めて感じたかもしれないという
感想を持つ学生もいた。本活動に使用した「紙」という素材だけではなく、幼児が活
動の中で使用する他の様々な素材に対しても同様に意識的に捉えていくことで「新た
な素材の見え方があるのでは？」と探求する姿勢も、活動する学生の中に見て取るこ
とができた。また「紙」という素材を単に造形活動のための一素材として捉えるだけ
ではなく、その素材を用いた日常生活において使用される加工品としての「紙」の視
点や、歴史の中で受け継がれてきた素材としての視点も含めた、より広く柔軟に捉え
方も促されたと推察される。
4-2.「視覚以外の感覚（触覚・聴覚・嗅覚等）も働かせて紙について感じ考え、紙
が見せる様々な表情・姿に気づく」について
・日常文字や絵をかくために当たり前のように使用している「紙」をちぎったり、
丸めたり、折ったり、など「紙」と触れ合う中で、紙はとてもたくさんの感覚
に働きかけてくる素材であると感じた。
・紙を「破く」「丸める」時、音が聞こえていたはずなのに、「音が鳴る」という
友人の意見を聞くまでその音を意識することができなかった。
　個人活動の中では意識的に捉えることができなかった感覚や事柄も、グループ内や
クラス全体で情報共有する時の傾聴の中において、互いに自分の中になかった視点を
知ることができ、また獲得した他者の視点をもとに「柔らかい紙ではどうだろう？」
「硬い紙では？」と連鎖する形で、相互の気付きを発展させる姿も確認できた。
　素材は私たちが思う以上に多くの感覚に働きかけてくる。「紙」を例にすると先ず、
色や明るさ、質感などは視覚的に働きかけ、手触りの中感じ取ることが可能な質感、
重さ、温度などの触覚的要素、新聞紙など印刷された紙ではインクの臭いが嗅覚を刺
激する。「紙」と触れ合う際には様々な音も聞こえてくる。この活動の中でも聴覚に
働きかける「紙」の音に関しての気付きも大変に興味深いものであった。活動時に
「紙」を折ったり、丸めたり、ちぎったり、思いっきり破いたりと学生たちの「紙」
への関わり方は様々であるが、その際、教室内は「紙」がこすれる音、破ける音で
騒然としているにもかかわらず、その音に気付くことのできない学生も多く存在する。
特殊なケースではあるが、聴覚に働きかける「紙」にまつわる音についての学生間の
気付きが全くなかった実施年もあった。
4-3.「造形活動の教材研究の初歩を体験する」について
・道具（ハサミ）を使用せずここまで紙で楽しめるとは思わなかった。
・紙を使用してこの活動のように自由に触れあう経験が自分の子供のころにあっ
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たかどうか記憶にない。大人の自分にもとても楽しめた。子供たちにもいろい
ろと経験させてあげたい。
・「紙」に触れあう遊びを通して、子供たちにもより多くのことを体験し感じても
らいたい。
　熱心にこの活動に取り組む学生たちは、自分の「手」という基本道具を駆使しなが
ら、この活動が教材研究（検証）の一部を担う活動であるということを飛び越え、活
動の中で気づいた（感じた）ことを足掛かりとしながら「紙」と対話するかのように
遊び始める。その遊びを通し「紙」についての様々な性質に気付いたり、また座席の
隣で活動する友人が「紙」で行っていることが気になり真似をして自ら再現してみた
りと、子どもが遊ぶ姿に負けないくらいの状態で活動が展開していく様子が見て取れ
た。素材に向き合いながら遊ぶ行為は、子供だけではなく大人になった学生にとって
も心動く楽しい活動であるようだ。子供や大人という年齢や経験を問わず、その遊び
の中で感じた楽しさ、感動する姿には嘘はないであろう。その様な活動風景の中、そ
の感動と楽しさを「紙」素材はもちろんのこと、子どもたちの遊び（活動）を支える
様々な素材についても子どもたちが活動する園の生活環境の中で遊び（活動）を通し
た経験として学べるよう支援していきたいという意見もあった。
　以上のように、体験的素材考察活動を通して、意識的に「紙」に関するモノゴト
をとらえ捉える視点が学生の中に芽生え、それぞれが手ごたえを感じる姿が見られた。
それぞれの仮説に関して、「体験的素材考察活動」が学生に考察や気づき、体験の機
会を与え、学生は新たな知識を得るとともに、「紙」に対する考え方や態度が変容し
たと言える。
　しかしその一方で、「A. 紙についての振り返り」の活動での、過去における「紙」
素材との関わり方や経験の記述では、「こんな紙をこんな風に使ってこんな遊びをし
たのを思い出した」というものが提示されるのではなく、「絵を描くには絵を描くた
めの紙、おりがみ遊びには折り紙、それが当たり前だった」「いろいろな紙を触った
り使ったりした記憶がない」「子供の頃、紙をもっと感じながら遊んでみたかった」
「叱られるので紙を散らかしながら遊べなかった」などの内容が見られた。1 章で述
べたように「造形活動や美術的な表現活動を行う機会が減っている」と感じている学
生が増えているが、加えて、「紙」素材で遊んだ際の関わり方や経験の記憶とその印
象が、一昔前よりも薄れていることがこれらの記述から見受けられる。振り返りシー
トの記述内容だけでは詳細を把握しきれないが、近年の学生は幼少期において、「紙」
と自由に関わるための環境が乏しく、造形的な素材として「紙」で遊ぶ機会が減少し
てきているのかもしれない。
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5. 今後の課題
　A. 紙についての振り返り、B. 紙製品の想起、C. 紙の性質についての分析、D. 紙
を使用した活動のイメージ、E. 全体の振り返り、の 5 段階から構成される体験的素
材考察活動について、ワークシートの記述内容から、「体験的素材考察活動」は学生
に考察や気づき、体験の機会を与え、その結果、学生は新たな知識を得るとともに、
「紙」に対する考え方や態度が変容したと言える。ただし、今回は量的な検証を行っ
ていないため、今後、質問紙調査やインタビューを行い、量的に検証する必要がある。
　体験的素材考察活動については、模索し、試行錯誤しながら実践しているのが現状
である。1 講義時間（90 分）の中で本活動を展開しているが、その中でも「C. 紙の
性質についての分析」の活動を中心に、「紙」に触れる中で考えることができる時間
を十分に確保することが大切であると感じている。全体の時間配分にも関係するが、
活動内で発生する意見や情報の共有（発言時間や、人数、記入の際に使用するワーク
シート）にはまだまだ工夫の余地がある。
　「C. 紙の性質についての分析」については、実際に体験を通して感じ、また、考え
ることの大切さを体験できる活動であるが、その点を踏まえると「D. 紙を使用した
活動のイメージ」は、現状では「紙」を加工する基本的な技法を知る内容までにとど
まっている。その技法をもとにして、学生それぞれが体験的に知識として獲得した技
法を咀嚼し、整理するための造形活動を行う機会が必要であるとも考える。
　本研究では、素材として「紙」を扱っているが、その他様々な素材についても、保
育者（学生・教師）は、このように実際に現物に触れながら行われるプロセスを通し
て、幼児が遊び（造形活動）の中で扱う素材（材料）について感覚的な要素も含めて
多角的に知り、その素材（材料）の特性に加え、どのようなことができるのか、でき
ないのかについての視点や、安全性（守るべきこと・してはいけないこと など）を
再確認することができる。これは幼児の安全かつ主体的な活動環境を構成していく上
でも大切な視点である。「紙」以外の素材や用具についても同様な活動を行う機会を
持つことで、様々な素材に対する知識の獲得や基本的な用具の使用方法を含めた造形
能力を育む自発的な姿勢を期待できるのではないかと考える。
　まだまだ試行錯誤の段階ではあるが、これらの点を踏まえつつ今後も幼児の造形活
動を支える保育者の視点を育むために、具体的な造形活動の題材と連動させ、より充
実した学生による主体的な学びの場が提供できるよう内容を検討し実践していきたい。
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A Practical Study on Teaching Method for Infants’ 
Formative Activity Using Paper Material: 
Based on Learning Activities through Experiential Consideration
Hidekazu HORITATE
The purpose of this study is to propose “experiential…material…consideration…activities,” in 
which learners consider formative materials, and to practice it in class and to verify its effect. 
Because paper is the most familiar in daily life, in the practice, the learners deal with paper 
as…a…material,… touch,…reaffirm…about…and…consider…paper.…The…activities…consist…of…five…phases:…
A)…reflecting…on…paper,…B)…recalling…paper…products,…C)…analysis…on…the…properties…of…paper,…
D)…imaging…on…paper-based…activities,…E)…overall…reflection.…It…is…completed…in…90…minutes…class.…
Since…2010,…the…activities…have…been…practiced…seven…times…in…“Childcare…contents…F…(formative…
expression)”. The descriptions of worksheets reveals that “experiential…material…consideration…
activities”…gives…students…an…opportunity…to…notice,…consider…and…experience…so…that… learners…
get…new…knowledge,… think…about…paper,… and…change… their…attitude.…However,…quantitative…
verification,…such…as…questionnaire…surveys…and…interviews,…are…need…in…the…future…because…they…
have…not…been…carried…out…in…this…study.
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日本の幼児教育・保育の音楽劇に関する研究（1）
― 保育園による劇遊び活動から見る「保育者の質の向上」の 
可能性についての一考察―
足 立　広 美
1．はじめに
　本研究の目的は、幼児教育・保育に期待される「生涯にわたる人格形成の基礎を培
う」（教育基本法第 11 条）音楽劇について、主にある保育園（0.1.2 歳クラスのみ）
における劇遊びの取り組みから「保育者の質の向上」の可能性について考察するもの
である。
　日本の幼児教育は幼稚園教育要領 5 領域に則って総合的な活動が行われていること
は周知の通りである。平成 19 年 6 月には学校教育法が改正され、幼稚園教育が学校
教育の最初に位置付けられ、義務教育及びその後の教育の基礎を培うものであること
が明確にされた。そして「音楽とかかわりのある領域「表現」においても 2 つの改訂
がなされ、「感じたりするなどして」「表現する過程を大切にして」の字句が付加さ
れ、幼児の音楽表現における様々な音との触れ合いの中で豊かな感性が養われること
の大切さや、表現する過程を演出する教師の役割や指導のあり方の検討が求められ
ている。」（野波 2011）保育所においては 2008 年に戦後はじめて告示化され、国によ
る指針文書となった。平成 29 年告示の次期保育所保育指針では、大きく 4 つの課題
が提示されたが、そのうちの 1 つに 1 歳以上 3 歳未満の保育に関わるねらいの充実が
図られ、乳児からの保育の重要性について謳われた。2 つ目には、保育所も「幼児教
育施設」の 1 つとしてはじめて認められ、幼稚園や幼保連携型認定子ども園と同様に
「幼児教育」を行うことが強調された。（無藤他 2017）この背景からも乳児から行う
保育所の活動においても「生涯にわたる人格形成の基礎を培う」保育及び保育者の質
について益々検討の余地が与えられているのではないかと考えている。本研究では主
に 0.1.2 歳クラスの年間を通して行っている劇遊び活動を紹介し、この活動から見え
てくる劇遊びから、保育者自身の質の変化について探求していきたい。
2．保育・保育者の質について
　近年「保育の質」については、OECD（Organization for Economic Cooperation 
and Development）が生涯学習のスタート起点として幼児教育・保育の基盤整備に関
心を向けた。そこでのキーワードは「Quality <質>」であり、2001 年の OECD 報告
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書（OECD, Starting Strong, 2001）の中で、質の高い幼児教育・保育を実現するため
の「8 つの政策原理」を導き出している。（泉 2008）質の高い乳幼児期の教育とケア
（Early Childhood Education and Care, ECEC）を供給・整備し、乳幼児に人生のス
タートを与えることは、その後の子どもの成長、その国の経済にも大きな影響を与
えることが明らかになってきた。（星訳 2011）保育には子ども理解および関わりの質
（養護と教育）、環境の質、遊びが学びの質、保護者支援（協同）の質の 4 つの質が
ある ( 大豆生田 2016）こと等が挙げられている。保育者の質については、「保育所や
幼稚園で、保育者と子どもが「共生関係」を成立させるためには、保育者が子ども
一人ひとりをしっかり受け止めていく必要がある。市場原理だけでは律しきれない
保育・教育・保健・医療などの命を支える分野での「教育の質」「保育の質」を向上
させていくためには、そこに働く人々の専門性を高めること、と同時にそこで受益
する人たちとの対等な関係性の構築が 21 世紀の大きな課題である」（諏訪 2003）や
「保育者は慣れに堕することのないよう自らを振り返り成長しようという意欲を持ち
続けることが大切である。子どもの理解を深めると共に、子どもの成長を助けるため
の専門知識を深め、技術を磨くことが必要である。人間として、社会人としての視
野を広め、人間性を磨き、自らの資質、保育力の向上を心がける必要がある」（阿部 
2015）と述べており、その他多数の専門家らが「保育・保育者の質」について述べて
おり、近年国内においても「保育・保育者の質」に関する議論が盛んであることが伺
えた。音楽表現に関する保育者の質については、「幼児の音楽表現を伸長させていく
には、様々な形で表れる幼児のひたむきな表現の芽に柔軟に対応できる音楽性、そし
て何よりも保育者自身の豊かな感性が求められる」（伊藤 2010）や「子どもの実際と
観察して心の中を洞察すること、保育者は音楽的な技能や豊かな感性を有しているこ
とが重要である」（三村 2011）また「表現活動は、幼児の心身の成長や発達において
重要な役割を担っている。幼児期においては音楽活動そのものに楽しいという感情を
抱けるようにすることがポイントである」（神原 2013）とあった。音楽表現を含むこ
れらの「保育・保育者の質」をみてみると、「保育者の質」とは「常に自己を磨き成
長をし続ける」ことが基本となっており、その大きな枠の中に保育観・子ども観等の
質が問われるべきものであると考えられた。
3．幼児教育・保育及び保育者養成校における音楽劇の現状について
　幼児教育・保育で行われる音楽劇は、「舞踊」「台詞」「歌唱」「楽器演奏」等を通し
て衣装を身に纏い舞台に立って行われるものであり、幼稚園教育要領及び保育所保育
指針「健康」「人間関係」「環境」「言葉」「表現」の 5 領域を網羅し、遊びを通して行
われる総合的な音楽表現活動である。
　幼児教育現場において音楽劇は盛んに行われている。私立幼稚園に限るが、2006
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年から 2015 年まで継続して筆者が行った 59 園の私立幼稚園に対する音楽劇につい
ての質問紙からは、全体の 98%の幼稚園が音楽劇を行っていたことが分かっている。
また音楽劇を行う年齢については、年長クラスのみが 88%を占めており、年に 1 回
ほど行われる発表会の場で行われる幼稚園が 100%だった（足立 2006）。12 園の私立
幼稚園での音楽劇をつくり出す過程における参与観察では、発表まで平均して 1 ヶ月
から 1 ヶ月半の短い期間で練習を行い、既成の作品を子どもたちの活動に当てはめて
いく要素が多く、子どもの動きから台詞を変えたり、踊りを変えたりすることはあま
り見られなかった。私立幼稚園における音楽劇は、後にも先にも年 1 回の生活発表会
で行われる活動であり、幼稚園生活の集大成としての発表であることが窺えた。この
ような現状から、参与観察を行った幼稚園の音楽劇は、保育者主導で決まった着地点
にどこまで子どもを引っ張り挙げられるかに重きを置く傾向にあることが考えられ、
言葉が粗いが、付け焼刃的な「行事のための音楽劇」という印象が強く残った ( 足立
2006)。しかし、私立幼稚園は常に時間との戦いを強いられており、当時のこのよう
な現状は仕方がなく、むしろ音楽劇まで行っているということに賞賛の拍手を送りた
いくらいであった。保育者養成校においては、講義の中で実際に音楽劇やオペレッタ
等の発表を行い、幼児における表現の意義やその活動における保育者（指導者）の指
導法を考察するもの（紙屋 2003）、養成校における音楽劇・オペレッタの教育的意義
について考察しているもの（山本 2009）、養成校におけるオリジナル音楽劇を行う中
で学生の「表現育成」「人間力」の向上を試みているもの（河野 2014）等が確認でき
た。このことから保育者養成校における音楽劇に対する考え方については、非常に有
効な教育的意義等、様々な「質」を向上させる活動であることの示唆が与えられた。
一方、保育所（園）における特に 0.1.2 歳の乳幼児に焦点を当てた保育現場で行われ
ている音楽劇の実践報告はあまり見られない。これは多くの幼稚園において年長クラ
スのみが音楽劇を行っている現状を踏まえると、保育所（園）においても年中から年
長クラスが行っていることが実情であると想像できる。音楽劇は、「台詞」「踊り」
「歌唱」等、総合性を帯びた表現活動であることから、0.1.2 歳の乳幼児が音楽劇を
行うことは難しいと捉えられているのではないかと考えられた。
　保育所（園）における音楽劇の現状はこれから探求していくが、幼児教育及び保育
者養成校において音楽劇が盛んに行われている理由として、保育者自身や幼児の様々
な成長を促し、それぞれの質的向上が認められることが念頭にあるためではないかと
考えている。
4．研究目的
　本研究はある保育園における概ね 0.1.2 歳児を対象にした劇遊びの取り組みから保
育者の質の変化について考察するものである。（「劇遊び」の語句は、概ね 0.1.2 歳児
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を対象に行っているため、「音楽劇」とは示さず協力園の使用する言葉として「劇遊
び」と記すことにする）ここで言う「保育者の質の変化」とは、劇遊びを通して、保
育者が子どもとどう向き合い、何に悩み、子どもの主体性をどう尊重し、どのような
質の変化が認められたかについて述べていくものである。
　平成 29 年度告示の次期保育所保育指針における 0.1.2 歳の保育については、冒頭で
述べた通り、1 歳以上 3 歳未満の保育に関わるねらいの充実が図られた（資料 1）。こ
れは 0.1.2 歳の乳児、幼児期の保育をもっと丁寧に質高く行わなければならない（汐
見 2017）ためである。さらに職員の資質向上についても改定され、保育者自身につ
いても研修等を受け、質の向上に努めるよう明記されているが、保育の質の向上に向
けた課題について組織的に取り組む旨の明記もされている（資料 2）。つまり保育に
携わるすべての職員が一丸となって保育の質の向上に取り組むことの重要性が謳われ
たのである。
　J. デューイは幼児期における表現活動のあるべき姿を 4 つの衝動に分類している。
一つは会話や人との交際、交じりという「社会的衝動」、二つは幼児の興味・関心事
から、何かを実行したいという衝動が具体的な製造に向かおうとする「製作の衝動」、
三つは社会的衝動と製作の衝動が結合されることによって第 3 の事物について何かを
発見しようとする「探求の衝動」、4 つは社会的衝動と製作の衝動に社会的動機を与
えることによって表現的衝動がうまれ、これが「芸術の衝動」に結びつくと述べてい
る（河村訳 2003）（栗田 2010）。子どもの教育は、この表現の力を有効的に且つそれ
ぞれの個性的な表現へと伸ばしていくことが、幼児の興味・関心を育てていくことに
つながると考えている。幼児教育・保育で行われる音楽劇は、総合性を帯びた芸術表
現活動であり、やり方によっては 4 つの衝動を網羅できる活動になり得ると考えられ
た。しかし子どもの興味・関心を引き出す活動は、子どもの心の動きなどを見極める
保育者の高い資質が求められる。
　幼児教育における音楽劇の現状は、3. で述べたとおりだが、協力園で行っている劇
遊びは、参与観察した私立幼稚園による音楽劇作成手法とは明らかに異なっている。
一例を挙げれば、年間を通して劇遊びが行われ、劇遊び発表日を発表とは捉えず、期
限を設けずに子どもの主体性を重んじた劇遊びが遂行されている点である。また劇遊
び作成過程においては、担任のみが構成を練るのでなく、園長をはじめとする指導者
を含むチームでの徹底したサポートのもとで劇遊びが進められている。このような協
力園における劇遊び ( 音楽劇 ) について、発表に至るまでの過程及び発表後の活動を
紹介し、そこで認められた「保育者の質の変化」から、劇遊びの取り組みを通じた保
育者の質の向上の可能性について考察していく。
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5．研究方法
・対象協力園　東京都内の保育園
・実施期間　　平成 27 年 11 月から平成 30 年 3 月まで継続予定
・参与観察　　平成 27 年 11 月・平成 28 年 11 月・平成 29 年 1 月の 3 回
・保育者に対する質問紙による調査（平成 29 年 4 月～ 6 月）
・園長及び主任に対する面接調査（平成 29 年 5 月）
　これらの研究方法から、概ね 0.1.2 歳児による劇遊びからみる保育者の質の向上の
可能性を考察する。
6．保育者に対する質問紙調査から得られた劇遊びの概要と特徴 ( 表 1 参照 )
○劇遊びの題材選びについて
　協力園は、開園当初から職員向けに絵本に関する勉強会を行うなど、絵本による保
育を大切にし、子どもの情緒の安定や情操の育成など様々な発達を促してきている。
年に数回、絵本作家が実際に保育に入り、子どもたちや保育者に絵本の大切さや遊
び方等の示唆を与えている。このように絵本に重きを置く保育を行っていることから、
劇遊びについても多数ある絵本の中から子どもの発達や興味・関心を鑑みて絵本を選
択し、劇遊びの題材としている。
　
○発表に対する考え方について
　発表に対する協力園の考え方は、台詞や演技、歌唱等の出来不出来ではなく、子ど
もの心の動きをみること、発表は子どもたちの劇遊びの延長線上であり、子どもの
様々な発達の通過点を観る場としている。
　
○劇遊び発表後の実際について
　劇遊びは年間を通して行われ、発表が終わった後も遊びを発展させながら保育活動
を行っている。例えば発表は 11 月だが、年が明けた 1 月の保育参観においても 11 月
の劇遊び時より、子ども一人ひとりが高度な遊びを獲得し、発展させた劇遊びを楽し
んでいる様子が見られた。このように発表後も子どもの主体性を大事にする劇遊びが
行われている。
　
○台詞作りの特徴について
　選択した絵本の物語に沿って各担任が台詞を考えていくが、一旦作成された台詞
も、発表直前まで完成形としないことが特徴的である。これは子どもの様子を見ながら、
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劇遊びを本当に楽しんでいるのか、台詞を無理に言わされていないか等、常に子ども
の心を見るよう注力し、遊びの過程で何度も台詞を練り直していくためである。事実
として、平成 27 年度の発表では、20 回以上も書き直しをしている (2 歳児クラス )。こ
のことは、保育者自身が子どもの興味・関心が認められるまで妥協を許さない心意気
で劇遊びに取り組んでいる証左である。また 0 歳、1 歳児の台詞は、発達を鑑みて必然
的に保育者が代弁するが、実際の子どもの反応は、保育者の思いや予想に反すること
が多く、日々子どもの心と向き合う中での結果でもある。このような台詞作成の特徴は、
劇遊びが子どもの興味・関心を引き出すものではなければ成立しないとする協力園の
考え方が表れたものであり、遊びの過程において、園長を始めとする指導者も子ども
の様子をじっくり観察し、実際に保育に入りながら、一体となって台詞を作成している。
　
○効果音を含む音楽作りの特徴について
　劇遊びにおける音楽は、既成曲は一切使用せず、子どもの遊ぶ姿や、動きをよく観
察して音を探りだす手法をとっていること、また劇中の音楽は全てピアノで行うこと
が特徴的である。具体的には、0 歳では「伝い歩き」「探す」「見つける」「引っ張る」
「倒す」等の動作を通じて、劇に入り込む子どもの様子を観察し、1.2 歳児では、走
るスピードや子どもの動きを観察し、そこから得られたイメージから音を作っている。
挿入音や歌唱曲は劇の場面に応じて作詞・作曲をしている。この作業は主に園長をは
じめとする指導者が行うが、劇中のピアノは全て保育者が担当している。
　
音作りの例（2 歳児）
台詞：「ネズミさんたちが歩いてきました」
　　　「チュウチュウチュウチュウ」
　　　「チュウチュウチュウチュウ」
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○劇遊び発表会前の職員会議について
　劇遊びの作成過程では、発表の直前に必ず職員会議を行っている。この職員会議は、
発表会の役割分担を決定するためのものではなく、日々の多忙さから、劇遊びの完成
度を重視してしまい、そのことによって苦悩する保育者の意見に指導者が耳を傾け、
それに共感をしながら激励をする。その上で、劇遊びの考え方について再確認するた
めの会議である。
表 1　協力園による面接調査から得られた劇遊びの概要について
劇遊びのテーマの決め方 絵本を題材にしている
劇遊びの作成・発表・活動期間 4 月～ 3 月の 1 年間（表 2 参照）
劇遊びの目標 子どもの心の動きをみてもらう
発表（本番）の捉え方 発表ではなく、子どもの日常的な遊びの延長線上であり、通過点という認識
台詞作り ・台詞は完成形ではなく、子どもの自発性や自然体の姿が認められるまで何度も台詞を練り直す。
音楽作り
・既成曲は一切使用しない
・子どもの動きを観察し、管理者が音を作る
・全劇中ピアノを使用＜担当は保育者＞
表 2　劇遊び年間スケジュール
4 月 ・いろいろな絵本に触れながら絵本に親しむ・いろいろな音に触れる
5 月 ・子ども達の姿から今年度のクラスのテーマを決める
6 月 ・子ども達の発達や興味、関心を鑑みた絵本をクラスで出し合い、検討していく
7 月 ・集い＜発表会＞の劇遊びに広げる絵本を 1 冊に決める・テーマやねらいを網羅しつつ、遊びの内容を討議して台本作成にとりかかる
8 月 ・子ども達と部分的な遊びを楽しむ・音、音楽を子ども達の姿から作り、その音、音楽を取り入れながら遊んでいく
9 月
・子ども達の姿から必要に応じて台本の見直しをする
・ピアノの音を取り入れた劇遊びを行う
・劇遊びに必要な道具等を作成する
10 月 ・劇遊びごっこを楽しむ・職員会議を行う
11 月 ・集いで遊びを楽しむ＜発表＞・保護者と成長を喜び合う
12 月 ・引き続き劇遊びを楽しむ
1 月
・他のクラスの劇遊びも楽しむ
・子ども達の発想から発展させた劇遊びを楽しむ
2 月
3 月
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7．劇遊び作成過程における保育者の苦悩に対する指導者の 
考え方と対応及びその後の保育者の変化について
　劇遊び作成過程における保育者の苦悩する点と、その苦悩に対する指導者の考え方
及び対応及びその後の保育者の変化は表 3 の通りである。保育者の苦悩は、劇が上手
く遂行できない、台詞作成に行き詰まる、保育者の思うとおりの劇遊びが出来ない、
ピアノが難しい等の保育者自身の力量が問われたことによる苦悩が多く見られた。し
かしこのような保育者の苦悩に対し、指導者が保育者と共に悩み、保育者と共に子ど
もたちの中に入り、その苦悩を一緒に解決しようとする試みをしていた。また指導者
の対応後における保育者の変化を見てみると、それぞれの苦悩する項目において、保
育者の心が変わり、その変化した保育観や子ども観で劇遊び活動を行っていることが
分かった。　
表 3
劇遊び過程における保育
者の苦悩について
保育者の苦悩に対する管理者の考
え方と対応 保育者の変化について
・劇が上手く遂行できな
い
・子どもと遊ぶこと、子どもが楽
しめていれば良い＜考え方＞
子どもと一緒に楽しも
うとする心（保育）に
変化した
・教えようとしない。子どもと肯
定的に関わる。＜考え方＞
・発表が子どもの発達の 1 つの通
過点であることを再確認＜考え
方＞
・子どもとのかかわり方の見本を
見せる＜対応＞
・台詞が書けず行き詰る
・子どもが主体のため、子どもの
興味・関心を受容するために台
詞の変更は何度も行うもの＜考
え方＞
子どもの心の動きに目
を向け、自発性や自然
体の姿に重点を置いて
台詞を考えるように変
化した
・劇遊びに参加し、一緒に台詞を
考える＜対応＞
・＜子どもが＞保育者の
思うとおりに動かない
・保育者主導ではなく子どもが主
役である＜考え方＞
劇遊びの練習をすると
いう考え方から、子ど
もと一緒に劇を楽しむ
という心に変化した
・頭でっかちにならず、一緒に面
白がる＜考え方＞
・一斉に行動をさせるのではなく、
一人ひとりの子どもが遊ぶ姿を
大切にする＜考え方＞
・実際に保育に入り、劇遊びを一
緒に楽しむ＜対応＞
－ 51 －
創価大学教育学論集　第 69 号：足立
・既成の劇遊びのほうが
楽
・既成の作品では子どもの主体性
が導き出せない＜考え方＞
オリジナル作品を作り
続けるのはとても大変
だが、子どもと共に成
長し続けようとする心
が大切であるとする心
に変化した
・ストーリー以外は全てオリジナ
ル作品だからこその苦労があっ
て当然である＜考え方＞
・発表後も作品、子ども共に成長
し続ける姿が宝物である＜考え
方＞
・保育者が納得するまで話し合う
＜対応＞
・子どもは月齢ごとに差
があり、どこに焦点を
当てたら良いか分から
ない
・子ども同士共に育ち合いができ
ればいい＜考え方＞ 子どもの育ち合いとい
う観点からの保育に変
化した・子どもの発達について一緒に学
ぶ＜対応＞
・ピアノが難しい、弾き
づらい、表現方法が分
からない
・練習をすれば必ず弾けるように
なる＜考え方＞
・最後まで諦めずに練
習する姿勢に変化
・発表後も含めてピア
ノがスムーズに弾ける
ようになった
・苦手なことに挑戦しよ
うとする心に変化した
・出勤時に季節の花々をみたり、
美術鑑賞等をし、保育者自身の
感性を磨く＜考え方＞
・ピアノが弾けるようになるまで
時間が許す限りレッスンを行う
＜対応＞
　
8．まとめと考察
　平成 29 年度告示の次期保育所保育指針では 1 歳以上 3 歳未満の保育に関わるね
らいの充実が図られ、0.1.2 歳の乳児、幼児期の質の高い保育を行うよう求められた。
協力園は、開園当時の 17 年前から 0.1.2 歳児の子どもの主体性を大切にすることを目
標にする劇遊びが行われている。言葉等の発達から考え、0.1.2 歳児の主体性を大切
にすることは、子どもたちの表情や動きなど細部に亘って子どもの心の動きを見極め
ることが要求される。この子どもを見極めるための保育者の質の向上を劇遊びによっ
て養うことが出来る可能性が見えてきた。
　協力園が行う劇遊びは、期限を設けず年間を通して行っている。劇遊び作成過程に
おいては、台詞は、発表会直前まで完成形とせず、子どもの興味や関心が認められる
まで何度も練り直されている。音楽は既成曲を一切使用せずに作られ、効果音は子ど
もの遊ぶ姿や、歩く早さ、歩くリズム等を考慮し音を付け、挿入音や歌唱曲について
は絵本のスト－リ－に沿った歌の作詞や作曲がなされている。この劇遊び作成方法は、
子どもの主体性を尊重することが大切にされており、遊びの延長線であり、子どもの
発達の通過点と捉えている園の考え方による。このように細部に亘って考慮され作成
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される劇遊びは、常に子どもの心を見る事が要求されるが、これらは容易なことでは
なく、保育者の持つ保育観や子ども観の質の担保がなければ、難しいことである。し
たがって、常に保育者は苦悩と向き合いながら保育をしていることが考えられた。
　発表会直前の職員会議は、当日の役割分担をするためではなく、園長をはじめとす
る指導者が劇遊びを遂行する保育者の不安や悩みに耳を傾け、現状を打開することに
専念する会議である。その後、保育者の苦悩を共有、共感し激励した上で、劇遊びが
子どもの主体性を重んじることが目的であり、子どもの遊ぶ延長線が発表であること
を再確認している。保育者の苦悩する点としては、劇遊びが上手く遂行できない、台
詞が書けない、子どもが保育者の思うとおりにならない等であった。これは保育者主
導で行う保育と、子どもの主体性を重んじる保育との葛藤から出てくる悩みではない
かと考える。このような保育者の苦悩を解決するために、指導者が実際に保育者と共
に子どもの中に入り、声掛けをするなどの見本を示したり、入念な話し合いをする等
の保育者サポートを心がけている。このような指導者の取り組みにより、保育者の保
育や子ども観に関する意識が変化し、劇遊びがどこまでも子どもの主体性を大切にさ
れるべき活動との認識が高まっていくことが考えられた。音楽面においても、子ども
の動きに合わせた音作りが中心に行われており、常に感性を磨き、音のイメージをし
ていることが求められている。音作りを担当するのは、園長を始めとする指導者では
あるが、発表時にピアノを担当するのは保育者である。中にはピアノのレベルが高く、
ピアノを弾くことに躊躇する保育者もいるが、ピアノが弾けるようになるまでレッス
ンを行うなどの指導者のサポートにより、保育者が苦手なことにも挑戦し、最後まで
諦めない心を養う過程が見えてきた。音楽を含む劇遊びはともすれば、音楽面のみの
技術の向上が期待されるが、協力園の劇遊び過程では、子どもと向き合う心意気が強
くなったり、苦手なことに挑戦する心が養われたり、子ども理解が深められるなどの
保育者の質の変化が認められた。この保育者の質の変化には、質の高い保育者を育て
ようとする指導者側の心意気が必要不可欠であることが考えられた。苦悩する保育者
が今の心境を正直に指導者に話し、その話しに共感し、共有することは、劇遊び活動
のみならず、日々の保育者の受け持つクラスの子どもたちがどのような保育がなされ、
どうすれば改善できるかを一緒に考える機会が持てる。この保育者と指導者との連続
した同僚性が保たれるとき、乳幼児と保育者、保育者と指導者との二重の共動的創造
で質の高い保育力が生まれる構造が見えてくるのではないかと考えている。
　本論は 0.1.2 歳児による劇遊び作成過程から、保育者の質の変化について考察する
ものであった。質の変化とは、「常に自分を磨き成長し続ける」ことを基本と捉え、
劇遊び過程における保育者が何に悩み、その悩みをどう乗り越え、子どもたちへの保
育がどうか変化したかによって、保育者の質の変化を捉えようとした。
　私立幼稚園における音楽劇の参与観察は、発表のために行う劇遊びが、台詞がきち
んと言えた、きちんと動けた、踊りが上手く踊れた等、目に見える形、つまり結果を
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重視する傾向があることが考えられたが、協力園で行う劇遊びは、結果を求める活動
ではなく、子どもの自発性や自己肯定感を大切にしたプロセスを大切に劇遊びが遂行
されていた。このプロセス重視で行う劇遊びに対して保育者の苦悩が垣間見られたが、
この保育者の苦悩を指導者がサポートし、そのサポートを受けた保育者の保育観や子
どもの変化やまた苦手なことにも積極的に取り組もうとする姿勢に変わり、子どもの
心の動きに重きを置いた保育ができる可能性が見えた。子どもを養護、教育を施すの
は一人の保育者である。そう捉えると、保育者自身の質の向上をもたらすこの変革の
連続性が、ありのままの姿を受容することなどの子どもの主体性を重んじる保育がで
きるきっかけとなるのではないかと考えている。これは劇遊びのみならず、他の活動
においてもプロセス重視、チーム保育が上手くいけば保育者が一人ひとりの成長に最
後まで主眼を置くことができる質の高い保育を行うことができるのではないかと考え
ている。
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資料 1　平成 30 年改定保育所保育指針より一部抜粋
１　保育所保育に関する基本原理
(1) 保育所の役割
ア　保育所は、児童福祉法（昭和 22 年法律第 164 号）第 39 条の規定に基づき、保育を
必要とする子どもの保育を行い、その健全な心身の発達を図ることを目的とする児童
福祉施設であり、入所する子どもの最善の利益を考慮し、その福祉を積極的に増進す
ることに最もふさわしい生活の場でなければならない。
イ　保育所は、その目的を達成するために、保育に関する専門性を有する職員が、家庭
と緊密な連携の下に、子どもの状況や発達過程を踏まえ、保育所における環境を通して、
養護及び教育を一体的に行うことを特性としている。
ウ　保育所は、入所する子どもを保育するとともに、家庭や地域の様々な社会資源との
連携を図りながら、入所する子どもの保護者に対する支援及び地域の子育て家庭に対
する支援等を行う役割を担うものである。
エ　保育所における保育士は、児童福祉法第 18 条の 4 の規定を踏まえ、保育所の役割及
び機能が適切に発揮されるように、倫理観に裏付けられた専門性知識、技術及び判断
をもって、子どもを保育するとともに、子どもの保護者に対する保育に関する指導を
行うものであり、その職責を遂行するための専門性の向上に絶えず努めなければなら
ない。
(2) 保育の目標
ア　保育所は、子どもが生涯にわたる人間形成にとって極めて重要な時期に、その生活
時間の大半を過ごす場である。このため、保育所の保育は、子どもが現在を最も良く
生き、望ましい未来をつくり出す力のきそを培うために、次の目標を目指して行わな
ければならない。
（ア）　十分に養護の行き届いた環境の下に、くつろいだ雰囲気の中で子どもの様々な
欲求を満たし、生命の保持及び情緒の安定を図ること。
（イ）　健康、安全など生活に必要な基本的な習慣や態度を養い、心身の健康の基礎を
培うこと。
（ウ）　人との関わりの中で、人に対する愛情と信頼感、そして人権を大切にする心を
育てるとともに、自主、自主及び強調の態度を養い、道徳性の芽生えを培うこと。
（エ）　生命、自然及び社会の事象についての興味や関心を育て、それらに対する豊か
な心情や思考力の芽生えを培うこと。
（オ）　生活の中で、言葉への興味や関心を育て、話したり、聞いたり、相手の話を理
解しようとするなど、言葉の豊かさを養うこと。
（カ）　様々な体験を通して、豊かな感性や表現力を育み、創造性の芽生えを培うこと。
イ　保育所は、入所する子どもの保護者に対し、その意向を受け止め、子どもと保護者
の安定した関係に配慮し、保育所の特性や保育士等の専門性を生かして、その援助に
当たらなければならない。
－ 55 －
創価大学教育学論集　第 69 号：足立
資料 2　平成 30 年度改定保育所保育指針より一部抜粋
１　職員の資質向上に関する基本的事項
(1) 保育所職員に求められる専門性
　　子どもの最善の利益を考慮し、人権に配慮した保育を行うためには、職員一人一人
の倫理観、人間性並びに保育所職員としての職務及び責任の理解と自覚が基盤となる。
　各職員は、自己評価に基づく課題等を踏まえ、保育所内外の研修等を通じて、保育士・
看護士・栄養士等、それぞれの職務内容に応じた専門性を高めるため、必要な知識及
び技術の習得、維持及び向上に努めなければならない。
(2) 保育の質の向上に向けた組織的な取組
　　保育所においては、保育の内容等に関する自己評価等を通じて把握した、保育の質
の向上に向けた課題に組織的に対応するため、保育内容の改善や保育士等の役割分担
の見直し等に取り組むとともに、それぞれの職位や職務内容に応じて、各職員が必要
な知識及び技能を身につけられるように努めなければならない。
　
２　施設長の責務
(1) 施設長の責務と専門性の向上
　　施設長は、保育所の役割や社会的責任を遂行するために、法令等を遵守し、保育所
を取り巻く社会情勢等を踏まえ、施設長としての専門性等の向上に努め、当該保育所
における保育の質及び職員の専門性向上のために必要な環境の確保に努めなければな
らない。
(2) 職員の研修機会の確保等
　　施設長は、保育所の全体的な計画や、各職員の研修の必要性等を踏まえて、体系的・
計画的な研修機会を確保するとともに、職員の勤務体制の工夫等により、職員が計画
的に研修等に参加し、その専門性の向上が図られるよう努めなければならない。
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保育者に対する音楽劇に関する質問紙
A　貴園では音楽劇を行っていますか？　また 2 の理由もお答えください。
　1．行っている
　2．行っていない（       ）
　
B　音楽劇を行うクラスはどのクラスですか？＜今までの経験クラスを含む　複数回答可＞
　1．0 歳児　　2．1 歳児　　3．2 歳児　　4．3 歳児　　5．4 歳児　　6．5 歳児
　
C　音楽劇は年間何回、いつ、どこで、どのような行事（例：生活発表会等）で行います
か？
　回数（　　　　　回）　いつ（　　　　月ごろ）　行事（　　　　　　　　）
　
D　音楽劇の指導者はどなたですか？＜複数回答可＞
　1．担任の先生　　2．音楽劇、音楽担当の先生　　3．全員　　
　4．その他（        ）
　
E　音楽劇の演目内容は既成の作品ですか？　オリジナル作品ですか？
　1．既成の作品　　2．オリジナル作品　　
　3．その他（        ）
　
F　今までどのような作品を発表されましたか？＜様々あると思いますので無理のない範囲
でご回答ください。複数可＞
　作品名
　
G　音楽劇を行う際の問題点はありますか？＜例　練習の時間がない等＞
　1．ある　理由（       ）
　2．ない
　
H-1　音楽劇の練習期間を含めてどのくらいの期間で作り上げますか？＜例　1 ヶ月　年間
等＞また音楽劇への準備期間は充分だと思いますか？　その理由もお答えください。
　期間（　　　　　　　　　　）
H-2　1．充分である　　2．充分ではない
H-2 の理由
　
I　音楽劇の音源は何ですか？＜複数回答可＞
　1．CD・テープ　2．ピアノ　3．乳幼児の演奏　
　4．その他（        ）
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J　音楽劇を作り上げる際に一番苦労されるところは何ですか？＜複数回答可＞
　1．台詞　2．衣装　3．舞台演出　4．楽器演奏　5．歌　6．表現　7．集団行動
　8．その他（        ）
　
K　音楽劇を行う意義はあると思いますか？回答の理由もお答えください。
1．ある
　理由（         ）
　
2．ない
　理由（         ）
　
L　K で 1 とご回答された先生に質問します。音楽劇によって将来の乳幼児に何を与えら
れると思いますか？（例　言葉の発達　感情表現　音を聞く力　やさしい心　勇気　
楽器の習得等の実技面）
　
M　音楽劇について大切にしていることはありますか？＜例：乳児の表現を大切にしたい等＞
　
管理者に対するインタビュー
○＜現在の園長先生が始めたという理由から＞どのような事がきっかけで年間を通して
の音楽劇をはじめようと考えたかについて
○なぜ絵本を題材に音楽劇を行っているかについて
○音楽劇を作り上げる過程における園長先生の大切にされている事はあるかについて
○年間を通しての音楽劇作りの良さについて
○年間を通しての音楽劇作りの難しさについて＜意見があれば＞
○保育園における音楽劇の位置付けは何かについて＜例　乳幼児の発達の通過点等：私
立幼稚園では、音楽劇を行っているのは年長が多く、集大成としての位置づけが多い＞
○音楽劇の意義について
○音楽劇がもたらす乳幼児の利点について
　
　以上 8 項目
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A Study on a Musical Play in Japanese Early Childhood 
Education and Care (1)
— A Study on the Possibility of Caregiver Quality Improvement  
by Introducing Musical Play in a Nursery School —
Hiromi ADACHI
The…current…study…discusses… the…possibility…of…“caregiver quality improvement” within the 
context…of…a…musical…play…at…a…nursery…school.…“Caregiver…quality… improvement”…describes…
how…caregivers…face…children,…what…they…are…concerned…about,…how…they…respect…the…children’s 
independence, and what kind of qualitative change is seen, through musical plays. Musical 
plays…were…carried…out…through…the…year…at…a…research-collaborated…school.…Since…the…day…the…
musical…play…was…presented…was…not…regarded…as…the…final…public…performance,…musical…plays…
were carried out with an emphasis on the children’s independence, without setting a time limit. 
Lines and music were devised with details provided up to the last minute, so the difficulty the 
caregivers felt every day while interacting with the development of the minds of the children 
was…observed.…However,…in…the…course…of…creating…a…musical…play,…teaching…staff,…including…the…
principal,…were…always…careful… to…share… the…difficulties…and…emotions…felt…by… the…caregivers,…
to draw near to the hearts of the caregivers, and encourage them. In the course of creating a 
musical…play,…by…supporting…each…other…as…a…team…qualitative…change…was…observed…on…the…part…
of…caregivers,…both… in… the…conceptualization…of…care,…and…toward…the…children…themselves.… It…
is… these…kinds…of…double…“collaborative…creations,” and the continuation of such innovations, 
that…can…lead…to…improving…the…overall…quality…of…caregivers,…as…well…as…enabling…them…to…accept…
children as they are. Such qualitative changes can help caregivers provide a higher quality of 
care that respects children’s independence.
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日本人学生の老化と高齢者に対する態度
―老化への不安と自己効力感との関連―
富 岡　比 呂 子
要約
　私立大学生 357 名（男子 139 名，女子 218 名）に高齢者との接触・生活経験・老人
学に関する知識を問う質問紙に加えて，以下の５つの尺度を実施した。①縦型／横型
―個人主義／集団主義尺度　②高齢者に対する態度・認知　③老化に対する不安尺度
　④自尊感情尺度　⑤自己効力感尺度
　性別と学年の主効果を分析すると「縦型個人主義」「横型個人主義」「自尊感情」は
男子が女子より有意に高く，「横型集団主義」は女子が有意に高い値を示した。学年
による主効果は，「縦型集団主義」のみ見られた。性別と学年の交互作用はなかった。
「老化への不安」は「高齢者への態度・認知（肯定的意識）」及び「自尊感情」「自己
効力感」と有意な負の相関があった。このことにより，高齢者に対する肯定的意識や
高い自尊感情や自己効力感を持つことは老化への不安を軽減させる可能性が示された。
さらに，「高齢者への態度・認知」は「自己効力感」及び「横型集団主義」「縦型集団
主義」と有意な正の相関を示した。上記の分析から，日本において文化的に優勢とさ
れている集団主義の文化規範を持つことが何らかの形で高齢者に対する肯定的意識や
自己効力感に影響を与えることが示唆された。
I.　はじめに
　本研究の目的は，日本人大学生の老化（Aging）と高齢者（Older Adults）に対
する態度（Attitude) や認知（Perception）を質問紙調査を通して検討することであ
る。高齢者（Older Adults）の定義は，65 歳以上であり（WHO, 2017），現代のわが
国における高齢者の人口は 3186 万人（平成 25 年 9 月 15 日推計）で，総人口に占め
る割合は 25.0％となり，人口，割合共に過去最高となった。男女別にみると，男性
は 1369 万人（男性人口の 22.1％），女性は 1818 万人（女性人口の 27.8％）と，女性
が男性より 449 万人多い。高齢者人口の総人口に占める割合は，昭和 60 年に 10％を
超え，20 年後の平成 17 年には 20％を超え，その 8 年後の平成 25 年に 25.0％となり，
初めて 4 人に 1 人が高齢者となった。国立社会保障・人口問題研究所の推計によると，
この割合は今後も上昇を続け，平成 47 年には 33.4％となり，3 人に 1 人が高齢者に
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なると見込まれている（総務省統計局，2017）。このように，今後わが国においては，
社会全体における高齢者の割合も増えて，高齢者と接する機会も多くなることが予想
される。それと同時に，我々もいずれは高齢者となることを考えると，高齢になるこ
とをどのように認知するのか，肯定的に（もしくは否定的に）受け止めるか等の態度
や，高齢者についての知識の有無が，QOL（Quality of life : 生活の質）にも少なから
ず影響を与えると考えられる。
　先行研究では老化や高齢者に対する価値観はポジティブなものからネガティブなも
のまで多岐にわたり，所属する社会や文化規範によっても異なるとされている (Gellis, 
Sherman & Lawrance, 2003)。例えば，アメリカ合衆国のような個人主義の国では，
自立や個人的幸福の追求が重視され，社会における高齢者の価値はあまり高いとは
いえない。これに対し，中国のような集団主義の国においては，家族の結束や相互
依存など人間関係が重視されるため，高齢者は尊重され，高く評価される傾向にあ
る（Musaiger & D’Souza, 2009)。しかし，現在の中国は西洋化や近代化が進み，伝
統的価値観が崩れ，高齢者に対する否定的な態度の増加を示す研究も存在する (Zhou, 
2007)。
　日本における高齢者に対するイメージについての先行研究を概観すると，宮本ら
(2015) はコメディカル学生（一般には医師・歯科医師以外の看護師を含む医療従事者
を目指す学生）の高齢者観を把握するために，高齢者に対する態度尺度を作成した。
探索的因子分析をおこなったところ，「若者との対比」「存在意義と支援」「社会的価
値」「（高齢者）特有の問題」の 4 因子が抽出され，一定の信頼性と構成概念妥当性が
確認された。こちらは一般的な高齢者に対する態度評価とは異なる特徴を有するが，
高齢者をとらえる枠組みとしては基礎的な視点を提供するものといえよう。また，滝
川ら（1999）は看護学生における高齢者に対するイメージについて，「老年看護学概
論」の授業の前後で質問紙調査を通して，その変化を検討した。結果として，「外観
性」「能力」「性格」「幸福性」などの 7 つの高齢者イメージがどれも授業後に肯定的
な方向に変化していることが示された。これは，高齢者の身体的・精神的・社会的特
徴に対する正しい知識と理解を深めることが，老年期に対する基本的な概念を変容さ
せ，高齢者をとらえる視座を広げた可能性が示唆されている。
　上記のように，看護・医療系の学生を対象とした高齢者に対する態度に関する研究
は見られるが，一般学生に関する研究はあまり多くは見られないといえる。そこで，
本研究では，経済学部や教育学部などの一般的な文系学部の学生を対象に高齢者に対
する態度や認知を図る尺度を実施した。
　さらに，本研究では高齢者に対する尺度に加えて，国際比較研究を視野に入れて
縦型及び横型の集団主義と個人主義を図る尺度を用いた (Triandis & Gelfland, 1998)。
比較文化心理学の分野では，東洋は集団主義を重視し，西洋は個人主義を重視する文
化規範を持つと言われている。集団主義とは，個人の利益よりも集団の意思決定を重
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視する考えで，個人主義は国家や社会の権威に対して，個人の自由と権利を主張する
立場をとる (Singelis, Triandis, Bhawuk, & Gelfand, 1995)。こうした従来の個人主義
／集団主義をもとに他人との問の競争や格差（階層構造）を容認するかしないかとい
う次元を交差させたものが，「縦型／横型―個人主義／集団主義尺度」である。この
尺度は階層社会の中で他人との競争を厭わずに個人の利益を優先させる「縦型個人
主義」（vertical individualism）と，個人主義的ではあっても平等性を重視し，「出る
杭」となって打たれることを避けたがる「横型個人主義」（horizontal individualisrn），
集団主義の中で個人の利益を犠牲にしても格差や階層を容認する「縦型集団主義」
（vertical collectivism）と，集団主義において平等を重視する「横型集団主義」
（horizontal collectivism）の 4 種の価値観についての設問からなり，この尺度を用い
ることでどれが内面的規範として優勢かを検討することが可能になる。
　日本における個人主義・集団主義尺度を用いた研究としては，日本人学生における
対人関係や文化的規範への適応との関連を検討した下田・田中 (2006) の調査があり，
「縦型／横型―個人主義／集団主義尺度」を用いた研究としては，大橋 (2004) の日米
の大学生およびその親に対する日米差と世代差に着目した論文がある。研究結果とし
ては，縦型個人主義・横型個人主義・縦型集団主義・横型個人主義のいずれの得点も
アメリカの調査協力者が日本の調査協力者よりも高くなっており，集団主義的である
といわれている日本の横型集団主義の得点もアメリカの方が高くなっていることが示
された。
　上記の先行研究をふまえて，本研究では，日本の大学生における老化と高齢者に対
する態度の基礎分析の結果について検討したい。統計的な記述結果の分析が主になる
が，自由記述の回答も含めて日本人大学生の特徴や，その社会的・文化的な影響との
関連性を考察することを試みる。「縦型／横型―個人主義／集団主義尺度」を通して
文化的に優勢な社会観や自己観を分析し，高齢者に対する態度・認知および老化に対
する不安，また自尊感情や自己効力感との関連性についても分析をおこなう。
II. 調査方法
1．調査対象
　2016 年 10 ～ 11 月に東京の私立大学生 367 名（男子 139 名，女子 268 名）に以下
の尺度を実施した。対象者の学年，性別は以下の通りである（表 1 参照）。
　
2．使用尺度
　本調査では以下の 6 つの尺度を使用した。本研究で使用した尺度はすでにアメリ
カ・中国で実施され，妥当性や信頼性が確認されている。今回は，原本をバイリンガ
ル話者とバックトランスレーションの手続きをふまえて，日本語に翻訳して実施した。
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①高齢者との接触・生活経験・老年学に関する知識を問う質問
過去の高齢者との接触・生活経験や，高齢者の定義，高齢者の介護経験や老人学に
関する知識を問う設問で全 14 問（うち，4 問が一部自由記述式）
②縦型／横型―個人主義／集団主義尺度 (Triandis & Gelfland, 1998）.
縦型個人主義・横型個人主義・縦型集団主義・横型集団主義から各 4 問で合計 16 問。
③高齢者に対する態度・認知 (Kogan, 1961）
高齢者の住居，行動様式，生活習慣，能力，性格的特徴についての認知・イメージ
を問う設問で，肯定的意識・否定的意識が各 17 問で合計 34 問。
④老化に対する不安尺度 (Lasher & Faulkender, 1993). 
老化に伴う身体的・精神的変化についての不安や老後の人間関係についての態度・
認知を問う設問で全 15 問。
⑤自尊感情（自己記述質問票より抽出）（富岡，2011）
全体的な自尊感情を問う設問で 5 問抽出。
⑥自己効力感尺度 (Schwarzer & Jerusalem, 1995).
主にレジリエンスに関連する自己効力感を問う尺度で 5 問抽出。
III．結果
1．高齢者との生活経験などについての回答の分析
　質問紙の各問と回答は以下の通りである（表 2 参照）。 幼少時の高齢者との生活経
験については（問 1：あなたの幼少時，祖父母や他の高齢の親戚と共に生活していた
ことはありましたか），「はい」と答えた回答者が 42.1％，「いいえ」が 57.1％と，4
割強の学生が高齢者との生活経験があったとしている。
　幼少時に高齢者と過ごした時間の長さ（問 2：幼少時に，どの程度祖父母や高齢の
親戚と時間を共に過ごしましたか）については，「ときどき過ごした」（20.0％）「か
なり頻繁に過ごした」（37.0％）と，半分以上が比較的多く時間を過ごしたと回答した。
　成長後の高齢者との人間関係（問 3：成長した後で，どの程度祖父母や高齢の親
戚と近しい関係を持っていますか）については，こちらも「ときどき持っている」
（29.8％）「かなり頻繁に持っている」（31.4％）と，半分以上の学生が成長後も高齢
 学年 合計
１年 ２年 ３年 ４年 その他
性別 男子 104 18 9 4 4 139
女子 167 27 13 7 4 218
合計 271 45 22 11 8 357
表 1　対象者の学年・性別の内訳
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表 2　高齢者との生活経験などについての回答の分析
問1
あなたの幼少時 , 祖父母や他の
高齢の親戚と共に生活してい
たことはありましたか。
はい いいえ
154 (42.1％) 209 (57.1％)
問2
幼少時に , どの程度祖父母や高
齢の親戚と時間を共に過ごし
ましたか。
全く過ごさ
なかった 少し過ごした
まあまあ過
ごした 時々過ごした
かなり頻繁
に過ごした
14 (3.8%) 81 (22.2%) 62 (17.0%) 73 (20.0%) 135 (37.0%)
問3
成長した後で , どの程度祖父母
や高齢の親戚と近しい関係を
持っていますか。
全く関係を持
っていない
少し持って
いる
まあまあ持
っている
時々持って
いる
かなり頻繁に
持っている
14 (3.8%) 57 (15.6%) 71 (19.4%) 109 (29.8%) 115 (31.4%)
問4
現在, どの程度祖父母や高齢の親
戚と近しい関係を持っています
か。
全く関係を持
っていない
少し持って
いる
まあまあ持
っている
時々持って
いる
かなり頻繁に
持っている
24 (6.6%) 77 (21.1%) 69 (18.9)% 112 (30.7%) 81 (22.2%)
問5 あなたの考えでは , 何歳から「高齢」になると思いますか。
65 歳 60 歳 70 歳 75 歳 80 歳 55 歳
118 (32.4％) 104 (28.6%) 98 (26.9%) 12 (3.3%) 9 (2.5%) 7 (1.9%)
問6 将来の職種として , 高齢者と働くことを計画していますか。
はい いいえ おそらく わからない
27 (7.4%) 165 (45.2%) 52 (14.2%) 120 (32.9%)
問7 将来の職種として , 子どもと働くことを計画していますか。
はい いいえ おそらく わからない
130 (35.7%) 91 (25.0%) 54 (14.8%) 89 (24.5%)
問8 あなたはどの程度宗教的（信心深い）ですか。
全く宗教的
ではない
少しは宗教
的である
ある程度は宗
教的である
非常に宗教
的である
20 (5.5%) 71 (17.5%) 175 (48.1%) 94 (25.8%)
問
9-1
今までに高齢者と働いた経験
はありますか。
はい いいえ
59 (16.4%) 301 (83.6%)
問
9-2
「はい」と答えた人は , どのよ
うな状況下でしたか。 （回答は本文参照）
問
9-3 その経験はいかがでしたか。
ポジティブ ネガティブ ニュー トラル （どちらでもない）
42 (61.8%) 3 (4.4%) 68 (33.3%)
問
10-1
今まで高齢者の世話をしたこ
とがありますか。
はい いいえ
93 (27.0%) 251 (73.0%)
問
10-2
「はい」と答えた人は , どのよ
うな状況下でしたか。 （回答は本文参照）
問
10-3 その経験はいかがでしたか。
ポジティブ ネガティブ ニュー トラル （どちらでもない）
43 (50%) 12 (14.0%) 31 (36.0%)
問11
いままでに老人学 （gerontology:
人や老年期についての学問）の
クラスを履修したことはあり
ますか？
はい いいえ
9 (2.5%) 352 (97.5%)
問12
今までに老人学に関する内容
が含まれている授業を履修し
たことはありますか。
はい いいえ
21 (6.0%) 330 (94.0%)
問13 あなたはどの程度人の老化のプロセスについて精通していますか。
全く精通し
ていない
あまり精通
していない
どちらとも
いえない
少し精通し
ている　
非常に精通
している
88 (24.2%) 145 (39.9%) 99 (27.3%) 31 (8.5%) 0 (0%)
問14
もし「老化と高齢者」という
名前の授業があったら , 履修し
たいと思いますか。
全く思わない あまり思わない
どちらとも
いえない
少し履修し
たい
非常に履修し
たいと思う
31 (8.6%) 99 (27.3%) 106 (29.3%) 111 (30.7%) 15 (4.1%)
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者と比較的交流を持っていると回答した。同じく，現在の高齢者との人間関係（問
4：現在，どの程度祖父母や高齢の親戚と近しい関係を持っていますか）については，
こちらも「ときどき持っている」（30.7％）「かなり頻繁に持っている」（22.2％）と，
半分以上の学生が成長後も比較的交流を持っていると回答した。核家族化が進む現代
のわが国においても，大学生においてこのような高齢者との交流・接触経験が多くみ
られることは一つの発見であるといえよう。
　問 5 の「あなたの考えでは，何歳から「高齢」になると思いますか」について
は，高い順に 65 歳（32.4％），60 歳（28.6％），70 歳（26.9％），75 歳（3.3％）となり，
WHO や厚生労働省における「65 歳以上」としている割合が回答者の約 3 分の 1 とな
り，逆にそれより若い「60 歳」「55 歳」（1.9％）としている割合が 3 分の 1，65 歳よ
り高齢である 70 歳以上と回答している割合は約 3 分の 1 ときれいに 3 分割されてい
る印象となった。
　将来の職種を問う問題（問 6：将来の職種として，高齢者と働くことを計画して
いますか）については「はい」（7.4％）に対して「いいえ」（45.2％）となっており，
将来的に高齢者と働くことを志向している学生は半数以下であった。しかしながら，
「わからない」と回答した学生も 32.9％存在していた。
　将来の職種として子どもと働くことについての設問（問 7：将来の職種として，子
どもと働くことを計画していますか）については，「はい」（35.7％）「おそらく」
（14.8％）を合計すると約 50％となった。これは，今回の調査協力者の 35.1％が教育
学部生で教職志望者が多いのが一つの要因と考えられる。
　宗教的であるかについての設問（問 8：あなたはどの程度宗教的（信心深い）で
すか）については，「ある程度は宗教的である」（48.1％）「非常に宗教的である」
（25.8％）の合計が 73.9％となり，約 4 分の 3 の学生が宗教的であると回答していた。
　高齢者との労働経験に関する設問（問 9－1：今までに高齢者と働いた経験はあり
ますか）については，「はい」（16.4%）「いいえ」（83.6％）となり，高齢者と働いた
経験のある学生の割合は多くはなかった。その中で，具体的な状況を問う設問（問 9
－2：「はい」と答えた人は，どのような状況下でしたか。）についての回答は以下の
通りである（自由記述式）。
　
　「アルバイト」　　25 人
　「職場体験」　　　4 人
　「ボランティア」　3 人
　「工場勤務」　　　2 人
　その他，「介護体験」「児童館」が各 1 人
　
　高齢者と働いた経験についての印象を問う設問（問 9－3：その経験はいかがでし
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たか）については，「ポジティブ」（61.8％）「ネガティブ」（4.4％）「ニュートラル」
（33.3％）となっており，約 6 割がポジティブな印象を持っていることが示された。
　高齢者を世話した経験を問う設問（問 10－1：今まで高齢者の世話をしたことがあ
りますか）では，「はい」（27.0％）「いいえ」（73.0％）となり，27％の学生が何らか
の高齢者の介護経験を持つことが示された。具体的な状況を問う設問（問 10－2：「は
い」と答えた人は，どのような状況下でしたか）についての回答は以下の通りである
（自由記述式）。
　
　「介護（祖母・祖父特定せず）」12 人
　「祖父の介護」　　　　6 人
　「祖母の介護」　　　　22 人
　「介護ボランティア」　14 人
　「デイサービス」　　　3 人
　「高齢者との交流イベント」3 人
　
　上記の回答をみると，祖父母の介護が大半を占め，その中での高齢の祖母の介護
が最も多いことがわかった。家族で介護を担当したり，自宅で介護をする等の回答
も見られた。介護経験についての印象を問う設問（問 10－3：その経験はいかがでし
たか）については，「ポジティブ」（50.0％）「ネガティブ」（14.0％）「ニュートラル」
（36.0％）となっており，約半数がポジティブな印象を持っていることが示された。
　老人学（gerontology：老人や老年期についての学問）についての履修経験を問う
設問（問 11－1：いままでに老人学のクラスを履修したことはありますか？）につい
ては，「はい」（2.5%），「いいえ」（97.5%）となり，ほとんどの学生が履修経験を持っ
ていなかった。次の「『はい』と回答した人は，授業名を書いてください。」の設問に
ついての，回答は以下の通りである。
　
　「心理学概論 I」　　　7 人
　
　次の設問は，老人学に関する内容の授業の履修経験を問うもの（問 12 － 1：今ま
でに老人学に関する内容が含まれている授業を履修したことはありますか）となって
いるが，回答は「はい」（6％）「いいえ」（94％）となっており，こちらも問 11 － 1
と同様，9 割を越える学生が老人学に関連する授業を履修したことがないと回答した。
次の「『はい』と回答した人は，授業名を書いてください。」の設問についての回答は
以下の通りである。
　
　「心理学概論 I」　　16 人　
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　「社会福祉入門」　　2 人
　「生涯学習概論」　　1 人
　老化についての知識を問う設問（問 13：あなたはどの程度人の老化のプロセスに
ついて精通していますか）については，「全く精通していない」（24.2%），「あまり精
通していない」（39.9%）となり，6 割以上の学生が「精通していない」と回答した。
　老化に関する授業への興味を問う設問（問 14：もし「老化と高齢者」という名
前の授業があったら，履修したいと思いますか。）については，「少し履修したい」
（30.7%）や「どちらとも言えない」（29.3%）などの回答が多く，中程度の興味関心
がうかがえた。
　
2．下位尺度の信頼性
　縦型／横型―個人主義／集団主義尺度，高齢者への態度・認知尺度，老化への不安
尺度，および自尊感情・自己効力感尺度の各下位尺度の全項目の合計得点を尺度得点
とした。各下位尺度の内的整合性をみるために信頼性係数（クロンバックのα係数）
を求めた結果を表 3 に示す。「横型集団主義」がα＝ .67 とあまり高いとはいえないが，
他の因子に関してはすべての項目がα＞ .70 となり，概ね高い値が得られた。本研究
で使用した尺度は，英語版ですでに妥当性・信頼性を確認されている点をふまえても，
ある程度の信頼性があることは予測されたが，本調査においても日本語版の尺度の内
的一貫性が示されたといえよう。
　
3．性差・学年差の検討
　縦型／横型―個人主義／集団主義尺度，高齢者への意識，老化への不安尺度，自尊
感情，自己効力感尺度の性別・学年別の差を検討するために，性別と学年を独立変数
とし，各項目を従属変数とした 2×5 の 2 要因分散分析をおこなった。各下位尺度の
α係数
縦型個人主義 .71
横型個人主義 .75
縦型集団主義 .78
横型集団主義 .67
高齢者に対する態度・認知 .77
老化に対する不安 .73
自尊感情 .74
自己効力感 .75
表 3　下位尺度の信頼性
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性別・学年別の平均値・標準偏差を含む基礎統計量，性差・学年差の結果を表 4 に示
した。
　性別の主効果については，縦型個人主義（F(1，355)=2.82， p< .01），横型個人主義
（F(1，355)=2.67， p<.01），自尊感情（F(1，355)=2.93， p< .01）が男子が女子よりも
因子名 性差 （ｔ/p値） 学年差 全体 男子 女子
人数 357 139 218
縦型個人主義 2.81(.005**)男＞女
23.21
(5.24)
24.28
(5.46)
22.52
(4.98)
横型個人主義 2.67(.008**)男＞女
20.15
(5.15)
21.04
(5.56)
19.58
(4.72)
縦型集団主義
2.69（.021*) 1 年 > その他 , 
2 年 > その他 , 3 年 > その他 , 
4 年 > その他
26.45
(5.29)
25.96
(5.54)
26.76
(5.11)
横型集団主義 2.26(.024*)女＞男
29.45
(4.89)
28.71
(5.48)
29.92
(4.43)
高齢者に対す
る態度・認知
154.18
(19.16)
152.49
(20.63)
155.21
(18.18)
老化に対する
不安
42.02
(9.81)
42.71
(10.12)
41.60
(9.62)
自尊感情 2.93(.004**)男＞女
16.40
(3.89）
17.16
(4.00)
15.91
(3.75)
自己効力感 18.32(3.78)
18.32
(3.90)
18.31
(3.70)
表 4　下位尺度得点の性別・学年別平均値・標準偏差及び性差・学年差
因子名 1 年 2 年 3 年 4 年 その他   最高
(最低) 値人数 271 45 22 11 8
縦型個人主義 23.41(5.27)
22.95
(5.69)
21.18
(4.46)
25.09
(3.36)
20.86
(4.41)
36.00
(4.00)
横型個人主義 20.09(5.20)
19.68
(4.82)
19.68
(3.86)
23.45
(5.36)
20.71
(5.50)
36.00
(4.00)
縦型集団主義 26.90(5.21)
25.00
(5.10)
25.64
(5.37)
26.82
(5.12)
21.14
(6.26)
36.00
(4.00)
横型集団主義 29.62(4.60)
28.31
(6.45)
30.41
(4.49)
27.91
(4.59)
30.43
(5.50)
36.00
(4.00)
高齢者に対す
る態度・認知
153.35
(19.20)
155.20
(16.72)
160.86
(23.18)
155.91
(20.11)
156.86
(17.72)
238.00
(34.00)
老化に対する
不安
42.16
(9.87)
41.93
(9.19)
41.33
(9.16)
38.91
(4.76)
44.14
(18.53)
75.00
(15.00)
自尊感情 16.29(3.83)
16.07
(3.71)
16.86
(4.61)
17.80
(4.92)
18.14
(3.24)
25.00
(5.00)
自己効力感 18.34(3.79)
17.90
(3.63)
18.29
(3.72)
17.80
(4.69)
20.14
(3.24)
25.00
(5.00)
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有意に高かった。横型集団主義（F(1，355)=2.26， p<.05）は女子が男子よりも有意に
高い値を示した。
　「高齢者に対する態度・認知」は男子が 152.49 点，女子が 155.21 点と女子が若干高
いが，統計的に有意な差はなかった。「老化に対する不安」は男子が 42.71 点，女子
が 41.60 点とほとんど差は見られなかった。「自己効力感」も男子が 18.32 点，女子が
18.31 点とほぼ同点となっていた。
　また，縦型／横型―個人主義／集団主義尺度における各下位尺度の平均点を比較し
たところ，「横型集団主義」が 29.45 と最も高く，「縦型集団主義」(26.45)，「縦型個人
主義」(23.41) と続き「横型個人主義」（20.15）が最も低かった。こちらも日本的な集
団主義を重んじる文化的規範を反映していると言えるのではないだろうか。
　学年の主効果については，「縦型集団主義」（F(1, 352)=2.69， p< .05）のみ学年に
よる有意な差が見られた。Tukey の HSD 法による多重比較をおこなうと，その他
（5 年生以上，もしくは留学生）が 1, 2, 3, 4 年よりも有意に低い値を示したことがわ
かった。それ以外の下位尺度における学年の主効果は見られなかった。学年と性別の
間の交互作用は，どの項目や下位尺度にも見られなかった。
　
4．各尺度の関連
　尺度間の相関を分析した結果を表 5「下位尺度間の相関」に示す。 相関分析をお
こなうと，まず，縦型／横型―個人主義／集団主義尺度においては，「縦型個人主
義」「横型個人主義」との間には正の相関があり（α＝－.32），これは同じく「縦型集
団主義」「横型集団主義」との間にも有意な正の相関が見られた（α＝.44）。
　「高齢者への態度・認知（肯定的意識）」は「縦型個人主義」（α＝－.16）と負の相
関があり，「縦型集団主義」（α＝.27）「横型集団主義」（α＝.25）「自己効力感」（α
＝.16）とは有意な正の相関があった。
縦型個人
主義
横型個人
主義
縦型集団
主義
横型集団
主義
高齢者に
対する態
度・認知
老化に対
する不安 自尊感情
自己効力
感
縦型個人主義 ―
横型個人主義    .32** ―
縦型集団主義    .02 －.02 ―
横型集団主義    .08 －.08    .44** ―
高齢者に対する 
態度・認知 －.16** －.08    .27**    .25** ―
老化に対する不安    .14** －.04 －.16** －.26** －.42** ―
自尊感情    .10    .14*    .17**    .19**    .09 －.21** ―
自己効力感 －.01    .16**    .16**    .28**    .16** －.20** .52** ―
*p<.05, **p<.01
表 5　下位尺度間の相関
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　「老化への不安」は「高齢者への認知（肯定的意識）」（α＝－.42）および「自尊感
情」（α＝－.21）「自己効力感」（α＝－.20）と有意な負の相関があった。また，「縦型
集団主義」（α＝－.16）「横型集団主義」（α＝－.26）とも負の相関があったが，「縦型
個人主義」（α＝.14）とは有意な正の相関があった。
　「自尊感情」は「自己効力感」（α＝.55）と有意な中程度の正の相関を示した。こ
れは自分について肯定的な感情を持つことと，自分の能力の見通しを持つことが出来
ることとの間の関連を示し，先行研究とも一致していた。
IV. 考察
　本研究では，高齢者に対するイメージや態度を検討することを試み，加えて，老化
への不安や自己効力感，集団主義・個人主義との関連を検討した。
　高齢者との生活経験などについての設問については，幼少期から成長後，現在にか
けても半数に近い学生が高齢者との交流の時間を持っていることが示された。また，
「何歳から高齢になるか」の設問については，65 歳，60 歳以下，70 歳以上と大きく
分けて回答パターンが 3 つに分かれていることが示された。高齢者との労働経験につ
いては全体の 16％の学生が経験があると回答しており，その経験については 6 割を
超える学生が，それをポジティブなものと受け止めている。高齢者を世話した経験に
ついては，27％の学生が経験ありと回答し，主に祖父母の介護経験をあげている。そ
の経験については半数がポジティブなものととらえており，介護経験の内容も様々で
あることをふまえると，比較的肯定的な解釈が行われていることが伺えた。
　性別の主効果については，「縦型個人主義」「横型個人主義」「自尊感情」において
男子が女子よりも有意に高かった。個人主義を示す項目が，縦型・横型ともに男子が
高い理由としては，男子の方が社会における個人主義的な規範を内面化し，階層構造
や「競争」の中で個人の利益の獲得に着目する傾向があることを示唆しているのでは
ないだろうか。また，自尊感情は男子が高かったが，こちらは自尊感情の持つ自己受
容，自己肯定，積極的な姿勢など，従来男子が身につけることが望ましいとされる特
性が多く設問に入っていたことが，要因の一つと考えられよう。また，この結果は大
橋 (2006) の縦型／横型―個人主義／集団主義尺度を用いた研究で，「縦型個人主義」
「横型個人主義」が男性が女性より高い得点を示した先行研究とも一致している。
　これに対して，横型集団主義は女子が男子よりも高かった。こちらは，個人の利益
よりも，集団の意思決定を重視し，さらにその中でも平等性を志向する精神性が，女
子によく見られる博愛的で穏便な人間関係や環境を志向するベクトルと親和性が高い
という点があげられよう。女子の方が集団に準拠しやすい傾向も示唆されたといえよう。
　相関分析については，集団―個人主義の文化規範と高齢者への態度，老化への不
安に関してさまざまな知見が見出された。「高齢者への態度・認知（肯定的意識）」
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は「縦型個人主義」と負の相関があり，「縦型集団主義」「横型集団主義」「自己効力
感」とは有意な正の相関があった。日本において優位な文化規範とされる集団主義の
考えを持つこと，さらに自己効力感という，自分の能力に対する肯定的評価や将来へ
の見通しが持てることは，高齢者に対する認知にもプラスの影響を及ぼす可能性が示
されたといえよう。
　「老化への不安」は「高齢者への認知（肯定的意識）」および「自尊感情」「自己効
力感」と有意な負の相関があった。これは，高齢者への肯定的な認知を持つことや，
自尊感情・自己効力感を高めていくことで，老化への不安を軽減する可能性を示して
いるといえよう。さらに，「老化への不安」は「縦型個人主義」と有意な正の相関が
あり，階層や競争を前提とした文化規範が，高齢になることへの不安を増大させる可
能性も示唆された。
　さらに，「自己効力感」は「横型集団主義」「縦型集団主義」，また「高齢者への意
識」と有意な正の相関を示した。このことから，日本においては，文化的に優勢とさ
れている集団主義の考えを持つことと自己効力感の間に関連性があることが示された。
　本研究の意義としては，高齢者に対する態度や老化への不安といった Aging に関
する尺度を検討するだけでなく，集団―個人主義尺度や自尊感情・自己効力感尺度も
分析の観点として加味することで，高齢者への意識を文化規範や自己概念との関連か
ら多面的に検討したことにあるといえる。自分の属する社会や自分自身をどのように
とらえるかという問題は，少なからず高齢になることへの意識にも影響があることが
示された。つまり，何らかの形で文化規範と高齢者意識，および自己効力感との間に
関連性が見出されたことが本研究の知見の一つと考えられよう。
　上記のことをふまえて，本研究の限界と今後の課題について述べる。本研究の限界
としては，サンプルとなる大学数が 1 校だった点があげられる。今後はサンプル校を
増やすことにより，性差・学年差の傾向や大学別の傾向などについてより包括的な分
析が可能になることが考えられよう。また，今回は記述統計や相関分析を中心とした
基礎的な分析だったため，高齢者への態度尺度や老化に対する不安尺度のより詳細な
因子分析もおこなう必要があると考えられる。今後の課題としては，高齢者への態度
や老化への不安に影響を与える因子を重回帰分析などを通してより細かく分析してい
くことがあげられる。さらに，本研究では縦型／横型―個人主義／集団主義尺度を用
いることで日本においては集団主義的規範を持つことが，自己効力感や高齢者への肯
定的な意識と関連があることが示されたが，将来的に日本の社会的・文化的規範が個
人主義的な志向をさらに増していくのであれば，個人主義的な志向性が人々の意識に
与える影響についても検討の余地があるといえる。次の分析では，本研究で得られた
知見・データを用いてアメリカ・中国のサンプルと国際比較研究を行うことを計画し
ており，日本人の高齢者への態度の特徴やその文化規範の影響についての新たな分
析・考察が期待されよう。
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【付記】
　本調査にご協力いただいた授業担当の先生方ならびに学生の皆様に心より感謝申し
上げます。
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【付録】老化と高齢者に対する態度・認知についての質問紙 
 
 
 
 
 
 
 本研究の目的は，日本人大学生のAging(老化)とOlder Adults(高齢者)に対する態度や価値観に
ついて検討することです。これはテストではありませんので，本アンケートへの回答の有無・また 
回答内容は成績には一切関係ありません。あまり深刻に考えず，直観で答えてください。 
 
【アンケート回答についての注意事項】 
Part1：今の皆さんにあてはまるものに〇をつけてください。また，空欄に記入してください。 
Part2：あなたの考えにあてはまる数字を 1～9 から選んで，空欄に記入してください。 
Part3：あなたの考えにあてはまる数字を 1～7 から選んで，空欄に記入してください。  
Part4：あなたの考えにあてはまる数字を 1～5 から選んで，空欄に記入してください。 
Part5：あなたの考えにあてはまる数字を 1～5 から選んで，空欄に記入してください。 
 
※Part ごとに数字の評価区分が異なりますが，原本の質問紙に準拠しておりますので，その旨ご了承い
ただき，注意してご記入をお願いいたします。 
 
Part 1：基本情報 : あなた自身についてあてはまるものに〇をつけてください。 
 
●性別： 男性 女性   
●年齢：（     ）歳 
●学年： 1年  2年  3年  4年  5年生以上   その他（          ） 
●学部： 法・経済・経営・文・教育・理工・看護・国際教養   その他（        ） 
●兄弟の数（自分を含めず）： 0  1  2  3人以上 
●人種： 日本人  それ以外の国籍：（             ） 
 
1． あなたの幼少時，祖父母や他の高齢の親戚と共に生活していたことはありましたか。   
（はい・いいえ） 
2．幼少時に，どの程度祖父母や高齢の親戚と時間を共に過ごしましたか。 
（全く過ごさなかった  少し過ごした  まあまあ過ごした  時々過ごした  かなり頻繁に過ごした） 
3．成長した後で，どの程度祖父母や高齢の親戚と近しい関係を持っていますか。 
（全く関係を持っていない 少し持っている まあまあ持っている 時々持っている かなり頻繁に持っている） 
4．現在，どの程度祖父母や高齢の親戚と近しい関係を持っていますか。 
（全く関係を持っていない 少し持っている まあまあ持っている 時々持っている かなり頻繁に持ってい
る） 
5．あなたの考えでは，何歳から「高齢」になると思いますか。（     ）歳 
 
6．将来の職種として，高齢者と働くことを計画していますか。（はい いいえ おそらく わからない） 
7．将来の職種として，子どもと働くことを計画していますか。（はい いいえ おそらく わからない） 
8．あなたはどの程度宗教的（信心深い）ですか。 
（全く宗教的ではない 少しは宗教的である  ある程度は宗教的である  非常に宗教的である） 
9．今までに高齢者と働いた経験はありますか。   （はい・いいえ） 
  ※「はい」と答えた人は，どのような状況下でしたか。
（                          ） 
  その経験はいかがでしたか。 （ポジティブ  ネガティブ  ニュートラル（どちらでもない）） 
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10．今まで高齢者の世話をしたことがありますか。 （はい・いいえ） 
  ※「はい」と答えた人は，どのような状況下でしたか。
（                          ） 
   その経験はいかがでしたか。 （ポジティブ  ネガティブ  ニュートラル（どちらでもない）） 
 
11．いままでに老人学（geerontology：老人や老年期についての学問）のクラスを履修したことはあり
ますか？ 
（はい・いいえ）※「はい」と答えた人は，授業名を書いてください（            ）   
12．今までに老人学に関する内容が含まれている授業を履修したことはありますか。 
（はい・いいえ）※「はい」と答えた人は，授業名を書いてください（            ）   
  
13．あなたはどの程度人の老化のプロセスについて精通していますか。 
 （全く精通していない あまり精通していない どちらともいえない 少し精通している  非常に精通している） 
14．もし「老化と高齢者」という名前の授業があったら，履修したいと思いますか。 
 （全く思わない あまり思わない どちらともいえない 少し履修したい  非常に履修したいと思う）  
 
 
Part2：あなたの価値観にあてはまる数字を１～９から選んで空欄に記入してください。 
 
       1        2       3       4       5       6       7       8       9     
 
例： １＝まったくあてはまらない  5 =どちらともいえない  9＝非常にあてはまる 
 
1． (     ) 私は何かあったとき，他人よりも，自分自身を頼る。 
2． (     ) 私にとって他の人よりも仕事がうまくできることは重要なことである。 
3． (     ) もし同僚（友人）が表彰されたら，それを誇りに思う。 
4． (     )  両親と子どもは，可能な限り一緒に住むべきである。 
5． (     )  私は自分自身の判断にほとんどを頼っている。めったに他人を頼ることはない。 
 
6． (     )「勝つこと」は私にとってすべてである。 
7． (     )  同僚（友人）の精神的健康は私にとって重要である。 
8． (     )  家族の世話をすることは，たとえ自分のやりたいことを犠牲にしてもするべき 
私の義務である。 
9． (     )  私はときどき他人がどう思おうと，自分の好きなことをする。 
10．(     ) 競争は，自然の法則である。 
 
11．(     )  私にとって，人と一緒に時間を過ごすことは喜びである。 
12．(     )  家族は，たとえどんな犠牲が払われようとも，一緒にいるべきである。 
13．(     )  私の個人的なアイデンティティは，「他者から自立していること」であり， 
それは自分にとってとても重要なことである。 
14．(     )  他の人が自分よりもうまく物事をなし遂げると，緊張したり興奮する。 
15．(     )  他の人と協力できることは自分にとって気持ちが良いことである。 
 
16．(     )  自身の所属する集団によって決められた決定を尊重することは，重要なことである。 
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Part 3 ：高齢者に対するあなたの考えに当てはまる数字を１～７から選んで記入してください。 
 
          1        2       3       4       5       6       7          
 
例： １＝まったくあてはまらない  ４=どちらともいえない  ７＝非常にあてはまる 
 
1． (     ) 高齢者は（高齢者用の）特別な住居に住むべきである。 
2． (     ) 高齢者は若い人々とも一緒に住むべきである。 
3． (     ) 高齢者は（自分たちとは）異なる人である。 
4． (     ) 高齢者は他の人と違うところはどこもない。 
5． (     ) 高齢者は自分を変えることはできない。 
 
6． (     ) 高齢者は新しく適応するために自身を変えることができる。 
7． (     ) 高齢者は年金生活者になったら，退職する。 
8． (     ) 高齢者はできるだけ長く働くことを好む。 
9． (     ) 高齢者は粗末な家に住む。 
10．(     ) 高齢者は清潔で，魅力的な家に住む。 
 
11．(     ) 賢明さは年齢とともに向上しない。 
12．(     ) 高齢者は年齢とともに賢くなる。 
13．(     ) 高齢者は社会に対して影響を与えすぎである。 
14．(     ) 高齢者は社会においてより影響力をもつべきである。 
15．(     ) 高齢者は他の人をしらけさせる。 
 
16．(     ) 高齢者は他の人をリラックスさせる。 
17．(     ) 高齢者の話は周りをうんざりさせる。 
18．(     ) 高齢者が過去の話をするのは良いことである。 
19．(     ) 高齢者は人の私事を詮索しようとする。 
20．(     ) 高齢者は彼ら自身の仕事に注意を払う。 
 
21．(     ) 高齢者はイライラさせるような失敗をおかす。 
22．(     ) 高齢者は若者と同じ失敗をおかす。 
23．(     ) 高齢者は近隣住民に悪影響を与える。 
24．(     ) 近隣住民が高齢者と交流することは素晴らしい。 
25．(     ) 高齢者はみんな似かよっている。 
 
26．(     ) 高齢者はみんな違っている。 
27．(     ) 高齢者はだらしない。 
28．(     ) 高齢者は清潔できちんとしている。 
29．(     ) 高齢者は怒りっぽく，不平が多く，不愉快にしている。 
30．(     ) 高齢者は快活で，感じがよく，陽気である。 
 
31．(     ) 高齢者は若者について不満を言う。 
32．(     ) 高齢者はほとんど若者に対する不満を言わない。 
33．(     ) 高齢者は過度の愛情を求める。 
34．(     ) 高齢者は他者からの愛情をほとんど求めない。 
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Part 4 ：高齢者や高齢になることについて，あなたの考えに当てはまる数字を１～5 
から選んで記入してください。 
 
           1        2       3       4       5              
 
例： １＝まったくあてはまらない  3=どちらともいえない  5＝非常にあてはまる 
 
1． (     ) 私は高齢者といることを楽しむ。 
2． (     ) 高齢者と話すのは楽しいことではない。 
3． (     ) 高齢者といることは快適に感じられない。 
4． (     ) 高齢になると満足感を得ることが非常に難しくなるであろうことを恐れている。 
5． (     ) 高齢になったときに人生に満足することは期待していない。 
 
6． (     ) 高齢になったとしても自分のやりたい大抵のことはできると信じている。 
7． (     ) 高齢になることを想像しても何の心配もない。 
8． (     ) 老化することを少しも恐れていない。 
9． (     ) 鏡を見て白髪を発見する日のことを恐れている。 
10. (     ) 高齢になって，自分の友人が皆亡くなってしまうことを恐れている。 
 
11. (     ) 高齢になったら，人々が自分を無視するのではないかと心配している。 
12. (     ) 高齢になったとき，人生に意味が見い出せなくなることを恐れている。 
13. (     ) 両親が年老いたときの健康と彼らの世話について心配している。 
14. (     ) 私の両親は高齢になってもきちんと世話をしてもらえるだろう。 
15. (     ) 高齢の両親の世話をすることが，私にとって非常に耐えがたいことに 
なるであろうことを恐れている。 
 
Part 5：あなたにあてはまる数字を１～5 から選んで記入してください。 
 
           1        2       3       4       5              
 
例： １＝まったくあてはまらない  3=どちらともいえない  5＝非常にあてはまる 
 
1． (     ) 全般的に，私は自分自身にはいろいろな良いところがあると思う。 
2． (     ) 全般的に，私は自分に自信がない。 
3． (     ) 全般的に，私は自分自身をとても受け入れている。 
4． (     ) 私はたいていのことが他の人と同じようにできる。 
5． (     ) 私は自分自身に肯定的な（前向きな）姿勢を持っている。 
 
6． (     ) 何か問題に直面しても，大抵の場合いくつかの解決法を見つけることができる。 
7． (     ) もし一生懸命に努力すれば，困難な課題も乗り越えることができる。 
8． (     ) ベストを尽くして，たとえ失敗したとしても，そこから立ち直ることができる。 
9． (     ) 困難に陥ったときにも，元気でいることができる。 
10. (     ) つらい失敗があっても，自信を失うことはない（自分を信じ続けることができる）。 
 
 
 
ご協力，誠にありがとうございました。 
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Attitude towards Aging and Older Adults  
among Japanese College Students
 Its Relations to Aging Anxiety and Self-Efficacy
Hiroko I. TOMIOKA
The…questionnaire…regarding…experiences/contact…with…old…people,…plan…to…work…with…elderly/
children…in…future…career,…and…knowledge…about…gerontology…was…administered…to…357…Japanese…
college… students.… In… addition,… horizontal/vertical–individualism/collectivism… scale,… attitudes…
toward…old…people…scale,…the…aging…anxiety…scale,…self-esteem…scale,…and…self-efficacy…scale…were…
administered. With regard to gender difference, male students showed statistically higher scores 
on “Vertical Individualism,” “Horizontal Individualism,” and “Self-Esteem.” On the other hand, 
female students showed statistically higher scores on “Horizontal…Collectivism.”  There were 
negative… correlations… between… “Aging…Anxiety” and “(Positive)…Attitude… toward…Old… People,” 
“Self-Esteem,” and “Self-Efficacy.”…There…were…positive…correlations…between…“Attitude toward 
Old People” and “Self-Efficacy,” “Vertical…Collectivism,” and “Horizontal…Collectivism.” That 
implies having a dominant cultural orientation in the relevant society would affect the positive 
attitude toward aging and self-efficacy.
【Keywords】horizontal/vertical–individualism/collectivism,…attitudes…toward…old…people,…
………………………………………………………………aging…anxiety,…self-esteem,…self-efficacy
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小学校・総合的な学習の時間の目標を実現するための
教科横断的な学習活動のデザイン
―集散型学習活動による主体的・対話的で深い学びの促進―
舟 生　日 出 男
1．総合的な学習の時間と主体的・対話的で深い学びの関係
　知識基盤社会である現代では，新しい情報や知識が日々産出されるとともに，その
一方で陳腐化していく情報や知識も多い。そのため人々には，昔のように知識や技能
を多く蓄えていることは，必ずしも求められない。むしろ，必要に応じて情報や知識
を取得したり，方法を新たに取り入れて問題解決にあたることが求められる。そうし
た能力を育成するための枠組みとして，初等中等教育では「総合的な学習の時間」が
設けられている。
　能力を育成するための方法について考えると，伝統的な知識伝達型，正解主義の
学習観では，このような能力を伸ばすことは明らかに困難である。そのため近年で
は，アクティブ・ラーニングが注目されている。溝上 (2015) によれば，アクティブ・
ラーニングとは「一方向的な知識伝達型講義を聴くという（受動的）学習を乗り越え
る意味での，あらゆる能動的な学習のこと」であり，「能動的な学習には，書く・話
す・発表するなどの活動への関与と，そこで生じる認知的プロセスの外化を伴う」と
されている。アクティブ・ラーニングの形態は多様であるが，様々な授業実践で取り
入れられている「話し合い活動」もアクティブ・ラーニングの 1 つの形態である。他
者との話し合いの中で，自身の考えを具体化して表明することや，表明された自他の
考えを比較して吟味することには，認知的プロセスの外化が伴っている。また，この
ような活動にはリフレクションが伴っており，深い理解が期待できる。なお，アク
ティブ・ラーニングについては，「次期学習指導要領等に向けたこれまでの審議のま
とめ」（文部科学省 2016）の中で，「主体的・対話的で深い学び」という言い回しに
置き換えられ，その実態や目的がより明確になっており，本論文においても，以降で
は「主体的・対話的で深い学び」を用いる。
　以上のように，近年の動向を踏まえると，総合的な学習の時間において「主体的・
対話的で深い学び」を導入することは当然であると言えるだろう。そこで，総合的な
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学習の時間と「主体的・対話的で深い学び」の関連について，考察する。現行の学習
指導要領（文部科学省 2011）には，総合的な学習の時間の目標について次のように
掲げられている。
　
横断的・総合的な学習や探究的な学習を通して，自ら課題を見付け，自ら学び，
自ら考え，主体的に判断し，よりよく問題を解決する資質や能力を育成すると
ともに，学び方やものの考え方を身に付け，問題の解決や探究活動に主体的，
創造的，協同的に取り組む態度を育て，自己の生き方を考えることができるよ
うにする。
　
　まず，冒頭の「横断的・総合的な学習」については，教科横断的な課題として，法
教育等，情報教育，科学技術教育，環境教育，キャリア教育，食育，性教育，安全教
育が上げられており，情報教育についてはとりわけ，情報を批判的に読み解くメディ
ア・リテラシーの指導が強調されている（文部科学省 2006）。次に「探究的な学習」
は，主体的・対話的で深い学び全体を指していると言える。続く，「自ら課題を見付
け，自ら学び，自ら考え，主体的に判断し」と「問題の解決や探究活動に主体的」は
「主体的な学び」に，「協同的に取り組む態度」は「対話的な学び」に，「よりよく問
題を解決する資質や能力」と「自己の生き方を考える」は「深い学び」に対応してい
る。これらのことから，総合的な学習の時間の目標を達成するためには，児童の学習
活動を主体的・対話的で深い学びにする必要があると言える。
　この点を踏まえ，教員養成課程での指導法について考える。「コアカリキュラム
（案）」（文部科学省 2017）における「総合的な学習の時間の指導法」の「全体目標」
の前半では，「総合的な学習の時間は，探究的な見方・考え方を働かせ，横断的・総
合的な学習を行うことを通して，よりよく課題を解決し，自己の生き方を考えていく
ための資質・能力の育成を目指す」と述べられている。先述の対応関係を考えると，
この目的を実現するためにはやはり，学習者中心・学習者主体の，主体的・対話的で
深い学びに基づいた活動形態にせざるを得ないだろう。また，この活動形態について
教員養成課程の学生に指導するには，実践できていない学生が少なくないことから，
深い理解と実践力の習得を目指して，実践的・体験的な学習が必要であると考えられ
る。
　ところで，一般的な授業実践では，意見の表明が活発であるなど，学習者が主体
的・対話的に学んでいるように見えることが多い。しかし，1990 年代の新学力観の
頃によく見られた「態度主義」に陥っていることも少なくない。例えば，学習者が他
の学習者に対してほぼ一方的に自身の考えを表明するだけで終わる場合，主体的では
あるかもしれないが，どのような学びとなっているのかが不明瞭であり，対話的な学
びも実現できていない。また，授業時間内に収めるために，発散した活動を教師が強
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引にまとめる場合，学習者の理解が不十分なままとなる。つまり，学習者が主体的・
対話的に振る舞っていれば良いのではなく，その中に学びがあること，そして，深い
学びに至っていることが問われるのである。
　では，どのようにすれば，深い学びを実現することができるのであろうか。無藤
（2017）によれば，学習者は，主体的・対話的学びを通して，深い学びに至る。つま
り，ただ単に多く発言するだけ，それを聞くだけで終わっては，学びは浅いままとな
るのである。無藤の言葉を借りれば，頭に入ってくる情報をつないで構造化すること
や，既知のことがら結びつけて「脳の中の回線をつなぐ」ことが不可欠である。言い
換えれば，教科書や教師の発言，板書などのリソースや，表出された自他の考えの中
から重要な情報を抽出し，それらをつなげて知識構造を作り上げたり，既存の知識構
造につないでいく作業が必要である。つまり，情報を取り入れたとしても，それらが
バラバラで断片的なままにとどまるのではなく，「構造化」されることが重要である
と言える。では，その構造化の過程をどのように支援すればよいのか。この点につい
て，次で述べる。
2．主体的・対話的で深い学びの活動モデルとしての集散型学習活動
　集散型学習活動（鈴木ほか 2014）の考え方によれば，話し合いに基づく協働学習
には次の 4 段階が求められる。
　
1．自身の考えを出す（個人での活動）
2．自他の考えを共有する（協働での活動）
3．練り上げて協働での知識（アイディア）構造をつくる（協働での活動）
4．自分なりに考え直す（個人での活動）
　
　一部の良質な実践を除いて，多くの授業実践では，段階 2 もしくは段階 3 まででと
どまっていると考えられる。例えば，質疑応答が不活発なプレゼンテーションなどは，
一方的に説明したり，その説明を聞くことが繰り返されるだけで，共有の成果はほ
とんど見られない。つまり，個人での活動からの発展が見られず，段階 2 の途上で終
わってしまうのである。また，グループなどで共有した情報から何らかの知識を作り
上げたとしても，個人での振り返り時間がそもそも不足していたり，作り上げた知識
から離れて，それに基づかずに振り返っていることも少なくない。つまり，段階 3 ま
での活動にとどまってしまうのである。
　鈴木ほか（2014）は Johnson et al.（1993）の指摘を踏まえながら，グループでの
学習では，作業への参加や貢献の度合いや発言量，議論の理解度に差があり，個人的
な振り返りが必要であることを示している。このことから，協働で作り上げた知識構
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造を自分なりにまとめ直したりしながら考え直さなければ，納得的な理解に至ること
は難しいと言えるだろう。
　このように，段階 2 や 3 までの活動だけでは，考えを深める過程が不足しているこ
とから，知識の構造化が不十分なままとなる。そのため，段階 4 までの活動が必要で
あると言える。次では，段階 4 までを含んでデザインされた，小学校における授業実
践事例について説明する。
3．主体的・対話的で深い学びを促進する集散型学習活動の例
　佐藤実践（舟生ほか 2016）では，小学校の総合的な学習の時間において，集散型
学習活動（鈴木 2014）に基づき，メディア・リテラシーについての理解を深めるた
めの話し合い活動が実施された。メディア・リテラシーに関して問題状況が書かれた
題材を読み，どのように考えたり振る舞ったりすべきかについて，児童たちが個人や
協働でアイディアを練り上げた。ICT 機器を活用しながら，個人で表出したアイディ
アをグループで共有し，分類したり関係を考えながら練り上げ，その成果を個人に持
ち帰り，個の視点でさらに発展させる学習活動を行っている。
　本実践は 2016 年 2 月に 4 回行われた。東京都内の A 小学校第 6 学年の 1 学級で
30 人の児童が対象であり，4 人（一部で 3 人）で 1 グループとし，各回それぞれ 8 グ
ループが編成された。
　
3-1．XingBoard
　本実践では ICT 機器として，集散型学習活動を支援するために開発されたタブレッ
ト型 CSCL システムである「XingBoard（略称 : XB，図 1 ～ 3）」（鈴木ほか 2014）
を用いている。XB では，複数台（基本構成は，縦 2 台×横 2 台からなる 4 台）のタ
ブレット（iPad, Android など）をつなぎ合わせて 1 枚の「模造紙」のように見立て
る。例えるなら，1 枚の模造紙を分割して，複数台のタブレットに割り当てるような
方法である。まず，個人での活動では，自身が持つタブレット上で，思いついたこと
や考えたこと，分かったことなどを表すラベル（付箋紙）を貼り付けたり，移動した
り，階層的にグルーピングして，自分のアイディアを表現する。次に，協働での活動
では，グループ全員のタブレットを近接させて，「模造紙」全体を眺めて自他のアイ
ディアを共有する。そして，タブレット間でラベルを飛ばし合い，まとめていく中
で，グループとしてのアイディアを練り上げる。最後に，「模造紙」全体のラベルを
コピーして，個々のタブレット上に分配して自身の成果物として持ち帰り，個人での
活動に移って自分なりに考え直して理解を深めていく。
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3-2．学習活動のデザイン
　集散型学習活動と主体的・対話的で深い学びとの対応関係を踏まえ，本実践では，
前述の段階 1 ～ 4 を，次の第 1 ～ 3 段階として再編成している。なお，グループは基
本的に 4 人で 1 グループとし，XB の組合せ方は基本構成の縦 2 台×横 2 台としてい
る。
第 1 段階：個人検討
テーマに基づいて，自身のアイディアをキーワードやキーセンテンスの形で，XB
の画面にラベルとして書き出す（図 1）。
第 2 段階：グループ検討
グループ（4 人 1 組）で XB の画面を突き合わせて，全員のアイディアを共有する。
話し合いながら整理したり，新たなアイディアを出して，グループとしてのアイ
図 2 グループ検討終了後の XB 画面（分配後）（舟生ほか 2016 より引用）
図 1 個人検討終了後の XB 画面（舟生ほか 2016 より引用）
－ 86 －
小学校・総合的な学習の時間の目標を実現するための教科横断的な学習活動のデザイン
ディアをまとめる。最後に，XB の分配機能によって，グループとしてまとめた
内容を各個人の画面に分配する（図 2）。
第 3 段階：個人での再構築
グループでまとめた結果を各自持ち帰り，グループの意見をもとに個人で再編
集・再検討して発展させる。XB の画面で，自分なりに整理し直したり，新しい
アイディアを追加する（図 3）。
　
　なお，各段階の終了時点で図 4 のようなワークシートに記入させて，段階ごとに考
えをまとめさせている。これらを振り返ることで，自身のアイディアがどのように変
わったり，発展していったのかを把握することができる。
　
3-3．各回のテーマ
　小学校 5 年生の女子児童が，家庭や学校において，日常生活に関わる情報活用に
ついて考えたり悩んだりするエピソード（舟生編 2012）を題材として活用している。
各回のテーマとエピソードの概要を以下に示す。なお，図 1 ～ 4 は第 4 回の実践にお
けるあるグループの成果物を示している。
図 3 個人での再構築後の XB 画面（舟生ほか 2016 より引用）
図 4 各段階の終了時点で書くワークシート（舟生ほか 2016 より引用）
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第 1 回：著作権
運動会のポスターに「ピ○チュウ」を描こうとする児童の意見を契機として，他
者の著作物の正当な利用について考える。
第 2 回：情報モラル
遠隔地の学校の児童たちとメールを通して交流する中で，些細なことから発生し
たトラブルについて考える。
第 3 回：情報活用の実践力
遠足の際に持参するおやつを限度額以内で購入するために，チラシを活用したり，
お菓子の量や質を判断して，効果的な買い物を実現する。
第 4 回：メディア・リテラシー
高額な小遣いをもらっている子どもがいることを紹介するテレビ番組の視聴とそ
れに関する親子の会話を通して，編集された番組を批判的に読み解くことの必要
性を考える。
　
3-4．学習活動の成果
　XB の画面やワークシートの記述を分析した結果から，第 2 段階のグループ検討に
おいて他の児童のアイディアを取り込み，第 3 段階の個人での再構築において，協働
での知を個の知として発展させ，テーマに基づいて批判的に思考できている様子が見
られた。
　まず，第 2 段階のグループ検討や第 3 段階の個人での再構築では，集められたラベ
ルの価値を判断し，配置やグルーピングによってそれらの関連を，また，色や数字を
付加することでそれらの重要度を表現したり，そうした過程の中で着想を得て新たな
ラベルを追加していた。これらのことから，主体的な学びが実現されていたと言える。
　次に，グループ活動ではこの一連の流れにおいて，自身がアウトプットしたラベル
に関し，その理由などを他の児童に対して説明できていた。このことは，対話的な学
びが実現されていたことを示している。
　次に，深い学びについて，オーナーシップの観点から考察する。望月（2016）は，
Chi が提唱した ICAP フレームワークに触れつつ，思考過程をアウトプットすること
で，他の学習者が推論を働かせるための新しい認知的資源になるとともに，アウト
プットした知識に対して，学習者が自分でものにした知識であると感じるオーナー
シップが得られると指摘している。今回の実践では，グループ内の他の児童からラベ
ルを送ってもらったり，分配してもらえる。そのため，第 1 段階の個人検討において
ラベルをあまりアウトプットできていない児童でも多くのアウトプットを得ることが
でき，その後の活動を進めることができていた。このような現象は他の形態の学習活
動においてはほとんど見られず，通常はアウトプットできていなかったがために話し
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合いへの参加も難しく，取り残されてしまいかねない。このことは，先行する実践研
究報告（菊地 2014）においても同様の場面が見られており，主体的・対話的で深い
学びをデザインし，実践する上で興味深いと言える。
　なお本実践は，ルーブリックに基づいた評価もなされている（ベネッセ教育総合
研究所 2017a, 2017b）。課題認識，情報の整理（まとめ方），情報の評価（内容・質），
視点の多様性（意見の取り入れ），論理的整合性の 5 つの規準から構成されるルーブ
リックで評価した結果，第 2 段階のグループ検討を通してグループで共有することで
「課題認識」が補正されたこと，全員で共有することで「視点の多様性」が向上した
ことが示されている。これらのことからも，主体的・対話的な学びが実現できていた
と言えるだろう。また，第 3 段階の個人での再構築では，「情報の整理」と「情報の
評価」が向上したこと，「視点の多様性」も第 2 段階よりも大きく向上したことが示
されている。これらのことから，深い学びも実現できていたと言える。
　このように，学級全体として観れば，集散型学習活動に基づいてデザインされた
話し合い活動を通して，主体的・対話的で深い学びが実現されたと言える。ただし，
個々の児童を観た場合，それぞれの児童なりに深い学びに至っている可能性はあるも
のの，その学びの程度に差があることは否めない。今後はそうした児童を細やかに支
援する方法についても考える必要があるだろう。
4．まとめと今後の課題
　本論文では，総合的な学習の時間の目標を達成するためには，児童の学習活動を主
体的・対話的で深い学びにする必要があることを示し，話し合い活動において深い学
びまでを実現するには，集散型学習活動の考え方に基づいてデザインすることが効果
的であることを述べ，その小学校における事例として，佐藤実践における学習活動の
デザインや支援システム，成果について説明した。
　集散型学習活動については，練り上げて協働での知識構造をつくることまでは授業
などで経験している学生は多いが，自分なりに考え直して深い学びにつなげている学
生はそれほど多くはない。そのため，集散型学習活動の形態について教員養成課程の
学生を指導するには，実践的・体験的な学習が必要であると考える。その 1 つとして，
佐藤実践を体験させながら，活動の効果や指導上の留意点を考えさせることは有効だ
ろう。今後，佐藤実践をベースに，総合的な学習の時間の指導法について，学習活動
をデザインする予定である。
注
　本論文の 3 章は舟生（2016, 2017）を基に，発展的に構成している。
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Design of Cross-curriculum Learning Activities  
to Realize the Goal of the Period for Integrated Studies  
in Elementary School:
Promotion of Active, Interactive and Deep Learning  
through Based on the Learning through Transition  
between Personal and Collective Activities
Hideo FUNAOI
Abstruct
This paper shows that it is necessary to make learners to make active, interactive and deep 
learning in order to achieve the goal of the Period for Integrated Studies in elementary school, 
and… that… it… is…effective… for…deep… learning… in…discussion…activities… to…design… them…based…on… the…
learning… through… transition… between… personal… and… collective… activities.… Then,… educational…
practices…by…Sato…are…explained…as…a…case…of…such…design…and…supporting…system…and…outcome…of…
learning activity in the practices.
Many… students… have… experienced… creating… knowledge… structure… through… collaboration… by…
refining and reconstructing. However, only some of them could rethink and understand deeply 
by…themselves.…Therefore,…practical…and…experiential…learning…are…necessary…to…instruct…a…student…
in…teacher…training…course.…It…may…be…effective…for…such…students…to…experience…Sato’s practices 
and consider its effect for pupils, points of attention in instruction, and so on.
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幼稚園教諭養成課程の教育実習指導に関する研究
―教育実習事前講義・演習における一斉指導に着目して―
清  水　百 合 香
要約
　本研究は、通信教育部の教育実習事前講義・演習における、幼稚園教育実習での一
斉活動の指導について着目し、学生の学びと、学生同士の学び合いを深める授業実践
を目的とした研究である。平成 29 年までの 3 年間における実習講義を受講した学生
の、幼稚園での経験についての実態を分析し、実習事前講義・演習における一斉活動
についての学生の学びについて明らかにしていった。また平成 29 年 4 月の実習事前
指導においては、授業の内容・進め方など、さらに工夫していった。その結果、一斉
活動を進める上においての学生の学びとして、〇指導案作成の重要性を実感した。〇
活動における「ねらい」を明確にして、幼児への言葉がけ、教材等についても吟味し、
準備した上で指導を行っていくことの大切さについて学んだ。〇一斉活動の指導にお
ける自己の課題をはっきりととらえることができた。などの内容がとらえられた。
Ⅰ．はじめに
　平成 29 年 3 月告示の新幼稚園教育要領において、幼児に「未来を生きるための力
の基礎」を育てるために、幼児期に育みたい資質・能力として、「知識及び技能の基
礎」「思考力・判断力・表現力等の基礎」「学びに向かう力・人間性等」の 3 点が示さ
れた。また幼児期の終わりまでに育ってほしい姿として、次の 10 項目「健康な心と
体」「自立心」「協同性」「道徳性・規範意識の芽生え」「社会生活との関わり」「思考
力の芽生え」「自然との関わり・生命尊重」「数量や図形、標識や文字などへの関心・
感覚」「言葉による伝え合い」「豊かな感性と表現」が示されたのである。このように、
幼児期に育てたい力は、様々ある。人間の人格の基礎が築かれる重要な幼児期だから
こそ、その大切さが示されていると考える。幼児期の特性から、幼児期に育みたい資
質・能力は、小学校以降のようないわゆる教科指導で育むのではなく、幼児の自発的
な活動である遊びや生活の中で育むことが重要であることは、周知のとおりである。
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このように幼稚園における生活・遊び中で、幼児の主体的な学びの姿を大切にした保
育実践・保育の質の向上が望まれている。保育の質の向上を目指す時、幼児が、幼稚
園において、生活や遊びの中で、生きる力の基礎を育んでいけるようになるためには、
人的環境である幼稚園教諭のかかわりは重要である。
　それ故、幼稚園教諭の養成段階においても、学生自身が幼稚園教諭の役割とその重
要性を強く意識していくことが大切である。そして幼稚園の生活や遊びの中で、幼児
の自主性・主体性を育て、生きる力の基礎を育てていくために、教師がどのように幼
児にかかわり、何を育てようとしているのかなどについても、学生が学びを深め、力
をつけていくことが必要である。その点で、幼稚園教諭養成課程においては、幼稚園
における教育実習は、重要な学びの機会である。
Ⅱ．研究の目的
　創価大学通信教育部においても、学生が、幼稚園教育実習に向けて、それまで大学
で学んできた理論等をもとに、さらに学びを深め、力をつけて、教育実習に臨んでい
くことができるように、実習前に、教育実習事前講義・演習を行っている。
　幼稚園における幼児の生活や遊びにおいては、主に自由遊びと、一斉形態で行われ
る様々な活動などがあるが、幼稚園教育実習の内容としては、主に観察実習・部分実
習・半日実習・一日実習などがある。一方、実際の幼稚園実習において、学生に与え
られる機会としては、部分実習における一斉活動の指導が大半をしめている。例えば、
一斉指導の中には、絵本の読み聞かせや、個々に、または友達と共に取り組む製作活
動、学級の皆で歌う歌、楽器を使っての合奏、ルールのある集団遊びや運動遊びな
ど様々ある。幼稚園での一斉形態における指導では、幼児に育てたいねらい達成のた
めに、学級全体の幼児に同時に共通な経験を与えていく。それらの活動の中で幼児は、
物の扱い方やルールを理解したり、ルールを守って楽しく遊びを進めたりしていく力
を培い、協同性や、道徳性、規範意識の芽生えなども培われていく。とともに、教師
や友だちとの信頼関係が築かれたり、自主性・主体性も育っていく。さらに、幼児自
身の表現の広がりや創造性などが培われていくのである。一斉活動は、幼稚園におい
ては学級の皆で行う活動でもある。奥山 (2003) は、学級における一斉活動について、
「みんなと一緒だからこそ味わえる心地よさ、みんな一緒でないと体験できない楽し
さを、幼児の側から考えて計画していくことが大切」と述べている。また一斉活動は、
幼稚園によっては「主活動」と呼んでいる園もある。「主活動」を進める上での教師
の指導について、導入に関する留意点の中で、立本 (2011) は、「子どもの意欲を引き
出せるかどうかは、保育者の力量と工夫に大きくかかわってきます」と述べている。
一つ一つの活動も、教師の思いや展開の仕方によって、幼児の取り組みなどが大きく
変わってきてしまうのである。そのような一斉活動の意義やその中で幼児に育つもの
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を踏まえながら、教師は、活動の進め方や指導の方法を工夫していく必要がある。
　しかし一方で、通信教育部の学生は、幼児とかかわることのない仕事に携わってい
る学生も多く、幼児の前に立って一斉指導をするという機会がほとんどない学生もい
る。そのような学生の課題に対して、一斉活動に関する指導・実践についても、より
具体的に学びを深めていけるようにする必要があると感じた。一斉指導ということで
は、小学校や中学校においては、指導案をもとに、授業研究がよく行われており、そ
の資料や研究報告書なども多くあるが、幼稚園においては、一斉指導におけるそのよ
うな具体的な先行研究がなかなか示されていない。
　そこで、本研究では、幼稚園教育実習における幼児に向けての一斉指導に着目し、
教育実習事前講義・演習の中における指導実践の工夫を試み、その実践を通して、学
生自身の学びと、学生同士の学び合いを深めることを目的として、研究を進めていく
ことにした。
Ⅲ．研究方法
1．幼稚園教育実習事前講義・演習前までの学生の実態をとらえる。
(1) 対象－平成 26 年 3 月から平成 29 年 4 月までの創価大学通信教育部における幼稚
園教育実習事前講義で著者が担当した受講生 78 名（20 代から 60 代の男
女）
(2) 方法－実習事前講義・演習開始時における面接用シートを分析・考察する。
　　　　〇面接用シートの分析内容
　　　　・実習事前講義・演習前までの学生における「一斉指導」に関係する内容
　　　　・実習に向けて、学生が不安と思っている内容
　
2．平成 29 年 4 月における実習事前講義・演習における取り組みから学生の学びにつ
いてとらえる。
(1) 対象－平成 29 年 4 月の通信教育部における幼稚園教育実習事前講義の受講生 25
名
(2) 方法－実習事前講義・演習終了時にアンケートを実施し、その分析結果から、授
業における学生の学びについて考察する。
Ⅳ．研究内容
1．幼稚園教育実習事前講義・演習前までの学生の実態をとらえる。
　実習事前講義・演習の中では、学生全員と面接をしている。著者が実習事前講義を
担当した平成 26 年 3 月からは、面接用のシートを作成し、実習事前指導開始時に学
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生が記述したものを指導に生かしてきた。
(1) 面接用シートの内容の中で、次の内容を取り出し、分析して表 1 にまとめた。
　幼稚園実習の「一斉指導」に関する内容として、質問①は、教育関係における、
ボランティアやインターンシップなどの経験について、質問②は、絵本の読み聞
かせなどの経験について、質問③は、知っている手遊びについての内容である。
そして質問④は、幼稚園実習に向けて、学生が不安と思っていることは何か、と
いうことについての内容である。
(2) 面接用シートの分析結果における考察
・質問①の学生の実習講義までにおける、教育関係におけるボランティアやイン
ターンシップでの経験についてでは、「ある」との回答は、幼稚園・保育所・そ
の他の施設を合わせて 76％であるが、そのうち幼稚園を経験した学生は 21％ほ
どであり、少なかった。この状況から、幼稚園における保育内容や生活の流れ・
一斉活動の様子などを実際に見学したことが少ない学生は多いということがと
らえられた。
表 1      （受講者数 78 名　回答―78 名）
質　　問 回　答 回答者数 割合
①教育関係において、ボランティア
やインターンシップなどの経験は、
ありますか。
（幼児とかかわった経験）
　ある
幼稚園 16 21％
保育所 30 38％
その他の施設 13 17％
　ない 19 24％
②絵本の読み聞かせなどを経験した
ことはありますか
　ある
集団に向けて 43 55％
個に向けて 13 17％
　ない 22 28％
③知っている手遊びは、何種類くら
いですか。
　ある
1 ～ 2 つ 32 41％
3 種～ 10 種 39 50％
　ない  7   9％
④幼稚園実習に向けて、特に不安な
ことは、ありますか。
（複数記述可）
幼児へのかかわり　　　　　（12 名）
指導案作成　　　　　　　　（21 名）
部分実習での一斉指導　　　（15 名）
絵本の読み聞かせ　　　　　（ 7 名）
手遊び　　　　　　　　　　（10 名）
日誌を書くこと　　　　　　（10 名）
ピアノ伴奏　　　　　　　　（31 名）
その他　　　　　　　　　　（ 5 名）
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・質問②の絵本の読み聞かせにおける経験では、集団に向けて絵本の読み聞かせ
を行ったことがある学生は 55％であり、質問③の知っている手遊びが 3 種類～
10 種類という学生は 50％であった。このようなことから幼児の前で行う、一斉
指導における経験がある学生と少ない学生が半数ほどの割合でいることがとら
えられた。
　
・質問③の幼稚園実習に向けて、特に不安なことの内容では、ピアノ伴奏が 31 名
で多いと言える。実際の幼稚園の生活の中では、ピアノを弾くことも多い。ピ
アノ伴奏においても力をつけておく必要がある。幼稚園実習に向けて、不安な
ことの内容として、次に多いのが指導案の作成と一斉指導であり、合わせて 36
名であった。実習では幼児に向けての一斉活動があるということは意識しなが
らも、実践については自信がないと感じている学生も半数近くいるということ
がとらえられた。
　
(3) 実習事前指導の事前課題・指導案の作成とその添削における学生の実態と傾向
　通信教育部では、教育実習に向けて、実習事前講義を受講する 4 ヶ月ほど前に、
学生は、事前課題として、指導計画の学びにおける部分実習の指導案（一斉活動
の内容）を作成し、提出する。そして提出された指導案を担当教員（幼稚園にお
いては、現在著者が担当）が、細かく添削し、学生に戻している。実習における
部分実習・一斉活動を行う上においては、指導案の作成は、重要である。何をね
らいとして、どのような環境・手順、配慮のもと活動を進めていくのか、という
ことをしっかりおさえ、進めていってこそ、充実した活動となると考える。指導
案の添削においては、特に次に示すような点について指導、コメントを加えてい
る。〇指導案の書き方・表記の仕方　〇活動のねらいについての考え方（幼児に
育てたいもの、経験させたい内容）　〇幼児の年齢・発達に対して活動の内容が
適しているかどうか　〇活動を進めるにおいての配慮事項　〇活動内容に対して、
物の置き場・スペースなどの環境について　〇活動に使用する教材・素材は適し
ているか、等である。しかし、実際に学生から提出された指導案の多くは、先に
示した内容について、細かい予測ができていないものも多く、幼児の年齢や、発
達、時期などが適していないこともある。現在幼児教育・保育関係の仕事に携
わっている学生では、活動内容や教材をよく考えている学生もいる。しかし一斉
指導の経験が少ない学生は、活動内容における理想が高かったり、指導の上での
配慮を予想ができにくいというようなこともある。その場合、指導案の添削後、
学生自身が、指導案の内容を再び検討し、対象とする幼児の発達や、活動を進め
る上においての環境・配慮事項等について、考えを深めていけるように、再提出
をするということもしている。実際再提出となる学生は、半数くらいいるが、学
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生自身は、より深く考え書き直しているので、学びとしては深めていると考えら
れる。
　
2．平成 29 年 4 月における実習事前指導における取り組みと、学生の学びについてと
らえる。
　学生の面接シートからの分析や指導案添削からの傾向を踏まえ、平成 29 年 4 月の
実習事前講義・演習においては、内容を変更したり、増やしたりして実践を試みた。
　
(1) 平成 29 年 4 月における実習事前講義・演習の取り組み
　1) 対　象 ― 20 代から 60 代までの学生、25 名
　2) 授業数 ― 2 日間・6 コマ
　3) 実習事前講義の内容
(2) 平成 29 年 4 月の講義・演習の中において、前年度までより変更・増やした内容
　①グループにおける討議・グループでの実践発表
・ 手遊びと絵本の読み聞かせについての「活動のねらい」や「活動における配慮
点」についてグループで話し合う。各グループが手遊びの「ねらい」を発表し
た後、「ねらい」の考え方について確認・講師が指導する時間をとることにした。
これは、学生が提出した事前課題の指導案において、「ねらい」や「配慮点」に
ついて、より指導が必要と考えたためである。またグループ討議やグループで
の発表の中で、それぞれの学生が自分の考えを述べたり、表現・実践したりし
ながら、一斉指導への意識も高めていけるようにと考えた。
　②模擬保育における指導案と活動内容
・今回の模擬保育においては、事前課題で講師が添削した指導案をもとに実践
・幼稚園教育実習総論（実習の意義・実習への心構え等）
・教育法規について
・指導案作成上の留意点と指導案の作成について
・幼稚園実習日誌の書き方について
・幼稚園の生活・遊びについて（映像を見ながら、幼児の遊びにおける
興味や生活の様子など）
・実習におけるマナーについて
・グループで討議・グループにおける実践発表
・個人面接（一人一人個別に、担当講師が行う）
・模擬保育（一人ずつ順番に全員行う）
－ 99 －
創価大学教育学論集　第 69 号：清水
を行うということにした。これまで講義・演習の中で、事前課題以外の活動内
容の指導案も作成するという経験を行ってきたが、今回の模擬保育については、
学生が事前課題で考えを深めたものを実践させ、アドバイスした。
　③実習事前講義・演習終了後のアンケート調査
・実習事前講義終了後に、講義・演習の中で、学生がどのような内容について学
びを深めたか、ということについてとらえるためアンケートを実施した。
　
(3) 一斉活動に向けての具体的取り組みとしての実践
　1) 実践 1：グループ討議・グループでの実践発表
　一斉の形態での活動に向けて、グループ討議・グループでの実践発表を次の内
容と手順で行った。（グループにおける人数は、3 名～ 4 名）
　
　①グループ討議
・一斉形態で行う活動の「ねらい」と「実践する上での配慮点」等について、グ
ル－プでの話し合いを行った。始めに「手遊び」、次に「絵本の読み聞かせ」
（『おおきなかぶ』）について話し合ったが、手遊びについては、グループで実
践することも踏まえ、手遊びの教育的意義（・楽しさの中に、信頼と自主性を
育てる・体、物についての気づき・表現の広がりと創造性など）についても確
認後、進めた。
　②「活動のねらい」についての発表・検討
・グループで考えた手遊びの「ねらい」を全グループが黒板に記述し、それぞれ
の「ねらい」について検討していく。幼児に何を育てたいか、何を経験させた
いのかなどの考えを深めていけるよう、講師より助言・指導した。
　③グループで決めた「手遊び」を、全員の前で表現
・グループのメンバーと手遊びの実践について練習し、グループごとに全員の前
で行う。始めの言葉がけの部分から、実践した。
　④講師からの講評・指導
・1 グループずつ、手遊びの表現の発表終了後、講師が活動の「ねらい」と照らし
合わせながら、講評していく。幼児への言葉かけや、言葉の使い方、働きかけ
や表現の仕方、説明の仕方、間の開け方、幼児にわかる示し方、より豊かな表
現についてなどアドバイスした。
　
　2) 実践 2：模擬保育を通して
模擬保育は、幼稚園における学級で行う一斉形態での指導として、次の内容と
手順で行った。　
　①模擬保育における指導案と活動内容
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・ 模擬保育における指導案は、学生が事前課題として提出し、添削後返却したも
のである。
・学生が考えた活動内容としては、絵本の読み聞かせ、製作活動（飾る物、使って
遊ぶ物などの製作）、ルールのある遊び（ゲーム・鬼遊びなど）、運動遊び（ボー
ル遊び、鉄棒）など様々である。対象となる幼児の年齢（3 歳・4 歳・5 歳）や時
期・活動を行う場所等は、テキストなどを参考に学生が自分で想定し、考えてき
たものである。
　
　②模擬保育の方法・進め方
・指導案に基づき、全員の学生が順番に模擬保育を行った。模擬保育を行う体制
は、前方にイスを集め、学生が全員まとまって座り、その前で、模擬保育を行う。
模擬保育をする学生以外は、幼児役となり、反応したり、答えたりする。
　③評価の観点について
・学生には、模擬保育の始めに、模擬保育を実践する上での「評価の観点」を伝え、
模擬保育を行う際に意識すべきこと、また他の人の模擬保育を見る際にも、「評
価の観点」を意識しながら見るということについて伝える。評価の観点としては、
次の点を示した。
　④模擬保育終了後の指導・講評
・模擬保育を順番に行いながら、一人一人の模擬保育終了後に、講師より講評
を伝え、活動の進め方・教材の扱い方、言葉のかけ方、説明の仕方など助言
し、配慮すべき点なども伝えていった。また幼児が自主的に取り組むことができ、
楽しさを感じていくことができる言葉がけについても心がけるように指導した。
○評価の観点
　ア、話し方（声の大きさ・メリハリ・間の置き方・歯切れ等）
　イ、話し言葉（正しい日本語）
　ウ、表情（明るさ・豊かな表情等）
　エ、落ち着いた言動
　オ、ねらい（意識している・明確にしている）
　カ、幼児に興味・関心をひくような導入・働きかけ
　キ、的確な展開・指示など
　ク、幼児への説明の仕方・活動の進め方
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(4) 実習事前講義終了後の学生が記述したアンケート結果
　1) アンケート結果①「模擬保育の実践・一斉指導に関すること」について
　　　＊より学べた、より経験できたと思う内容について〇をつけるという方法
　2) アンケート結果②「グループ討議や、グループでの手遊びの実践における一斉指
導を経験して感じたことについて」（自由記述）※項目別に示す。
　資料 1
◆「グル－プ討議・グループでの実践」に関する内容
・グループの人たちと討議する中で、自分とは違う考えを知ることができて、
良かった。視野が広がった。
・自分一人の考えでなく、多くの意見を聞くことで、アイデアが広がった。
・自分だけの知識や経験だけでは気づけないことも多く、実りある時間となっ
て良かったです。
・子育てをしている方の経験の話など参考になるアイデアを聞けた。
・皆さんが熱心にやっていて、幼児が本当に好きなのだなと思いました。私自
身も改めて頑張ろうと思いました。
資料 2
◆「手遊びのいろいろな種類・方法」に関する内容
・手遊びのレパートリーが増えるきかっけとなり、良かったです。
・手遊びでの間の取り方や、どういった説明や手の動かし方をすれば、子ども
たちがわかりやすく、楽しむことができるのか、いろいろな視点で考えるこ
とができた。
・手遊びのはじめの言葉がけ、活動への入り方が大変勉強になりました。
 表 2  　（受講者 25 名、回答－25 名　回答は複数選択可）
項　　目 回答者数 割 合
・活動の「ねらい」の考え方・示し方 21 84％
・活動を投げかける時の言葉のかけ方 21 84％
・年齢・時期に合った活動選択の考え方 16 64％
・教材の扱い方・選びかた 17 68％
・活動について、幼児に向けての説明の仕方 20 80％
・手遊びのいろいろな種類・方法 16 64％
・一斉活動のレパートリーの広がり 18 72％
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3) アンケート結果③：「模擬保育・一斉指導に関する学び」について。（自由記述）　
　※項目別に示す。
資料 3
〇「活動のねらいの考え方・示し方」に関する内容
・「活動のねらい」を考えた部分で、手遊びにおいても、子どもたちに何をど
うやって伝えたらよいかを考えることなど、改めて学ぶことができました。
・幼児教育の視点をしっかりとらえた上で、自分らしい指導をしたいと思った。
・活動の「ねらい」を決める前日の日の子どもの様子から想像し話しができた。
資料 4
〇「活動を投げかける時のことばのかけ方」に関する内容
・ 幼児に伝わるようにわかりやすく声かけをするのが、意外と難しかったです。
・活動へ導入するタイミングや声かけが難しかった。
・言葉のかけ方、子どもの気持ちのくみ取り方を学ぶことができた。
・子どもの目線で言葉がけを選んで行うことの重要性を感じた。
・子どもが集団で楽しく活動できるような声かけや援助をすることが大切だと
思った。
・事前準備の大切さを感じた。製作の準備などはもちろんだが、どのような言
葉を使うかなどの準備も必要だと感じた。
資料 5
〇「年齢・時期に合った活動選択の考え方」に関する内容
・年齢ごとの活動内容・材料・進め方などを学びました。
・年齢や活動を行う場所によって、説明の仕方を変えないと幼児に伝わらない
ということを実感した。
・自分が進めようとする活動を、子どもたち全員ができるとは限らないことを
感じた。臨機応変に対応をする力をつけたい。
・子どもの年齢に対して、自分はやろうとすることが多すぎました。
資料 6
〇「活動について、幼児に向けての説明の仕方」に関する内容
・説明の時に、例を挙げたり、実際の物を示したりする方法について学べた。
・製作をする時に、一つ一つ丁寧に、どうやって作るのかを説明することの大
切さを学びました。自分がわかっていても子どもたちにとっては、わからな
かったりするのだと感じました。
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・あまり言葉で長く説明しすぎず、幼児がわかりやすいように動作で示すのも
大切だと思った。
・どこまで説明するのか、実習の際に、幼児の反応をしっかり見ながら、進め
ていきたい。
　
資料 7
〇「模擬保育を見合ったこと」に関する内容
・実際にやってみたり、他の学生の方々の模擬保育を見学できたことで、良い
点や課題が具体的に見え、改善できそうな点をたくさん学べた。
・25 人違ったアイデアがあって、こういう方法もあるのだと、とても勉強に
なりました。実践方式で、イメージも持ちやすく、参考になるものばかりで
した。
・アイデア次第で、色々な工夫ができるのだなと、他の人の発表を見て感じた。
・模擬保育で、それぞれの活動のポイントや留意点を知ることができて良かっ
た。
・皆さんの活動内容の豊富さに感動し、私ももっと色々なことを準備して実践
していきたいと思います。
・同じ活動でも指導する教師によって、進め方や声かけ、雰囲気、気をつける
点などが違うのだなと感じた。
・声のトーンや物の置き場所など、どうするかについて学べた。
・事前の計画をイメージしておくことの大切さを知りました。
・子どもたち全員がその活動をできるとは限らないことを感じた。
・実際の動きの中で、困ってしまう子どもが出ないように配慮することの大切
さを感じました。
4) アンケート結果④「実習に向けての自分の課題」について（自由記述）
資料 8　
○「実習に向けての自分の課題」について
・子どもへの気づかい、声かけを大切にする。
・ 環境構成、教材研究について、日々の中でたくさん養い、引き出しを増やす。
・ 子どもたちに向けて行う説明をより深めること、自信をもって活動すること。
・想定される幼児の姿や、教師が準備することなどの見通しを具体的にもつ。
・集団遊びでのイメージトレーニングをすること。
・絵本や、どのような活動をやりたいか等リストにして準備していきたい。
・言葉がけの工夫を考える、「ねらい」の書き方を学ぶ。
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・絵本の知識や、活動・手遊びなどのレパートリーを増やす。
・「音程を気をつけよう」という意識があまりなかったので、オリジナルの曲
をよく聴き、間違って歌うことのないようにしたい。
・活動の流れや順番をもっと工夫すること。早口にならないようにする。
・臨機応変に対応する力をつける。
・準備、練習の大切さ、子どもの気持ちになって、待ち時間、たいくつな時間
のないように工夫する。
・あがり症なので、落ち着いて子どもの前に立って、活動の指導ができるよう、
また自分自身が楽しめるくらいの心持ちで臨めるように、事前準備や経験値
を増やすため、ボランティアなどの場数を増やす努力をする。
・指導案の書き方を学び、絵本の読み聞かせにおいては、もっと感情表現でき
るようにする。
・一斉活動や手遊び、歌のレパートリーを増やして、事前にしっかり準備をし
ておくこと。
・一人一人の幼児と向き合い、子どもの気持ちになって考えること。
　
(5) 実際の演習における取り組みと、演習終了後に学生が記述した授業アンケート結
果①～④における分析・考察
〇学生は、グループ討議やグループの皆と全員の前で表現・発表するという体験
をした。グループ討議では、学生同士互いの考えをよく聞きながら話し合って
いた。発表では、全員の前で表現することに緊張気味だった学生もいたが、明
るくはっきりとした言葉で表現できていた学生もいた。アンケートの結果から、
グループ討議の中では、様々な考え方の視点に気付いたり、グループでの発表
では、他の学生の姿から刺激を受けて頑張ろうと思ったという学生も多くいた
ことがとらえられた。
　
〇グループで考えた手遊びや絵本の読み聞かせの活動における「ねらい」につい
て話し合い、発表し合ったが、「ねらい」についてのとらえが様々だった。講師
は、その活動の中で、幼児の心情・意欲・態度に関して、何を育てたいのかに
ついて考えを深めていけるように方向づけた。アンケートの結果からは、一つ
の活動における指導案を作成する際に、「活動のねらい」を明確にして、活動の
展開の仕方についても考えを深めながら、指導案を作成していくことの大切さ
を意識した学生が多かった。
　
〇グループでの手遊びの発表や、個人における模擬保育の取り組みの中では、緊
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張から、言葉だけの説明で進めてしまったり、幼児がわからないような言葉を
使う学生もいた。講師からは、その都度、幼児の気持ちや自主性を大切にした
言葉がけや説明の仕方、幼児の反応をよくとらえた言葉がけなどに関しての指
導を加えていった。アンケートの結果からは、一斉活動を進める上において、
教師の言葉がけが重要であることや、幼児の反応を確かめながら進めていくこ
とが大切であることへの意識を深めた学生が多かった。
　
〇模擬保育における活動内容が様々であったため、学生は、模擬保育の中で、多
くの種類の活動を見ることができた。アンケートの結果においては、一斉活動
の内容には様々あることを感じた学生が多く、活動内容についての視野を広げ
る必要性や、教材研究することへの意識を高めた学生が多かった。
　
〇模擬保育の中で、対象年齢と実際の教材が適していないと思われる内容のもの
もあり、講師からは、対象年齢の幼児の発達などをよく考え、教材を吟味して
いくことの大切さについて助言していった。一方、指導案作成の段階で、教材
を工夫していた学生もおり、講師はその取り組みや工夫していることなどを認
めていった。アンケートの結果からは、一斉指導において、幼児の発達をよく
とらえた上での教材の選択や事前の準備・工夫などが大切であるということを
理解した学生が多かった。
　
〇実習事前指導の中で、学生は、全員の前で実際に一斉指導を行うという体験と
ともに、他の学生の様々な一斉指導について見るという体験をした。アンケー
トの結果からは、「実習に向けての自分の課題」について、今回のグループでの
発表や模擬保育における様々な指導を受け止め、現在の自分に不足している点
や自分自身の課題をはっきり意識することができた学生が多かった。
Ⅴ．まとめと今後の課題
1．学生が行う一斉活動の模擬保育においては、事前課題における指導案をもとに、
講師が、具体的にアドバイスし指導をしていったことや、グループにおいて
「活動のねらい」の討議などを増やしたことにより、指導案についての学生の
意識が深まったと思われる。また全員で、模擬保育を見合いながら、「活動のね
らい」や、活動を進める上での配慮点などを確認していったことなどから、活
動における「ねらい」について明確にしていくことや、指導案作成についての
重要性を実感した学生が多かったと思われる。
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2．保育の映像や一斉活動における模擬保育を全員で見合い、学び合う機会は、学
生同士が触発し合う場作りとなったとともに、一人一人の学生が、他の学生の
模擬保育からも何かを取り入れようという意識も高まっていたと思われる。ま
た講師は、学生が行う様々な一斉指導の活動内容に応じて、具体的な助言・指
導をしていったが、そのことにより、様々な活動を行う際の教材の準備や、具
体的な働きかけなどをよく考え、事前に吟味する大切さについて意識を深めた
学生が多かったと思われる。
　
3．グループ討議や実践を進める中で、他の学生の考えを聞いたり、模擬保育の中
で、他の学生の動きや活動の進め方などを見たことにより、多くの学生が、自
分自身に足らない面や、より視野を広げていく必要性などを感じ、実習に向け
ての「自身の課題」について、はっきり意識することができたのだと思われる。
　
4．今後の課題としては、実習事前講義における、指導案の作成に関する時間と、
模擬保育の実践の時間をより多くもうけ、実習に向けて、一人一人の学生が、
より実践面での力をつけていくようにすることが課題である。そのために平成
29 年度 5 月から、実習事前講義・演習の回数・時間も増やしていくこととなっ
た。今回の実習事前講義・演習で増やした内容などを、より充実させ、学生の
実践力につなげていけるようにしたい。
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A Study on Practical Training in a Kindergarten  
Teacher-training Course
— Focusing on Group Teaching Practice in a Pre-service  
Practical Teacher Training —
Yurika SHIMIZU
This study focused on a pre-service practical teacher-training course at a correspondence 
education department; specifically, it focused on group activities’ instruction in practical 
kindergarten teaching. The aim of the study is to implement a form of practical teacher 
training…that…deepens…both…individual…and…group…student…learning.…Students…attended…the…course…
for… three…years,… finishing… in…2017.… I…analyzed… the…experiences… the…students…accumulated… in…
kindergarten…teaching…practice…to…find…out…what…they…learned…about…group…activities…through…the…
course. I also made certain innovations in the pre-service practical instruction in April 2017 
with…respect…to…content…and…method.…Consequently,… the…students…gained…knowledge…on…several…
learning…outcomes…regarding…group…activities,…including…the…following:
・ The students realized the importance of preparing a teaching plan.
・ The…students… learned… the… importance…of…preparing…for… the…class…beforehand,… including…
clarifying… the… objectives… of… the… activities,… thinking… about… the… kind…of…words… and…
expressions…to…use…with…the…children,…and…considering…which…learning…materials…to…use.
・ The students clearly ascertained their personal challenges with respect to group activities.
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保育内容「人間関係」の指導法に関する一考察
―幼児期の人間関係の形成に着目した事例の検討を通して―
岸　正 寿　　　戸 田　大 樹　　　荒 木　由 紀 子
要約
　本稿は、幼児の年齢別における入園から卒園までの人間関係の形成過程を幼児の人
間関係の視点、対人関係で育つもの、保育者のかかわりの視点から、効果的な指導法
のあり方について事例を基に検討した。結果、①他者の存在に気付く②友達の存在を
知る③自己主張が先行する④自己主張が通らないことがあり、葛藤する⑤集団で過ご
す充実感を感じる⑥友達を思いやる、相手の気持ちに立てるようになるという過程が
示された。また、保育者のかかわりとして、支持的風土の雰囲気を創ることが幼児の
豊かな人間関係の形成につながることが示唆された。
Ⅰ．はじめに
　子どもは人と人との間に生まれ、人と人との間で育まれ、育っていく。人が成長
し、生きていくためには、人間関係が極めて重要な要因であり、子どもの成長発達に
は適切な人的環境が欠かせないであろう。近年、子どもたちの仲間集団の衰退や少子
化、核家族化、都市化、情報化、国際化などの急激な変化を受けて、人々の価値観や
生活様式が多様化している一方で、社会の傾向としては、人間関係の希薄化や地域に
おける地縁的なつながりの希薄化、大人優先の社会風潮などの状況が見られるとの指
摘がある1)。そのような社会の中で、幼児期の豊かな人間関係の形成が求められてい
る。また、幼児期からの子どもの成長の姿とそれにかかわる親や教師や大人たちの有
り様を改めて私たちに鋭く問いかけているのではないだろうか。
　幼児の人間関係については、幼稚園教育要領 1989 年の改訂で 6 領域から子どもの
発達の側面から 5 領域に再編された時に領域「人間関係」が設けられた。幼児期の人
間関係に焦点を当てたのは、人間関係が幼児期の発達にとって極めて重要な視座を与
えるものであるからだと示唆される。Vygotsky (1987) は、発達の最近接領域 2) とい
う概念を用いて、子どもは孤立した存在ではなく、大人や仲間といった意味のある他
者との相互作用や援助を受けながら発達する存在であることを指摘している。
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　子どもは最初の人間関係である親子関係から人間としての信頼関係の基礎を学び、
それを基にして、次第に自分の探索領域を広げていく。幼児期に入ると、幼稚園や保
育所で初めて同年代の子どもとのかかわり合いや保育者との出会いから集団生活の基
礎を学んでいく。また、幼児期は多くの子どもが集団生活を経験する時期であり、そ
の集団生活の場の一つである幼稚園や保育所は、形式的・偶然的要素（年齢、地域な
ど）によって組織された制度的集団である。齋藤 (2000) は、幼稚園教育は幼児の主
体性や自発性に基づいて行われ、その善さをそのまま伸ばしていこうという“合自然
的”な側面と、教育とは文化や社会の持つ枠組みの中に子どもを組み込んでいく過程
であるという考え方に表れされるような“合文化的”側面の 2 つの相反すると考えられ
る側面を持った営みであると指摘している。そして、教師の援助もこの 2 つの側面で
常に揺れ動いており、教師は幼児との関係性、幼児の活動の姿、活動のねらいや内容
など多様な要因の中で、自分の援助の在り方のバランスをとりながら、この 2 つの側
面の統合を図っていると指摘している。
　以上を踏まえ、幼児期の子どもに極めて重要である人間関係の形成に与える保育者
の存在に着目した示唆的な事例研究は少ないため、保育者の適切な指導法についての
検討が必要である。本稿は、幼児の年齢別における入園から卒園までの 1 年間の人間
関係の形成の過程に着目し、幼児の人間関係の視点、対人関係で育つもの、保育者の
かかわりの視点から幼児期の人間関係の形成に効果的な指導法のあり方について事例
を基に検討することを目的とする。
Ⅱ．幼児の人間関係の形成にかかわる保育者と子どもの関係
　幼児の人間関係の形成にかかわる保育者と子どもの関係について、先行研究を通し
て検討してみたい。大場 (1990) は「人とのかかわりと言いますと、家庭における父
親・母親・兄弟との関係、幼稚園生活における教師や友達との関係がありますが、園
生活についてはまず教師とのかかわりが重要で、この関係がしっかり成り立ってこな
ければ、全てが上手いかないということになります。教師との安定した関係があるか
らこそ、友達との関係が深まり、全ての人とのかかわりの育ちを可能にするという意
味で、教師と子どもとの関係は幼稚園生活の根源をなすものだと言えましょう」と指
摘している。また、鯨岡 (1997) は、コミュニケーションの中でも、気持ちの共有機能
を求めるコミュニケーションを感性的コミュニケーションとし、原初的コミュニケー
ションがその基底となっていることを示した。原初的コミュニケーションとは、「主
として対面する二者の間においてその心理的距離が近い時に、一方または双方が気持
ちや感情の繋がりを共有しつつ、関係を取り結ぼうとする様々な営み」と説明してい
る。またこの原初的コミュニケーションを支える二つの柱として「繋合希求性」と
「自己充実欲求」をあげている。鯨岡はこうしたコミュニケーションのあり方を、特
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に大人と子どもとの関係において明らかにしており、成熟した大人が子どもの行為を
意味のあるものとして捉え、その場へ入り込み、更に子ども自身を意味ある世界へと
巻き込んでいくといった行為によって両者のコミュニケーションは成り立っているこ
とを指摘している。さらに、野尻 (2000) は、幼児にとって相手と繋がるということ
の意味について、3 歳児 7 か月の 10 か月間の観察記録から事例検討した結果、子ど
も同士の「繋がり」を成立させるためには、相手の思いを正しく理解する事、互いの
求める充実感が満たされると了解されることが必要であることを指摘している。また、
「繋がる」ための直接行動は、年齢が低いほど積極性、具体性がなければ相手に理解
されにくいことを明らかにし、子ども同士のかかわりを深めるためには、養育者や保
育者の適切な対応や援助が重要であることを指摘している。
　吉村・田中・柴崎 (2000) においては、3 歳児を 2 年間にわたり保育観察と保育後の
話し合いをもとに、事例を再構成した結果、保育の場における人間関係創出過程では、
①他者との関わり合いを通してともに何かしようとする心情の形成、②相手の状況に
ふれる体験を通して、相手の状況に気付くこと、③保育者の細やかな配慮が目に見え
ないところでも常になされていることの重要性を指摘している。また、津守 (1974) は
保育者と子どもとの間に双方の心をつなぐ「見えない糸」があることを認めたように、
人間関係には必ず空間的な「間」が介在し、その「間」を「見えない糸」がつない
でいることこそが、保育の場の教育的特殊性であることを指摘している。さらに、白
川 (2000) は、幼児の道徳性の芽生えと人間関係について、3 年間にわたる実践研究を
行った結果から、葛藤と挫折を幼児自らが乗り越えて人間関係を学んでいく姿と教師
の指導のあり方を示している。3 歳児は、自分の欲求や思いを十分に発揮できないで
葛藤しており、教師は道具の取り合いが起こらないように、一人ひとりの安心できる
居場所を保証するように配慮していた。5 歳児は、遊具の共有や片付けなどで他の幼
児の思いや気持ちとぶつかりながら厳しく葛藤や挫折を乗り越える姿が見られたこと
を指摘している。これに加え、大森・友定 (2000) は、4 歳児男児の人間関係の変化と
保育者のかかわりについて 9 か月の保育記録を用いて分析した結果、彼らの人間関係
は、私たち大人から見ると不合理に満ちており、予想以上に複雑で思うようには変化
してくれないことを指摘している。家庭で様々な人間関係を体験してきた子どもが初
めて対等な人間関係を体験する幼稚園生活で、多くの感情体験をしながら、自分が見
えてくることを指摘している。
　以上のように、幼児の人間関係の形成に保育者が与える影響は非常に大きいことが
明らかにされている。では、具体的にどのような保育者のかかわりが幼児の豊かな人
間関係の形成に影響を及ぼすのであろうか。
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Ⅲ．実践を通した観察の概要と分析方法
1)　研究対象
　神奈川県内にある私立幼稚園（自由な保育を中心としている）の 3、4、5 歳児それ
ぞれ 3 学級ずつの合計 287 名とその保育者。保育者は全学級で、担任が 1 名、副担任
1 名であった。
2)　観察期間
　2016 年 4 月～ 2017 年 3 月までの間の週 1 ～ 2 回観察を行った（8 月は除く）。合計
54 回。
3)　観察記録の収集
　観察場面は登園から 10 時の朝礼までの好きな遊びを中心に、降園時までの幼児の
姿とその保育者のかかわりを記録した。保育中にメモを取り、そのメモを基にエピ
ソード記述を行った。
4)　分析方法
　得られたエピソードの中から、年齢別における幼児の人間関係の育ちの実態につい
て、年齢的な人間関係の発達の過程を明らかにすることを目的に事例を抽出した。事
例の妥当性を評定者（大学講師）1 名と討議し、17 事例に決定した。また、それぞれ
の学期において 1 度ずつ担任に記録を見せながら個々の幼児や出来事についての見方
を尋ねる形で面談を行った。
　
2. 観察事例
　実際に筆者が観察した事例を基に、年齢別における幼児の人間関係の形成の過程と
保育者の指導について考察していく。保育者のかかわりの部分については下線を引い
た。
　
1)　3 歳児の人間関係の育ち
事例 1　2016 年 4 月 26 日
　S 子が油粘土でお団子を作っている。その姿を遅れて登園してきた N 子、Y
子が眺めている。その様子をみた保育者が「N 子ちゃんと Y 子ちゃんもお団子
作りやる？」と聞くと二人は「うん」と答え、S 子の姿を見ながら N 子と Y 子
が同じくお団子を作っている。その際に作ったものを見せあって笑っている。
＜人間関係の視点＞
　自分の思いが相手に伝わる喜びを感じている。
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＜対人関係で育つもの＞
　一緒にいる楽しさ。同じものができた喜び。同じものを共有する喜び。同じものを
作る喜びを感じている。
事例 2　2016 年 6 月 27 日
　H 男が I 男に近づいて「何見てるの？」とそばに来る。I 男は「かたつむりの
赤ちゃん生まれたよ」と嬉しそうな様子である。二人は、「小さいね」「動いてい
るね」と言って興味津々である。そのことを 2 人で保育者に報告しにいくと、保
育者はとても感動した様子で「H 男くんと I 男くんが見つけてくれたの？」と聞
く。H 男は「I 男くんがみつけた」と教えてくれた。その日から H 男と I 男はか
たつむりの赤ちゃんを一緒に飼育するようになった。
＜人間関係の視点＞
　友だちの気付きに共感する。
＜対人関係で育つもの＞
　感動したことを伝える喜び。感動したことを表情や動きで伝える喜び。精神的な安
定を得る。
事例 3　2016 年 7 月 12 日
　Y 男がジョーロを持って花壇に水をあげている。その様子を見た J 男が自分も
水をあげたいと Y 男のもとにいき、ジョーロを取ろうとすると Y 男の持ってい
たジョーロが顔に当たる。J 男は「ぶったー」と言って泣いている。Y 男も「こ
のひと、水かけた」と泣いている。保育者は Y 男と J 男が落ち着くように、二
人をそれぞれ抱擁したあと、J 男のおでこをさすりながら J 男の悲しい思いを受
け止め、Y 男の濡れた靴下を取り換える中で Y 男の思いも受けて止めていた。
＜人間関係の視点＞
　互いにそれぞれの方法で不快感を出し合っている。
＜対人関係の育ち＞
　友だちの存在がわかる。
事例 4　2016 年 9 月 16 日
　W 男が、運動会の練習で帽子を被ることを保育者から促されると、「黒色の帽
子がいい」と言う。O 子は、「うちのクラスは黄色だよ」と言って帽子を渡そう
とする。W 男は、「黒でないと嫌」と言って払いのけける。O 子は W 男の顔を
たたく。W 男は「帽子なくてもいい」といって練習に加わる。その様子を見た
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保育者が、O 子に対して「教えてくれてありがとう」と言うと、O 子は「うん」
と言って練習に加わった。
＜人間関係の視点＞
　思うようにならない状況の中で悔しさを感じる。
＜対人関係で育つもの＞
　要求や願望を伝える方法を探る。思い通りにいかないことが分かる。ルールを理解
しようとする。
事例 5　2016 年 1 月 17 日
　A 子が「クロッカス大きくなったね、育っているんだね」と言う。B 子が「こ
の前より大きくなったね」と話していると、T 男が「育つってどういうこと？」
と話しかける。A 子は「大きくなるってこと」と言う。T 男は「だってここよ
り大きくなっているよね」と言い、クロッカスの育ちを見守る様子が見られた。
＜人間関係の視点＞
　「育つ」ということについて自然を通して実感し、大きくなることと捉えて共感し
ている。
＜対人関係で育つもの＞
　発見したことの伝えあいを確認し自信を持つ。
事例 6　2016 年 3 月 9 日
　D 子は年長児が行っている氷鬼の遊びを見ている。年長児の K 子から「や
る？」と聞かれてルールを教わる。D 子は「うん」と答えて一緒に氷鬼の遊びを
する。
＜人間関係の視点＞
　年長児のやさしさを感じ豊かに関わり合う。
＜対人関係で育つもの＞
　異年齢児への信頼。
　
○ 3 歳児まとめ
　3 歳児は幼児にとって初めての集団生活となる。家庭とは異なり、大勢の同年代の
仲間がいて、保育者がいる。幼児は様々な体験を通して 3 歳児なりの人間関係を形成
していく。事例を通して、3 歳児の人間関係の形成について総括する。
　事例 1 では、好きな遊びを行っている S 子の姿を見て、N 子と Y 子が一緒にお団
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子を作り、その作ったものを見せ合って喜ぶ姿が観察された。その中で、保育者が S
子と N 子と Y 子のそれぞれの遊びをつなげる役割を果たしていた点が重要であろう。
　事例 2 では、かたつむりの赤ちゃんを通して感動を共有する姿が観察された。保育
者が感動した様子を示したことで、H 男と I 男に絆が生まれた事例である。また、そ
の絆が飼育につながったと考えられる。幼児期の人間関係の形成に友達の気付きへの
共感、喜びの共有は非常に重要なものである。
　事例 3 では、幼児同士のトラブルに対して全身でその悔しい思いを受け止める保育
者の姿が観察された。保育は身体行為であることが実証された事例であるといえよう。
特に 3 歳児ではこのように、思うようにいかず悔しい思いをすることもしばしば見受
けられる。そこで、葛藤を乗り越えていく時に保育者の温かなかかわりが求められる。
　事例 4 では、W 男の強いこだわりに対して O 子も主張し、O 子が W 男の顔をたた
いてしまった事例が観察された。そこでも保育者は叩いたことを叱責するのではなく、
「教えてくれてありがとう」と承認し、感謝していた。この保育者のかかわりが自己
主張できる風土を創りあげているのではないか。
　事例 5 では、自然を通して、「育つ」ということを実感している姿が観察された。
この時期では、物への興味・関心や好奇心が高まる時期であるため、幼児自身が体験
して満足感を味わえるような環境構成が重要であることが示唆された。
　事例 6 では、年長児が行っている遊びに関心を抱き、年長児からやさしく受け入れ
られる姿が観察された。子ども同士の中でも異年齢の関係というのは、養育者や保育
者と言った大人と子どものタテの関係でもなく、同年代の子ども同士のヨコの関係で
もなく、ナナメの関係である。そのナナメの関係性の中で受け入れられる体験は、他
者への信頼へと繋がっていくのである。
　3 歳児の人間関係の形成過程をまとめると、以下の 3 点があげられる。
　①自分とは異なる他者の存在に気付き、場の共有が始まる。
　②友だちの存在を知り、模倣や一緒に行うことが始まるが、相手に上手く伝えられ
ない。
　③物への興味、状況への関心が高まっていく。
　
2)　4 歳児の人間関係の育ち
事例 7　2016 年 5 月 13 日
　E 男はダンゴムシを集めている。T 男が「水に入れよう」と提案すると、E 男
は「死んじゃうよ。かわいそうだよ」F 男も「そうだよ、そうだよ。かわいそ
う」と言うが、J 男は「悪い虫だから平気だよ」と言う。E 男は「でも殺したら
だめ、60 歳になったら自然に死ぬから」と言う。
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＜人間関係の視点＞
　友だちの考えに対して共感したり、自分の意見を述べる。
＜対人関係で育つもの＞
　生き物に対するやさしさ。生命の尊重を知る。情報の収集や思考の方法を知る。
事例 8　2016 年 6 月 17 日
　ブーメランを作りたいという T 男が、「セロテープを貸して」と U 男に言うと
U 男が「いいよ」と言ってセロテープを貸す。T 男は、保育者に対して「U く
んすごくいい人、すぐに貸してくれた。僕だったら後でねっていう」と感謝して
いる様子が見られた。保育者はこの U 男のかかわりと T 男がそう感じたこと嬉
しく思っていることを帰りの会で話すと、U 男と T 男はとても嬉しそうな様子
であった。
＜人間関係の視点＞
　友だちのやさしさを感じるとともに、自己の欲求や対応に対する気づき。
＜対人関係で育つもの＞
　友だちの行為に対する感謝。友だちとの比較での自己の行動への認識。
　
事例 9　2016 年 9 月 15 日
　A 子から「今日は一緒に遊ばない」と言われて E 子は落ち込んでいる様子が
見られる。他の子と遊んでいる B 子は A 子に「そんなこと言ったら E 子がかわ
いそうだよ」と言われ、A 子は泣き出してしまった。そこで保育者は、B 子と近
くにいる E 子と A 子に聞こえるように「B 子ちゃんは E 子ちゃんがかわいそう
だと思うのね。でも A 子ちゃんも違う遊びがしたいのかもしれないね」と言う。
＜人間関係の視点＞
　思うようにならない状況の中で悔しさや寂しさを感じる。他の幼児の思いやりと避
難を感じ取っている。
＜対人関係で育つこと＞
　自分を理解し、相手の気持ちを理解することの大切さ。友達への承認。
　
事例 10　2016 年 11 月 11 日
　J 男の泣き声が聞こえたので M 子はホールに行き、「どうしたの」と言いなが
ら状況を見ている。J 男は、K 男と T 男が「僕は、運転、僕は車掌」と言って
のぞみ号を作っている様子を見ながら大泣きしている。すると、M 子が「J くん、
さみしかったんじゃないの。K 男と仲良しだったから。3 人で考えたら・・」と
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言うと K 男が「だって運転手も車掌も決まっているんだもん。あとはお客さん
だよね」と話している。
＜人間関係の視点＞
　それぞれに違う考えを持っていることに気づく。
＜対人関係で育つもの＞
　それぞれの思いの違いがあることを知る。仲介の難しさがわかる。
　
事例 11　2016 年 1 月 13 日
　L 子が積み木遊びをしている P 子に「いれてー」と言うと、P 子が「だめ」と
言う。L 子が「じゃあとなりに同じもの作ろうかな」といって作り始める。する
と P 子が「つなげよう」といって別々に作った積み木をつなげる。L 子は「すご
いのができたね」と喜んでいる。そこに C 男がつなげた積み木を壊してしまっ
た。積み木を壊された L 子が大泣きして、保育者に向かって「また、C 男に壊
された」と言うと、保育者が「今度はがっちりとした丈夫な壊れないものを作ろ
うよ」と励ますように言うと、P 子と L 子は再び積み木遊びを始め、以前よりも
大きなものを作り上げ、満足している。
＜人間関係の視点＞
　友だちに拒否され、相手や状況により対応しながら様々な思いに気づく。
＜対人関係で育つもの＞
　二人の考えを合わせることで、より楽しく創造的に遊ぶ方法が生まれた。
事例 12　2016 年 3 月 6 日
　R 男が「サッカーやろう」と O 男、Q 男、V 男に誘うと、4 人が集まってきた。
そこに Q 男が「先生も一緒にやろう」と誘う。そこで保育者は、「G 男くんも一
緒にいいかしら？」と聞くと、皆が「いいよ」と言ってくれた。一緒に遊んでい
た G 男も加わり、3 対 3 のサッカーが始まった。
＜人間関係の視点＞
　教師や友達と触れ合い共に楽しさを感じている。
＜対人関係で育つもの＞
　友だちに受け入れられる安心感。遊びに必要な技能。ルール、協力。
　
○ 4 歳児まとめ
　4 歳児は、友だちとのつながりが深まる時期である。不安や葛藤の経験を通して自
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制する心も育っていく。事例を通して、4 歳児の人間関係の形成について総括する。
　事例 7 では、ダンゴムシを通して自己主張をしあう姿が観察された。E 男からは生
き物を大事にする姿勢が伝わってくるが、お互いの主張をぶつけ合う経験が、今後の
自制心や、自己抑制する力が育つので非常に重要である。
　事例 8 では、物の貸し借りを通して、友だちがやさしく接してくれたことで、自己
の欲求についての気付きがみられた様子が観察された。保育者のかかわりの中で、友
だちのやさしさに気付いた T 男のことを帰りの会で取り上げていることはとても興
味深い。友だちからやさしくされる・やさしくする体験の両面を踏まえた指導のあり
かたであった。
　事例 9 では、A 子から「一緒に遊ばない」と拒否されて悲しむ E 子とその E 子に
寄り添う B 子の関係が観察された。この場面を見ると A 子が「いじわるなことを言
う子」というイメージがあるが、保育者が肯定的に子どもを捉えている声かけをする
ことで、A 子の思いにも寄り添い、A 子が自分の態度を見直せるきっかけを与えて
いることが推測された。この肯定的に子どもを捉える保育者のかかわりが、幼児の豊
かな人間関係の形成を創るのである。
　事例 10 では、それぞれが自分の気持ちを通そうとすることからいざこざが起きる
様子が観察された。そうした葛藤の経験から友だちとかかわる楽しさや嬉しさ、悲し
さや悔しさを実感することで子ども同士の人間関係が育っていくのである。
　事例 11 では、一度は拒否されるが、隣で同じ遊びをすることから創造的な遊びに
繋がった様子が観察された。積み木遊びのような自分で創り上げる遊びでは、周りに
邪魔をされたくないので協同的な遊びに発展するのは珍しいが、相手への思いやりの
気持ちが見られた事例である。ここでの保育者のかかわりは、壊した C 男への叱責
をすることが多いと予測されるが、ここで保育者は壊された L 子と P 子に対してもっ
と丈夫なものを作ろうと提案するのである。このかかわりは日常から一人ひとりの子
どもに向き合い、その子にとってどのような援助をしたら良いかを考えているからこ
そできる援助である。
　事例 12 では、4 歳児 3 月になり、3 対 3 のグループで遊ぶ姿が観察された。4 歳後
半になるとルールを守って遊ぶことや、生活ができるようになってくる。しかし、遊
びながらルールを柔軟に変えたりすることはできないため、教師がうまく間に入り、
それぞれの思いを確認しながら遊びを進めていく対応が必要となる。
　4 歳児の人間関係の形成過程をまとめると、以下のようになる。
　①友達と一緒に遊びたいが、自己主張もしたい。
　②思うようにいかず葛藤することから学ぶ。
　③相手への思いの気付きから人間関係の芽生えが見え始める。
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3)　5 歳児の人間関係の育ち
事例 13　2016 年 5 月 18 日
　A 男が、ドッジボールをやろうと B 男、C 男、D 男、E 男を誘い、仲間に加
わるが、F 男が加わりたそうにじっと見ている様子を見た保育者が、「F 男くん
もやってみたそうだけど、ドッジボールってどういうルールだっけ？」と聞くと、
A 男が F 男に細かくルールを教え、一緒に近くで励まし、当てられたときに外
野に向かっていった F 男に拍手をしている。一度ゲームが終わった後、F 男から、
再度ドッジボールをやろうと呼び掛ける姿が見られた。
＜人間関係の視点＞
　友だちに受け入れられる安心感。遊びの面白さへの響き合い。友達へのやさしさへ
の気づき。
＜対人関係で育つもの＞
　友だちと一緒に遊ぶ楽しさ。ルールの理解。友達のよさがわかる。
事例 14　2016 年 7 月 5 日
　転入児の K 男がプール活動の際に水に慣れていないのを見て、H 男は、だまっ
て手を差し伸べた。すると K 男もだまって手を差し出し H 男に体をあずけたと
ころ、ふわっと水に浮いた。それを見た保育者が「H 男くん、教え方うまいね」
と言い、H 男と K 男は共に喜んでいる。
＜人間関係の視点＞
　友だちの戸惑いに気づく。どうしたら浮くのか過去の経験からわかっており、それ
を友達に伝える。友達との支え合い。
＜対人関係で育つもの＞
　助けてもらったり、教えてもらうことのぬくもりを感じる。友達のよさを認め、手
を貸すことの喜び。自発性。
事例 15　2016 年 9 月 15 日
　Y 子は、誕生日のお祝いのバッチをつけている U 子を見て「おめでとう」と
言う。U 子は嬉しそうに「ありがとう」と言いながら「Y 子がお祝いしてくれ
た」と笑いながら T 子に伝える。Y 子は「よかったね、6 歳だね」と喜んでいる
のをみて、近くにいた X 子も「おめでとう」と言う。
＜人間関係の視点＞
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　友だちの誕生日への気づき。友達を祝ってあげたり、祝ってもらう喜びを感じる。
親しみを感じ合う。
＜対人関係で育つもの＞
　友だちとともに喜び合える気持ちの良さ。存在感。成長の節目への自覚。
事例 16　2016 年 11 月 28 日
　T 子と J 子が製作で折り紙をしている。T 子が上手に折れずに失敗している
と J 子が「だめだなあ」と非難している。T 子は下を向いて困った顔をし、黙っ
ている。J 子が「どうしよう」と困っていると、R 子が「いいよ、大丈夫だよ、
ちょっと貸してごらん」と言い、T 子が困っている部分を教えてくれた。T 子は
R 子見て安心した様子をしている。
＜人間関係の視点＞
　仲間でやることの大切さと失敗した時の周りの友達の感情に気付く。相談すること
で考えたり、納得のいく解決ができることに気付く。
＜対人関係で育つもの＞
　遊びの中にも責任があることが分かる。相談することの大切さ。許されることの安
心感。
事例 17　2016 年 2 月 16 日
　Q 子は、Z 男から「ばか、ばか」と言われ泣き止まない。Z 男は「謝りなよ」
と周りの友だちから言われ、黙っている。30 分ほど周りの友だちに慰めてもら
い「もういいよ」と言う。しばらくして Z 男は「遊んでいるとき謝ってきた」
と慰めてくれていた F 子に伝える。それ以降、Q 子と Z 男は仲良く遊んでいて
決して「ばか」とは言わなくなった。
＜人間関係の視点＞
　友だちの悔しい気持ちがわかり、その気持ちを伝える。相手の心ない発言で悔しさ
や悲しさを感じる。相手が嫌がる言葉を言ってはいけないことに気付く。
＜対人関係で育つもの＞
　相手が嫌がることをいったり、見逃したりしてはいけないことが分かる。相手の気
持ちに立って考えることの大切さがわかる。言っていいことと悪いことの判断力。
　
○ 5 歳児まとめ
　5 歳児は、仲間意識が芽生え、仲間と目的を共有し始める時期である。集団として
協同し、協力し合えるようになるのもこの時期の特徴である。事例を通して、5 歳児
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の人間関係の形成について総括する。
　事例 13 では、ドッジボールを通して集団として遊ぶ姿が観察された。保育者は、
やりたそうにしていて自分から踏み出せない F 男の姿から、その存在に気付けるよ
うに介入して、A 男が F 男の立場や視点に立って尊重するかかわりを引き出した。
ルールのある遊びの中で、F 男は自分を受け入れてもらい、楽しく遊ぶ中で人間関係
が形成することができた。
　事例 14 では、友だちの戸惑いに気付き、助けてもらう姿が観察された。5 歳頃に
なると集団としての役割意識、周りの役に立ちたいという協同の意識が見られるのが
この時期の特徴である。その姿を保育者にほめられたことで自己肯定感を育むことが
できた。
　事例 15 では、友だちの誕生日をお祝いしている姿を見て友だちとともに喜び合う
姿が観察された。このように、相手の気持ちに立てるようになり、思いやりの言葉を
話し、伝えられるようになるのが 5 歳児の姿である。
　事例 16 では、仲間でやることの大切さや失敗している周りの友だちの様子に気付
いた様子が観察された。自分と他の子との「できること・できないこと」の違いに気
付いたり、そのことに協力したり助け合ったりすることで達成感や満足感を感じるよ
うになる。
　事例 17 では、相手の心ない発言に悔しさを感じ、相手の気持ちに立って考えるこ
との大切さを感じる様子が観察された。5 歳児後半になると、小学校以降の学習の基
盤として重要な生活習慣の自立や人とやりとりをすることを中心とした学びに向かう
力の育ちが見られる一方で、自分の考えを提案したり主張する際には、意見のぶつか
り合いが生じることもあるが、自分の感情をコントロールできるようにもなる。
　5 歳児の人間関係の形成過程をまとめると、以下のようになる。
　①仲間意識が芽生え、集団で過ごす充実感を感じる。
　②友だちを思いやる心を持ち、問題解決ができるようになる。
　③相手の気持ちに立てるようになる。
　
4)　3、4、5 歳の事例から見えたこと
　年齢別における幼児の人間関係の育ちについて、事例を通して検討した。年齢別に
事例を考察したが、幼児の一人ひとりの姿から発達を見通して適切な援助をしていく
ことは重要であるが、その上で豊かな幼児の人間関係の形成には幼児の姿としての発
達が行きつ戻りつするプロセスを大切にする保育者のまなざしが求められるのではな
いか。幼児期は一人ひとりに応じる指導が命題である以上、「〇歳になれば、〇〇が
できる」という年齢に沿った発達課題の内容に執着する考え方は危険であると考える。
事例検討で明らかにされた幼児期の人間関係の形成の過程は、以下のようになる。
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表 1　幼児期の人間関係の形成過程
① 他者の存在に気付く
② 友達の存在を知る
③ 自己主張が先行する
④ 自己主張が通らないこともあり、葛藤する
⑤ 集団で過ごす充実感を感じる
⑥ 友達を思いやる、相手の気持ちに立てるようになる
　この過程は、従来行われてきた人間関係の形成過程に通ずる結果であったといえる
が、本研究の事例の独自性は、4 歳児の事例 11 で見られたように、保育者のかかわ
りでいつも同じかかわりをするのではなく、一人ひとりの個性に応じて「受容する」
だけでなく、幼児の遊びをさらに発展させる、日々の援助と違ったかかわりがあるこ
とを示していた。5 歳児では、事例 13 で見られたように、ルールを保育者が教える
のではなく、子どもたちがルールを創り上げていく、教えていくというかかわりが幼
児の人間関係の形成を促すかかわりであることを示していた。
　保育者の存在で他者とかかわれるようになることもあれば、幼児自身が「自分」と
「自分」がぶつかり合いながら葛藤する中で、子どもが自立に向かっていく事で豊か
な人間関係の形成につながることが示唆された。
Ⅳ．考察
　本稿では、17 の事例の場面を通して、入園から卒園までの幼児の人間関係の形成
過程を明らかにした。幼児は、その過程で意味のある他者の存在に気付き、喜びや葛
藤を乗り越えて、人間関係を形成していくことが示唆された。
　年齢ごとの人間関係の形成過程を考察すると、3 歳児では、①自分とは異なる他者
の存在に気付き、場の共有が始まる②友だちの存在を知り、模倣や一緒に行うことが
始まるが、相手に上手く伝えられない③物への興味、状況への関心が高まっていくこ
とが明らかとなった。4 歳児では、①友達と一緒に遊びたいが、自己主張もしたい②
思うようにいかず葛藤することから学ぶ③相手への思いの気付きから人間関係の芽生
えが見え始めることが明らかとなった。5 歳児では、①仲間意識が芽生え、集団で過
ごす充実感を感じる②友だちを思いやる心を持ち、問題解決ができるようになる③相
手の気持ちに立てるようになることが明らかになった。
　Mead (1990) は、「社会的自我論」のなかで、自我は自分自身に働きかけて自分の
注意を引き起こすよりも先に、他者の注意によって意識的に引き起こされると指摘し
ている。また、Cooley (1970) は、「自我形成理論」のなかで、自我は他者との関係の
過程において自己の行動に対する他人の反応と、それによって引き起こされる自己
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意識との相互作用の過程から形成されると指摘している。今回の事例の検討でも、他
者の存在に気付き、他者との関係の中で自己意識が芽生えていく過程が確認された。
Mead の「社会的自我論」と Cooley「自我形成理論」の自己意識の発生の道筋が具体
的保育場面において実証された。人間関係の形成というと他者との関係ばかりが取り
上げられる傾向があるが、人間関係を形成するためには「わたし」という自分の存在
を知ること、つまり「自分」と「自分」がぶつかり合う中でこと育まれていくのであ
る。
　また、保育者のかかわりに着目すると、保育者が温かい雰囲気を創出することで幼
児が伸び伸びと人間関係を築いていくことができることを読み取ることができた。
　Gifb (1978) は好ましい集団全体の雰囲気を支持的風土 (Supportive climate) とし、
その反対に最も警戒すべき雰囲気を防衛的風土 (Defensive climate) として二つに分
け対照させて説明している。支持的風土とは、共有の問題解決態度、受容、感情移入、
傾聴が生み出し、防衛的風土は検閲、防衛、説得、統制、処罰が生み出すものである
と指摘している。Gifb が指摘したように、本研究でも保育者が子どもたちの姿をま
ず「受容」し、許容的な集団、人間関係の雰囲気をつくることを心がけ、子どもの側
に立って、子どもの心の流れに沿い、その奥にある気持ちを理解しようと努めること
で、子どもの心に解放感が生まれ、そこから子どもたちの自発的な行動が発動し、伸
びやかな明るい集団、豊かな人間関係が形成されていくことが示唆された。集団ある
いは保育室が開かれていると子どもの自己表現や遊びが促される。集団を信頼し、温
かい人間関係に支えられて進んで自己を表現し、お互いの自己表現を認め合う集団と
なる。その支持的な風土を創り上げるには、保育者が幼児の完成に寄り添うかかわり
が不可欠であると言える。
　佐藤 (2015) は「21 世紀型の教師は、「教える専門家」であるだけでなく、「学びの
専門家」でなければならない」と指摘している。それは、「技術的熟達者 (technical 
expert)」から「反省的実践家 (reflective practitioner)」の転換を意味している。保育
者の役割として、意図的な環境を構成し、知識や技能を教えるだけでなく、自らが
「学びの専門家」としての実践の省察と熟考を通して学び続ける教師であることを意
味しているのではないか。地域に自然発生的な子ども集団が形成されにくい現代にお
いて、幼児が初めて家庭の外で「人とかかわる」幼稚園や保育所はますます重要な役
割を担うことになる。そのため、子どもの将来のより良い人間関係のために幼児期の
人間関係作りはますます大切になっていくと考えられる。今後、保育内容「人間関
係」に留まらず、さまざまなアプローチで人間関係に関する研究が行われていくこと
が望まれる。
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Ⅴ．今後の課題
　今後の課題としては、本研究では対象とした幼稚園の幼児と保育者以外の行動、も
しくは他の園における保育ではどうなのかという点が挙げられる。保育者の経験年数
や保育者の考え方、園の教育方針によって幼児へのかかわりは様々だと推測される。
本研究の対象園は幼稚園教育要領の内容に準じた保育を行い、保育の特徴として一人
ひとりの個性を尊重した教育を大切にする園であったが、日本におけるすべての幼稚
園が同様ではない。よって、本研究の結果が他の教師の行動を説明しえるものなのか
は検討していく必要がある。また、エピソード記述によって簡単にあるがままの保育
の営みを描き出せるわけではない。描き手の視点・枠組みを通しての意味になってい
る。言い換えれば、意味づけようとする描き手の枠組みが出来事の意味を構成してい
るのである。今後は、以上のことを踏まえた検討が必要だと考えている。
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注
1) 平成 17 年 1 月 28 日　中央教育審議会（答申）子どもを取り巻く環境の変化を踏
まえた今後の幼児教育の在り方について―子どもの最善の利益のために幼児教育を
考える―【子どもの育ちの変化の社会的背景】を参照した。
2) 発達の最近接領域とは、ヴィゴツキーが子どもの発達に対して教育が寄与しうる
領域として理論的に提唱した考えである。子どもが独力で問題解決にあたることの
できる領域と、大人や他の有能な仲間との共同で問題解決にあたることのできる領
域との差異のことである。この理論によって教育が発達を方向づけ、ある程度先導
しうる可能性が示された。
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資料　2017 年改訂　幼稚園教育要領　領域「人間関係」ねらいと内容
人間関係
〔他の人々と親しみ、支え合って生活するために、自立心を育て、人と関わる力を養う。〕
1　ねらい
(1) 幼稚園生活を楽しみ、自分の力で行動する事の充実感を味わう。
  (2) 身近な人と親しみ、関りを深め工夫したり、協力したりして一緒に活動する楽し
さを味わい、愛情や信頼感を持つ。
(3) 社会生活における望ましい習慣や態度を身に付ける。
2　内容
(1)  先生や友達と共に過ごすことの喜びを味わう。
(2)  自分で考え、自分で行動する。
(3)  自分でできることは自分でする。
(4)  いろいろな遊びを楽しみながら物事をやり遂げようとする気持ちをもつ。
(5)  友だちと積極的に関わりながら喜びや悲しみを共感し合う。
(6)  自分の思ったことを相手に伝え、相手の思っていることに気付く。
(7)  友達のよさに気付き、一緒に活動する楽しさを味わう。
 (8)  友達と楽しく活動する中で、共通の目的を見いだし、工夫したり、協力したりな
どする。
(9)  よいことや悪いことがあることに気付き、考えながら行動する。
(10) 友達との関りを深め、思いやりをもつ。
(11) 友達と楽しく生活する中できまりの大切さに気付き、守ろうとする。
(12) 共同の遊具や用具を大切にし、皆で使う。
(13) 高齢者をはじめ地域の人々などの自分の生活に関係の深いいろいろな人に親しみ
を持つ。
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A Study of Pedagogy of “Human Relationship” 
in the Early Childhood Care and Education Setting
— Case Studies of Formation of Human Relations  
among Young Children —
Masatoshi KISHI   Daiki TODA   Yukiko ARAKI
The…study…explored… the…processes…of…development…of…human…relationship…among…young…
children from their entry period to graduation time at kindergarten.  We, the researchers of the 
study, employed the case studies to depict and analyzed the ways of the children to develop 
their human relationship, and pedagogy of teachers. In terms of interpretation of the children’s 
actions,…we…focused…them…from…three…perspectives;…1)…peer…relationship…emerged…among…the…
children,…2)…characteristics…of…development…of…human…relationship,…and…3)…interactions…between…
the children and their teachers. The study revealed that the processes of development of human 
relationship…were…identified…as…follows;…1)…being…aware…of…others,…2)…acknowledging…the…others…
as…friends,…3)…expressing…one’s…perspectives…to…others,…4)…experiencing…conflict,…5)…feeling…of…
sense…of…belongings,…and…6)…caring…and…empathizing…others.…In…terms…of…pedagogy…of…teachers…
for promoting the children’s human relationship, creating an environment with supportive 
atmosphere was considered as important.
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夏目　漱石「夢十夜」
―第三夜解釈の試み―
五 味 淵　高 志　　　鈎　治 雄　　　
はじめに
　本稿では、夏目漱石の「夢十夜」の第三夜を分析心理学の手法によって解釈した。
その結果、物語の多くの要素は両義的に解釈することが出来、従来原罪的不安が主題
であるとされた物語は、それのみではなく、「大文字の自己」に象徴される葛藤の統
合という創造的側面を含むことが明らかに示された。
　「自己」とは定義の困難な動的なコンプレックスであり、あらゆる葛藤を生み出
し、統合の原因ともなる。この複雑な過程を、分析心理学では「個性化」と名付け
た。「明暗」に認められる他者の受容へとつながるある種の人格の成熟は、「自己」の
影響下に生起する「個性化の過程」にごく似たものである。病跡学的には三度の病勢
憎悪期を認め、幻覚妄想を含む症状が生涯続いている。仮にそれが統合失調症である
とするならば、これは、ある種の人格の成熟を示したまれな症例と言うことが出来る。
統合失調症とは、通常意識することのできない根源的な葛藤に不可避的にさらされた
者の心の反応なのではないかと言う、新たな視点を提供していると言うことが出来る
のではないか。
方　　　法
　第三夜を分析心理学の夢分析の手法に従い、呈示部、展開部、急転部、終結部に分
かち、それぞれの要素を拡充法、連想法により概念の拡大を行い、家族歴、生活歴、
病歴、時代背景を考慮し全体の解釈を試みる。また、病跡学的考察は本論文の主要
テーマではないため必要最小限にとどめる。同様に、漱石の他の作品への言及も限定
的なものとする。また論文中の年号は西暦と元号を併記する。
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結　　　果
　第三夜を呈示部、展開部、急転部、終結部に分ける。
　呈示部；深更の青田の道を盲目の幼い子を背負い歩いて行く。闇に鷺が鳴く。雨が
降っている。
　次に呈示部の夢要素について拡充法、自由連想法を行う。
　物語における夜は第一夜に見る暁闇でもなく、第七夜の炎熱がおさまった名月の宵
でもない。一点の光も無い夜のように感じられ深更であろう。夜は日常的な意識が抑
圧され、無意識が働き出す時刻である。衝動性が高まる一方、高い洞察が訪れるとき
でもある。怪物達が動き出すのも深夜である。夜のイメージとシンボリズムを述べ
れば、「死、冬を表すと同時に、エジプトでは死者は夜の闇を通って再生するとされ
る」（注 1）。いうまでもなく、夜の航海のイメージである。夜の航海とは、西に沈み東
から昇る太陽のイメージに関係を持つ重要な英雄神話の原型である。第三夜における
闇は、精神の暗黒を思わせる陰雨の夜である。しかし一方で、夜は生命の再生、更新
を連想させる象徴性を持つのである。
　青田は幼苗期、出穂機を過ぎた青々とした田であり、季節は初夏であると考えら
れる。「稲はインド、華南原産の食用作物であり、東南アジアでは主食であり、日本
では総摂取カロリーの 80 パーセントを米から摂っているとされている」（注 2）。それば
かりではなく、中世より近世まで日本が石高制をとっていたことは周知の事実であり、
稲作は経済、文明、文化等で生活全般に決定的な影響を及ぼしていたといってよい。
また稲や田に関する祭儀は数多く、稲が穀物神として死と再生の普遍的イメージに重
なっているのは確実である。一方、夜陰の田は戯作文学、怪談、落語等、様々な創作
では犯罪の舞台として描かれる。一例をあげれば鶴屋南北の「東海道四谷怪談」があ
り、この劇の発端となる殺人の場は田圃路と設定されている。伝統文学と第三夜との
関連は後に詳しく述べる。このように、青田は一方では殺人や怪談の舞台ともなりう
る場であり、また生命の、従ってあらゆる文化、宗教の現実的な基盤であり、また死
と再生の神話につながる象徴性を持つのである。
　次に「盲人は、象徴学的には闇、無知をあらわし、ギリシャでは逆説的に見者をあ
らわす、つまり現世的な視界を失った代わりに他界への視野が開くとされ、予言をな
すものと、予言をあらわす」（注 3）。また吟遊詩人は、盲人の職業の一つであり詩聖ホ
メロスは晩年盲目となった。日本でも口承文学の一方の担い手は盲人であり、小泉八
雲の「耳無し芳一」の琵琶法師は盲人である。アイヌは文字を持たず、アイヌ神謡は
盲人によっても語られる。津軽三味線もまた同様であり、このようなことは普遍的で
あると思われる。また盲人が針、灸、按摩の優れた治療者になりうるのは古くから知
られており、現代でも同様である。つまり盲人は、暗黒の世界を表すとともに、予言
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を含む深い洞察、詩人、音楽等の文化の担い手であることを象徴し、また歴史的に治
療者としての側面を持つのである。
　六才の子を背負っていることについては、子供と、背負うことを別の事項として述
べる。童児は、時に救済者として現れる。聖クリストファーは童児を背負って河を渡
る途中、背負った子が幼児キリストであると知らされる。つまり世界を背負ったのだ
とされ、この消息を神話は「小よりも小さく、大よりも大きい」と伝えている。救済
者としての童児は、矛盾した両義性を持った存在として現れるということであり、分
析心理学では、それを「童児神原型」としている。「童児神はつまらない、見栄えの
しない、力のない者として現れ、水、土、石から出生し変容をくりかえして花の中心、
曼荼羅の中央に現れ救済者としての姿となってゆくことが多い」（注 4）。救済者または
救済する力が、はじめはとるに足らないものとしか思われないというのは、個人にお
いても集団においても良くおこることである。花も曼荼羅も統合の象徴であり、統合
をもたらしうる原型を、分析心理学では「大文字の自己」と名付けた。「童児原型」
と「自己」の原型の間には、密接な関係があるわけである。統合とは、平明に言っ
て葛藤からの開放であり、個人にとって死活の問題である。従って「童児原型」は、
「自己」の原型とあわせて最重要のコンプレックスといってよい。現実的には幼児は
無力でとるに足りない存在であるが、発達心理学によれば幼児は性的発達の可能性を
含め、多方向に開かれた変容の可能性を萌芽状態のまま保持しているのであり、これ
は充分に成熟した個人にあらわれうる高度な葛藤の統合の状態に似ているのである。
この問題は、後に詳しく述べる。重荷を背負うものについては聖クリストファーの伝
説を先に述べた。聖クリストファー伝説とは強力な渡河荷役がある時小さな子供を背
負って河を渡る途中、背の子供がだんだんに重くなり、ついに耐えがたい重さになる。
この幼児はキリストであり典型的な「童児神原型」である。この伝説は明らかにギリ
シャ神話におけるアトラスの逸話が起源であり、おそらくさらに古代に源していると
思われる。アトラスはゼウスの奸計によって天空を背負う役割に追いやられた神であ
り、アトラスはなんとかこの役割から逃れようとするが、果たせず、ついに苦痛のた
め山になってしまう。担いがたいものを担うと言うテーマは、背負ったものが堪えが
たいほどに重くなると言うモチーフとあわせて、類話が相当にあると思われる。落語
「善光寺」には昼は小さく軽く、夜は大きく重くなる観音像が出てくる。
　次に鷺について述べる。この鷺は夜に鳴くのであるから五位鷺であろう。五位鷺と
言う和名は、後醍醐天皇が行幸のおり鷺に従五位を贈官したことに由来する。後醍
醐天皇の権勢を表す逸話であるが、魔除けの意味もあったのではないか。「鷺は『日
本文徳天皇実録』、『康富記』、柳田国男『野鳥雑記』など不吉な鳥として記されてい
る」（注 5）。一方、雑司ヶ谷の鬼子母神には疱瘡の治療神である鷺大明神として祀られ
ており、また「鷺大明神は『懐橘談』に出雲にありとされる」（注 6）。疱瘡の治療神と
しての鷺信仰は、全国にあったと思われる。ちなみ漱石は三歳時、痘瘡に罹っており、
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瘢痕が生涯残っていた。「鷺は西欧では忌むべき鳥とされる一方、キリスト教では悪
に敵対するものでもある。これは蛇を捕食するからであろう。古代エジプトでは夜明
けにヘリオスの胸から飛び立つ太陽神の化身とされ、再生の象徴とされる」（注 7）。物
語では、鷺は点景にすぎないが、凶兆とばかりは言えないわけである。
　雨は全篇を通して降っていると思われるが、音を立てない霧雨であり闇の深さをき
わだだせる陰雨である。しかしシンボルとしての雨は天からの恵みと、豊穣をもたら
すもの、汚れを清めるもの、天と地つなぐもの等、必ずしも暗黒のみをイメージさせ
るものではない。現実にも、日本では梅雨期がなければ農業は成り立たず、豪雨の被
害とあわせて雨もまた、両義性を持つ。心理学では雨の夢やイメージが葛藤の解消の
象徴として現れる場合がある。
　次に物語の展開部を示し、それぞれの要素について記述する。背負っている盲目の
子は自分の子供である。子供をどこかに捨ててしまおうと思ううち、闇の中に森が見
える。背中の子が「重いかい」と問う。「重くない」と答えると、背中の子は今に重
くなると言う。道は二股に分かれ、八寸角の石の道標にしるされている文字は、イモ
リの腹の様な赤い色である。背中の子が、左の道が良いだろうと言う。道の彼方には
暗い森が見える。背負った盲目の子が自分の子であり、耐えがたい重荷でもあると言
うことについては、後に総合的な解釈を行う。
　森は象徴学的には人類最初の神殿であり、実際に草木で飾られる神殿がある。アン
トニオ・ガウディの聖家族教会は、様々な植物の彫刻によって装飾されている。ある
種の魔術では、結婚と誕生の場でもある。分析心理学では無意識の象徴であり、従っ
て母のシンボルでもある。生物学的には、人類は森林生活をしていた原猿との共通祖
先から分岐したとされ、おそらく人類は非常に長い間、森を生活の拠点としていたと
思われる。現在でも木材、食料、薬用植物、狩猟動物の供給の場として森の重要性
は普遍的であり、また生態学では、現在の生物種の多くが森に存在していると言われ
ている。また周知のごとく、海とともに森は酸素生成の場として決定的に重要である。
一方で、森は殺人等、犯罪の舞台でもあり、ダンテの神曲では自殺者の魂は森の木に
閉じ込められ、妖鳥に食われるとされる。このように生と死に関わる森の象徴性は明
らかである。
　八寸角の石の道標は、永遠性を持った目印といった意味であろう。石柱の寸法は八
寸であり、八は「全体性」を表す数であることが知られている。文字の赤は、イモリ
の腹のような赤と表現されている。赤色の象徴性は、際限も無いほど広い。「エジプ
トではセトに関わる色とされ、セトは太陽神ホルスの敵対者であり闇黒を表す。ギリ
シャでは赤い神は太陽の色である。ローマ・カソリックではペンテコステの上祭服の
色で炎の舌、つまり炎の様なキリストの言葉を表す。錬金術では『賢者の石』は赤彩
であるとされる」（注 8）。イモリはこの場合、日本の固有種であるアカハライモリであ
ろう。イモリは両生類であり旺盛な繁殖力を持ち、薬効もあるとされる。ある種の原
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始的な生命力を連想させる。闇の中に浮かび上がる石柱の赤い文字は、このような複
雑な象徴性を持つのである。また道標には、赤い文字で左は日ヶ窪、右は堀田原と記
されている。日ヶ窪は、現在の港区の地名で、おそらくやや低地であろう。堀田原は
旧華族の堀田邸付近とされる。左は箱庭療法では無意識、内的生活を表現しているこ
とが多い。また左は過去、闇、陰、湿り気、死、女性と関係しているとされる。物語
では、私は背中の子に促されて、左の道を歩んでゆく。
　次に急転部を要約し、同様に拡充と連想法を行う。背中の子を早く捨てようと森へ
の道を急ぐ。背中の子が「丁度、こんな晩だったな」と言う。「何が」と聞くと「知っ
ているじゃないか」と言う。そう聞くと知っているようにも思える。分かっては大変
だから、分からぬ前に子供を捨てようと森への道を急ぐ。背中の子は自分の過去、現
在、未来を悉く照らして、寸分の事実も洩らさない鏡の様に光っている。
　子捨て、子殺し、幼児供犠は神話、伝説、史実において普遍的な現象である。
Oedipus は父を殺し、王位を奪うという予言によって、出生間もなく捨てられる。
Oedipus 劇は王位継承に関わる、父と息子のコンプレックスと言う普遍的なテーマを
持ち、このようなニュアンスを帯びた子殺しは、キリストの出生にまつわるヘロデ王
の幼児殺し、アーサー王の子殺し等の伝説に現れるだけでなく、現実の歴史にも枚挙
の暇の無いほどに多い。Oedipus コンプレックスは、親子間の錯綜した愛憎の関係性
であるが、一面、王の新たな分身である子を生け贄にすることによる王の再生と言う
原型に関わるのである。
　鏡は重要な象徴性を持つ。鏡は水、水面、ガラスと類縁関係にあり、人を含めた
万物を映す。鏡像は良く知られるように左右反転しており、古来ある種の神秘性を
持っているととらえられた。ナルキッソスの神話は、エコーの泉に映る、自分の姿に
魅せられた若者の神話であるが、エコーは泉に映った者の魂を奪う死の女神の側面を
持つ。つまり、ここで問題になっているのは、狭義のナルシシズムとばかりとは言え
ず、自身の魂の姿、プシュケーの深みに魅せられる危険性なのである。水晶玉による
占いはよく知られているが、もともとは水や水盤が用いられた。日本にも亀鏡による
占いがある。多く占いは、個人や共同体の運命の予知に関わる。鏡のたとえは、これ
にとどまるものではなく、摩訶止観巻―下には、三諦の円融の比喩として用いられて
いる（注 9）。鏡と鏡像は、そのまま諸法実相の比喩でもあり、従って、仏法における三
世の説明にも関係している。背中の子が過去、現在、未来を映して鏡の様に光るのは、
故ないことではないのである。夢において、時制が曖昧になることはよく知られてお
り、夢の特徴の一つである混交の一面を形成している。混交は睡眠状態では理性的な
判断力が低下するためと説明されることが多い。分析心理学では、時制の曖昧さは、
無意識の性格のひとつであり、無意識においては過去、現在、未来という区分がそも
そも存在せず、混交と見えるのは意識の分別能力に原因があるとする。
　次に終結部を要約して示し、物語の要素について述べる。背中の子が「ここだ。
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ちょうどその杉の根の拠だ」と言う。森の中に黒く杉の木がみえる。背中の子が「そ
の杉の根の処だったね」と言う。自分は思わず「ああ、そうだ」と答える。背中の子
が「お前がおれを殺したのは丁度百年前だね」と言う。自分は丁度百年前の、こんな
闇の晩に、ここで一人の盲人を殺したことを、こつ然と思い出す。途端に背中の子が、
石地蔵のように重くなった。
　「杉は常緑高木で、建築用材の広さと、ある種の芳香と姿の見事さから神木として
扱われることも多い。また杉卒塔婆、杉仏として死後の年忌に際して杉を植える風習
が各地にある」（注 10）。「シリア原産の杉は神像を刻むのに使われた。またソロモンの神
殿が、杉で作られていたため神聖な木とされる。また、夏至と関係があり王者の威厳
を表す。キリストの象徴でもある」（注 11）。
　相原和邦によれば、盲人殺しは伝統文学に多くの例があるとされる。相原は「河竹
黙阿弥の『蔦紅葉字都谷峠』では、座頭殺しが語られ、終幕の殺人の場は、雨の夜、
題目の石塔、森や立ち木、石地蔵第三夜に共通する道具立てが見られる。先に述べた
三遊亭円朝の『真景累ヶ淵』でも、盲人殺しが語られる。おそらく類話は中世より数
多くあり、戯曲、浄瑠璃、落語等の通俗文学に類型があった」としている（注 12）。また
物語の「お前がおれを殺したのは丁度百年前だね」という会話については、「丹後稲
の昔話」、関敬吾の「日本昔話集」所載の「昔話の型」、小泉八雲「知らぬ日本の面
影」の出雲の民話に同様に台詞があるとしている（注 13）。
　「地蔵はもとバラモン教の地神であり、女神であるとされる。仏教に習合されてか
らは、釈迦滅後、弥勒の世まで無仏の世で六道の民衆を救うとされ、真言密教、浄土
宗でも重要視される。鎌倉期以降一般に浸透し、路傍に石像が祭られ、いつか在来の
賽の神信仰と融合した。江戸期には賽の神の本地ともされ、旅行安全、子育て、厄病
防止、縁結びなどの機能を持つようになり、賽の河原の保護者として村境、辻にあま
ねく祭られた」（注 14）。子供が石地蔵の様に重くなるという話は「東海道四谷怪談」に
ある。背負ったものが、金仏であったり、石地蔵のように重くなると言う民話は少な
くないと思われる。
　以上、物語の要素について拡充と連想による記載をおこなった。次に、総合的な解
釈を試みる。解釈においては、漱石の家族歴、生活歴、病歴、時代背景、他の作品等
との関係も考慮する。
　「夢十夜」は、明治 41 年（1908）7 月から 8 月にかけて、朝日新聞に連載された夢
の体裁をとった創作とされる。第三夜は、夢とすれば歴然たる悪夢であり、驚愕夢に
近い内容を持っている。悪夢や驚愕夢の源泉の一つは、不当に扱われたコンプレック
スである。盲目の子は自分の子であり、背負った時期も理由も明らかにされていない。
そして、捨てようとしても、捨てることができない。盲人の意味は、この場合、明
澄な内的視座であり、文学、音楽等、学問芸術に関係していると思われる。盲人は自
分の子であるから、自分の「個性化」に関わる内的発展の可能性ということができる。
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つまり、おそらく学術や芸術と関係する、見極めることのできない治癒につながる発
達の可能性を漱石は背負っていたのであり、しかも絶えずそれを捨てようとしたので
ある。この解釈は精力的な、しかも成功した小説家であり、優れた歌人であり、漢詩
の名手でもあったよく知られた漱石像と相容れないように思われる。しかし英国留学
時、クレイグに個人教授を受ける以外は、索漠たる下宿にこもる自閉的な生活の中で
構想された「文学論」を読むと、この解釈も間違いではないことがわかる。
　「文学論」は、英国留学時に構想されたが完成には至らず、帰国後、東大英文科で
行われた同名の講義が筆録され、漱石が加筆、訂正し完成したものである。全集で
400 頁にもわたる大部の論文であるが、序文では留学時の苦境があからさまに語られ、
やや異例に感じられる。内容は文学に限らずさまざまな領域への言及があり、幾何学
的図表、統計手法、代数学的記述等が用いられており、一般的な文学論とは趣を異に
している。「文学論」の構想の契機として、池田菊笛と交友があったとされる。池田
菊笛は優れた科学者であり、「味の素」の発明者である。ダーウィンの進化論とロベ
ルト・マイヤーの熱力学第一法則の発見に端を発するエネルギー学説は、自然現象
の包括的な説明を可能にするものであり、20 世紀初頭のヨーロッパでエポックを形
成していた。池田菊笛が急速に発展し、国際化する自然科学の担い手の一人として、
楽観的な人生観を持っていたであろうことは、容易に想像される。漱石はうらやみ、
「自分も自然科学をやりたくなった」という意味の書簡を残している。また「文学
論」を構想していた時期、閑根重一への書簡に、「世界をいかに語るべきか、人生を
いかに理解するか、そのことから文学の開化を考える」「哲学、政治学、心理学、生
物学、等の諸学との関係において文学を論ずる」旨の記述があり、「文学論」の構想
がどのようなものであったか、おおよそ推測出来る。このような、ある種の世界解釈
につながる文学論を形成することを、大学や政府当局が求めていたとは思われない。
漱石は英文学の先駆的な紹介者であればそれで良かったと思われる。これを秀才にあ
りがちな野心とるのは早計である。留学時、漱石は当時としては中年といってよい年
齢であり、社会的には成功者であり、経済的にも貧窮状態にあったとは言えない。開
化期の官費留学生であることの責任、圧倒的な英国文明の重圧への対抗意識、先に述
べたような時代精神を考え合わせても、不釣合いなものを感じさせる。
　加えて、この時期、漱石は著しい精神衰弱の状態にあったとされるが、実態は迫害
妄想と追跡妄想、おそらく自我侵害性の幻聴、感覚の過敏、衝動性の亢進、抑うつ、
自閉を内容とする症状に苦しんでいたのであり、政府当局に漱石狂せり、との報が伝
えられるほど深刻な状態であった。とうてい学問的野心や、栄達欲が問題になるケー
スとは思われない。通説では、留学に関わるストレスに加え、「文学論」のごとき巨
大な課題を自らに課したことが、神経衰弱の原因とされることが多いが、仮に前述の
精神症状が統合失調性の異常であるとすれば、別の解釈が成り立つ。統合失調症の本
態は不明であるが、表面に現れる幻覚、妄想等の症状が、異常の本質ではないことは
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諸家の一致するところである。統合失調症性の陽性症状の根底には、私見によれば、
世界観の崩壊、さらには主観的な世界の喪失があり、日常感覚に即して言えば、自分
と家族を含めた、隣人、さまざまな物事に備わる自明性が、本質的な部分で損われる
のである。損われた自明性は、そのままにしておくことが出来ず、代替されなければ
ならない。それが自動的におこれば、幻覚や妄想が現れ、より強靭な個人にあっては、
例えば世界観の再構成への試みとして現れうるのである。漱石に起こったことは、こ
のようなことであったと思える。
　それでは、前に述べた学問、芸術に関係し、「個性化」に関わる内的発展の可能性
を心ならずも背負い、しかもそれを絶えず捨てようとしていることと、この事態はど
う関係しているのだろうか。漱石が、心ならずも負い続けなければならなかったもの
は、現象的にはもはや明らかである。留学時に顕在化したこの統合失調性の障害は、
数度の憎悪期を繰り返しつつ生涯続くのである。つまり盲目の子供は、統合失調症性
の障害と、少なくとも間接的な関係があるといえるのではないだろうか。盲目の子を、
生育過程のつらい現実、望まれない出生と生後間もない里子の境遇、二重拘束的な養
父母、実母の早生、実父の功利的判断による実家への再入籍等の現実を受け入れなけ
ればならない幼児としての自分であり、この幼児期のトラウマを、漱石は生涯負い続
けねばならなかったし、その記憶を絶えず押し殺そうとしていた、と解釈することは
容易である。このような特異な生育環境が、精神疾患発症の条件であるのは自明であ
る。
　しかし、統合失調症で問題になるのは、前に述べた通り、現実そのものの喪失と崩
壊であり、どのような外的環境も、統合失調症の本質的原因とはならない。またこの
還元的な解釈には、盲人、子供、重荷を背負うことに多義的な象徴性があるという視
点が欠けており、この物語の創造的な側面を見逃していると私は考える。漱石は、学
問や芸術に関わる見極めのつかない変化発展の可能性を不可避に背負っていたのであ
り、その重荷は統合失調性の精神障害を引き起こすほどのものであり、同時に豊かな
文学的創造の源泉でもあったと思われる。他ならぬ「文学論」で異彩を放つのは、ロ
ンブロゾーを下敷きとした創造を強いられるものとしての悲惨とさえ言える天才像で
あり、漱石は自らのいく末を予期していたかのようである。このような発展の過程を、
分析心理学では「個性化」と呼ぶ。個性化の概念を、簡単に述べることは出来ないが、
ある種の天才の生涯はその典型であると感じられる。不幸な幼年期、青春期の苦悩、
創造の病ともいうべき中年期の危機、悲惨と栄光に採られた老年というような天才の
イメージは、そのまま漱石の生涯に重なる。「個性化」とは、少なくともある領域に
おける世界観の破壊と創造に関わっているのである。これを個人の内的生活に即して
言えば、根本的な人生観の変化であり、宗教的回心であり、成熟と感じられる人格の
変化である。体験によれば、このようなことが無償で起こることはなく、我が事終わ
れり、というような内的な死を伴うことが多い。この内的な死から、生の更新が起こ
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るとは、必ずしも言えない。天才とは、このような過程が、偶然公共性を持った極め
て稀な例だと言うことが出来る。先に述べた通り、「個性化」は「自己」の原型の影
響下で起こるとされる。
　それでは、「自己」あるいは「大文字のセルフ」とは、どのようなものなのだろう
か。分析心理学では「自己」を最重要の原型であるとする。ユングは「自己とは自我
と無意識を包摂する全体の中心であるとしている。また、自己は個性化を引き起こす
ものであり、その目標でもあるとする。一方、自己は経験的な概念であり、哲学的、
神学的な概念ではない」（注 14）。としているが、「自己」そのものの起源や実体について
の論述はほとんどないと言ってよい。「自己」は「個性化」の過程において間接的に
経験されるものであるとしているわけであるが、象徴としての「自己」は神のイメー
ジ、神聖な動物、子供、小人、若者、老人、花等として、箱庭療法、描画寮法、夢分
析、さらには幻覚や妄想において稀ならず観察することができ、意識に日常的に影響
を及ぼし続けると思われる。従って、「自己」の概念の大枠を知ることは重要な意味
を持っている。
　ユングの著作で、「自己」の概念を包括的に扱っているのは「アイオーン」である。
「アイオーン」ではキリスト像の歴史的変遷を通して、善と悪の統合を可能にする
「自己」の側面を現象学的に記述している。詳細は原著を参照されたいが、私見では
善と悪の統合は、例えば井筒俊彦の所論によれば、キリスト教世界のみならず、人類
史的なスケールを持つのであり、極めて困難な課題であると思われる。このような
意識の変化を可能にする原型として、「自己」は存在するのである。また、アイオー
ンは、古代ギリシャ語で「時間」を意味し、グノーシスでは超越的な高次の霊を表す。
著作では西欧占星術と心理学との関係が論じられているが、占星術を集合意識の投影
とし、春分点が黄道十二宮を数千年にかけて移動してゆくことを通して、集合意識の
変化の可能性を指摘している。ユングは、占星術における天体の運動を動的な曼荼羅
と見ているのであり、「自己」のダイナミズムをこの様な形で示したのである。
　一方、「自己」は梵我と訳されることがある。ブリハド・アーランヤカ・ウパニ
シャッドを出発点として、「我」（アートマン）の概念は深みを増してゆくが、この時
代にあって、「心臓内に存在する存在するアートマンは、非常に小さく髪の毛の先端
の百分の一のさらに百分の一とされまた時には、小人の如く栂指頭大の大きさ」（注 15）
とされる。他方アートマンは、「空間的な広がりを持ち、あらゆるものに偏在す
る」（注 16）とされる。梵我一如の概念は、アートマンのあり方そのものに本来的に内包
されていたと言える。聖クリストファーの伝説で、幼児キリストが「小よりも小さ
く、大よりも大きい」と表現されていたことが思い起こされる。「自己」には、極小
と極大の性質を併せ持つ側面があるように思われ、極小は 0、極大は無限と言い換え
ることが出来る。このような自己の性質とある種の数学的事象と物理学との関係は明
らかである（ゼノンのパラドクス、ビッグバン仮説）が詳述はしない。「自己」の性
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質を形成する要因に、物質的側面があるのではないかと指摘するにとどめる。盲目の
子供に象徴される「自己」とは、このようなただならぬ内容を持つのである。一般的
に言って、このようなものを、人は背負うことができない。
　物語において、私は背中の子を捨てようとして果たせず、かえって百年前の盲人殺
しという、真実が明らかになり、悪夢といってよい印象を残す。その理由は背中の子
が殺した盲人の転生したものであったこと等が考えられるが、例えば Oedipus 劇が
ある種のカタルシスを感じさせるのに比して、物語では悪夢のイメージがいや増すば
かりである。物語の盲人が、不当に殺された「自己」の象徴だとすれば、当然のこと
であろう。「自己」の重要性は Oedipus 劇における父と母の象徴性をはるかに超えて
いるからである。物語によれば、漱石は「自己」を百年前に、つまり永劫の過去と感
じられる時期に殺しており、それを半ばしか意識していないが故に、「自己」を強い
られた形で背負わざるを得なかったと言えるのではないか。しかし、この物語は現実
に書かれているのであり、このような事態を、漱石はある程度、意識化していたと考
えられる。これが苛烈で悲惨ではあるが、実り多い生を漱石に可能にした理由の一つ
であると思われる。
考　　察
　由来「夢十夜」が、夢そのものを記したものか、夢を素材とした物語であるのか、
純粋な創作であるのかは議論のある処である。物語を解釈するにあたって、実はこの
ことは重要な問題ではない。その上で「夢十夜」は、夢の持つ特徴をほぼ備えている。
良く知られている夢の特徴は、混交、圧縮、多数化、劇化、古代化であろう。混交は
第八夜の視覚的イメージに、圧縮は第一夜の天道の急峻な運動に、多数化は第十夜の
豚の大群に、劇化は第三夜の民話や伝統文学を思わせる構成に、古代化は第五夜の舞
台設定に認めることができる。このような特徴から、「夢十夜」は夢を素材とした物
語と考えられる。
　病跡学的には、結果で述べた症状を呈する障害として、統合失調症、躁鬱病（双極
1 型）、いわゆる境界例、神経症、心因反応が考えられる。病勢増悪期は、二十七才
時から二十八才時、三十四才から三十九才時、四十六才時から四十九才時とされるが、
完全な緩解期はないと思われ、慢性の障害が考えられる。また、病勢憎悪期と感情の
障害が必ずしも併行しないこと、外因が存在しないと思われる時期にも病勢憎悪が見
られることから、漱石の疾患は、統合失調症、重症神経症、境界例であった可能性が
高い。人格の崩壊が認められないことから、統合失調症に否定的な意見も多いが、マ
ンフレット・ブロイラーは、欠陥を残さない病例もあるとしており、統合失調症の可
能性を完全に否定することはできない。仮に漱石を生涯苦しめた疾患が統合失調症だ
とすれば、結論で述べた通り、この疾患は「自己」の原型と深い関係があり、運命的
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に根源的な葛藤を背負った者の心の反応である可能性があるのである。これは統合失
調症の理解に、新たな視点を開くものである。この視点を敷衍するには、稿を改める
必要があるであろう。
　最後に、以上の視点から、晩年の漱石の作品について若干考察する。修繕寺の大患
以降の作品で重要とされるのは「道草」と遺作となった未完の「明暗」である。「道
草」は、半自伝小説であり、（片付く事のない）しがらみの中で生きる他のない現実
が描かれている。反面、漱石の社会成功者としての側面に、全くと言っていいほどに
触れておらず、社会的成功は、漱石の内面では痕跡もとどめていないという印象を
受ける。「道草」で漱石が主題としたのは、醜悪と言って良い日常生活の負の側面が、
負の側面のまま生存権を持ち、むしろ醜悪さが、計りがたい何事かの意味を帯びてく
るという現象であり、晩年の漱石にとって、圧倒的な意味を持っていた故と思われる。
　前に、「自己」は小さな、とるに足りない、劣等性を帯びた、場合によって悪とし
か見えないものとして現れることがあると述べた。これを日常的な生活に即して言い
換えれば、ふと横切る思い、重要ではない出来事、さらに言えば、失敗としかとらえ
られぬ経験等と現れうるということである。このように「道草」を日常における「自
己」の顕現の物語として読むことも出来るのである。作品では主人公の日常の負の側
面への認識は、お住の母性に依って抱き取られて物語は終わる。この母性は、絶対的
安著感をもたらすような小児的な母性ではなく、したり顔の男性の悟性を相対化して
しまうような女性性である。
　「明暗」の主役は、明らかにお延とお秀という女性であり、とくに本来漱石にとっ
て絶えがたい存在であったろうお延の存在感は、鮮烈と言う外にない。ここであつか
われているのは、男性の永遠の課題と言ってよい、女性性への理解と容認であり、私
見によれば、根源的な葛藤の統合なしに、このようなことが起こることはないのであ
る。これは自他の容認という、より深い問題へとつながるものであるが、容易ならぬ
ことに、「個性化の過程」と言われるものの終点とは言いがたい。葛藤の統合と終わ
りのないプロセスだからである。「明暗」と言うタイトルは、それを暗示しているの
ではないだろうか。
　最後に、漱石の死因となった宿痾と言うべき胃潰瘍について述べれば、再発を繰り
返し器質化した潰瘍瘢痕部の穿孔を伴う大出血が死因となったのはほぼ確実であるが、
迷走神経を介する心身症的相関が比較的明瞭な胃潰瘍においても、精神的な苦悩と病
変の因果関係は実は考えられているほど明らかではない。これを「自己」の破壊的な
一面の現れとするのは容易だが、心身の相関における「自己」の意味と役割の解明は、
無視できぬ将来の課題であると思われる。
－ 140 －
夏目　漱石「夢十夜」
注
（1）アト・ド・フリース　イメージシンボル辞典　大修館書店　1992　p.458
（2）下中邦彦　国民百科事典、平凡社　1962　p.247
（3）アト・ド・フリース　イメージシンボル辞典　大修館書店　1992　p.67
（4）C・G・ユング　原型論　紀伊国屋書店　1999　p.171-p.209
（5）相原和邦　漱石の研究―表現を軸として　明治書院　1998　p.498-p.499
（6）南方熊楠　南方熊楠全集 2　平凡社　1998　p.85
（7）アト・ド・フリース　イメージシンボル辞典　大修館書店　1992　p.330
（8）前掲書　p.520-p.521
（9）関口真大校注　摩訶止観上　岩波書店　2002　p.59
（10）下中邦彦編　国民百科事典 4　平凡社　1962　p.474-p.475
（11）アト・ド・フリース　イメージシンボル辞典　大修館書房　1992　p.114-p.115
（12）相原和邦　漱石の研究―表現を軸として　明治書院　1998　p.499-p.505
（13）下中邦彦編　国民百科事典 3　平凡社　1962　p.474-p.475
（14）前掲書　1962　p.474-p.475
（15）A・サミュエルズ　ユング心理学辞典　創元社　1994　p.64-p.66
（16）前掲書　1994　p.64-p.66
（16）J・ゴンダ　インド思想史　岩波書店　2002　p.53
参考文献
夏目漱石　日本文学全集 . 夏目漱石 1 ～ 5　文藝春秋社　1967.
C. G ユング　アイオーン　人文書院　1980.
C. G ユング　結合の神秘　人文書院　2005.
C. G ユング　原型論　紀伊国屋書店　1999.
C. G ユング　変容の象徴　築摩書房　1998.
C. A マイヤー　夢の意味　創元社　1989.
C. A マイヤー　個性化の過程　創元社　1993.
A. サミュエルズ　ユング心理学辞典　1994.
ラブランシュ / ポンタリス　精神分析用語辞典　みすず書房　1996.
W. ブランケンブルク　自明性の喪失　みすず書房　1979.
クルトシュナイダー　臨床精神病理学序説　みすず書房　1989.
江藤淳　漱石とその時代第一部より第五部　新潮社　2013.
江藤淳　夏目漱石　新潮文庫　2016.
相原和邦　漱石の研究―表現を軸として　明治書院　1998.
アト . ド . フリース　イメージシンボル辞典　大脩館書店　1992.
バーバラ . ウオーカー　神話伝説辞典　大脩館書店　1992.
－ 141 －
創価大学教育学論集　第 69 号：五味淵・鈎
関口真大校注　摩訶止観 . 上下　岩波書店　2002.
J. ゴンダ　インド思想史　岩波書店　2002.
佐藤隆信　新潮日本文学アルバム　夏目漱石　新潮社　2014.
下中邦彦編　国民百科事典 1 ～ 7　平凡社　1962.
南方熊楠　南方熊楠全集 2　平凡社　1998.
井筒俊彦　井筒俊彦全集 22　慶応義塾出版社　2016.
石田光史　野鳥図鑑　ナツメ社　2015.
－ 142 －
夏目　漱石「夢十夜」
An Interpretation of The Third Night of Ten Nights  
of Dreams by Soseki Natume
Takashi GOMIBUCHI, Haruo MAGARI
“The…Third…Night”…was…interpreted…using…the…methods…of…analytic…psychology.
The…results…show…that…many…elements…of…this…story…can…be…interpreted…in…two…ways.…Although…
the…theme…of…this…story…has…been…considered…to…be…anxiety…derived…from…original…sin,…it…is…clearly…
shown here that it also has a creative aspect, that is, the integration of conflicts which is 
symbolized…as…Self.
Self…is…dynamic…complex,…which…is…hard…to…define…and…creates…many…conflicts,…but…it…can…be…
the motive for integration as well. In analytic psychology, this complicated process is called 
individuation.…In…“The…Light…and…The…Dark”,…the…last…novel…by…Natume,…we…can…see…a…certain…
maturing of personality that can lead to acceptance of others, which is very close to process of 
individuation that happens under the influence of Self.
Natume went through three periods of serious mental illness, and suffered from various 
symptoms…including…hallucination…and…delusion…throughout…his… life.…If…his…symptoms…can…be…
diagnosed…as…schizophrenia,…he…may…have…been…a…rare…case…who…achieved…a…certain…kind…of…
maturity…of…personality.…His…case…(or…novels)
Offers us a new perspective to understand schizophrenia as a mental reaction of those who 
are…inevitably…expose…to…fundamental…conflicts…that…ordinary…cannot…be…noticed.
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セーリングによる体育教育の新展開
―野外教育の枠組みにおける Seamanship 教育の可能性―
久 保 田　秀 明
はじめに
　身体運動を学び実践することは、体力の向上に加えて、脳を鍛えヒトの情報処理能
力と心理面のコンディションの改善に寄与するといわれている1)。そのため、心身の
健全な発達と健康の維持・増進に、スポーツ教育、体育教育の果たす役割は大きい。
しかし、学習者を不適切な競争的環境におくと、かえって運動を嫌いにさせてしまう
恐れがある。学習の動機づけや評価のために安易に競争させられた学習者は、運動学
習のプロセスを主体的に楽しむ喜びよりも、運動の結果から「勝者」か「敗者」に
分類されることを多く経験することになる。体育の授業を受けてかえって運動嫌いに
なってしまえば、スポーツに親しむ機会は減り体育教育は実質的に後退する2)。その
ため、競争に頼らずに学習に対する興味と意欲を引き出す、体育教育の新しい展開を
検討する必要がある。
　倉品は、スポーツを取り巻く現状を「勝者が生き残る弱肉強食ピラミッドを作り、
他者を合理的に蹴落とす訓練のための優れた文化装置」と断じている3)。その傾向は、
スポーツの礼節を無視し「弱肉強食界の祝福」、「慚愧無き勝者の驕り」を伝えること
が定番となっているマスメディアの報道によって、一層強化されている4)。
　体育で指導すべき内容は、他者の多様性を受け入れる勇気、運動の構造と技術の磨
き方、円滑で調和のとれた場づくり、生涯にわたって主体的にスポーツに親しむ習慣
など、表面的な競争の「勝・敗」の価値を遥かに超える、深く豊かな広がりを持つ。
学習者がこれらの豊かな体育の内容をより深く学ぶために、授業内容に競争を用いる
際には、学習者が「勝・敗」、「優・劣」で序列化されたと感じることがないように、
指導者が十分な配慮をすることが求められる。しかし、それは簡単ではない。スポー
ツ場面では、学習者の技能の差が瞬時に可視化されるからである。
　運動能力の違いによらず、学習の積み重ねが成果に反映されやすい特性を持つ教
材を提供することは、体育教育の新しい展開を進める上で有効であろう。その中で
も、自他共栄の関係性をつくり災害時にも即応する野外活動は、新時代の体育教育を
支える大きな柱として期待することができる4)。日本の野外教育の研究成果は、陸上
の活動に関するものが大半を占めている。そのため海にも目を向けて、教育と研究の
フィールドを海に広げることの重要性が指摘されている5)。
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　海をフィールドに選び、体育教育の新展開を志向する試みとして、課題に対して多
様な正解を有するセーリング 6) に注目した。学習者の創意工夫の余地が大きいセーリ
ング7) は、学習の積み重ねが成果に反映されやすい特性を持った教材である。そこで、
徹底した安全教育を行い汎用的なサバイバル能力を伸ばす、セールボートによるク
ルージング指導に焦点をあて、教材としてのシーマンシップ教育の可能性を検討する
ことを本研究の目的とした。
研究方法
　我が国における野外教育の定義とセーリング教育に関する文献を概観し、野外教育
に期待される成果とセールボートに求められるシーマンシップの内容について整理し
た。また、シーマンシップの実践場面での教育法を知るために、世界最大のセーリ
ング教育機関である American Sailing Association (ASA) と、カナダを中心にセーリ
ング教育を行う International Sail and Power Association (ISPA) の講習を受講した。
北中米におけるセーリング講習の受講は、2015 年 9 月から 2016 年 3 月にかけて機会
を得た創価大学の在外研究の期間に行った。
結 果
1．我が国における野外教育の定義と期待される成果
　“Outdoor Education”の訳語として、江橋によって「野外教育」が文献に初めて使
われたのは 1964 年である。江橋ら (1987) は、「文明が地球上に出現して以来『異常に
進化した生物』となった人類は、機械の使用によって地球上の環境を猛烈な勢いで破
壊しはじめ、自然と人類の共存のバランスが急速に崩れはじめた」「野外教育のプロ
グラムには、科学技術を本当に人類の発展に役立てるための辛辣な文明批判、あるい
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図 1　野外教育の内容 （江橋ら (1987)『野外教育の理論と実践』8)  p13 より作成）
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は科学批判の精神が息づいていなくてはならない」8) と指摘し、野外教育の方向性を
示した。
　ここで江橋の示す野外教育の定義は、「教育の諸目標を達成するために天然自然や
野外を最高度に活用しようとする教育の方法」である。1. 野外における教育、 2. 野外
についての教育、 3. 野外のための教育、4．野外による教育、をその内容とし、「直接
的な経験」、「発見、探究、冒険」、「感覚による学習」、「問題の実在性」などを、野外
教育の特色として挙げている8)。
　一方、公的な文書に「野外教育」という言葉が初めて使われるのは、1996 年になっ
てからである（飯田 2012）9)（吉田 2012）10)。文部科学省 (1996) の「青少年の野外教
育の振興に関する調査研究協力者会議」がまとめた「青少年の野外教育の充実につ
いて」（報告）では、野外教育を「自然の中で組織的、計画的に、一定の教育目標を
持って行われる自然体験活動の総称」と定義し、野外教育の目標として、「自然と人
間の望ましい在り方の理解、自然体験活動の楽しさや技術の習得、自主性、協調性、
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表 1 野外教育に期待される成果 
（「青少年の野外教育の充実について」（報告）11) をもとに作成）
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社会性、創造力、忍耐力の育成」、「青少年を対象とした野外教育は、総じて、青少年
の知的、身体的、社会的、情緒的成長、すなわち全人的成長を支援するための教育」
と定めている11)。ここで報告されている、野外教育に期待される成果を表 1 に示す。
2．我が国のセーリング教育研究
　千足 (2009) が「野外教育学会での研究成果は、海よりも陸の教育が量的にも質的
にも上回っている」、「海での活動を通して、海を身体で感じることによって、海を畏
敬し大切にしていこうとする精神や態度を養うことが急務であり、このことに貢献で
きる体験型の教育が必要」と述べているように、日本の野外教育における成果は、陸
上の活動に関するものがその大半を占めており、海での活動に関するものは少ない5)。
その中でもセーリングをテーマにしたものは、ヨットレースの戦術や競技選手育成
に関するものが多く12) 13) 14) 15)、レース競技ではない視点でセーリングを扱ったものは、
カヌーやシュノーケリング、水辺の生き物観察などを含む水辺の自然体験活動の一環
として研究されている16) 17)。
　一方、大型帆船による遠洋航海を行った際の、航海訓練実習生の EQ（Emotional 
Intelligence Quotient：心の知能指数）向上の効果を検証した研究成果は報告されて
いる。しかし、大型商船を運航する専門職員を育てる場合の、船員教育の効果に関す
るものであり、野外教育の範疇を超えたものである18)。
　これらのいずれも、セーリング競技の技術や水辺活動の体験、専門職員の教育など
に課題の中心が置かれており、野外教育の枠組みにおけるシーマンシップという視点
での論及は行われていない。
　
3．セールボートに求められるシーマンシップ
　船舶用語である Seamanship は、「英和 海洋航海辞典」(2008) では「船舶運用術；
船乗りの技術；船員であること」と訳されている19)。個人が所有する商用ではない
セールボートにおいても同様の意味を有するが、日本国内では特に「船員であるこ
と」の部分に原語にはないニュアンスが加えられ、「シーマンシップ」という言葉が
精神論的な意味合いで使われる慣習が広がった。この点について高槻 (2009) は、シー
マンシップを「船乗りに必要とされる技術の総称。日本では、時に精神や根性などの
『潮っけ』も含めて使われることもある」と解説している20)。
　青木（2006）は、我が国においてシーマンシップの意味することについて誤解があ
ることと、適切な技術教育が必要なことを、以下のように問題提起している。
　「シーマンシップとは海の男の精神ではない。嵐や危機を乗り越えるには、精神が
役立たないことは明らかだ。シーマンシップとは舟を操縦し、運航する技術であると、
英英辞典には書かれている。精神ではなく技術であるならば、誰もが身に付けること
が可能だ。技術は知識と手順で成り立つ。知識を獲得するためには勉強し、トレーニ
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ングを行って手順を理解すれば、誰でも上達できる。そのためには精神力に頼るので
はない、体系的な技術教育が欠かせない」6)。シーマンシップが、いわゆる精神修養の
要素を含むものとして理解されがちであるところを、青木は明確に「精神ではなく技
術である」と、その本義に則って解説し、「セーリング」、「ナビゲーション」、「マリ
ンウェザー」、「メンテナンス」の 4 つを、シーマンシップの中核をなすヨット技術の
4 要素として定めた21)。
　現在、青木の教育実践は、シーマンシップを教える国内最大のセーリング教育機関
として定着している22)。
　“The Annapolis Book of SEAMANSHIP”の大著を著した Rousmaniere (1983) は、
シーマンシップの意味を、あらゆる状況下で他からの援助を受けずに安全にセール
ボートを航行・操縦・保持する技術としている。そして、乗員の健康管理、正しい
アンカリング（錨泊）、荒天下のセーリング、緊急事態への対応、艇と用具の手入れ、
をその要点として挙げている23)。
　野本 (1998) も、シーマンシップの追求に生涯を捧げた研究者であり教育者であった。
青木と同様に、国内での用語の使われ方の誤りに言及している。
　「日本語の『シーマンシップ』には船乗り精神とでもいうような倫理的要素を含む
ことが多い。しかし本来の『シーマンシップ』はロープの扱い、錨の打ち方からメイ
ンテナンス作業まで、およそ船乗りに必要とされるすべての技能ないし職人芸のこと
で、心構えとか船乗りらしさとかの意味はない。私が追求したのはこの『帆船を走
らせ、メインテナンスをする職人芸』を磨くことだった」。野本は、シーマンシップ
について著わしたこの代表的な著作の冒頭で、「ヨットで一番大切な道具、それは錨
だ」と述べ、安全な錨泊の手順を詳述している24)。
　コールダー (1995) は、海上でのトラブルを大きな事故につなげないために、「予防
は治療の 100 倍にも勝る」ことを指摘している。そしてトラブルが起きたときの対処
について「行き当たりばったりの方法でトラブルに立ち向かうのは、危険ですらある。
トラブルに対処する際の真髄は、冷静に、落ちついて、論理的に、そして短絡的にな
らないことである」と述べている25)。
図 2（『青木ヨットスクール IQC 講習テキスト』21）p2 より）
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　青木、ルスマニア、野本に共通するのは、シーマンシップの上位に艇と乗員の安
全確保と危機への対処法を挙げていることであり、艇を泊める道具であるアンカー
（錨）とアンカリング（錨泊）法の重要性を強調している点である。これは、学生ス
ポーツとしてのヨット競技（レース）の指導法と対極をなす。競技指導の最終目標が、
表 2　セールボートに求められるシーマンシップ 6) 23) 24) 25) 26)
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レース主催者によって管理された海面において、対人的な競争に勝つことであるのに
対し、包括的なシーマンシップ教育は、人間が決して征服することも制御することも
できない大自然の力を前にして、自然の力を利用して航海し、自立した航海者として
安全に目的地に到達することを目標としているからである。
　これまで概観したところから、安全な航海を支える、セールボートに求められる
シーマンシップは、1. 乗員の役割分担の明確化と安全装備、2. セーリングの知識と
技術、3. 荒天下のセーリングと緊急事態への対応、4. マリンウェザーとナビゲーショ
ン、5. メインテナンスと乗員の健康管理、にまとめられ、具体的な内容を表 2 の通り
に整理することができる6) 23) 24) 25) 26)。
　
4．シーマンシップの指導法（日本国内）
　セールボートに求められるシーマンシップの教育法を、実践場面から知るため
に、世界最大のセーリング教育機関である American Sailing Association（以後 ASA
と略す）と、カナダを中心にセーリング教育を行う International Sail and Power 
Association（以後 ISPA と略す）の講習を受講した。
　ASA は、受講者が初心者であっても順を追って受講していくことで、誰もが実用
的で信頼に足るシーマンシップを習得できるように、体系的なプログラムが整備さ
れている。入門編から上級編に向かって順に、#101 Basic Keelboat Sailing、#103 
Basic Coastal Cruising、#104 Bareboat Cruising、#105 Coastal Navigation、#106 
Advanced Coastal Cruising、#107 Celestial Navigation、#108 Offshore Passage 
Making と配置されている。船室を備え長距離の航海を目指すセールボート (Keelboat) 
に関する講習としては、#108 Offshore Passage Making コースが最上級となる。こ
の中では、#105 Coastal Navigation と #107 Celestial Navigation のコースが理論と
ナビゲーションの実技を中心とするものであり、他のコースは、理論と海上での操船
や航海が並列する講習であった。
　ASA ではその他に、#110 Basic Small Boat Sailing、#113 Trailerable Multihull 
Sailing、#114 Cruising Catamaran Sailing の Sailing 講習と、#117 Basic Celestial 
Endorsement、#118 Docking Endorsement、#119 Marine Weather Endorsement、
#120 Radar Endorsement の Endorsement コースを開講している。さらに、各講習
を担当するインストラクターを認定するコースと、インストラクターの認定講習を担
当する Instructor Evaluator コースを配置している27)。主な講習の配置は図 3 の通り
である。講習コースが実線でつながれているところは、受講の順序性が定められてい
る。Student に対するこのシークエンスは、各国のセーリングの環境に合わせて微調
整される。そのためコースの順序性は、コース番号の順序とは必ずしも一致していな
い。この図は、日本国内で受講する場合のシークエンスである。また、破線で囲まれ
たコースは、日本国内では未開講である。
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　本研究にあたり、筆者は 2013 年 3 月に #118 Docking Endorsement と #101 Basic 
Keelboat Sailing の 認 定 を 受 け て 以 来、2015 年 6 月 に #107 Celestial Navigation 
コースを修了するまで、日本国内の教育機関（青木ヨットスクール）で講習を受け
た。また、2014 年 10 月に #201 Basic Keelboat Sailing Instructor コースを修了して
インストラクターの認定を受け、北中米講習から帰国後 2017 年 7 月に #119 Marine 
Weather Endorsement コースを修了した。それぞれのコースは大半が 2 日間から 4
日間の講習であったが、#107 Celestial Navigation（天文航法）のコースは、ひと月
に 2 回ずつ 7 ヶ月間にわたる長期講習であった。
　
5．シーマンシップの指導法（米国）
　2015 年 9 月より 12 月まで米国、カリフォルニア州に滞在し、現地で ASA のコー
スを受講した。その準備として、日本国内のセーリング教育の第一人者である青木 
洋（名古屋市立大学特任教授・ASA Instructor Evaluator）に研究への協力を依頼
し、青木を通して ASA の Executive Director の Charlie Nobles、Director の Bob 
Diamond、Instructor Evaluator の Craig Walker、同 Mary Swift-Swan に研究への
協力を依頼した。
　青木および Nobles により、ASA の指導プログラムに準拠した教育実績の豊富な
講習校として、米国の Spinnaker Sailing (Redwood City)、 Tradewinds Sailing School 
＆ Club (Richmond)、Afterguard Sailing Academy (Oakland) が推薦され、これらの
3 校を訪問した。Spinnaker Sailing では、ASA プログラムの #101 Basic Keelboat 
Sailing コースを 9 日間と #103 Basic Coastal Cruising コースを 12 日間、それぞれ理
論講習とセーリング実習の現場で、指導法に関する資料を収集した。離着岸、落水救
助、荒天対策、トラブル・故障対策、衝突回避、救難無線、航路標識、セーリング、
アンカリング、航海計画などが、その主な内容であった 28) 29)。また、Team Building 
コースを 2 日間、Docking Training コースを 1 日間、スクール艇の安全チェック・
メインテナンスを 2 日間、スクールの運営管理を 1 日間取材し、将来、ASA の公認
インストラクターに質問紙調査を行うための質問項目の選定と、その英訳についての
図 3 ASA の主な講習配置 (ASA OFFCIAL CERTIFICATION LOG BOOK 27）より作成 )
Instructor Evaluator
#207 Celestial Navigation Instructor
#208 Offshore Passage Making Instructor
Instructor Certifications
#201 Basic Keelboat Sailing Instructor
#203 Basic Coastal Cruising Instructor
#204 Bareboat Cruising Instructor
#205 Coastal Navigation Instructor
#206 Advanced Coastal Cruising Instructor
Student Endorsements
#117 Basic Celestial Endorsement
Student Certifications
#119 Marine Weather Endorsement
#110 Basic Small Boat Sailing
#113 Trailerable Multihull Sailing
#114 Cruising Catamaran Sailing
#105 Coastal Navigation
#107 Celestial Navigation
#108 Offshore Passage Making
#118 Docking Endorsement
#120 Radar Endorsement
#101 Basic Keelboat Sailing
#103 Basic Coastal Cruising
#104 Bareboat Cruising
#106 Advanced Coastal Cruising
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ネイティブチェックなどの討議を 4 日間行った。その他の日程は、同校の資料室で文
献調査を行った。
　Tradewinds Sailing School & Club では、ASA 認定のトレーニング艇の視察
を行い、#108 Offshore Passage Making コースを受講した。受講の前後に、US 
Coastguard Licensed Master の Craig Walker、Instructor の Karen Walker と青木
に、長距離外洋航海の指導法について助言を受けた。Afterguard Sailing Academy 
では、Instructor Evaluator の Mary Swift-Swan に、ASA 講習の実施状況と、荒天
を乗り切るセーリング方法について助言を受けた。さらに ASA の本部に Executive 
Director の Charlie Nobles を訪ね、ASA のプログラムのベースにある考え方と、世
界各国の ASA 教育機関の、プログラムの実施状況についてコメントを得た。
　
6．シーマンシップの指導法（カナダ・キューバ）
　2015 年 12 月より 2016 年 3 月までカナダ、ブリティッシュコロンビア州に滞在
し、現地で ISPA のコースを受講した。はじめに Director の Robert Sendoh を訪ね、
ISPA の存在意義と位置付けを確認した。その内容は、ASA の教育システムとプロ
グラムを見直し、ASA の問題点を改善するために ISPA のプログラムがつくられた
こと。そして、世界で最も進んだ教育内容と指導理念で教育を行っているということ
であった。その実際の指導法を知るため、ISPA の本拠地である Wind Valley Sailing 
School (Vancouver) において、冬季に受講可能なすべての活動に参加した。セーリン
グ教育の歴史と全人教育における役割りについて 4 日間、出港準備と艇体メインテナ
ンスについて 4 日間、それぞれ Sendoh に同行し講義を受け資料を収集した。
　また、キューバ、シエンフェゴス (Cienfuegos) を基点とする 46ft カタマラン（双
胴船）による ISPA Cruise and Learn コースを 8 日間、バンクーバーを基点とする
37ft モノハル（単胴船）による同コースを 7 日間受講した30)。これらのプログラム
は、ISPA の Competent Crew Sail、Day Skipper Sail、Coastal Navigation、Coastal 
Skipper Advanced Sail コースの内容を含み、航海計画、ナビゲーション、アンカリ
ング、離着岸、等について指導が行われた31) 32) 33) 34)。講習修了後には受講者間で討論
を行い、ASA と ISPA の指導法の違いについての意見交換を行った。
　
7．ASA と ISPA の指導法の違い
　セーリング指導、シーマンシップ教育の中心的な課題である学習者のリスク認知を
促進し、リスクに対する合理的な対応を学習者から引き出す手法について、ASA と
ISPA では大きな違いが見られた。
　ASA では、受講者がリスクに対する認知度を向上させ、望ましい対処法を習得す
るために、受講者の判断と人格を徹底して尊重する指導法が採用されていた。指導者
は、事前に基礎的な知識と技術の教授を行うが、実際の航行場面ではファシリテー
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ターに徹し、受講者がリスクを見落とした場合でも、状況の許す範囲で可能な限りの
時間を使って、受講者自身の力でリスクを発見する機会を用意することが常であった。
また、受講者が選択した対処法が誤っていた場合においても、受講者の判断と行動を
否定せず、受講者自身が最も早く誤りに気づき、より良い判断を下すために、それを
導き出す的確な質問が指導者によって用意されていた。
　ソクラティック・メソッドに範をとったとされる ASA の教育手法が、様々な危険
を伴う海上でのセーリング指導に採用されていることは、他に例を見ないものであっ
た。危険に直面した際にも、経験の浅い受講者が主体的に落ち着いて行動する場面が
多く見られ、受講者同士および受講者と指導者の間に、対等な人間関係と協同的な
ファシリテーションの作用が日常的に観察された。
　ISPA では、上記と同様の状況下においては、指導者による直接的な修正によって
指導が行われた。受講者が選択した対処法が誤っていた場合は、指導者は直ちに誤り
を修正するメッセージを発信し、その後、「なぜ否定されたかわかるか？」という質
問が、指導者から発せられた。ISPA の講習では、指導者が大声で指示し、経験の浅
い受講者が萎縮してミスを繰り返す場面や、受講者同士の間に、経験の違いに応じて
暗黙の上下関係が生ずるケースが観察された。ISPA の離着岸課題では、係船方法を
One Line Docking 法に限って実習が行われた。ASA では風向や風力、乗員のスキル
に応じて、受講者に係船索の取り方を選択させる実習が行われた。
　セーリング中の人命に関わる最も危険なトラブルである、落水発生時の救助法にお
いても、両者の教育法は異なっていた。ASA は、セーリング中の落水発生に際して
はセーリングによって救助することのメリットを主張し、第一の選択肢として「8 の
字救助法」を推奨しているが、その他の技法も状況に応じたオプションとして否定
していない35)。様々な方法を紹介するとともに、夜間など落水者を見失いやすい困難
な状況においては、風位（フネに対して風が吹いてくる角度）を大きな指標として、
図 4  「8 の字救助法」28) 
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セーリングによって落水者のところに戻ることができる、「8 の字救助法」の利点を
説いている。そしてセーリング講習の度毎に時間を割いて、受講者全員がマスターす
るまで、「8 の字救助法」の実習が繰り返し行われた。
　ISPA は、「8 の字救助法」に比べて「クイックストップ法」が優れていることをテ
キストで紹介している。しかし、困難な状況下では動力を使用して救助に向かうこと
が推奨されており33)、セーリングによる落水救助法としては、その主張は完結してい
ない。また、セーリングから動力に切り替える間の時間的ロスや、危機発生時に海中
に流れているロープ類の回収が遅れ、スクリューに巻きつけて操船不能になるなどの、
二次的なトラブルを誘発する危険性もある。これらに関して、「8 の字救助法」と比
較した得失については触れられていない。
　
8．シーマンシップ教育のパイロットスタディ
　シーマンシップの教育法を研究する足がかりとして、学習者に問題の取り組み方と
解決方法を委ねる、課題解決型の授業を試行した。一度に多人数の学生にセーリング
実習を行う教育環境は整っていないため、体育館やグラウンドで実施可能な内容を選
び、セーリング実習の事前講習用にアレンジして行っている。講習内容は、コンパス
によるベアリングフィックスを行い、グラウンドを大きく三角形に歩いてスタート地
点に埋まっているコインを探すナビゲーション。20m 先の落水者に、正確にロープ
を投げることを目指すロープスローイング。海上での緊急事態を想定して、その状況
に合うロープの結び方を考案するロープワーク。落水からフネに這い上がるときの体
の重さや、落水者をフネに救助するときの難しさを体験するために、重ねた体操用の
ウレタンマットをフネに見立てて実習する落水体験。海図を使い、航海の出発地と目
的地、進路、速力、転針ポイント、潮海流の影響、避難港、危険海域、到着予定時刻
を求める航海計画などである。
図 5「クイックストップ法」29) 
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　実際に海上で実習するほどの臨場感はないものの、自分の命と仲間の命を学習者同
士で守り合うという目的観を共有し、熱心に取り組む様子が観察されている。また、
シーマンシップの事前講習参加者は、これまで海上実習で一度もトラブルに遭遇して
いない。海上での学びにも積極的に参加し、高い学習意欲を維持している36)。
考察
1．野外教育とシーマンシップ
　「野外教育に期待される成果」（表 1）に報告された内容は、「セールボートに求め
られるシーマンシップ」（表 2）の各項を指導していく中で、教育成果が得られるも
のと考えられる。人工の動力に頼らず、セールボートで自然の力を利用し、安全に目
的地に到達しようとする試みには、周囲の自然を全身で感じ取ろうとする努力が欠か
せない。その結果として自然との関わり合いが深まり、自然を理解し自然から学ぼう
とする取り組みが、必然的に繰り返されるからである。我が国では、大学生に対する
セーリング教育はレース競技が主体となっているが、包括的なシーマンシップを教育
しようとする場合は、競技の枠から出ることも必要であろう。
　学生の競技で一般的な、国内でディンギーといい習わされているスモールボートに
よるレースは、コースの設定もレース実施の可否を決める天候判断も、競技の主催者
によって行われる。レース海面の至近距離に、指導者の乗るモーターボートや救助艇
を配置することもできる。艇を速く走らせることには役立たない、錨や整備道具など
の重量物は艇に積んでいないため、レース中にトラブルがあれば棄権して救助を待つ
しか方法がない。競技としてのヨットレースに、スポーツ文化としての独自の価値が
あることは当然であるが、野外教育で期待される「自然そのものが持つ教育力」に育
まれ、「災害などの緊急時に、生き抜くための知恵」を身に付けるという点では、自
然と真正面から向き合う、航海によるシーマンシップ教育の方が、効果的であるとい
える。
ロープワーク実習 落水体験
－ 155 －
創価大学教育学論集　第 69 号：久保田
　次の課題は、シーマンシップの意味である。高槻 (2009) がシーマンシップに認める、
「時に精神や根性などの『潮っけ』も含めて使われることもある」20) という使われ方
が、日本語になったシーマンシップの内容と習得方法を、曖昧にしている恐れがある。
意味が曖昧になったことによって、プレジャーボート乗りの海の知識と技術のレベル
が下がり、かつ、一般には理解し難い精神論の壁ができれば、個人で海とフネを楽し
む世界から多くの日本人が遠ざけられてしまう。シーマンシップに求められる、海上
でのトラブルに際して冷静さや論理性を保つ心理的な能力が、日本において精神論に
すり替わって拡散したのであれば、「短絡的にならないこと」とコールダーが案じた
ことが起きてしまっていることになる25)。
　この問題に対して青木は、シーマンシップは技術であり、知識と手順をマスターす
れば誰でも上達することができることを広く発信している6)。そして、すべてのセー
ラーのシーマンシップを向上させることを目指して、体系的なセーリング講習を我が
国で初めて開講した。難解で、特別な人間でなければ習得し難いと思われがちであっ
たシーマンシップを、万人の身近なものとして開いた。ここに、青木の卓越した研究
と教育実践の功績があるといえる。セーリングも他のスポーツも、誰もが身近に感じ
ること、それを自分が楽しむのは当たり前のことと思えてこそ、文化としても定着す
るであろうし、人々の健康増進にも役立つことが期待できる。
2．これからの大学における体育教育
　1991 年に大学設置基準の大綱化37) が施行されて以降、大学の教育環境は大きく様
変わりしてきた。教養教育としての体育科目の充実度が、それぞれの大学の事情に
よって異なってくることは避けることができず、体育教育を大幅に縮小した大学も現
れた。その中でも野外教育の扱いは、大学間で大きな開きがあったことがうかがえる。
学生の総合的な人間力を伸ばす貴重な機会と捉えて、野外教育を積極的に拡充する大
学も見られたが、一方で、逆方向の反応を示した大学もあった。筆者の所属する大学
では、教養教育から野外関連の科目が全廃された。体育教育・野外教育の意義と成果
を、大学の意思決定者の目線で示し残してこられなかった、筆者を含む当該科目担当
者の責任であり、課題であるといわねばならない。
　臨時教育審議会（1984 年 8 月～ 1987 年 8 月）に端を発し38)、大学審議会の答申に
よって決着した大学設置基準の大綱化への動き39) は、本来は「教育研究の高度化」、
「高等教育の個性化」、「組織運営の活性化」を狙ったものであったが、「大学の自主
性を尊重するあまり、答申の内容が抽象的」となる面があったとされている。その結
果として「教養教育が軽視される風潮」を生み、当初、大学審議会が期待していた
「『教養教育重視』の方向からは、全くかけ離れた状況」を招いてしまった40)。2000
年 11 月に出された答申において、「教養教育を重視した新しい大学教育の方向性を、
より明確な形で打ち出している」ことからも41)、徒に教養教育のスリム化を進めた大
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学に対して大学審議会が危機感を持ち、大幅な改善の必要性を訴えていたことがわか
る。表面的な知識偏重、詰め込み型の受験競争の弊害を認識して始まったはずの教育
改革が迷走し、応用力と学びの深さを身に付けさせるための教育法には、未だに課題
が残されている。
　体育教育を縮小する論議の場でしばしば耳にするのは、「スポーツができるだけで
良い成績が取れるのはいかがなものか」、「上手い学生はそれだけで主役になれて、下
手な学生はいくらやっても活躍できないではないか」等と心配するカリキュラム担当
者の声である。これらは、今日の大学体育授業の実態とかけ離れた誤解であるが、善
悪二元論的な「勝つことが善・負けることは悪」、「上手い者が主役・下手な者は脇
役」という発想で教養教育の「体育」が行われ評価されているという印象が少しでも
あれば、必要以上に「体育」を縮小する政策を加速させてしまう懸念がある。
　心と体をつなぎ、言語と非言語、意識と無意識の情報処理を相互に活性化する体育
は、教育の手段として重要でないはずがない。大学の講義は、事象を言葉という符号
の単位に区切り、左脳が優位に働くとされる言語機能による学習が中心となる42)。す
べては連続したひとつの全体として存在している事象の一部分を、人工的に区切った
符号で理解しても、事象の実体を捉えたことにはならない。言葉で部分的に理解した
ことを、非言語機能の働きによって連続した全体に再構成し、事象の実体を感覚的に
捉える喜び―ストンと深く納得し、知識が自分の使える知恵となって定着した実感―
を得ることが、能動的な深い学びを促すはずである42) 43)。学生の成長を図るために、
言語機能と非言語機能のやり取りを加速してヒトの学びの質を高める体育教育を、こ
れからの大学教育において、一層積極的に活用することが望まれる。
3．セーリングによる体育教育の新展開
　人間社会がいかに文明化されようとも、人間の生命は自然の産物である。自然の産
物であるならば、人間が高度な科学技術の恩恵を受ければ受けるほど、「自然と調和
のとれた生活を営む」ことに努力し、健全な心身のバランスを保つ必要があろう。脳
科学者のテイラー (2009) は、論理的思考を司る左脳と、物事を在るがままに受け入れ
ることを司る右脳の働きを論じ、右脳のマインドが人間に心の安定と幸福感をもたら
すことを、自身の体験から述べている44)。彼女は脳卒中に倒れ、8 年後に回復した。
　ヤング (1988) はアインシュタインと同様に、脳を活性化して最高の成果を得るた
めに、データを集め、データを咀嚼した後は、日常を離れて心躍る新鮮な体験をする
ことを、ひらめき (Eureka ! ) に到達するための不可欠の手順と定め、実行していた45)。
バーンバックはこのヤングの手順に賛同して、「知識は、すぐれた創造的思考の基礎
ではあるが、それだけでは十分でない。知識は、よく消化されて、最終的に、新鮮
な組み合わせと関連性をもった姿となって心に浮かび出てこなければ意味がない」と、
ヤングの著作に序文を寄せ、独創的なアイデアを生み出すヤングの手順を絶賛した45)。
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　ここでいわれている、「日常を離れて心躍る新鮮な体験をする」ために、格好の場
づくりをするのが野外教育である。とりわけシーマンシップ教育は、その特性が大い
に活かされる。危険を認め、危険から学び、危険を正確に評価して安全な方法を選択
する26) 非日常のチャレンジであるからである。そこでは、論理的な言語機能による情
報処理と直観的な非言語機能による情報処理が、相互に連携して能力を発揮し、問
題の解決にあたることが求められる42) 43)。例えば、セールボートが風上に進む原理は、
極めてシンプルである。セールの表裏両面にスムースに風が流れるように、風位と進
路に合わせてセールを調節すれば、セールは揚力を得てフネを風上に進める6) 7) 23)。こ
れだけのシンプルな原理であっても、原理を応用する海上の実践段階になると、感動
的な体験とともに、学習者に多くの新しい発見が生まれることが見込まれる23) 24)。
　セーリング中に論理的な思考力が成果をあげるには、頬に当たる風の感覚で風位を
知ることができなければならない。艇をまっすぐに目的地に向けて進めるには、舵
に当たる水流を、ステアリングを握る手で感じ取ることができなければならない23) 26)。
そのため、シーマンシップ教育にもとづくセーリングの体験中は、右脳と左脳をつな
ぐ脳梁を行き来する情報の量が、桁違いに多くなっていると考えられる42) 43) 46)。優れ
た運動能力や特別に優秀な学力を持ち合わせていなくとも、自然を感じとる感覚と冷
静な思考力（非言語機能と言語機能）を組み合わせることができれば、シーマンシッ
プを習得することに大いに役立つ。
　セーリング中の困難な課題には、多くの場合、唯一絶対の正解があるわけではない
といわれている。セーリングの技術は、サイエンスではなくアートの範疇に分類され
るためである6)。自分なりの正解を見つけて判断を下す力、それを仲間に伝えて心を
合わせる力、そして自分が下した判断に責任を持つ姿勢が繰り返しトレーニングされ
る。シーマンシップをアートと捉える視点に立てば、その教育にあたっては、ASA
の教育法を参考にすべきであると思われる。唯一絶対の正解を固定せず、学習者の人
格と判断を最大限に尊重することで、状況のパラメーターが変化したときにも対応で
きる、汎用的な判断力が学習者の中に育つことが期待できるからである。
　汎用的な判断力は、危機的な状況におけるサバイバル能力として役に立ち、知識が
自分の使える知恵となって定着することを実感することができる。このような学びを
提供するセーリングは、体育教育の新しい展開を志向する授業教材として、貴重な独
自性を有していると考えられ、優れた教育効果が期待できる。
　シーマンシップ教育の学習成果を定量的、定性的に分析することと、その指導法と
の因果関係を検討することが、今後の課題である。
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まとめ
　身体運動は、体力を向上させるとともに脳を鍛え、ヒトの情報処理能力と心理面の
コンディションの改善に寄与するといわれている。そのため、大学における体育教育
は、学生の成長を促す大きな役割を担っていると考えられる。しかし、大学設置基準
の大綱化が施行されて以降、大学の教育環境は大きく様変わりし、野外教育に対する
認識は大学間で大きな差が見られた。
　対人的な競争よりも、自然そのものが持つ教育力を活用する野外教育は、感性や知
的好奇心を育む教育効果が期待されている。その中でも、研究と教育実践の報告が少
ない、シーマンシップ教育にもとづくセーリング教育の可能性に注目した。シーマン
シップの内容を文献で明らかにした上で、その教育の実際を知るために、国内外の
セーリング教育機関を訪ね、教育プログラムを受講し資料を収集した。
　教育機関により指導法は異なっていた。ASA の教育法は、唯一絶対の正解を固定
せず、学習者の人格と判断を最大限に尊重することで、汎用的な判断力が学習者の中
に育つことが期待できるものであった。シーマンシップ教育にもとづくセーリングは、
新鮮で心躍る体験を提供し、ヒトの言語機能と非言語機能のやり取りを加速すると考
えられることから、連続する事象の実体を、全体として捉えることに寄与する活動で
あると思われる。そのため、体育教育の新展開を志向する教材として、セーリングは
貴重な独自性を有していると考えられ、優れた教育効果が期待できる。
－ 159 －
創価大学教育学論集　第 69 号：久保田
謝 辞
　本研究に対し、最大の理解と惜しみない支援をいただき、世界的な経験と学識
から貴重な助言を賜った青木洋氏、青木美佐子氏、中村茂夫氏、Bob Diamond
氏、Melinda Diamond 氏、Charlie Nobles 氏、Craig Walker 氏、Karen Walker 氏、
Mary Swift-Swan 氏、安齋久雄氏、川端 博 氏に、衷心より感謝の意を表します。こ
れらの方々のご協力がなければ、研究を進めることはできませんでした。
　また、前例のない研究計画にご理解をいただき、在外研究の機会をお認めくださっ
た、創価大学の馬場善久学長、鈴木将史教育学部長に感謝の意を表します。
　そして、温かい励ましと貴重なご助言をいただいた Hossein Lohrasebi 氏、
Mahzad Yeganeh 氏、Roy Ono 氏、Ramses Vega 氏、Taeko Nomura 氏、Bob 
Sendoh 氏、田口秀樹氏、田口千佳子氏、武田隆治氏、黒瀬広喜氏、鈴木智樹氏に、
感謝の意を表します。有り難うございました。
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New Development of Physical Education  
by Means of Sailing
— Possibility of Seamanship Education within the Framework  
for Outdoor Education —
Hideaki KUBOTA
Physical activities are known as improving physical strength and developing the information-
processing…capability…of…human…species.…Accordingly,…Sport…Education…and…Physical…Education…
considerably… contribute… to… physical… and… psychological… development… as… well… as… enhancement…
and maintaining of health; however, learners might hate playing sports if they were forced to 
be… under… an… inappropriate… competitive… environment.…Therefore,… it… is…worth… that… introduces… a…
perspective…of…Outdoor…Education…of…which…experiences… immediately…function…even… in…a…case…
of disaster into Physical Education with respecting the student-selves and the others in order to 
respond the concern.
The…purpose…of…this…research…is…to…examine…the…possibilities…of…Seamanship…Education…as…an…
innovative…material…of…physical…education…(among…the…Outdoor…Education).…Especially…focusing…
on a cruise-teaching which does through Safe Education and enhances survival skills on sailing 
boats.
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特別活動の変遷と教師の役割への一考察
―新学習指導要領における教師の適切な指導について―
高 橋　早 苗　　　鈎　治 雄
1．問題と目的
　特別活動は、学習指導領域の中で、教育課程の一領域とされているが、学校生活に
おいて多岐にわたる活動として、児童生徒の人間形成に深く影響を及ぼすものである。
主な内容としては、学級活動・ホームルーム活動、児童会活動・生徒会活動、クラブ
活動、学校行事など集団活動が基本となっているが、その活動を通して、個々の資質
や能力をどう育てるのかが課題である。
　近年、個人主義の浸透した社会の中で、個々の資質も高まっているが、半面、人間
関係の希薄さなど他者との距離感が掴めなくなり、コミュニケーション不全や他者へ
の配慮の欠如が指摘され、人間関係の形成において重要な課題を呈してきている。ま
た、学校でも深刻ないじめ問題や不登校など、児童生徒の心の荒廃や思いやりの欠如
といった人間関係の危機が懸念されている。
　そのような児童生徒の実態から、教育の場では集団活動やグループ学習などを通し
て、よりよい人間関係を形成すること、他者とのかかわりの中で自己理解を深めるこ
とが求められている。その重要な役割を担うのが特別活動である。特別活動における
話し合い活動や協働作業などの集団活動は、児童生徒の主体性や自発性を育て、他者
への理解や配慮、他者との人間形成、集団としての規範意識などの社会性を育てるの
に適した場である。それ故に、特別活動が人間関係の形成、信頼関係の構築に寄与す
るために、目的的に計画され実施される必要がある。
　新学習指導要領では、特別活動の特質を踏まえ人間関係形成、社会参画、自己実現
という、3 つの視点から個々の生き方や在り方に及ぼす資質や能力の育成目標を明確
にしている。一人一人の子供が集団の中で成長していく過程では、それを支える集団
も共に育ち、学級や学校の文化や風土を豊かにすることができる。個々の成長と集団
の質が相乗的に高められることが、特別活動におけるねらいの一つでもある。そうい
う意味で、新学習指導要領では、集団の指導だけに目を向けるのではなく、個々の資
質や能力の育成にも焦点が当てられている。
　特別活動の指導方法については、様々な意見があり、児童生徒の主体性を尊重する
ことと教師の指導の必要性が対立軸として見られてきたきらいがある。児童生徒の主
体性を優先することにより、活動が進展しなかったり、放任になってしまったりする
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ことも多々ある。また、教師の指導性が強いと、児童生徒の自主性を阻んでしまうと
いう弊害が生じることもある。そもそも、戦後の特別活動は、1947（昭和 22）年に
示された学習指導要領一般編（試案）の自由研究から始まる。これは、一人一人の創
造性を大切にし、個性を伸長させることを目的として取り組まれ、教師は後方支援と
いう形で指導する方法がとられていた。しかし、特別活動が教育課程の一領域に位置
づけられ、その意義が重要性を増すとともに、活動内容も児童生徒の成長だけでなく、
家庭・地域への波及効果も期待されるようになり、計画性、指導性など適切な指導が
求められ、教師のかかわりは、ますます重要になってきている。
　今回の学習指導要領の改訂では、教師の適切な指導について、具体的に示されてい
る。本論では、特別活動が教育課程の中でどのような変遷をたどりながら、今回の改
訂に至ったのか、また、その中で教師の役割がどのように変化してきたのかを見てい
きたい。それとともに、教師に求められる適切な指導とは何かを考察する中で、児童
生徒に寄り添う臨床的かかわりの必要性、児童生徒と共に成長する教師の反省的実践
家のモデルについて提案していきたい。
2．特別活動の変遷
　ここでは、学校教育の中における特別活動の役割や意義について確認するために、
学習指導要領における位置づけや内容の変化を追い、深見俊介 1、広岡義之 2、福本
みちよ 3、磯島秀樹 4 の先行研究を参考に整理した。
(1) 戦前の特別活動
　近代日本の教育の始点は、1872（明治 5）年の学制の発布である。さらに、翌月に
交付された小学教則によって、学校の教育内容に関する共通の基準が設けられ、教科
書の基準や教授法について定められ、教師はそれに基づいて指導を行うことになった。
学習内容は、教科指導が中心であり、特別活動は、明記されておらず、教科外の活動
として、行事などが実施されていた。主な行事としては、入学式や卒業式などの儀式
的行事、運動会などの体育的行事、修学旅行や遠足などの旅行的行事、学習発表会か
ら学芸会に発展した文化的行事、奉仕活動などがあげられる。行事は、国家主義の下、
主に集団規律と集団行動の訓練の場として用いられた。運動会は 1886（明治 19）年
頃から開催されるようになったが、当初は 1 校の就学人数が少なかったため、数校合
同で開催され、遠足運動と称されていた。後に、就学人数の増加とともに、運動会は
学校単位で行われるようになり、遠足は校外学習として切り離された。
(2) 戦後の特別活動
　特別活動は、指導要領に明記されるようになり、活動内容も変化してきた。それと
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ともに、表 1 に示したように名称も変化してきている。ここでは、戦後の特別活動の
内容や位置づけがどのように変化してきたのか、学習指導要領の内容を追いながら、
見ていきたい。
① 1947（昭和 22）年　学習指導要領一般編（試案）　
　戦後、教育基本法が制定され、学校教育における教科などの目標や指導内容が、学
習指導要領に示されるようになった。1947（昭和 22）年には、教育内容と目標が学
習指導要領一般編（試案）として文書化された。特別活動という名称は、まだ、現出
していないが、自由研究として教育活動の一領域に、体系的に明文化され、教育課程
の中に位置づけられた。これが、現在の特別活動の原型である。
　教育課程の内容と時間数は、表 2、３の通りであるが、自由研究は、児童の個性
を伸ばすために、「何かの時間をおいて、児童の活動をのばし、学習を深く進める」
（1947、学習指導要領一般編（試案））ことを目的に新設された。小学校では 4 年生
以上が必修科目として、年間に 70 ～ 140 時間、週に 2 ～ 4 時間が決められた。中学
校では、選択科目として、年間 35 ～ 140 時間、週に 1 ～ 4 時間とされた。
　
表 1　戦後における特別活動の名称の変遷
　 学習指導要領等 小学校 中学校 高等学校
1947（昭和 22）年 学習指導要領（試案） 自由研究 自由研究 　
1948（昭和 23）年 学習指導要領（試案） 　 　 自由研究
1949（昭和 24）年 中・高校への通達 　 特別教育活動 特別教育活動
1951（昭和 26）年 第 1 次改訂（試案） 教科以外の活動 特別教育活動 特別教育活動
1955（昭和 30）年 第 2 次改訂（高） 　 　 特別教育活動
1958（昭和 33）年 第 2 次改訂（小・中） 特別教育活動 特別教育活動 　
1960（昭和 35）年 第 2 次改訂（高） 　 　 特別教育活動
1968（昭和 43）年 第 3 次改訂（小） 特別活動 　 　
1969（昭和 44）年 第 3 次改訂（中） 　 特別活動 　
1970（昭和 45）年 第 3 次改訂（高） 　 　 各教科以外の教育活動
1977（昭和 52）年 第 4 次改訂（小・中） 特別活動 特別活動 　
1978（昭和 53）年 第 4 次改訂（高） 　 　 特別活動
1989（平成元）年 第 5 次（小中）第 5 次（高） 特別活動 特別活動 特別活動
1998（平成 10）年 第 6 次改訂（小・中） 特別活動 特別活動 　
1999（平成 11）年 第 6 次改訂（高） 　 　 特別活動
2008（昭和 20）年 第 7 次改訂（小・中） 特別活動 特別活動 　
2009（昭和 21）年 第 7 次改訂（高） 　 　 特別活動
（出典　2014 年、磯島秀樹）
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　自由研究の内容については、学習指導要領一般編（試案）の教育課程の中に、具体
的に示されている。（以下、要約）
・教科の学習では、児童の自発的な活動が発展した場合、一定の学習時間では、学
びたい欲求が満足させられない場合がある。
・自由な学びの場合、時としては、活動の誘導や指導が必要な場合もある。その場
合に時間を設定し、児童の活動をのばし、学習を深く進めることが自由研究のお
かれる理由である。
・自由研究の時間は、児童の個性を伸ばしていくための時間である。
・自由研究の場合、学年間を超えて、教師の指導の下に、同好のものが集まって学
習を進めるクラブ組織による活動を自由研究の時間とする。
・教師や学校長の考えによって、当番の仕事や学級の委員の仕事など学校や学級の
全体に対して担う責任ある活動も、自由研究の使い方の一つである。
　以上の記述から、自由研究の内容は、①個人の興味や能力に応じて行う自発的な学
習活動としての自由学習、②学年間を超えて、同好のものが集まって、学習を進める
クラブ活動、③当番の仕事や学級の委員の仕事など、学校・学級を支える活動の 3 つ
の形態が示された。この 3 つの形態の中でも、自由学習に重点が置かれていたが、後
表 2　小学校の教科課程と時間数
学年
教科 1 2 3 4 5 6
国　　語 175(5)
210
(6)
210
(6)
245
(7)
210-245
(6-7)
210-280
(6-8)
社　　会 140(4)
140
(4)
175
(5)
175
(5)
175-210
(5-6)
175-210
(5-6)
算　　数 105(3)
140
(4)
140
(4)
140-175
(4-5)
140-175
(4-5)
140-175
(4-5)
理　　科 70(2)
70
(2)
70
(2)
105
(3)
105-140
(3-4)
105-140
(3-4)
音　　楽 70(2)
70
(2)
70
(2)
70-105
(2-3)
70-105
(2-3)
70-105
(2-3)
図画工作 105(3)
105
(3)
105
(3)
70-105
(2-3)
70
(2)
70
(2)
家　　庭 　 　 　 　 105(3)
105
(3)
体　　育 105(3)
105
(3)
105
(3)
105
(3)
105
(3)
105
(3)
自由研究 　 　 　 70-140(2-4)
70-140
(2-4)
70-140
(2-4)
総 時 間 770(22)
840
(24)
875
(25)
980-1050
(28-30)
1050-1190
(30-34)
1050-1190
(30-34)
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に、クラブ活動と当番活動が、現在の特別活動に継承されていくことになる。
　この学習指導要領一般編（試案）の中において、指導に対して、地域の特性や学校
の実情、児童の実態に応じて、工夫が必要であり、「そういう工夫があってこそ、生
きた教師の働きが求められるのであって、型のとおりにやるのなら教師は機械にすぎ
ない。」、「たとえ教材が適切であっても指導の方法がよろしくなければ、とうていそ
の効果をあげることはできない。」と、教師が現場の経験に基づいて、適切な指導法
を工夫する重要さについても述べられている。
② 1949（昭和 24）年　『新制中学の教科と時間数』の改正について　
　自由研究については、教科書もなく、指導方法について理解を深めることができず、
教育現場では定着が困難であった。1949（昭和 24 年）に出された文部省通達「『新制
中学の教科と時間数』の改正」において、中学校・高等学校では、自由研究を廃止し、
新たに生徒の自発的活動を中心とする教科以外の活動を組織した特別教育活動の時間
を設けることになった。
表 3 中学校の教科課程と時間数
学年　　
　教科 7 8 9
必修科目
国　　語 175 (5) 175 (5) 175 (5)
習　　字 35 (1) 35 (1)
社　　会 175 (5) 140 (4) 140 (4)
国　　史 35 (1) 70 (2)
数　　学 140 (4) 140 (4) 140 (4)
理　　科 140 (4) 140 (4) 140 (4)
音　　楽 70 (2) 70 (2) 70 (2)
図画工作 70 (2) 70 (2) 70 (2)
体　　育 105 (3) 105 (3) 105 (3)
職　　業 140 (4) 140 (4) 140 (4)
（農業，商業，水産，工業，家庭）
必修科目計 1050 (30) 1050 (30) 1050 (30)
選択科目
外 国 語 35-140 (1-4) 35-140 (1-4) 35-140 (1-4)
習　　字 　35 (1)
職　　業 35-140 (1-4) 35-140 (1-4) 35-140 (1-4)
自由研究 35-140 (1-4) 35-140 (1-4) 35-140 (1-4)
選択科目計 35-140 (1-4) 35-140 (1-4) 35-140 (1-4)
総計
1050-1190
(30-34)
1050-1190
(30-34)
1050-1190
(30-34)
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③ 1951（昭和 26）年　学習指導要領第 1 次改訂（試案）
　小学校の自由研究は、1951（昭和 26）年の学習指導要領第 1 次改訂（試案）にお
いて、廃止された。小学校では、自由研究の中心的な課題であった個人の興味と能力
に応じた自由な学習は、各教科の指導が充実し、目的を果すことができるようになっ
たために特別な時間を設ける必要はないという理由で、発展的に解消された。ただ、
教科の学習以外に実際に学校で実施されていて、教育的価値がある諸活動は、教科以
外の活動という名称で教育課程に組み込まれた。教科以外の活動内容は、①児童会や
委員会、児童集会、奉仕活動などの学校全体の経営活動に協力参加する活動、②学級
会などの学級を単位とした活動、委員会、クラブ活動が提示された。中学・高等学校
では、前回の通達による特別教育活動として、教育課程に位置づけられた。具体的な
内容として、学級会、ホームルーム、生徒会、クラブ活動などが提示された。学校で
は、児童会や児童委員会、学級では学級会や学級委員会が実施されるようになり、ク
ラブ活動も行われるようになったが、試案に法的拘束性はなく、実施に当たっては、
各学校の教師や校長に任され、学校間による取り組みの差も生じていた。
　
④ 1958（昭和 33）年　学習指導要領第 2 次改訂
　この改訂において、学習指導要領は試案ではなく、教育課程の基準として文部大臣
（当時）が公示する文部省告示となり、法的拘束力を持つようになった。この学習指
導要領において、小学校では、教科以外の活動が廃止され、特別教育活動が一領域と
して設けられた。名称も、小学校、中学校、高等学校とも、特別教育活動に統一され、
教育課程の一領域として確立し、目標や内容が明確にされたのである。小学校の目標
は、①児童の自発的、自治的な活動を通して、自主的な生活態度を養い、社会性の育
成を図る、 ②所属する集団の運営に積極的に参加し、その向上発展に尽すことができ
るようにする、③実践活動を通して、個性の伸長を図り、心身ともに健康な生活がで
きるようにすることとされ、内容は児童会活動、学級会活動、クラブ活動などを行う
ものとされた。中学校の目標は、①生徒の自発的・自治的な活動を通して、楽しく規
律正しい学校生活を築き、自主的な生活態度や公民としての資質を育てる、②健全な
趣味や豊かな教養を養い、余暇を活用する態度を育て、個性の伸長を助ける、③心身
の健康の助長を図るとともに、将来の進路を選択する能力を養うことであり、内容は
生徒会活動、クラブ活動、学級活動などを行うものとされた。高等学校の目標は、生
徒の自発的な活動を通して、個性の伸長を図り、民主的な生活のあり方を身につけさ
せ、人間としての望ましい態度を養うことであり、内容は、ホームルーム、生徒会活
動およびクラブ活動であった。また、同年の学校教育法施行規則の改正により、教育
の領域は小学校、中学校では教科、道徳、特別教育活動、学校行事の 4 領域から編成
されることになった。高等学校は、道徳を除く 3 領域から編成された。
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⑤ 1968 ～ 1970（昭和 43 ～昭和 45）年　学習指導要領第 3 次改訂
　第 3 次改訂では、特別教育活動と学校行事等が統合されて特別活動に名称が変更さ
れた。それまでの特別教育活動および学校行事等の内容は多岐にわたっているので、
これらを精選し、人間形成のうえから重要な教育活動を総合して、新たに特別活動と
して見直された。現在用いられている特別活動という名称は、この改訂により、小学
校、中学校とも共通して用いられるようになった。内容は、小学校は、児童活動、学
校行事、学級指導からなり、中学校は、生徒活動、学校行事、学級指導からなるもの
とされた。児童活動の内容は、それまでの特別教育活動の内容を精選して、児童会活
動、学級会活動およびクラブ活動とした。学校行事は、儀式、学芸的行事、保健体育
的行事、遠足的行事および安全指導的行事とした。学級指導は、児童活動および学校
行事以外の学校給食、保健指導、安全指導、学校図書館の利用指導、その他学級を中
心として指導する教育活動を、主な内容として新設された。高等学校は、1970（昭和
45）年の改訂で、各教科以外の教育活動として、ホームルーム、生徒会活動、クラブ
活動、学校行事が定められた。
　
⑥ 1977（昭和 52）年　学習指導要領第 4 次改訂
　1977（昭和 52）年の第 4 次改訂では、小学校、中学校、高等学校の一貫性が求め
られており、高等学校でも特別活動の名称が用いられるようになった。これで、すべ
ての学校で特別活動の名称が統一されることになった。
　活動内容には、ほぼ変化はなかったが、小学校では奉仕の精神、中学校では社会奉
仕が追加され、勤労・生産的な取り組みも増えはじめた。また、この改訂ではゆとり
のある充実した学校生活を実現すること、学校や教師の独自の取り組みや創意工夫等
も求められた。
　
⑦ 1989（平成元）年　学習指導要領第 5 次改訂
　第 5 次改訂では、科学技術の進歩や経済的発展など社会が大きく変化し、情報化、
国際化、多様化する中で、21 世紀を目指し社会の変化に自ら対応でき、心豊かな人
間の育成を図ることを基本的なねらいとして教育内容の見直しが行われた。自ら学ぶ
児童生徒の育成として、新しい学力観が提示され、関心・意欲・態度が学力の一つと
して位置づけられた。また、ゆとり教育の一層の充実が求められ、学習においては基
礎・基本が重視された。児童の発達段階や教科等の特性に応じた内容に配慮し、道徳
を中心にして各教科や特別活動においても、それぞれの特質に応じて、内容や指導方
法の改善が図られることとなった。特別活動においては、学級会活動と学級指導が統
合され、学級活動が新設された。小学校では、学級活動・児童会活動・クラブ活動・
学校行事になり、中学校では、学級活動・生徒会活動・クラブ活動・学校行事となり、
高等学校では、ホームルーム活動・生徒会活動・クラブ活動・学校行事となり、現代
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の領域に近づいてきた。学級活動、ホームルーム活動は、健全な生活態度の育成に資
する活動として意義づけられ、集団への所属感と体験的活動が重視された。勤労・生
産的行事は、勤労生産・奉仕的行事に変更され、ボランティア活動も取り入れられる
ようになった。
　
⑧ 1998（平成 10）年　学習指導要領第 6 次改訂
　第 6 次改訂では、生きる力が重視され、その要素として、課題発見、問題解決思考、
主体的判断などの資質や能力、協調性や思いやりなどの豊かな人間性、たくましく生
きるための健康や体力があげられた。自主的で実践的な態度を育成する観点からも、
ゆとり教育がさらに重視された。学校完全週 5 日制の実施とともに、総授業時数の内
容量の 3 割削減など、教育内容の大幅な見直しがなされた。反面、時代の要請に応え
るために、総合的な学習の時間が新設され、国際理解や情報、環境問題や福祉につい
ての学習も開始することになった。
　特別活動では、中学校、高等学校におけるクラブ活動が削除され、現在の学級活
動・生徒会活動・学校行事の 3 領域になった。小学校では、クラブ活動は、継続され
4 領域であった。
　
⑨ 2008（平成 20）年　学習指導要領第 7 次改訂
　第 7 次改訂は、教育基本法の改正により明確になった教育の目的を踏まえて行われ
た。学力においては、ＰＩＳＡ等の国際学力調査結果から、ゆとり教育の影響とし
て懸念された学力低下の問題が浮上してきた。このため、確かな学力を目指し、時
間数等の見直しが行われた。第 7 次改訂では、特別活動の目標として、小学校、中学
校、高等学校ともに、「集団の一員としてよりよい生活や人間関係を築こうとする自
主的、実践的な態度を育てる」と記載され、人間関係というキーワードが数多く用い
られ、人間関係の構築が大事な目標として位置づけられた。この背景には、不登校や
いじめなどの教育問題があると考えられる。また、小学校の学習指導要領第 7 次改訂
には、「自然体験や社会体験などの体験活動を充実するとともに、体験活動を通して
気付いたことなどを振り返り、まとめたり、発表し合ったりするなどの活動」を取り
入れることが明記され、言語活動の充実が特別活動でも求められた。
　
　ここでは、戦前から現代にかけての特別活動の変遷を、学習指導要領の改訂の内容
とともに見てきた。戦前は、特別活動の明記はなかったが、集団行動や儀式、行事を
通して国家主義的な意図のもとに組み込まれていた。戦後は、民主化とともに、自主
的・自律的活動として位置づけられてきたが、社会の変動とともに、児童生徒に求め
られる資質が変化し、特別活動においても、様々な変遷があった。特別活動は、自由
研究を淵源とし、基本的には、児童生徒の自主的自発的な活動を軸としてきたが、時
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代の要請とともに、教師のかかわりも変化してきている。とくに 1958（昭和 33）年
の学習指導要領の改訂以後、学校、教師の計画・指導の下で行うべき活動に転換され
た。このような歴史的変遷を踏まえたうえで、今回の改訂の特徴を捉え特別活動を指
導するうえでの、教師の役割について探っていきたい。
3．新学習指導要領（2017 年 3 月公示）における特別活動の改訂のポイント
　学習指導要領は、およそ 10 年ごとに改訂され、今回、第 8 次改訂が行われる。改
訂の予定は、幼稚園は平成 30 年度から、小学校は平成 32 年度から、中学校は平成
33 年度から、新たな学習指導要領等に基づき全面実施される。高等学校では、平成
30 年度に改訂を行い、平成 34 年度から実施される予定である。改訂に当たっては、
児童生徒の実態や状況に応じて社会の変化に対応できる資質を育成するように目指す
方向性が示されている。改訂に先立ち、2016（平成 28）年 12 月 21 日に中央教育審
議会による「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等
の改善及び必要な方策等について（答申）」が発表され、新学習指導要領は 2017（平
成 29）年 3 月に公示されている。
　改訂にあたっては、子供たちの現状について、全国学力・学習状況調査の質問紙調
査の結果から課題が見出されている。学力全体について、改善されているが、学ぶ意
義や楽しさの実感の不足、情報化社会の発展に即した情報処理能力やリテラシーの
不足、豊かな心や人間性を育んでいくための機会の不足が指摘されている 5。そのう
えで、子供たち一人一人の成長を支え可能性を伸ばす視点の重要性が訴えられている。
特別活動においては、学級会などの話し合いを通して、学級文化、学校文化が機能し
ており、協働性や寛容さが育ち、集団への所属感や連帯感が育まれていると評価され
ている。だが、特別活動として目指すべき資質・能力は何かという問題と、それをど
のような学習過程を通して身に付けさせるのかという点が不明確であるとの指摘もあ
る。そこで、今回の改訂では、特別活動の目標として、児童生徒の目指すべき資質・
能力について、明確に示され、指導方法についても具体例が示されている。
　
(1) 学習指導要領における位置づけと内容
　教育課程は、小学校では、各教科、道徳、外国語活動、総合的な学習の時間及び特
別活動から構成されている。中学
校は、各教科、道徳、総合的な学
習の時間及び特別活動から構成さ
れている。特別活動の名称は歴史
とともに変化してきているが、中
学校、高等学校とも、1949（昭和
表 4　特別活動の内容
小学校 中学校 高等学校
学級活動 学級活動 ホームルーム活動
児童会活動 生徒会活動 生徒会活動
学校行事 学校行事 学校行事
クラブ活動
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24）年から、小学校は 1951（昭和 26）年の学習指導要領改訂から、教育課程の一領
域として位置づけられてきた。それとともに、各教科との関連も図りつつ計画される
ことが求められている。特別活動の内容としては、表４に示す通り、小学校では 4 領
域、中学校、高等学校では 3 領域とされている。
(2) 新学習指導要領における目標
　特別活動の目標の変化について、小学校を例にとって、現行の学習指導要領と比較
すると以下のようになる。
　
　　現行学習指導要領における特別活動の目標
　（2008 年 3 月　文部科学省）
　　新学習指導要領における特別活動の目標　
　（2017 年 3 月　文部科学省）
　望ましい集団活動を通して、心身の調和のとれた発達と個性の伸長を図
り、集団の一員としてよりよい生活や人間関係を築こうとする自主的、実
践的な態度を育てるとともに、自己の生き方についての考えを深め、自己
を生かす能力を養う。（筆者下線）
　集団や社会の形成者としての見方・考え方を働かせ、様々な集団活動に自
主的、実践的に取り組み、互いのよさや可能性を発揮しながら集団や自己の
生活上の課題を解決することを通して、次のとおり資質・能力を育成するこ
とを目指す。
(1) 多様な他者と協働する様々な集団活動の意義や活動を行う上で必要とな
ることについて理解し、行動の仕方を身に付けるようにする。
(2) 集団や自己の生活、人間関係の課題を見いだし、解決するために話し合い、
合意形成を図ったり、意思決定したりすることができるようにする。
(3) 自主的、実践的な集団活動を通して身に付けたことを生かして、集団や
社会における生活及び人間関係をよりよく形成するとともに、自己の生き
方についての考えを深め、自己実現を図ろうとする態度を養う。
（筆者下線）
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　このように、新学習指導要領では、目指すべき資質・能力について具体的に示され、
人間関係形成、社会参画、自己実現という 3 つの視点が示された。これまでの特別活
動で求められてきた、望ましい集団活動、よりよい生活や人間関係についても、目指
すべき内容が明示されている。望ましい集団活動とは、多様な他者と協働する様々な
集団活動であり、そこには、文化や価値観、異年齢など、個々の差異を認め、尊重し
合える集団形成という願いが込められている。よりよい生活や人間関係とは、互いの
よさや可能性を発揮できる関係であり、それは、他者の個性を認め、尊重することで
自分の個性も尊重されるという相互信頼に基づいた人間関係である。
　そのために、各教科等の特質に応じた見方・考え方を特別活動の中で実践的に用い
ることにより、学びに向かう学習集団が形成されるという 1 つのモデルを示している。
特別活動の特色の 1 つは、話し合い活動が重視されている点である。話し合い活動の
場では、発表した自分の考えが他者に受け入れられたり、他者の考えを受け入れ、新
たな考えに結びついたり深めたりすることができる。他者と自己の価値観や信念の擦
り合わせを通して、多面的・多角的な発想が生まれ、集団の合意が形成され、意思決
定がなされる。また、特別活動は、学級・学年だけでなく異年齢の子供や障がいのあ
る児童生徒、地域の人など交流の幅も広い。その多様な人間模様の中での対話、協働
作業は、新たな気づきを得ることができ、自己の存在を見つめ直すことにもなる。
　特別活動において育成を目指す個人の資質・能力は、上記の 3 つの目標とともに、
知識・技能、思考力・判断力・表現力等、学びに向かう力・人間性等という 3 つの能
力と兼ね合わせて表５のように整理されている。
　この活動を通して得られた資質・能力が各教科に対して、主体的・対話的で深い学
びの実現に役立つよう、特別活動での役割が期待されている。特別活動は、児童生徒
同士の話し合い活動や、児童生徒の自主的・実践的な活動を特質としているため、主
体的・対話的で深い学びを実現するために、特別活動においても授業形態や取り組み
方法の工夫がなされなければならない。特別活動の学習過程において、課題の設定が
大切であるが、それは、学級や学校の日常の集団生活の中から主体的に見出されるも
のであり、その課題の設定が、実践、活動の振り返りという一連の活動になることに
よって、次の課題発見になるというスパイラルな学びとなり、自己との対話的な深い
学びにつながっていく。また、特別活動は、教育課程外も含め学級・学校文化の形成
等を通じて学校全体の目標の実現につなげていく役割を担っており、これらをバラン
スよく果たすことが求められている。
　今回の改訂では、各教科においても、見方・考え方を意識したカリキュラムの構
築が求められているが、特別活動における見方・考え方では、「各教科等における見
方・考え方を総合的に働かせて、集団や社会における問題を捉え、よりよい人間関係
の形成、よりよい集団生活の構築や社会への参画及び自己の実現に関連付けること」
（新学習指導要領、2017）としている。各教科等における学びを実際の場面で総合的
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に活用して実践する時間が特別活動の時間であるとともに、特別活動の学びが各教科
等の学習を行う上での土台になるように、教科と特別活動が往還的に関係することが
求められている。さらに、教育課程外の活動として社会に開かれた教育課程としても
位置付けられている。
4．教師の役割
　特別活動は、児童生徒の主体的な取り組みを目標としているが、その前提としてよ
り良い集団形成がなされているかということが重要である。そのためには、子供同士
の関係、また教師と子供との信頼関係を育てることが必要となる。一人一人が信頼と
安心の集団の中にあってこそ、個性が尊重され、自発的な思考や活動が生まれ、相互
の学びに発展していく。しかし、様々な社会事象や意識調査などから、現代の子ども
たちの特徴として、意欲の低下、自己肯定感の低さ、コミュニケーション不全による
人間関係の希薄さが指摘されている。したがって、特別活動に取り組む中でも、教師
の適切な指導や自主性をはぐくむサポート、介入が必要となってくる。
　教師の役割については、学習指導要領の中でも、児童生徒の自主性か教師の指導的
役割かで、変遷がみられる。
表 5　特別活動において育成を目指す資質・能力の整理　
知識・技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等
高等学校
○ 多様な他者と協働
する様々な集団
活動の意義の理
解。
○ 様々な集団活動を
実践する上で必
要となることの
理解や技能。
○ 所属する様々な集団や自
己の生活上の課題を見い
だし、その解決のために
話し合い、合意形成を
図ったり、意思決定した
り、人間関係をよりよく
構築したりすることがで
きる。
○ 自主的・実践的な集団活動を
通して身に付けたことを生か
し、人間関係をよりよく構築
しようとしたり、集団生活や
社会をよりよく形成しようと
したり、人間としての在り方
生き方についての考えを深め
自己の実現を図ろうとしたり
する態度。
中学校
○ 多様な他者と協働
する様々な集団
活動の意義の理
解。
○ 様々な集団活動を
実践する上で必
要となることの
理解や技能。
○ 所属する様々な集団や自
己の生活上の課題を見い
だし、その解決のために
話し合い、合意形成を
図ったり、意思決定した
り、人間関係をよりよく
構築したりすることがで
きる。
○ 自主的・実践的な集団活動を
通して身に付けたことを生か
し、人間関係をよりよく構築
しようとしたり、集団生活や
社会をよりよく形成しようと
したり、人間としての生き方
についての考えを深め自己の
実現を図ろうとしたりする態
度。
小学校
○ 多様な他者と協働
する様々な集団
活動の意義の理
解。
○ 様々な集団活動を
実践する上で必
要となることの
理解や技能。
○ 所属する様々な集団や自
己の生活上の課題を見い
だし、その解決のために
話し合い、合意形成を
図ったり、意思決定した
り、人間関係をよりよく
構築したりすることがで
きる。
○ 自主的・実践的な集団活動を
通して身に付けたことを生か
し、人間関係をよりよく構築
しようとしたり、集団生活を
よりよく形成しようとしたり、
自己の生き方についての考え
を深め自己の実現を図ろうと
したりする態度。
中央教育審議会答申、別添 17–1　　2016.12
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　1947（昭和 22）年の「学習指導要領一般編（試案）」においては、「児童がひとり
でその活動によって学んで行くことが、なんのさしさわりがないばかりか、その方が
学習の進められるのにも適当だということもあろうが、時としては、活動の誘導、す
なわち、指導が必要な場合もあろう。」と、児童生徒の主体性を重んじつつも、教師
の指導も大切であるとしている。
　1951（昭和 26）年の学習指導要領第 1 次改訂（試案）では、自由研究の名称は廃
止され、特別教育活動に改められたが、自由研究の方針は継承され、教師の指導は必
要であるが最小限度にとどめるべきであるとされていた。しかし、1958 年の改訂では、
学校教師の管理下に置くべきであると、教師の指導性を強調する方向に転換された。
2008（平成 20）年の第 7 次改訂では、生きる力が求められる時代背景の中で、子供
にとって大切なのは関心・意欲・態度であり、子供の個性を尊重することが大切であ
り、指導するよりも支援を優先するように、教師の支援的役割が強調され、教師の指
導と子供の自主性が相反するような解釈もされた。
　しかし、国際的に日本の生徒の学力低下が指摘され、第 7 次改訂への批判が高ま
り、指導方針の修正を余儀なくされる中、特別活動においても、今回の第 8 次改訂で
は、休み時間や給食の時間、放課後等を含めた学校教育全体を見渡して、教員が意図
的、計画的に指導を行うことも大変重要であると、教師の指導性をうたっている。こ
のように学習指導要領の変遷を見ていくと、児童生徒の主体性と教師の指導性の兼ね
合いで、揺れ動いていることがうかがえる。子供の自主性は、初めから備わっている
わけではなく、活動を通して育んでいくものであるが、子供の実態に即して、課題を
達成させるという困難さがある。そのため、教師の指導性が必要となるが、それが逆
に、子供の自主性を阻むという側面も生じる。そこで、現代問われている教師の在り
方について、教師の適切な指導や支援、介入の仕方、教師の姿勢についてまとめてい
きたい。
　
(1) 教師の適切な指導と介入
　小学校の新学習指導要領には、内容の取扱いについての配慮事項として、「学級活
動、児童会活動及びクラブ活動の指導については、指導内容の特質に応じて、教師の
適切な指導の下に、児童の自発的、自治的な活動が効果的に展開されるようにするこ
と。」（新学習指導要領、2017）とある。
　教師の適切な指導として、まず、第 1 に考えられるのは、発達段階を考慮した指導
である。特別活動は、児童の自発的、自治的な活動を目的としてなされるものであり、
主体は児童であることを明確にしている。しかし、効果的に展開するために、教師の
適切な指導の必要性も認めている。小学校には、1 年生から 6 年生までの児童がおり、
年齢幅が広く、発達の差も大きい。したがって、教師は児童の発達段階や集団の成
熟度などを考慮して、適切な指導、働きかけが必要である。特に低学年では教師の指
－ 176 －
特別活動の変遷と教師の役割への一考察
導が重要である。小学校 1 年の入学時や新年度の学級づくりの時期では、学級として
のまとまりや所属集団における活動のルール作りなどが、まだ十分に育っているとは
いえない。その段階では、教師のねらいを明確にして活動を進め、道筋を作っていく、
誘導的な指導が考えられる。
　小学校における各学年段階のめやすは、表６のように、低学年、中学年、高学年に
分けて、具体例が挙げられている。低学年においては、学校生活の基本となる集団の
規則を身につけ、協調的に活動できるように指導し、個々の達成課題を明確にする必
要がある。中学年では、基本的な経験をもとに、自分で考えて行動するとともに、自
分の特長に気づき、自分の良さを集団の中で生かそうとする実践力を身につけるよう
表 6　各学年段階における指導のめやす　
話し合い活動（学級会） 係活動 集会活動
低学年
○ 教師が司会の役割を受け
持つことから始め、少
しずつ児童がその役割
を担うことができるよ
うにしていく。
○ 話し合いの約束に沿って
友達の意見をよく聞いた
り、自分の意見を言える
ようにしたりして、合意
形成できるようにする。
○ 入門期には、学級生活に
とって必要な仕事を見
付け、自分から進んで
取り組めるようにする。
○ 当番的な活動から始め、
少しずつ創意工夫でき
る係の活動を見付けら
れるようにする。
○ 少人数で構成された係で
仲良く助け合って活動
し、学級生活を楽しく
することが出来るよう
にする。
○ 入門期には、教師が主導
して楽しい集会活動を
多く経験できるように
する。
○ 児童が集会の内容を選
択し、簡単な役割や準
備をみんなで分担して、
誰とでも仲よく集会活
動を楽しむことが出来
るようにする。
中学年
○ 教師の適切な指導の下に
児童が活動計画を作成
し、進行等の役割を輪
番で受け持ち、より多
くの児童が司会等の役
割を果たすことが出来
るようにする。
○ 理由を明確にして意見
を言えるようにしたり、
異なる意見も受け入れ
たりして、楽しい学級
生活をつくるために合
意形成できるようにす
る。
○ 様々な活動を整理統合し
て児童の創意工夫が生
かせるような係活動と
して組織できるように
し、協力し合って楽し
い学級生活をつくるこ
とができるようにする。
○ 朝や帰りの時間などを生
かして、積極的に取り
組むことができるよう
にする。
○ ねらいを明確にして、創
意工夫を加え、より多
様な集会活動に取り組
むことができるように
する。
○ 計画や運営、準備などに
おける役割を、より多
くの児童が分担し、協
力し合って楽しい集会
活動をつくることがで
きるようにする。
高学年
○ 教師の助言を受けながら、
児童自身が活動計画を
作成し、話し合いの方
法などを工夫して効率
的、計画的に運営する
ことができるようにす
る。
○ 学級のみならず学校生活
にまで目を向け、自分の
言葉で建設的な意見を述
べ合えるようにし、多様
な意見のよさを生かして
楽しい学級や学校の生活
をつくるためよりよい合
意形成を図るようにする。
○ 自主的、実践的に係活動
を進めたり、自分のよ
さを生かせる係に所属
したりして、継続的に
活動できるようにする。
○ 高学年にふさわしい創意
工夫のできる活動に重
点化するなどして、信
頼し支え合って、楽し
く豊かな学級や学校の
生活をつくることがで
きるようにする。
○ 児童会活動やクラブ活動
の経験を生かして、学
級生活を楽しく豊かに
するための活動に取り
組めるようにする。
○ 話し合い活動によって、
互いのよさを生かした
り、反省を生かしたり
して、信頼し支え合っ
て創意工夫のある集会
活動をつくることがで
きるようにする。
小学校学習指導要領解説 特別活動編
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に指導していく必要がある。高学年では、自分で目標を定め、自己を振り返り、目標
を修正しつつ粘り強く達成しようとするとともに、他者への配慮や認め合いも大切に
指導していく。
　また、話し合い活動では、低学年では、教師の助言を受けながら発表の仕方や意見
の聞き方など基本的な話し合いの進め方を身に付けることができるよう配慮する。特
に入学当初の時期においては、教師が見本を見せて教えていくことも大切である。話
し合いが円滑に進められるようになってきた段階では、児童生徒が自主的、実践的に
課題に取り組んでいく中で、教師は共に考え、解決していこうとする姿勢に移行する
ことが望ましい。
　第 2 としては、児童生徒の実態を把握し、実態に即して、指導を段階的に進めてい
くことである。指導計画が立派であっても、対象となる児童生徒の実態に対応してい
なければ、絵に描いた餅になってしまう。リーダー性の備わった児童生徒がいる集団
か全体的に消極的な集団かの違いや、協力し合える雰囲気があるかどうかなどで、取
り組みも異なってくる。そこで、大目的だけでなく、それに至る小目的を設定し、児
童生徒の活動を段階的に進めていく。児童生徒に任せられることは任せ、経験を積み
重ねさせ、児童生徒が育つのを待つ、育てる指導といえる。ここでは、教師の介入も
必要になってくる。
　話し合い活動の取り組みの例として、課題の発見・確認→解決方法の話し合い→解
決方法の決定→決めたことの実践→振り返りの過程があげられている。課題の発見・
確認では、教師が、身近な事柄から共通の問題を取り上げ、題材を設定して、それぞ
れの児童生徒が自己にかかわる問題として受け止められるよう配慮し、自分の問題と
して取り組めるようにする。解決方法の話し合い、解決方法の決定では、一人一人の
意見が出しやすい雰囲気の中で話し合いが行われるように配慮し、その場の雰囲気や
多数決で安易に決定するのではなく、少数意見の考えも考慮して、納得して合意でき
るように誘導していく。決めたことの実践では、決定した内容を明確にし、皆が理解
して、協力して実践できるように促す。さらに重要なのが、振り返りである。教師が、
時間や機会を工夫し、振り返りを意識づけることで、活動のチェック機能が習慣化す
る。振り返ることで、自己や学級全体の自己評価をすることができ、それが次の課題
への問題提起になり、一つ一つの活動が体験として子供の中に定着していくのである。
活動の主体は、児童生徒であるが、自発的に取り組めるように、それぞれの段階での
教師の適切な介入が求められる。
　児童生徒の実態把握として、学級アセスメントを用いることも一つの方法である。
学級アセスメントとしては、Ｑ－Ｕ、Ｙ－Ｐアセスメントシート、ASSESS などの質
問紙による調査がある。
　Ｑ－Ｕ（QUESTIONNAIRE-UTILITIES）とは、『楽しい学校生活を送るための
アンケート』であり、「やる気のあるクラスをつくるためのアンケート」と「いご
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こちのよいクラスにするためのアンケート」という、 2 つの心理テストから構成さ
れている。これに、ふだん（日常）の行動をふり返るアンケートを加えたものが、
hyper- ＱＵである。このテストの構成は、学校生活意欲尺度と学級満足度尺度である。
hyper- ＱＵでは、ソーシャルスキル尺度が加わる。対象は小学生から高校生までの
テストが開発されている。学校生活意欲尺度では、友人との関係、学習意欲、教師と
の関係、学級との関係、進路意識が把握できる。学級満足度尺度では、友達や教師か
ら認められているかという承認といじめなどを受けていないかという被侵害の状態が
把握できる。さらに、ソーシャルスキル尺度では、対人関係の基本的なマナーやルー
ルが守られているかという配慮と人とかかわるきっかけや関係の維持、感情交流の形
成ができているかというかかわりを見ることができる。このアセスメントでは、まず、
一人一人の学級生活の満足度や意欲などの個人についての状況、学級集団の雰囲気や
学級の成熟度など学級集団の状況、学級集団における児童生徒の相対的位置を把握す
ることができる。それらから、学級集団全体の状態を把握し、学級経営の課題を発見
することができる。また、一人一人の意欲・満足感などを理解し、適切な支援方法や
対応方法を知ることができる。
　子供の社会的スキルの実態を把握し課題を発見する目的で、横浜市教育委員会で開
発されたものに、横浜プログラムにおけるＹ－Ｐアセスメントシートがある。Ｙ－Ｐ
アセスメントシートは、①複数の教師で行う学級風土チェックシート、②子どもが自
分自身について回答する学校生活についてのアンケートから構成されている。学級風
土チェックシートは、横浜プログラムの自分づくり・仲間づくり・集団づくりという
3 視点から構成され、公正・寛容・自己表現・配慮・課題遂行・合意形成の 6 領域に
ついて学級担任だけでなく学年に所属する教師や養護教諭など複数の目によって、一
人一人について多面的な評価を行うものである。複数の目を通すことで、担任や教科
担任だけでは、気が付かない子供の面に気付き、課題を発見することができる。学校
生活についてのアンケートは、自分自身に関すること（10 項目）、自分の学校生活に
関すること（12 項目）、学級での居心地感に関すること（4 項目）で計 26 項目からな
る質問紙である。このアセスメントシートは、インターネット上で公開されていて、
入力すると、学級の分布図や個人のプロフィールが作成でき、学級や個人の実態を分
析することができる。図 1 は、Ｎ中学で以前に行ったＹ－Ｐアセスメントシートの分
布図である。図中の数字は、生徒個人の学級での位置を表し、独りよがり身勝手群、
いきいき群、投げやりアパシー群、ピアプレッシャー対人過敏群のどこに属してい
るかを見ることができる。この分布図から、学級の実態も見ることができ、図 1 では、
生徒が中心に集まっていることから、学級としてのまとまりはあるが、いきいき群
に比べて、投げやりアパシー群がやや多く、学級をまとめるには、強いリーダーシッ
プが必要と判断される。そこで、全体として前向きな取り組みをしていくには、教師
の支援や仕掛けが重要になってくるという方向性が見える。個人としては、2 番や 36
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番の生徒は、特に支援が必要と思われる。図 2 は、2 番の男子中学生のプロフィール
である。この生徒の見立ては、自己効力感、自尊感情の項目が低く、共感配慮や自己
表現も低いことから自分づくり、仲間づくりにおいて支援が必要であることがうかが
える。不安傾向は高いが、学級の居心地感は普通なので、行事や学級活動を通して認
められ体験を重ねることで、自己受容や共感性が高まり、不安を軽減することができ
ると考えられる。このようにして、教師の支援の方向性を見出すことができる。また、
学級風土チェックシートと合わせてみることで、他の教師とも情報の共有ができ、学
級だけでなく、授業や他の場面でも支援を重ねることによって、より効果的な指導が
行えると考えられる。
　ASSESS とは、Adaptation Scale for School Environments on Six Spheres の略で
あり、学校環境適応感尺度のことで、小学生から高校生までを対象に開発されている
34 項目の質問紙である。学校の適応感を生活満足感、学習的適応、対人的適応の 3
つの観点からを捉え、さらに対人的適応を教師サポート、友人サポート、向社会的ス
キル、非侵害的関係に分け、①生活満足感、②教師サポート、③友人サポート、④向
社会的スキル、⑤非侵害的関係、⑥学習的適応の 6 領域から、児童生徒の適応感を包
括的、多面的に把握し、支援方法を探っていくものである。
　児童生徒の実態把握には、これらのアセスメントシートを有効に使うとともに、日
図 1　Ｙ - Ｐアセスメントシート分布図
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ごろから児童生徒の様子に気を配り、観察していくことで、細かい把握ができるとい
える。
(2) 臨床的教師のかかわり
　特別活動は、主に集団を単位として行われる活動であるが、集団とは単なる個人の
集合ではなく、個性を持った一人一人を尊重しつつ調和のとれた集合体である。特
別活動における指導とは、集団を優先するか個人を優先するかという二者択一の問
題ではなく、車の両輪のように両者が機能してこそ、活かされるものである。その点
について、新学習指導要領の内容の取扱いにおける配慮事項として次のように、提示
されている。すなわち、「学校生活への適応や人間関係の形成などについては、主に
集団の場面で必要な指導や援助を行うガイダンスと、個々の児童の多様な実態を踏ま
え、一人一人が抱える課題に個別に対応した指導を行うカウンセリング（教育相談を
含む。）の双方の趣旨を踏まえて指導を行うこと」（新学習指導要領、2017）という点
である。児童生徒が、学校生活に適応し、円滑な人間関係を形成するためには、集団
に対して行われるや指導や援助であるガイダンスと、児童生徒一人一人の実態や課題
に即して行われるカウンセリングという、全体と個に目配りをした、教師の丁寧なか
かわりが、今後の特別活動に求められているのである。
　カウンセリングは、相手に寄り添い、心の声に耳を傾ける臨床的なかかわりである。
そもそも臨床という言葉は、英語ではクリニック（clinic）であり、病床というイメー
ジがあるが、もともとは、ギリシア語のクリニコス（clinicos）に由来するといわれて
いる。クリニコスは傾けることや横にする、もたれかかることを意味するクリーネイ
ン（clinein）に派生する形容詞であり、寄り添うことを意味していた。臨床的な教師
のかかわりとは、教師の指導や教材に児童生徒を合わせるのではなく、児童生徒の実
態や願いに応じて課題を発見して、児童生徒の反応を大切にしつつ指導を進めていく
ことであり、寄り添うかかわりである。その過程においては、児童生徒と教師との間
に、ラポールによるコミュニケーションが成立していることが重要である。ラポール
とは、臨床心理学におけるカウンセラーとクライアントの信頼に基づいた心の通い
合った状態をいう。信頼関係は、特別活動の場面だけでなく、学校生活の中での様々
なかかわりによって形成される。教師が児童生徒の一人一人の成長を願い、関心を
持って接して、言葉をかけたり、相談に乗ったりする中で、徐々に育まれていくもの
である。そのような信頼に基づいた教師と児童生徒との関係が築かれることによって、
親和的な集団が育まれ、特別活動においても、児童生徒が認め合い高めあう活動を生
む土壌となるのである。
　
(3) ともに成長する教師のかかわり
　児童生徒が、特別活動の中で体験した葛藤や充足感、獲得した知見を、教師が日常
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の教育活動の中で、観察、記録、洞察して、その中から学びを得ていくことは、教
師の経験知の積み上げになり、より熟練された教育技術を高めることができる。早
川操（1998）は、「教師にとっても、教室は省察の場であり、探求の場である。」と述
べ、児童生徒の思いがけない反応や回答にであうことで、教師自身が探求者になると
いう協働探究者としての教師の姿勢を示した。経験を学びとしていく探求して姿勢は、
デューイの熟慮的経験と通底する。事象との出会いは、初めに困惑・混乱・疑惑をも
たらすが、推論や解釈、注意深い調査、仮説・検証という一連の思考と行為を繰り返
すことによって思考が深まり、経験知として蓄積されていくのである。
　同じように経験を重んじる立場から、ドナルド・ショーン（Donald. A. Schön）
は、行為の中の省察にもとづく専門家の知恵として、反省的実践家モデルを示した。
ショーンは、実践認識について、行為の中の知（knowing-in-action）、行為の中の省
察（reflecting-in-action）、実践の中の省察（reflecting-in-practice）の 3 点をあげて
いる。行為の中の省察とは、活動中に起こる思考（状況との対話）と実践の振り返
り（行為の後の省察）、一連の実践で起きたことの対象化・検討（行為についての省
察）を含んでいる。この省察を積み重ねていくことを熟練と呼び、熟練した技術によ
り、教師は反省的実践家としての専門的力量を高め、教師の成長につながるとした。
　特別活動は、多様な活動であり、児童生徒の実態や集団の成熟度、人間関係の在り
方など、変化に富み、指導を固定化、法則化することは、児童生徒の自由な発想を退
け、自主性を阻むことにもなる。行為の中の省察によって得られた実践知が、偶発的
に生じる事象に対しても、機会をとらえ、気づきを得て、柔軟な対応によって児童生
徒を導き、新たな価値を生むことにも通じていく。また、教師の児童生徒の見方、と
らえ方も多角化し、実態を見立てる観察力も高まるといえる。
　この“実践からの学び”を記録していくことが、教育実践記録である。教育実践記
録は、記録を綴ることによって、実践を振り返ることであり、ショーンの反省的実践
家モデルにおける行為後の省察に相当する。教育実践記録をつづり、省察によって得
られた見識が、日々の実践において行為の中の省察の基準として次の実践に価値を与
え教師の教育技術を高めるのである。その教育実践記録をもとに、複数の教師でケー
ススタディとして検討するのが、教育実践記録懇談会である。教育実践記録懇談会で
の学びは、参加者にとっても有益なものであるが、発表者にとっては、自らの教育実
践を振り返る場となり、新たな気づきを得る場ともなる。そして、積み上げられた知
見が、暗黙知として自己の内部で熟成し、熟練した教育スキルを持った教師に成長し
ていくのである。小学校新学習指導要領（2017）にも、「教師の世代交代が進むと同
時に、学校内における教師の世代間のバランスが変化し、教育に関わる様々な経験や
知見をどのように継承していくかが課題となり、また、子供たちを取り巻く環境の変
化により学校が抱える課題も複雑化・困難化する中で、これまでどおり学校の工夫だ
けにその実現を委ねることは困難になってきている。」とある。今後、特別活動にお
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いても、児童生徒の実態を把握するための見立てのスキル、指導過程における教師の
適切なかかわり、評価方法などについて、教師相互が高めあうことが、質の高い教育
活動となり、より良き教育実践につながっていくと考えられる。
6．まとめ
　これまで、特別活動における教師の指導については、児童生徒の自主性の育成との
対立軸として、葛藤し揺れ動いてきた。現在、価値観の多様化や個別性の重視などの
社会的変化の中で、新たな教師のかかわりが模索されているのが現状である。教科指
導は、教科を通して身に付けさせるねらいがはっきりしており、教育の教える部分に
重きが置かれている。それに対して、特別活動は、教科外の活動として、児童生徒の
育成にかかわる多様なねらいがあり、教育における育てる部分を担う領域である。そ
の中で、児童生徒の実態そのものより、身に付けさせたい価値や方向性が優先してし
まい、初めに目的ありきで取り組まれてきた面もある。また、学校や学級の中で、踏
襲された活動や行事などをこなす中で、今年の子供はついてこられない、能力が低い
などと評価してしまいがちである。しかし、教師の臨床的かかわりとして、児童生徒
の実態に目を向け、声に耳を傾け、子供から出発するという視点で特別活動を立案、
計画し取り組むことによって、子供の成長が明確になると考えられる。また、教育実
践記録をつづり、反省的実践家として事例から学ぶということは、すなわち子供から
学ぶという教師の姿勢である。今後の特別活動において、臨床的かかわりと反省的実
践家としてのかかわりを取り入れて実践することで、より児童生徒の実態にあった実
践の取り組みができ、児童生徒とともに教師も成長する特別活動の在り方を創出する
ことができるであろう。
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た。
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Study Transition of Special Activities  
and Role of Teachers
Appropriate Teaching by Teacher in New Curriculum Guidance  
for Defining Basic Standard for Education
Sanae TAKAHASHI, Haruo MAGARI
A Study on the Transition of Special Activities and the Role of Teachers
Special activities are considered as an area of educational curriculum in the area of learning 
guidance,…but…as…a…wide…range…of…activities…in…school…life,…it…has…a…profound…influence…on…human…
formation of students.
Special activities are to promote the independence and spontaneity of the student through 
collective…activities…such…as…discussion…activities…and…collaborative…work…at…class…meetings…and…
events etc. and to understand and consider other people, human formation with others, as a 
group Nurturing consciousness and other social nature.
The… important… thing…among… them… is… the…spirit…of…cooperation…and…collaboration…among…
students, and the human relationship that supports it.
Until…now,…respect… for… the…subjectivity…of… the…students…and… teacher’s…guidance…have…been…
viewed…as…conflicting,…but… in… this… revision…of… the…guidance,…concretely…shows… the… teacher’s…
appropriate…guidance…has…been…done.
I would like to consider what is required as a role of the teacher while tracing the transition 
of special activities.
Among…them,…I…would…like…to…refer…to…the…teacher’s…proper…guidance…as…well…as…the…necessity…
of…clinical… involvement…that… the…teacher…clings…to…the…student…and…the…model…of… the…teacher’s…
reflective practitioner growing with the students.
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「主体的・対話的で深い学び」を実現する算数科学習指導（2）
―アクティブ・ラーニングを取り入れた効果的な問題解決型学習を通して―
鈴 木　詞 雄
1　研究のねらい
　2020（平成 32）年に施行される新学習指導要領における大きな指針の 1 つは、中
央教育審議会答申に盛り込まれた「主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニ
ング）」である。溝上慎一 (2014) が提唱している「アクティブラーニング」や松下佳
代 (2015) が提唱している「ディープ・アクティブラーニング」の考え方を基盤にし
ながらも、より限定的な形で「主体的・対話的で深い学び」という文言を用いている。
では、算数科の授業における「主体的・対話的で深い学び」とは、どのような授業の
中で、どのように行われるものを指すのであろうか。小学校教員と連携しつつ考えた
授業のポイントと指導案を示す。
　ベースとするのは、子どもが自ら課題ととらえ、自力解決し、集団で考えを練り合
い、よりよい解決にしていく問題解決型授業である。子どもたちは自ら課題を設定し、
解決することで、わかる喜び・できる楽しさをより強く味わうことができる。それが
「主体的・対話的で深い学び」になるには、子どもの気づきや考えを大切にし、子ど
もの言葉で授業を創る必要がある。そして小集団交流を取り入れることで、より多く
の子どもたちが内化と外化を繰り返すことができ、効果を高めることができる。
　例として、第 3 学年の単元「小数－はしたの大きさの表し方を考えよう－」の授業
（第 10 時）を提案する。
2　研究の方法
(1) 工夫点と期待する効果
①　工夫点 1　小集団交流を取り入れた問題解決型学習
　「問題提示→めあての設定→見通し→自力解決→小集団交流→全体共有→まと
め」という学習の流れを基本とすることで、問題解決能力を高めると共に「主体
的・対話的で深い学び」を実現する。
②　工夫点 2　魅力ある教材
　身近な問題や算数的活動を必要とする問題などを設定することで、子どもの意
欲を高めると共に、必要感をもたせる。
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③　工夫点３　既習事項を基にした問題提示と解決の見通し
　問題提示の際、既習事項との共通点や相違点を考えさせることで、解決の見通
しが立ち、「主体的な学び」ができる。
④　工夫点４　子ども自身によるめあての設定
　問題を理解させた後、前時の問題との比較などを通して、子どもたち自身にめ
あてを考えさせることで、「主体的な学び」ができる。
⑤　工夫点 5　自力解決の充実
　子どもたちが自分の考えを自由に表現でき、すぐに共有できるように 1 人 1 枚
の画用紙で作ったワークシートを用意する。ワークシートの上半分には言葉と式
の説明、下半分には数直線による説明を記入するようにする。時間を短縮するこ
とにより、内化と外化を繰り返す時間を確保する。
⑥　工夫点 6　小集団交流
　協同学習の手法である「シンク・ペア・シェア」の考え方を取り入れ、意図的
にグループ編成したペア・トリオ・カルテット学習を行う。1 人目が説明したら、
2 人目は 1 人目の考えを復唱し、その後自分の考えを説明する。自分の考えとの
共通点や相違点を考えながら意見を交流することで、「対話的な学び」が実現す
る。
⑦　工夫点 7　子どもの言葉をつなぐ全体共有
　全体共有の場面では、友達が考えた式や図を読み取り、説明する活動をする
ことで、友達の考え方に主体的に関わっていくことができるようになる。また、
様々な考え方を共有することで、「深い学び」が実現する。
⑧　工夫点 8　教材に合わせた話し合いの視点
　算数科の学習には、オープンエンドのものとクローズエンドのものがある。
オープンエンドのものは多様性を評価し、クローズエンドのものは一般化と簡
潔明瞭を評価する。今回はオープンエンドであるので、数名の児童の「言葉と
式の説明（ワークシートの上半分）」と別の数名の児童の「数直線の説明（ワー
クシートの下半分）」を黒板に貼り、どれとどれが同じかを考えさせる。クイズ
の要素を取り入れながら、小数の多様な見方を考え、「主体的・対話的で深い学
び」を実現する。
⑨　工夫点 9　子どもの具体的な姿を予想するイメージシート
　子どもの具体的な姿を予想し、つまずきに対応するためのイメージシートを作
成する。教員がその授業における「主体的・対話的で深い学び」を具体的な子ど
もの姿で考えることにより、子どもたちは的確な支援を受けることができる。
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3　研究の内容
(1) 単元計画
　「研究の方法」で述べた 9 個の工夫点を用いた授業を提案する。単元は、第 3 学年
「小数－はしたの大きさの表し方を考えよう－」（教科書『新しい算数 3』東京書籍）
である。単元計画を載せておく。
1 
 
時
間 
主なねらい 学習活動 
学習に即した具体的な
評価規準（評価方法） 
児童に表現させたい 
表現方法 
 
 
１ 
 
 
整数で表せない
端数部分の大き
さを表すのに小
数が用いられる
こ と を 理 解 す
る。 
水を1Lのますでは
かったときの1Lに
満たないはしたの
かさの表し方を考
える。 
1Lを10等分した1こ 
分のかさを「0.1L」 
ということを知る。 
はしたのかさはそ
の 3こ分で 0.3Lで、
合わせて 1.3L にな
ることを知る。 
関身の回りにある小数
に関心をもち、小数
が用いられる場合に
ついて考えようとし
ている。 
考物差しの目盛りなど
の 既 習 と 関 連 づ け
て、1 を 10 等分して
1L に満たない端数部
分の体積の表し方を
考え、説明している。 
 
 
 
２ 
 
 
前時の学習を振り
返りながら小数を
使ってはしたの大
きさを表す。 
用語「小数」「小数
点」「整数」を知る。 
技体積について端数部
分の大きさを小数を
用いて表すことがで
きる。 
知用語「小数」「小数
点」「整数」を知る。 
 
 
３ 
 
 
長さ（cm）の場
合も小数を用い
て表すことがで
き、小数を用い
ると単名数で表
すことができる
こ と を 理 解 す
る。 
8cm7mm のテープの
長さを cm 単位で表
すことを考える。 
長さや重さの量に
ついて、小数を使っ
た単名数での表し 
方を考える。 
技長さについて小数で
表すことができる。 
知小数を用いると、 2
つの単位で表してい
た大きさを 1 つの単
位で表せることを理
解している。 
 
 
 
 
４ 
 
数直線に表され
た小数を読んだ
り、数直線に小
数を表したりす
る こ と が で き
る。 
数直線に表された
小数を読んだり、数
直線に小数を表し
たりする。 
小数の相対的な大
きさについて考え
る。 
考整数の数直線と関連
づけて、数直線上の
小 数 の 読 み 方 を 考
え、説明している。 
 
  
小数も整数と同じよう
に数直線に表すことが
できる。 
 
 
５ 
 
 
用語「小数第一
位」を知り、 小
数の位取りの仕
組みや数の構成
を理解する。 
147.2 の構成につ
いて考える。 
用語「小数第一位」
を知る。 
位取り板と数カー
ドを使って、147.2
の構成をとらえる。 
知 小数の各位の数字
は、それぞれ 100、10、
1、0.1 などの単位の
個数を示しているこ
とを理解している。 
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1 
 
時
間 
主なねらい 学習活動 
学習に即した具体的な
評価規準（評価方法） 
児童に表現させたい 
表現方法 
 
 
１ 
 
 
整数で表せない
端数部分の大き
さを表すのに小
数が用いられる
こ と を 理 解 す
る。 
水を1Lのますでは
かったときの1Lに
満たないはしたの
かさの表し方を考
える。 
1Lを10等分した1こ 
分のかさを「0.1L」 
ということを知る。 
はしたのかさはそ
の 3こ分で 0.3Lで、
合わせて 1.3L にな
ることを知る。 
関身の回りにある小数
に関心をもち、小数
が用いられる場合に
ついて考えようとし
ている。 
考物差しの目盛りなど
の 既 習 と 関 連 づ け
て、1 を 10 等分して
1L に満たない端数部
分の体積の表し方を
考え、説明している。 
 
 
 
２ 
 
 
前時の学習を振り
返りながら小数を
使ってはしたの大
きさを表す。 
用語「小数」「小数
点」「整数」を知る。 
技体積について端数部
分の大きさを小数を
用いて表すことがで
きる。 
知用語「小数」「小数
点」「整数」を知る。 
 
 
３ 
 
 
長さ（cm）の場
合も小数を用い
て表すことがで
き、小数を用い
ると単名数で表
すことができる
こ と を 理 解 す
る。 
8cm7mm のテープの
長さを cm 単位で表
すことを考える。 
長さや重さの量に
ついて、小数を使っ
た単名数での表し 
方を考える。 
技長さについて小数で
表すことができる。 
知小数を用いると、 2
つの単位で表してい
た大きさを 1 つの単
位で表せることを理
解している。 
 
 
 
 
４ 
 
数直線に表され
た小数を読んだ
り、数直線に小
数を表したりす
る こ と が で き
る。 
数直線に表された
小数を読んだり、数
直線に小数を表し
たりする。 
小数の相対的な大
きさについて考え
る。 
考整数の数直線と関連
づけて、数直線上の
小 数 の 読 み 方 を 考
え、説明している。 
 
  
小数も整数と同じよう
に数直線に表すことが
できる。 
 
 
５ 
 
 
用語「小数第一
位」を知り、 小
数の位取りの仕
組みや数の構成
を理解する。 
147.2 の構成につ
いて考える。 
用語「小数第一位」
を知る。 
位取り板と数カー
ドを使って、147.2
の構成をとらえる。 
知 小数の各位の数字
は、それぞれ 100、10、
1、0.1 などの単位の
個数を示しているこ
とを理解している。 
 
2 
 
 
 
６ 
 
 
小数の大小関係
について理解す 
る。 
数直線を使って、小
数の大小を考える。 
小数の大小を比較
する時には、整数の
場合と同じように、
位の数字に着目す
ればよいことをま
とめる。 
考 数直線や構成を基
に、小数の大小を考
え、表現している。 
知小数の大小関係を理
解している。 
 
 
７ 
 
小数第一位どう
しの小数の加法
とその逆の減法
の計算の仕方を
理解し、それら
の 計 算 が で き
る。 
場面をとらえ、立式
について考える。 
0.5＋0.3 や 0.4＋
0.7 の計算の仕方
を、0.1 を単位とし
て考える。 
考小数の加減計算の仕
方を、小数を 0.1 の
何こ分とみることで
既習の整数の計算に
帰着して考え、説明
したりまとめたりし
ている。 
技小数第一位どうしの
加法とその逆の減法
の計算ができる。 
 
 
８ 
場面をとらえ、立式
について考える。 
前時の学習を使っ
て、0.8－0.3 や 1.4
－ 0.6 の計算の仕
方を考える。 
考小数の仕組みや整数
の筆算を基に、小数
の加減法の筆算の仕
方を考え、説明した
りまとめたりしてい
る。 
技小数第一位までの小
数の加減法の筆算が
できる。 
 
 
９ 
小数第一位まで
の小数の加減法
の筆算の仕方を
理解し、それら
の計算をするこ
とができる。 
2.5＋1.8 の筆算の
仕方を考える。 
小数第一位までの
小数の加法の筆算
の仕方をまとめる。 
4.3－1.8 の筆算の
仕方を考える。 
1.2 ＋ 2.8 、 4.2 －
3.5、5－1.4 の筆算
の仕方を考える。 
考小数の仕組みや整数
の筆算を基に、小数
の加減法の筆算の仕
方を考え、説明した
りまとめたりしてい
る。 
技小数第一位までの小
数の加減法の筆算が
できる。 
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(2) 提案授業
　提案する授業は、前述の単元計画の第 10 時である。「小数の仕組みを基に、数直線
や式を用いて、小数についてもいろいろな見方や表し方ができることを理解する」こ
とが、主なねらいである。次ページに目標と展開例を載せておく。
3 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
10 
 
本
時 
小数について
も、いろいろな
見方や表し方が
できることを理 
解する。 
2.8 を数直線に表
し、いろいろな見方や
表し方を考える。 
他者の考えを読み取
り、図や式や数直 
線で表す。 
2.8 は数の構成や、
相対的な大きさを基
にするといろいろな
表し方ができること
をまとめる。 
考 小数の仕組みを基
に、数直線や式を用
いて、2.8 の多様な見
方について考え、表
現している。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
11 
学習内容を適用
して問題を解決
する。 
「力をつけるもんだ
い」に取り組む。 
技 学習内容を適用し
て、問題を解決する
ことができる。 
 
12 
学習内容の定着
を確認し、理解
を確実にする。 
「しあげ」に取り組 
む。 
知基本的な学習内容を
身に付けている。 
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 （１）目標 ◎小数の仕組みを基に、数直線や式を用いて、2.8 の多様な見方について考え、表現し
ている。【数学的な考え方】 
 （２）展開 
 
 
段階 学 習 活 動 ☆教師の指導・支援 ○評価 
導
入 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 問題提示 課題把握 
T：2.8 はどのような数か説明できますか。 
C：（複数人挙手する。） 
T：何人か手が挙がりましたね。色々な考え方
があるのかな。いくつ書けますか。 
T：説明するために何を書くとよいですか。 
C：式です。 
C：図です。 
T：今回の単元では、数直線を使ってきました
ね。説明するために言葉や式と一緒に書き
ましょう。 
T：今まで学んだことを生かしながら取り組み
ましょう。 
〇問題をノートに書く。 
 
２ めあての確認 
 
 
☆児童とのやり取りの中で多様な見方をするこ
とができることを確認し、課題を把握させる。 
 
 
 
 
 
 
☆既習事項の掲示物に目が向くように声掛けを
する。（数直線 小数の相対的に見た大きさ） 
 
 
 
 
 
☆児童の言葉を用いて、めあてを確認する。 
☆ 
展
開 
 
 
 
 
 
３ 自力解決 
〇自分の考えを言葉、式、数直線を用いてワ 
ークシートに書く。 
・相対的に見た数の見方 
・足し算 
・引き算 
・数の構成 
☆数直線の書かれたワークシートを用意する。 
☆困っている児童には、整数の２８から考えさせ
るようにする。 
４ 学び合い（トリオ 集団検討） 
○トリオで、お互いの考えを伝え合う。 
○グループで出た考えを画用紙に書く。 
 
〇言葉と式が書かれた画用紙と数直線が書
かれた画用紙を見て、どの考え方が同じ
か自分の考えをノートに書く。 
〇トリオで、検討する。 
〇どのような表現方法がよいのか全体で検
討する。 
☆考えに自信がない児童から伝えさせるよう
にする。 
 
 
☆どの考えがつながるのか根拠をもって言わ
せるようにする。 
☆４つの考えが出揃わない場合、教師側から数
直線、または言葉や式を示して考えさせる。 
〇小数の仕組みを基に、数直線や式を用いて、2.8
の多様な見方について考え、表現している。 
【数学的な考え方】 
 
ま
と
め
 
５ まとめ 
〇適応問題に取り組む。 
○振り返りをする。 
 
☆児童たちの振り返りの言葉からキーワード
を拾い、黒板にまとめを書く。 
☆様々な考え方で、できることを全体で共有す
る。 
相対的に見た数 足し算で考える 引き算で考える 数の構成で考える 掛け算で考える 
２．８は０．１を２８個
あわせた数 
２＋０．８＝２．８ 
１．４＋１．４＝２．８ 
２．６＋０．２=２．８ 
３－０．２＝２．８ 
３．８―１=２．８ 
１が２個、０．１を８個
あわせた数 
１．４×２＝２．８ 
問題  2.8 はどのような数でしょうか。 
 
めあて 2.8 はどのような数か数直線を使って全員説明できるようにしよう。 
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(3) イメージシート
　子どもの具体的な姿を予想し、つまずきに対応するためのイメージシートを作成す
る。下が、提案授業におけるイメージシートである。
３年生「小数」１０時間目 イメージシート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
十
分
満
足
で
き
る
状
況 
〇２．８を数直線と言葉を関連付けて表現すること
ができる。 
・数直線で表していることを言葉で表現してい
る。 
・言葉や式で表現していることを数直線に表わ
すことができる。 
 
 
お
お
む
ね
満
足
で
き
る
状
況 
〇２．８を式や数直線に表すことができる。 
・２．８は、２と０．８を合わせた数。 
・３－０．２した数。 
・２．８は、２と０．１を８個合わせた数。 
・２．８は、０．１を２８個集めた数。 
・１を２個と０．１を８個集めた数。 
 
努
力
を
要
す
る
状
況 
○２．８を式や数直線に表すことができない。 
 
小数の仕組みを基に、数直線や式などを用いて、２．８の多様な見方について考え、表現してい
る。【数学的な考え】 
・式を数直線で分かりやすく説明しよう。 
・全員が分かるようにまとめよう。 
・どうして整数で表すことができるのかな。 
・どうしてひき算なのかな。 
・式で表すとどうなるかな。 
・この数直線を式や言葉で表せるかな。 
・２．８は、何と何で分けることができる
かな。（式・数直線） 
・整数で考えてみるとどうなるかな。 
 （式・数直線） 
・整数からいくつ違うかな。（式・数直線） 
・数直線の１目盛りは、どのような大きさ
かな。（数直線） 
・０．１を何個集めた数かな。（数直線） 
児童の具体的な姿 教師の支援 
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4　考察
(1) 成果
　具体的なデータは掲載できないが、以下の 9 個の工夫点は概ね期待する効果を生む
可能性があることが分かった。
①　工夫点 1　小集団交流を取り入れた問題解決型学習
　「問題提示→めあての設定→見通し→自力解決→小集団交流→全体共有→まと
め」という学習の流れを基本とすることで、問題解決能力を高めると共に「主体
的・対話的で深い学び」を実現する可能性がある。
②　工夫点 2　魅力ある教材
　身近な問題や算数的活動を必要とする問題などを設定したことで、子どもの意
欲を高めると共に、必要感をもたせることができた。
③　工夫点 3　既習事項を基にした問題提示と解決の見通し
　問題提示の際、既習事項との共通点や相違点を考えさせることで、解決の見通
しが立ち、「主体的な学び」ができた。
④　工夫点 4　子ども自身によるめあての設定
　問題を理解した後、前時の問題との比較などを通して、子どもたち自身にめあ
てを考えさせることで、能動的で「主体的な学び」ができた。
⑤　工夫点 5　自力解決の充実
　子どもたちが自分の考えを自由に表現でき、すぐに共有できるように 1 人 1 枚
の画用紙で作ったワークシートを用意する。時間を短縮することにより、内化と
外化を繰り返す時間を確保することができた。
⑥　工夫点 6　小集団交流
　協同学習の手法である「シンク・ペア・シェア」の考え方を取り入れ、意図的
にグループ編成したトリオ学習を行った。1 人目が説明したら、2 人目は 1 人目
の考えを復唱し、その後自分の考えを説明した。3 人目は 2 人目の考えを復唱し、
その後自分の考えを説明した。自分の考えとの共通点や相違点を考えながら意見
を交流することで、「対話的な学び」が実現した。
⑦　工夫点 7　子どもの言葉をつなぐ全体共有
　全体共有の場面では、友達が考えた式や図を読み取り、説明する活動をする
ことで、友達の考え方に主体的に関わっていくことができるようになる。また、
様々な考え方を共有することで、「深い学び」が実現する可能性がある。
⑧　工夫点 8　教材に合わせた話し合いの視点
　今回の教材はオープンエンドととらえ、数名の子どもの「言葉と式の説明
（ワークシートの上半分）」と別の数名の子どもの「数直線の説明（ワークシー
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トの下半分）」を黒板に貼り、どれとどれが同じかを考えさせた。クイズの要素
を取り入れながら、小数の多様な見方を考えさせることができた。「主体的・対
話的で深い学び」を実現する可能性がある。
⑨　工夫点 9　子どもの具体的な姿を予想するイメージシート
　子どもの具体的な姿を予想し、つまずきに対応するためのイメージシートを作
成した。教員がその授業における「主体的・対話的で深い学び」を具体的な子ど
もの姿で考えることにより、子どもたちは的確な支援を受けることができた。
(2) 課題
・この授業の緻密なデータ収集と分析をすることにより、より多くの成果と課題
を残すことができると考える。
・協同学習の他の手法である「ラウンド・ロビン」「ジグソー」「特派員」などを
教材に合せて使うことで、大きな効果を発揮する可能性がある。検証を行う必
要がある。
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Study Guidance in Elementary Mathematics Aimed for 
Realizing “Self-directed, Interactive, and Deep Learning” (2)
Through an Effective Problem-based Learning Strategy Integrating Active Learning
Norio Suzuki
One of the main principles presented in the new government curriculum guideline coming 
into effect in 2020 is “self-directed, interactive, and deep learning,” which also is illustrated 
in… the…report…submitted…by…the…Central…Education…Council.…The…author,…by…receiving…support…
from…elementary…school…teachers,…conceptualized…an…instructional…strategy…which…enables…“self-
directed, interactive, and deep learning” in elementary mathematics. The author proposed total 
nine strategic points for pupils’ achieving “self-directed, interactive, and deep learning” In 
addition,…the…author…exemplified…a…three…grade…class…math…lesson…plan…dealing…with…decimal.
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校長のトップマネジメントによる教職員の意識改革
―自己肯定感を高める学校経営を通しての一考察―
櫻 井　啓 雅
はじめに
　私は、初任の中学校で 3 年生の担任をした時、自宅で首を吊り自殺していた母親の
第一発見者となった男子生徒を受け持った。卒業式の最中に、高校を中退して非行に
走っていたその男子生徒の兄が、何かを抱えて会場の体育館に入ってきた。それは母
親の遺影であった。私は目が潤んでよく見えなかった。 
　その時以来、私は、どんなことがあっても自殺してはいけない、して欲しくない、
と思うようになった。やがてその思いは、担任した子ども達を自殺させたくない、絶
対にさせない、との強い思いに広がっていった。
　私が市教育委員会の指導主事になった時、「私たちは市内の 1 万 2 千人の小・中学
生の生命を預かっているのだ」という市教育長の指導に身が引き締まり、生命の大切
さを再び強く意識するようになった。
　やがて小学校の校長になり、児童の生命を守る最前線の最高責任者であると自覚し
た時、改めて我が国の自殺者数を調べたところ、2 万人から 3 万人で推移していた*1。
また、子ども達の自殺者数も調べたところ、300 人前後で推移していた*2。
　日本中の教育現場が学習指導要領で定められている「生きる力」をつけるための教
育活動をしているのは深い意味があると考える。子ども達の人生において自殺を食い
止めたい、無くしたい。そのためには、今、教育の場において何をしたらよいのかを
真剣に思索したり、調べたりした。その結果、「自己肯定感を高めること」が大変有
効であるとの考えに至った。自殺は自己否定の最たるものであり、自己肯定感はその
対極に位置すると考えたからである。
　日本人の自己肯定感は低いと言われている。*3　「どうすれば学校現場で子ども達の
自己肯定感を高めることができるのか？　そのために何をすればいいのか？」を真剣
に考え、悩んだ。
　その結果、自己肯定感を高めるための方策を２点にわたって考えた。
　
　１点目は「自己肯定感を学校経営目標に明確に位置付けること」、
　２点目は「校内組織の活性化を通して教職員の意識改革を図ること」である。
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黒田小学校での自己肯定感を高める学校経営
1．自己肯定感を学校経営目標に明確に位置付けること
　静岡県の富士宮市立黒田小学校の校長になったとき、学校経営目標を「一人ひとり
がかけがえのない存在として認められる学級づくり ―先生が認め、仲間が認め、自
分が認める―」とした。学級こそ子ども達の生活の場であり、最も多くの時間を過ご
す場であり、その学級づくりこそ大切であると考えたからである。「先生が認め」は
教師の人権感覚を磨くこと。「仲間が認め」はいじめのない温かな人間関係を作るこ
と。そして、「自分が認める」は自己肯定感を高く持つこと。と考えた。
　校長の学校経営目標に基づいて学年経営目標が決まり、学級経営目標が決まる。
　学校教育目標は「いい笑顔（徳）、輝く瞳（知）、光る汗（体）」であり、すべての
教育活動はそこに向かい、それを実現させるためにあると言っても過言ではない。学
校教育目標を実現するための校長の方針が、学校経営方針である。その目指すところ
が、学校経営目標なのだ。従って、学校経営目標に明確に位置付けることは、全教職
員がその実現に向けてすべての教育活動を行うということなのである。
　次に、職員に示した平成 24 年度学校経営方針の概要を掲載する。
　
1. 学校教育目標
　「いい笑顔（徳）・輝く瞳（知）・光る汗（体）」
2. 学校経営目標
　学校教育目標の達成を目指すために、学校経営目標を「一人ひとりがか
けがえのない存在として認められる学級づくり ― 先生が認め、仲間が認め、
自分が認める ―」とした。
　そのための手だてを、以下の 3 点から立てていきたい。
（１）豊かな心の育成（いい笑顔）
　・自己肯定感を育む 
　・安心できる学級集団づくり
　・自慢できる学級づくり
（２）自己肯定感を感じられる授業づくり（輝く瞳）
　・個に寄り添い、認め励ます授業 
　・認め、認められる学級
　・地域に学び、地域と共に
（３）健康な心身の育成（光る汗）
　・できた喜びを実感する体育の充実
　・主体的な食の自立と健康に関心を持つ
　・進んでより良い生活づくり
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2．校内組織の活性化を通して教職員の意識改革を図ること
　まず、先生達が成長し自己肯定感を高めてもらいたいと考えた。子どもにとって最
高最大の教育環境は教師自身であると思うからである。教師の成長が子どもの成長に
繋がる。教師が変われば子どもが変わる。という強い確信が私にはあった。
　意識改革は次の 2 点から行った。
　
(1) 若手教員の抜擢と指導・支援を通して
　具体的には、核になる分掌へ思い切って若手を登用した。研修主任、特活主任、体
育主任兼図工主任は 30 歳代前半、遊び方研究主任は 25 歳であった。私は、教頭、主
幹教諭と共に意図的に指導・支援を続けた。その結果、若手教員の成長が顕著に見ら
れるようになった。例えば、各分掌の便りが自主的に発行され続けた。研修便り 51
号、特活便り 54 号、体育便り 48 号、遊び便り 21 号、図工便り 22 号等が発行。便
りの内容は斬新で親しみやすく工夫してあるのに加え、8 名いる若手教員に配慮して、
学習指導要領や解説等を紹介する等、分掌の基礎・基本を押さえた内容になっていた。
これらの便りを見た全教職員が、次は何をやればいいのだろうという見通しと、何の
ためにやるのかという価値を自覚して教育活動を進めるようになっていった。
　
(2) ベテラン教員の意欲の活性化を通して
　学年主任を教科主任に任命し、熟練の教育技術の若手教員への自発的伝授をねらっ
た。また、ベテラン教員の得意分野を学ぶ校内研修の講師として、匠の技の伝授に意
欲的に取り組んだ。更に、全員が 50 歳台の学年主任の中から研究主任を任命し、市
の指定研究の推進役として活躍の場を与えた。通常は、研修主任が中心になって推進
するのであるが、ベテラン教員が研究の中心者として意欲を持って取り組むことがで
きるよう配慮した。その結果、学年主任がリーダーシップを発揮して、研究が進んで
いった。また、50 歳代後半の新採の拠点校指導員が初任者研修便りを 51 号出したり、
59 歳の学年主任が毎日学級便りを出したりするなど意欲的に仕事をしてくれた。こ
の学年主任は学級便りを通した作文指導に優れ、県の作文コンクールで団体の最高賞
である学校賞や個人の最高賞である金賞をはじめ、賞をたくさん戴いた。その結果、
多くの子ども達の自己肯定感が高まった。
　
3．芸術の匠事業とその継承・創造を通して
　平成 23 年度、富士宮ライオンズクラブの支援を受けて始まった市教委の「芸術の
匠事業」の募集に応募し、その指定校になった。富士宮市在住の画家ご夫妻に来校
願い、6 年生 4 クラス全員の絵画指導をしていただくことができた。講師料はライオ
ンズクラブが負担して下さった。下絵と色つけの 2 回ご指導いただいた。6 年間の思
い出に残るものを描くことがテーマだったので、ランドセルをはじめ、帽子、筆入れ、
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靴、リコーダー等々を、心を込めて描いていた。卒業式のとき会場の体育館に飾った。
大変上手な作品が多く、保護者も来賓も驚き褒めて下さった。「生まれてからこんな
に上手に絵が描けたことがない。」と笑顔で語るある子の感想を聞き、私は、この自
信に溢れた笑顔を全校に広げたいと決意した。
　そこで、平成 24 年度、PTA 会長に相談して、PTA の予算から昨年と同額の講師
料を出していただき、6 年は 4 回、その他の学年は 2 回、図工の時間にご指導いただ
くことができた。その際、先生方にも教える技術を見習ってもらった。学年毎、指導
が難しい分野や教材を選び、指導時期と講師の都合も勘案し、事前に講師と打ち合わ
せをしてから本番に臨んだ。先生方の指導技術も向上し、子ども達の作品が見違える
ように良くなっていった。その成果は徐々に表れ、数々の絵画コンクールに入賞し始
めている。中にはＭＯＡ美術館主宰の絵画展で市の最高賞を 2 年連続受賞し、全国大
会に作品が出品されることになった児童も出た。
　6 年間の掉尾を飾る卒業の時、素晴らしい作品が次から次へと生まれ、昨年と同じ
ように「生まれて今までで、一番上手にかけた。」という感想が多くの子ども達から
寄せられた。まさに、自己肯定感が高まった姿であった。芸術の匠の技とその教育を
通して、子ども達の変容が見事になされた。かげの付け方に関するきめ細かなご指導
や色使いに関する的確なご指導等により子ども達の技術が向上していった。
　また、先生達の図工に関する指導技術が向上したことは、今後、多くの子ども達の
指導に生かされることを想像すると、将来にわたって多くの子ども達の自己肯定感を
高めることに繋がっていくと考える。
　
4．黒田小アート計画の実施
　絵画をご指導いただいている画家夫妻から、黒田小学校をミニ美術館にしたいとい
う話があった。私は、少しでも子ども達に芸術作品と身近に接して欲しいと願ってい
たので、即座にお願いした。市教委のご理解もいただきながら打ち合わせを重ねた。
賛同して下さった芸術家の方々は、夏休みを利用して学校のあちらこちらに、絵やガ
ラス工芸や木彫りの作品や陶芸、カラクリおもちゃ、鉄の造形作品、フェルトの人形
等を仕込んで下さった。図工主任を中心とした図工部の教員が夏休みの２日間、芸術
＜芸術の匠：卒業式の会場の体育館に飾られた絵と指導して下さった画家夫妻＞
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家達を案内したり、要望に応えたり、ともに子ども達のために汗を流した。
　「こうちょうせんせい！たいへん！とりごやにおおきなたまごがある。なんのたま
ご？きょうりゅうかなあ？」「こうちょうせんせい！きてーきて！こびとのへやがあ
る！」「ちがうよ、いえだよー」2 学期の始業式の直前に校長室にとび込んできた子
ども達が、興奮した面持ちで夢中で教えてくれた。思った通りの反応であった。始業
式の時、黒田小アート計画について子ども達に紹介した。子ども達は大喜びだった。
学校のあちらこちらに作品が展示されているため、図工部の先生方が自主的に宝探し
やウォークラリーのようにカードを作ってくれた。子ども達は楽しく夢中で鑑賞する
ことができた。また、先生方の工夫で物語を創作させたり、感想を書かせたり、図工
の時間に学校中を見て回ったり、まるで、学校が美術館になったように感じた。そこ
でワークショップが開かれているように思った。
　5 年生女子の S さんは、オリジナルの物語を考え出した。「学校に一通の手紙が届
いた。『あなたたちの学校にあるそのたまごは、アートのたまごです。黒田小は選ば
れた学校なのです。』」子どもに想像の翼がはえて、大空に羽ばたいた。
　また、すぐ手の届くところに作品があったのにもかかわらず、いたずらがまったく
なかったことは私達を驚かせた。子ども達の作品への強い思いや愛着が感じられた。
「作家は本気で、真剣に制作しました。その思いに気付いたり、大切に感じたりして
欲しかった。」とは主催者の弁であるが、まさにその通りになったと確信した。
　保護者にも子どもから情報が伝わり、是非見たいという要望が相次いだため 1 日開
放したところ、多くの保護者が来て下さり、子どもに手を引かれ説明を聞きながら、
微笑んだり、感心したりしていた。また、作家の家族や関係者にも 1 日開放した。合
わせて 250 名を越える参観者が来校し、大変喜んで下さった。
　
5．運動遊びを通して
　「子どもは遊びの中で育つ」と言われている。一方、今の子ども達は遊ぶ機会が少
ないとも言われている。私は校長になって二十分休みと昼休みを中心に運動場へ出て
子ども達と遊んできた。余程のことがない限り運動靴に履き替えて外に出た。子ど
＜黒田小学校アート計画：22 名の芸術家の作品の一部と、喜ぶ子ども達＞
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も達と遊びながら様子を観察した。遊具でも遊びながら、通常月 1 回の遊具の点検を
毎日のようにしていた。その積み重ねの中で、学校での遊びはドッチボールを中心に、
けいどろ（どろけい）、隠れ鬼等であまり多くないと感じていた。
　また、放課後や休日に学校へ来て、数人で静かに遊んでいる姿をよく見ると「カー
ドゲーム」や「携帯ゲーム」を一人ひとりがやっている。
　遊びを通して体力、危機管理能力、人間関係力等が付いてくる。また、自主性の伸
長が図られ、創意工夫の歓びも味わうことができる。と思っていた私は、もっと多彩
な遊びを教えたい！昔の遊びも教えたい！と常々考えていた。
　私の校長経験 2 校目で、普段外で子ども達と遊んでいた新卒 2 年目の女性職員を、
遊び方研究主任として校務分掌に位置付けたものの、なかなか遊びの輪は広がらな
かった。その反省の上に立って、この学校では、体育部とコラボさせた。すなわち、
遊び方研究主任は体育副主任を兼ねる。体育部と遊び方研究部は兼務するように校
内人事を工夫した。体育部は若手教員を 8 人充てたので、遊び方研究部も 8 人になり、
かなり大きな勢力となった。彼らは、フットワークも軽く臨機応変の対応ができそう
なグループであった。
　また、遊び方研究の第一人者として名高い、山梨大学の中村和彦教授を紹介し、
（参考文献 *4, 5, 6）著作を校費で購入するよう指示したり、中村教授が講師になってい
る東京の小学校を先進校視察させたりした。更に、山梨大学に中村教授を訪ね、教え
を請うこと、できれば本校の研修に講師として来て下さるようにお願いすることを指
示した。その結果、熱意が通じ、中村教授が校内研修に来て下さり、運動遊びについ
てご指導して下さった。それにより、職員の意識が向上し、朝遊びに一段と熱が入っ
ていった。
　私や教頭は基本的には見守り、時折アドバイスをするに留めた。講師への折衝を通
して開拓力や折衝力を、接遇を通しておもてなしの心を育んで欲しいと願ったからで
ある。
　体育主任と遊び方研究主任が中心となり打ち合わせを重ね、体育科グランドデザイ
ン*7 と遊びグランドデザインを作った。
　体育科の研究主題は「できた！」喜びを実感し、自己肯定感を高める体育の授業～
認め合い、励まし合う場を通して～」。
　遊びの研究主題は「遊びながら学ぶ子を育てるための環境作り～運動の日常化・生
活化を求めて～」。体育と遊びをコラボさせた統一テーマは「運動の日常化を目指し
て～子どもが『生き生き』する運動遊び～」とした。
　実践の概要を紹介すると、
（１）運動や遊びの時間と場の確保のための「朝遊び」の設定。
（２）子どもの主体性を引き出す組織作り。
（３）運動や遊びにおいて認め合い、励まし合う環境の設定と用具の整備とし、実践
－ 203 －
創価大学教育学論集　第 69 号：櫻井
した。
　また、遊び便りも作り、教職員はもちろんのこと、保護者にも配付し、家庭での協
力をお願いした。その成果は次の通りである。
（１）新体力テストの伸長率 44.8％、前年比 16.6％増。その結果市教育長賞を受賞す
ることができた。授賞式で教育長に直接褒めていただくことができた。
（２）休日も運動するようになった子が 4％増えた。
（３）休み時間、けがをして保健室に通う子が減少。また、昨年と比べると大きな怪
我が 37 件から 24 件へと 13 件減少。
（４）交流し楽しみながら運動する子が増え、遊びの種類が増加し、「動き」の多様
化が図られた。
（５）遊びを進化させる姿から創造性が培われている。
（６）運動の多様化が図られ、身体能力の向上が図られるとともに、子どもの中に思
いやりの心が育まれてきた。
（７）朝運動で使った用具を子ども同士で呼び掛け合い、整理整頓ができるようにな
る等、自主性とボランティア精神が横溢してきた。
（８）スポーツ大好き委員会の子ども達を始め、多くの子ども達が自分に自信を持ち、
笑顔で朝遊びに参加している。
　朝運動から朝遊びになったことで、子どもは楽しみながら動くことで技能を修得し、
動きを工夫するだけでなく仲間とのコミュニケーションをとることも覚え、遊びを進
化させ続けている。
　このように校長の私のビジョンを元に計画を作り、実践し成果を上げてくれる逞し
い教師群が誕生したことは、本当に幸せなことであるとつくづく思う。この結果を市
で募集している「富士宮市教職員の教育実践記録」に応募したところ、市の最高賞で
ある優秀賞に輝いたことは、教師の自己肯定感を高めることとなった。また、県教委
の方針である「組織の活性化と教職員の成長」及び「逞しい先生」の育成が実現でき
たことは大きな喜びであった。
＜朝遊びの様子：プレイリーダーには、先生方が。次に高学年が。＞
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おわりに
　学校評価を実施する時、以前は PDS（Plan､ Do､ See）サイクルが主流であり、そ
れは多くの場合、一年間のスパンであったが、PDCA（Plan､ Do､ Check､ Action）
サイクルが導入されたことにより、短期スパンで成果と課題が浮き彫りになり、課題
克服に向けて早く手を打つことが容易になった。
　この変化をもたらしたものは何か？　それは、組織や制度などが変わった訳ではな
く、発想や意識の変化によってもたらされたと言うことができる。意識の変化は、現
実を変革する大きな力を持っていることを象徴する例である。
　「校長のトップマネジメントが教職員の意識改革を促し、学校を変える。」それが本
稿の主題である。今後、変化の時代に即応した教職員の意識改革が益々必要となって
くると考える。そのための方策として、教職員評価の有効活用等が考えられるが、私
は、多くの場合リーダーである校長の意識が変わることが大切ではないかと思う。言
うまでもなく、校長は学校経営の責任者であり、その発想、意識が校長の学校経営方
針として教育活動に大きな影響を与えるからである。「校長の意識が変われば教職員
の意識が変わる。」すなわち、校長の意識改革こそが学校を変えるのである。
参考文献
1　「平成 28 年中における自殺の状況」、p.2、厚生労働省自殺対策推進室・警察庁生
活安全局生活安全企画課、2017 年 3 月 23 日．（Web ページ、pdf）
2　「平成 27 年度『児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査』につい
て（確定値反映）」、p.113、文部科学省初等中等教育局児童生徒課、2017 年 2 月
28 日．（Web ページ、pdf） 
3　古荘純一、『日本の子どもの自尊感情はなぜ低いのか』（光文社新書 404）、光文社、
2009 年．
4　中村和彦、『子どものからだが危ない！今日からできるからだづくり』、日本標準、
2004 年．
5　中村和彦、東京・山梨「動きづくり研究会」編著、『子どもが夢中になる！楽しい
運動遊び』、学研、2011 年．
6　全国体力・運動能力、運動習慣等調査検討委員会、「子どもの体力向上のための取
組ハンドブック」、文部科学省、2012 年．
－ 205 －
創価大学教育学論集　第 69 号：櫻井
7　黒田小体育科グランドデザイン．
－ 206 －
校長のトップマネジメントによる教職員の意識改革
Reforming Staff Consciousness  
by Principal’s Top Management
—A Study through School Management Enhancing Self-affirmation—
Hiromasa SAKURAI
I…believe… that… the…major…key… to…preventing…suicide…of…children,… stopping…bullying,…and…
encouraging healthy growth and development of children is in enhancing self-affirmation. 
While I was a principal, I continued various researches and practices thinking to conduct 
school management with this idea.
This…article… is…organized…as… a…paper…based…on…my… researches…and…practices…at…Kuroda…
Elementary…School… in…Fujinomiya…City,…my… third…school…as…a…principal.…Two…strategies…of…
enhancing…self-affirmation…are… introduced…under… the… title…“Reforming…Staff…Consciousness…
by…Principal’s…Top…Management…–…A…Study… through…School…Management…Enhancing…Self-
affirmation–…”.…The…first…is…‘Positioning self-affirmation as a clear goal of school management’. 
Second is ‘Reforming staff consciousness through energizing the school organization’.
As…for…the…first…point,…it…will…become…more…and…more…essential…to…reform…staff…consciousness…
coping with the change of the times. To realize this, I think it is important that the principal 
him/herself… reforms…his/her…own…consciousness,… since,…needless… to… say,… the…principal… is…
responsible…for…school…management…and…his/her…idea…and…mind…have…a…great…influence…on…the…
educational…activities…in…the…form…of…principal’s……‘school…management…policy’.
As for the second point, it is important that teachers develop and enhance their self-
affirmation,…since…I… think…that… the…best…and…biggest…educational…environment…for…children…is…
their… teachers…themselves.…I…have…a…strong…belief… that… teachers’ development directly leads to 
children’s development and that if teachers change, children will also change.
I…conducted… the… reform…of…consciousness… through… the… following… two…points.…That… is,… (1)…
selecting,… advising,… and… supporting…younger… teachers,… (2)… activating… the…motivation…of…
experienced…teachers.…The…activities…were…developed…and…evolved…into…practices…in…the…aspects…
of art and sport, which are introduced in this article as the project of inheriting and creating 
the…master…of…art,…execution…of…the…art…project…of…Kuroda…Elementary…School,…and…the…project…of…
physical…exercise…play.
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戦後の知的障害教育の変遷と創価教育学からの考察
～青鳥養護学校の教育とこれからの特別支援教育～
山 内　俊 久　　　加 藤　康 紀
要約
　青鳥特別支援学校は、わが国の「養護学校」制度がスタートする以前の 1947 年に
創立された知的障害教育の実験学校であり、今日までの特別支援教育における中等教
育を担う中心的学校である。
　本研究では、戦後から 1974 年の養護学校義務制実施にいたるまでの法整備等の動
きを整理し、青鳥特別支援学校の前身である青鳥中学校、青鳥養護学校における希望
者全入の歴史を振り返り、その理念と教育方法の変遷について考察を加えた。その結
果、戦後のわが国の知的障害教育の流れには、その法的整備等も含めインクルーシブ
教育への底流があったことは間違いない。
　筆者は、これからの特別支援教育の先に、生涯教育化の理念が重要であると捉える。
「特別支援教育は特別でない」との言葉もあるが、これからの特別支援教育は、「障
害」「障害者」「支援」等というキーワードではなく、「人間」「人権」「連続性」「幸
福」等を念頭においた人間教育の視点から考えることが必要であると考える。その趣
旨から、創価教育学体系の著者でもあり、本学の理念の礎である牧口常三郎の考えを
通して、これからの特別支援教育の考察を試みた。
Ⅰ  はじめに
　わが国の知的障害教育を担う学校整備は、明治期からの特殊教育全体の整備ととも
に始まっているが、視覚・聴覚等の障害種と比較するとやや遅れての始まりであり1、
明治・大正期の初等教育においては当時の一部の小学校に特別学級として設置された。
しかし、その本格的な教育を担ったのは、滝乃川学園（東京）、白河学園（京都）、桃
花塾（大阪）などの 10 余校の施設であるとされる。2
　昭和初期の戦時下、国民学校令（1941 年）の施行により、身体虚弱、知的障害そ
の他心身に異常のある児童で特別の養護の必要が認められる者のために学級又は学校
を編成することができるようになり、それらの施設は養護学校または養護学級と呼ば
れるようになった。さらに中学校や高等女学校にも養護学級の編成を可能とした。国
民学校の養護学級は戦争による食料不足と栄養不良から増加したが、戦局の進行とと
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もに閉鎖された。3
　戦後、筆者が現在校長を務める東京都で知的障害教育が始まったのは、渋谷区立
大和田小学校（1946 年）及び世田谷区立砧小学校（1947 年）、品川区立大崎中学校分
教場（1947 年）の設置からである。4 この品川区立大崎中学校分教場が、都立青鳥中
学校（1959 年）、都立青鳥養護学校（1957 年）へと発展し、公立養護学校整備特別措
置法、養護学校学習指導要領の次官通達を経て、養護学校義務制（1979 年）に至り、
今日の知的障害特別支援学校の体制の整備へと連なる。
　筆者は、この事実を時代的背景と共にわが国の知的障害教育の変化として整理し、
これからの知的障害教育のあり方を考察したいと考えた。
　この間の時代的背景と歴史を大きく三期に分けて考察をする。1947（昭和 22）年
の「青鳥」創設から 1979（昭和 54）年の養護学校義務制実施にいたるまでの戦後の
「知的障害教育」の成立期、それとオーバーラップして展開された障害の重度・重複
化、多様化への対応期、2007（平成 19）年の特殊教育から特別支援教育への転換に
始まり今日に至るまでの「インクルーシブ教育」への発展期である。
　本研究ではまず、戦後の知的障害教育の成立期における法整備、及び「青鳥」に
おけるその創設から養護学校義務制までの歴史を捉え考察した。次に、牧口常三郎
(1871-1944) によって著わされた「創価教育学体系」における特別支援教育に関わる
論述を踏まえ、今日、インクルーシブ教育システムの時代を迎えた特別支援教育の今
後のあり方を考察した。
　筆者は、これからの特別支援教育の先に、生涯教育化の理念が重要であると捉える。
「特別支援教育は特別でない」との言葉もあるが、これからの特別支援教育は、「障
害」「障害者」「支援」等というキーワードではなく、「人間」「人権」「人生」「連続
性」「幸福」等を念頭においた人間教育の視点から考えることが必要であると考える。
その趣旨から、創価教育学体系の著者でもあり、本学の理念の礎である牧口常三郎の
考えを通して、これからの特別支援教育を考察した。
Ⅱ  国における法整備の動き
1　戦後はじめの状況
　戦後の学校制度は、日本国憲法（1946 年）、教育基本法（1947 年）の公布に続き、
学校教育法（1947 年）の制定により、その整備が始まった。
　日本国憲法では、国民の三大義務として教育を受けさせる義務（第 26 条第 2 項）、
勤労の義務（第 27 条第 1 項）、納税の義務（第 30 条）を定めた。納税とともに社会
保障制度を含め、国民の平和と幸福の追求のためには、この三つが国や社会制度を支
える基本的な根幹であり、その構築を国民一人一人が担うことは重要な使命である。
この当時、世界人権宣言（国際連合総会決議 217（Ⅲ）A、1948 年）に並ぶ高度な人権
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保障体系（第 11 条～第 40 条）を備えたのが日本国憲法であり、終戦によりそれまで
の学校教育制度が崩壊したわが国においては、新憲法下での新たな学校制度の迅速な
構築は急務であった。それは、知的障害教育の整備も同様であった。
　更に、日本国憲法は、その第 14 条第 1 項において、「すべて国民は、法の下に平等
であって、人種、信条、性別、社会的身分又は門地により、政治的、経済的または社
会的関係において、差別されない。」と規定した上で、第 26 条第 1 項において、「す
べて国民は、法律の定めるところにより、その能力に応じて、ひとしく教育を受ける
権利を有する。」とする。今日のわが国におけるインクルーシブ教育システム構築の
基盤となる文言である。
　当時、小学校と中学校は、連合国軍最高司令官総司令部からの強い要請のために、
1947（昭和 22）年 4 月からの新発足が求められていた。とりわけ、義務制の中学校
は戦争による荒廃と窮乏が激しく、その発足は困難を極め、設置者の自治体にも混乱
をもたらしていたと言われている。しかし、新制中学校制度がほぼ計画通りに実施さ
れたのは、「中等教育を我が子に、という地域住民の熱意にささえられたからであっ
たと見ることができる」と考える。5
　筆者が校長を務める青鳥特別支援学校の創設もこの時代である。当初は品川区立大
崎中学校分教場として創設されたが、のちに「都立青鳥中学校」となる。また、この
時期は、わが国全体の知的障害教育においても数々の取り組みがなされた時代でもあ
る。
2　知的障害教育に関わる主な法整備の状況
(1) 養護学校制度の始まり
　1947（昭和 22）年、学校教育法が制定され、第 75 条に規定される小学校・中学校
における「特殊学級」の設置が、全国各地で始まった。当時の文部省教育研究所内に
実験学校として、品川区立大崎中学校分教場が設置され、のちの都立青鳥中学校へと
移管されたが、養護学校制度が未整備のままであったという背景もある。わが国にお
ける制度整備は、この後に始まる。
　1953（昭和 28）年、「教育上特別な取り扱いを要する児童・生徒の判別基準」の通
達により、特殊教育の対象児童生徒の範囲が明確にされたとともに、対象児童生徒の
実態調査が実施された。さらに 1954（昭和 29）年、「盲学校、聾学校及び養護学校へ
の就学奨励に関する法律」によって保護者の経済的負担を軽くすることで、就学率の
向上が目指された。
　これらの条件整備を踏まえて、1956（昭和 31）年には、「公立養護学校整備特別措
置法」が制定された。建物の建築費、教職員の給与費、教材費等について、他の公立
義務教育諸学校と同様に国の負担又は補助の道が講じられることにより、養護学校設
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置が、制度上、整備された。6 こうした制度上の整備があり、当時の都立青鳥中学校が、
1950（昭和 25）年に、知的障害（当時の呼称は「精神薄弱」）のある生徒を対象とす
る全国で初の養護学校として、「青鳥養護学校」に改称された。
　なお、1959（昭和 34）年の中央教育審議会の「特殊教育の充実進行について」の
答申に基づき、養護学校は、精神薄弱、肢体不自由、病弱という障害種別に応じて設
置されることになった。
　
(2) 知的障害養護学校における教育内容の整備の始まり
　1963（昭和 38）年、「養護学校小学部・中学部学習指導要領精神薄弱教育編」（以
下、「1962 年度版」とする）が、文部事務次官通達により制定された。対象の児童生
徒は IQ50 ～ 60 と想定された。内容は「領域」でなく、小学校・中学校と同じ教科
名で示され、目標・内容は各教科ごとに障害特性等に応じた独自のものを示した。
　また、教育課程編成の特例を明記し、「教科・領域を合わせた指導」が認められ、学
習形態として生活単元学習、作業を中心とした学習及び日常生活の指導が例示された。7
　それまでの知的障害教育における教育内容の整備に関しては、小学校・中学校と同
じ教科名でなく、小学校・中学校の特殊学級等の取組の中で用いられていた、①生活
領域、②情操領域、③健康領域、④生産（作業）領域、⑤言語領域、⑥数量領域からな
る「6 領域案」によって示されてきたため、この時もそうした見方が有力視されてい
た。そして、文部省の当時の研究指定校においても 6 領域案に基づいた研究実践が数
多く報告された。また、後述する青鳥中学校おいては「バザー単元」などの生活単元
学習が教育課程の中心であった。
　このような状況下において進められた養護学校（精神薄弱）学習指導要領作成で
あったが、1960（昭和 35）年 11 月に文部省が暫定案を中間発表した。これが教科の
名称で内容整理されていたため、当時、教科か領域かの激しい論争となった。しかし、
それでも教科名で内容整理されたのは、①行政上の予算獲得のため教育内容の明確化、
②激増する学級設置に伴う知的障害教育の未経験教員への対応としてのミニマム・
エッセンシャルズの必要性という事情があったと言われている。8
　なお、1971（昭和 46）年、養護学校小学部・中学部学習指導要領は文部省告示に
より学校種別ごとにそれぞれ改定、公示された（以下、「1970 年度版」とする）。また、
1972（昭和 47）年、養護学校高等部学習指導要領が文部大臣告示として公示され（以
下、「1972 年度版」とする）、翌年度から学年進行で実施された。
　改定の内容としては、①教育目標を各障害種別に明確化、②心身の障害の状態を改
善・克服するための分野として「養護・訓練」の領域を新設、③精神薄弱養護学校の
各教科について独自の教育目標・内容を示すとともに、小学部に「生活」を新設、④
重複障害等に係る教育課程編成の弾力化（下学年の内容と代替、各教科等の一部に代
えた「養護・訓練」を主とした指導）であった。9
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(3) 養護学校義務制実施に伴う法整備
　1971（昭和 46）年 5 月の参議院内閣委員会における文部省設置法一部改正法案に
対する付帯決議の一項目として養護学校義務制実施の促進が採択、同年 6 月には中央
教育審議会答申が「これまで延期されてきた養護学校における義務教育を実施に移
す」ことを提言し、文部省が 1972（昭和 47）年度を初年度とする特殊教育拡充計画
を策定した。この中で「養護学校」については、特に「養護学校整備七年計画」を立
て、最終年度の 1978（昭和 53）年度までに全対象学齢児童生徒を就学させるのに必
要な養護学校の整備を図ることとされた。この計画を前提に 1973（昭和 48）年 11 月、
1979（昭和 54）年 4 月から養護学校の就学及び設置の義務制を実施する旨の予告と
して、「学校教育法中養護学校における就学義務及び養護学校の設置に関する部分の
施行期日を定める政令」が公布、これにより 1979（昭和 54）年度から養護学校教育
が義務教育になることが確定したとされる。10
　この時期に国内では、現在の障害者基本法の前身となる「心身障害者基本法」
（法律第 84 号）が 1970（昭和 45）年に制定され、国際社会においても、1971（昭和
46）年に「精神薄弱者の権利宣言」採択、それに続いて 1975（昭和 50）年に「障害
者の権利宣言」採択と続き、1981（昭和 56）年に「完全参加と平等」をテーマとし
た国連の「国際障害者年」へとつながる。そのような時代的背景から、養護学校の義
務制実施は実現を急ぐべき課題であったのである。
　
(4) 特殊教育諸学校の学習指導要領の一本化
　1979（昭和 54）年、これまでの障害種別ごとの学習指導要領を一本化し、盲・
聾・養護学校学習指導要領として、小学部・中学部、高等部を同時に改定した（以
下、「1979 年版」とする）。また、この改定は小学校、中学校、高等学校の学習指導
要領改訂に合わせて行われ、この時から時期もあわせて 10 年ごとの改定作業になっ
た。その意味で、形式上、障害種別を越えた一本化といわれた。
　本改訂では、児童生徒の心身の障害の状態及び能力・適性等に応じて可能な限り社
会自立することを目指した教育の充実を図るため、①小・中学校等に準じた改訂、②
児童生徒の障害の状態等に応じた教育課程の一層の弾力的編成を可能とする配慮、③
養護学校教育の義務制の実施及び特殊教育をめぐる社会情勢の変化への対応等が、基
本方針とされた。その結果、①重複障害児等に係る教育課程の一層の弾力化（精神薄
弱養護学校の教科との代替、各教科に代え「養護・訓練」を主とした指導）、②小・
中学部の訪問教育に係る教育課程編成の特例を明記、「養護・訓練」の授業数の卒業
単位数への換算、④養護学校高等部（精神薄弱を除く）における職業教育に関する標
準的な教科・科目の明記等の内容が改訂された。11
　なお、日本社会全体の状況としても高度成長期を過ぎ、安定成長期を迎え始めた時
期である。学校教育全体を取り巻く社会情勢としても、高等学校への進学率が 90％
－ 212 －
戦後の知的障害教育の変遷と創価教育学からの考察
を越えたのが、本改訂の 5 年前となる 1974（昭和 49）年であった。現在に至るまで
の中等教育に関わる学校の整備が急速に進められた。
　
(5) 1979 年版における知的障害教育への対応
　知的障害教育においても、養護学校高等部への進学者の激増は同様にあったととも
に、障害の重度・重複化、多様化という課題への対応が求められてきた。そのため
に 1979 年版では、まずは「重複障害者のうち、学習が著しく困難な児童生徒」には、
「各教科、道徳もしくは特別活動の目標・内容に関する事項の一部又は各教科に替え
て養護・訓練を主として指導してよい」と改められた。
　特筆すべきは、1970 年版では学習指導要領の末尾に示されていた「各教科の具体
的内容」が、1979 年版は学習指導要領解説の末尾で示された。さらに、低学年、中
学年、高学年で示されていた各教科の具体的内容は、Ⅰ段階、Ⅱ段階、Ⅲ段階と改め
られた。
　学年で内容を示すことは、その内容をその学年で指導するという指導内容優先の考
え方であり、段階で示されたことにより、児童生徒の特性に合わせて教師がどの段階
からでも選択・組織して学習活動を展開できるという、児童生徒優先の考え方である
ことが強調されたものであったと言われている。12
　児童生徒の心身の状態、能力・適性に対応させていくため、特殊教育における知的
障害教育がその独自性を目立たせ始めたのもこの時期からである。その意味で、1974
年版学習指導要領の公示をもって戦後直後から始まった知的障害教育の成立期と考え
ることができる。
Ⅲ  青鳥養護学校の成立と展開
　品川区立大崎中学校分教場は、1950（昭和 25）年に東京都に移管され、都立青鳥
中学校となった。その教育方法が、バザー単元に代表される生活単元学習であり、中
学校卒業生が金の卵と呼ばれていた時代であっただけに、常に生徒の職業自立を目指
しての教育が求められてきた。そうした学校像は 1957（昭和 32) 年に青鳥養護学校と
なって高等部が設置されてからも変わらなかった。
　以下、「青鳥」の創設時から養護学校義務制実施に伴う希望者全入までの歴史をた
どる。
　
1　品川区立大崎中学校分教場　1947（昭和 22）年～1950（昭和 25）年
　青鳥養護学校は、創設から 3 年間、当時の文部省教育研究所内に品川区立大崎中学
校分教場として開設された。大崎中学校と同時開設であるが、その初代校長は小林正
民（在職 1947 年 4 月－ 1950 年 3 月）である。1950（昭和 25）年に東京都に移管され、
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当時の都立青鳥中学校長が佐藤正顕（在職 1950 年 4 月－ 1952 年 3 月）であり、「青
鳥」としての初代校長とされる。しかし、「青鳥」は 1947（昭和 22）年を創立として
70 年の歴史を刻んでおり、それを起点とするならば初代の前にはもう一人の校長が
あり、それが分教場の設置された品川区立大崎中学校長の小林正民である。
　この中学校の特殊学級の「実験学級」は、当時、文部省教育研修所教育方法研究室
所長事務取扱であった城戸幡太郎 (1893-1985) のもとで、研修所員であった三木安正
(1911-1984) によって設置準備が進められ、開設後も三木ら研修所員の協力によって
運営されていた。
　城戸は、後年、三木の著作集である「精神薄弱教育の研究」の序に次のような一文
をよせている。
　「三木君の精薄児の教育に対する関心は、この三木君の性格における人間性と科学
性によって動機づけられたものといえよう。新憲法第二十六条には、『すべての国民
はその能力に応じてひとしく教育を受ける権利を有する』と規定されているが、そ
の能力に応じてという意味を、能力がないものは教育を受ける権利はないとは解せら
れないのであって、能力の特殊性に応じて誰もが適正な教育を受ける権利を有すると
解しなければならない。それによって、三木君の言われるように、新しい教育的価値
が創造されるのであり、また教育は困難であっても、その可能性が認められるのであ
る。」13
　三木の尽力によりこの実験学級の担任として招聘されたのが、のちに第三代校長に
就任する小杉長平であった。三木らによって示された知的障害教育の理念は、小杉ら
の実践により具現化へ向けて動き始めた。
　教育内容としては、後に「水増しカリキュラム時代」とよばれたが、創設時の教育
方針には、「この学級ではまず、生活の能力と性行とを検定し、個性に応じた教育を
行うことは勿論であるが、その教育は生産と生活に直結するものでなければならな
い。」とあることから、作業学習を重視していた。しかし、生徒からの教科学習への
要望を受けその兼ね合いを協議した結果、できるだけ具体的・実際的に生活に生かせ
る教科（教科の生活化）を目指すこととなった。14
　さらにこの時期は全くお手本のないものを作り出した時期であるとされ、後年、小
杉は記念誌「青鳥二十年」において、「ところがこの『無』が自由と創造の源泉と
なった」と語っている。
　筆者は、新制中学校の教育カリキュラムそのものも、これから新たに構築される時
代であったのであるから、当然、当時の中学校の一般カリキュラムに対応できない生
徒に正面から向き合うことは、一人一人の教育ニーズに応え、新たに創造する以外に
術が無かったと考える。
　それは、現代においても新たな多様な課題に直面する特別支援教育において示唆と
なることである。
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2　都立青鳥中学校時代　1950（昭和 25）年～1956（昭和 31) 年
　1950（昭和 25）年に独立校となり、佐藤正顕が初代校長として就任した。当初は、
徹底した教科の研究と教育実践が進められた。また、「夏季宿泊生活実習」「給食手伝
い」を通した生活学習も展開され、「逐一記録」の実施、諸種学習プリントの作成が
行われた。15
　1951（昭和 26）年度に梅ヶ丘の新校舎への移転が決まり、この移転作業と新校舎
移転に伴う開校のお祝いとして来校者に送る作品製作をきっかけに、生徒たちが生き
生きと活動した。この活動は、移転作業の始まる 6 月から開校式が実施される 10 月
までの期間の単元として設定された。これが「バザー単元」として青鳥中学校が青鳥
養護学校となった 1957（昭和 32）年まで取り組まれた。16
　1952（昭和 27）年、第二代校長に就任した小宮山倭（在職 1952 年 4 月～ 1965 年
3 月）のもとで、バザー単元は、「学校工場方式」とよばれた職業教育を生み、その
「職業教育の仕上げ」の場として「校外実習」を生み出していった。さらに、当時の
「設樂寮」の取組から、職業生活への移行を確実にしていく場として「埼玉職業実習
所」の開設につなげられた。
　一方で 15 歳の卒業生を送り出し、その後、彼らに対する追指導の必要性も生じた
ため、「夜学」とよばれた取組も始まった。これが、のちに「日曜教養講座」へと発
展するが、その後 8 年間、その取組は続けられた。17
　記念誌「青鳥三十年」では、「30 年という時代の流れ、公立学校体制という枠組み
により、変形または消滅していく実践もあった。しかし、のちまで生き生きと脈打っ
ていくものが、ここから生み出されていく」と述べられている。これらの取組が、そ
の後生まれゆく「高等部教育」や「寄宿舎教育」の要素となり、継承されていった。
いずれにしても埼玉職業実習所は、今日、生徒の職業生活への移行を担う「高等部教
育」を考える上でも、大切な示唆を与えていると考える。
　
3　青鳥養護学校誕生と高等部の設置及びバザー単元の開発
　1954（昭和 29）年度から進められてきた国の法整備（就学奨励法制度施行、公立
養護学校整備特別措置法）により、制度上、養護学校が成立したとともに、高等部が
設置されることとなった。
　このことをきっかけに、「職業教育の仕上げ」の一つの場として設置された埼玉職
業実習所も閉じられることになった。しかし、その機能については、新たにスタート
した「高等部教育」や、時代の変遷とともに創立 60 年まで続いた「寄宿舎教育」に
継承されていった。18
　学級編成としては、生活部（中学部）→校内実習部→校外実習部を基本的な段階区分
とし、進級（「格上げ」）と退級（「格下げ」）を生徒に強く意識付けた。学級編成を動
機づけの手段としていたものでもある。
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　高等部における校内実習部で職業教育を担い、1953（昭和 28）年度からバザー単
元の作業班が学級として固定化した。作業班の編成にあたっては個々の生徒の集団へ
の適応状況や作業への適応状況を手がかりとし、しかも随時異動可能とする柔軟性を
もたせていた。
　校外実習部は、職業教育を延長して、生産現場、実社会の職場がもっている厳しさ
を体験させることによって、生徒の生活力全体の力をのばそうとするものであった。
したがって、校外実習は学校教育の場の延長であるという建前を堅持し、教師がその
指導と実習先の開拓にあたっていた。19
　今日、知的障害特別支援学校高等部の進路指導で実施される職場開拓がこれである
が、筆者は、校外実習が学校教育の場の延長であり、教師がその指導にもあたるので
あれば、「実習先の開拓」はまさに「教材の開発・準備」であると考える。
　
4　バザー単元の廃止と教科指導体制への移行
　記念誌「青鳥三十年」では、1958（昭和 33）年度から 1966（昭和 41）年度までの
期間を「教科独立時代」とする。20
　バザー単元の廃止をきっかけに教科指導体制へと移行した時期であったとともに、
前記 2(3) でも述べたとおり、当時の知的障害教育界においては教育課程研究に取り
組む風潮が高まり、文部省での盲・ろう学校に続いて養護学校学習指導要領の編成に
向けた動きは、1960（昭和 35）年度に「養護学校学習指導要領作成資料（暫定案）」
をめぐっての討議を経て、1963（昭和 38）年に当時の文部省事務次官通達による「養
護学校小学部・中学部学習指導要領肢体不自由教育編・病弱教育編・精神薄弱教育
編」の作成へと至った。
　
　青鳥養護学校においては、1958（昭和 33）年度には生徒数が増加し、160 名にい
たった。このことは、「ケース・スタディ」の方法に変化をもたらしたとともに、高
等部の学級編成（班編成）と作業内容、職業教育の中核であったバザー単元までにも
変化をもたらし、その結果はバザー単元の廃止へと至った。
　元来、バザー単元学習は、材料の収集から製作・製品の販売まで長期にわたる総合
的な単元であったが、次第にその作業活動部分が強調されるようになった。特に、高
等部における学級編成（班編成）とその作業内容については、バザー単元が担ってい
た総合的な学習活動とは異なりを見せていた。バザー単元学習を構成していた学習内
容の総合性が分化し、それぞれの指導内容を別の形で組織化する方向へと移行して
いった。すなわち、それが教科別の指導体制であったと考えられる。
　1959（昭和 34）年度における青鳥祭では、教育経過の資料の展示、生徒の作品の
展示と、中学部作品の即売、生徒の授業実演という内容であり、従来のバザー単元は
変化している。翌年も青鳥祭は開かれたが、これまでの内容・性格を失っていた。
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　音楽・図工・体育の指導時間が特設されたのも、1959（昭和 34）年度である。そ
して 1963（昭和 38）年度までに、国語・社会・数学・理科等の教科別指導時間が特
設されていった。
　さらにそれまでの校内実習部（班編成）等による学級編成方法についても、1962
（昭和 37）年度には改められた。学級編成を学年別、男女別にし、3 年間ほぼ固定す
るようにした。その理由としては、以下の 5 点が指摘されたが、学校を取り巻く環境
の変化への対応であった。21
① 根本的な理由としては「バザー単元」のもとでの班編成組織が指導体制に適合
しなくなった。
② 生徒の「格上げ」「格下げ」からくる不当な優越意識、劣等意識、相互の対立
抗争意識の形成を引き起こしやすい集団を改めた。
③ それまでは学年進行がないことから欠いていた、年齢推移に伴う自覚を促した。
④  3 年間の指導系統性が乏しくなっていた。
⑤ 生徒数、教師数の増加への対応としての学級編成とした。
　
5　バザー単元廃止後の校内実習（作業学習）及び校外実習の変化
　バザー単元の廃止は、当時の校内実習（作業学習）及び校外実習にもさらなる変化
を与えた。
　校内実習は、1962（昭和 37）年度に「自主的作業」教材を採用しなくなり 22、「作
業」を「職業実習」として位置付け、「下請作業」もしくは「外注作業」を全面的に
採用することとなった。さらに、「追い込み作業」や「残業」の指導もなくなった。
　校外実習についても、バザー単元時代に実施されてきた方法の見直しが図られた。
それまでは、学年を問わず、できるだけ早期に経験させ、現実の職場の中で働く態度
や技術を養成し、就職への足掛かりを得ようとする考え方が強く、第 1・2 学年の早
い時期から、長期間の校外実習を実施する例もあった。
　これに対して近視眼的な職場適応を進めるものであるという反省がなされ、校外実
習を必要最小限にとどめ、学校において教育本来の目的である全面的な人格形成を
図るべきとの主張が出された。その結果、1963（昭和 38）年度に校外実習は、中学
部、高等部とも、原則として 3 年の夏季休業中及び 3 学期末の期間に限ることになっ
た。また、夏季休業中に校外実習に出ない生徒に対して実施されていた校内実習もと
りやめとなった。23
　それまで高等部は、中学卒業時点での未就職者が進学するものと認識されていたが、
このことが契機となり知的障害のある生徒の後期中等教育を担うのが高等部教育であ
るとの認識へ変わっていった。そして、1964（昭和 39）年度の中学 3 年生の 2 月時
点における進路先について、17 人が高等部への進学を希望し、就職希望者は 7 人で
あったとする記録が残っている。24
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6　領域再編時代　1967（昭和 42）～1972（昭和 47）年度頃
　1963（昭和 38）年度までには、教科別指導体制が整えられていくが、そのことに
伴う問題もいくつか指摘された。
　すなわち、①指導者相互の連絡不足、②各教科の時間数・ウエイトのバランス、③
教科分担制による生徒掌握の時間不足、などである。そのために、教科の再編成が検
討され始め、1965（昭和 40）年度には、「社会」「理科」を統合した「生活」が設定
された。その具体的な内容は変遷していくが、朝礼後や下校前に設定し、その指導は
担任があたることにより、担任が生徒の一日の生活の掌握を位置付ける配慮があった
ものと考えられた。
　また、1967（昭和 42）年頃から生徒の障害の重度・重複化、多様化の傾向があら
われた。そのために、治療教育的観点から新しい教科・領域も誕生した。「中学部音
体」や高等部におけるコース制、中学部でのあそび導入、高等部コースの分化（Ⅰ、
Ⅱ、Ⅲ）などが、1970（昭和 45）年度から順次導入された。25
　なお、1967（昭和 42）年度に特設された「技術」科は、職業教育充実の一環であり、
働く態度習慣の形成に重点を置いた作業学習に対して、技術的諸能力の育成を企図し
た。
　
7　全入対応時代　1973（昭和 48）～1978（昭和 53）年度頃
　養護学校への入学を希望しながら就学猶予・免除となっていた子供が多く発生し
ていた状況を打破するために東京都は、1966（昭和 41）年度に都立養護学校（精神
薄弱）を王子、八王子、立川に増設し、その後も学校設置を進め、教育内容・方法
についてもその充実を図っていった。1973（昭和 48）年度に文部省は、それまで延
期してきた養護学校における就学義務と都道府県の養護学校設置義務について、1979
（昭和 54）年度から実施する旨の予告政令を公布した。しかし、東京都教育委員会
は、1974（昭和 49）年度から希望者全員就学を実施することを発表した。それによっ
て、青鳥養護学校においても希望者の全員入学を実施したとともに、杉並及び港分校
が開校となった。
　希望者全入の初年度においては入学に関する資料も十分なものでなく、多難な状態
であった。急速に教員の指導体制を拡充する必要性も生じ、中学部では全教員による
全担任制へ移行していった。当時の経済不況に伴う中学校卒業者の就職難の状況も
あって、全入で中学部に入学した生徒が高等部進学を迎えた 1977（昭和 52）年度に
は、高等部入学生が激増したとともに、指導内容・方法にも常に見直しが求められた。
1978（昭和 53）年度には、高等部においても全教員による全担任制へと移行した。27
　創設からの 10 年は、ほとんどの生徒が、労働力として高い生産をあげる一員と
なった。しかしその後は、生徒の能力や障害の幅が広がった。30 年にわたっての生
徒の質的な変化は激しく、創設時の指導方針だけでなく、多様化された指導法が求め
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られてきた。全入の実施は、一度に押し寄せてきた怒涛を前に暫し茫然となりつつも、
「『わが子も学校教育が受けられるようになった』との保護者の喜びを、教師として
大切にしてあげなければならない。」28 という言葉から、筆者は、その多様性をすべて
受け止める当時の状況を感じるのである。
Ⅳ 考察
1  学校卒業後の社会生活・職業生活を目指した教育とインクルーシブ教育
　「生産と生活に直結した教育」を基本方針として、大崎中学校分教場からスタート
した青鳥中学校・養護学校は、卒業生を社会に送り出し始めてからしばらくして後に
埼玉職業実習所の開設にいたった。その後、法整備の進展により、埼玉職業実習所は
発展的に解消され、その機能を「高等部」と「寄宿舎」に引き継いでいった。こうし
た流れから見ると、青鳥中学校・養護学校は、「職業教育」という屋上階が先に作ら
れたように見える。
　しかし、待望の養護学校制度のスタートと希望者全入への流れの中で、知的障害教
育に期待する児童生徒数の増加、障害の重度化・重複化により対象とする児童生徒
の裾野が広がったことの対策として学校は、教科指導体制及び教員体制を整えてき
た。国が都道府県の養護学校設置義務を定める以前、十分な体制が整備されていない
中、都の方針の下で青鳥養護学校は希望者の全入を実施した。そうした先進的な取組
にも常に挑戦してきたのである。
　今日の高等部の教育課程においては、「産業現場等における実習」の占める位置が
重要である。特に、校外実習を学校教育の延長としてとらえ、その協力先事業所を教
師の手で開拓しようとしたのは、創設時に「生産と生活に直結した教育」を目指すと
した教育方針を貫いてきたからだと言える。
　筆者は、青鳥におけるこの職業教育の考え方には、「産業現場等における実習」を
含めた今日の職業教育の指針となる生涯学習化・インクルーシブ教育の具現の視点が
あると考えている。
　
2  創価教育学の共通性と先見性
　知的障害教育は、社会の一員として生産活動に参加するとともに消費活動の主体と
なることを意味する社会生活・職業生活への移行を目指してきた。ここで大切なこと
は、明記されていないその主体たる児童・生徒の生涯に対する幸福の具現である。そ
れは、社会全体における『共生の理念』の具現の前提となるものである。
　筆者は、法や社会制度等の上から青鳥特別支援学校の校長という立場で、このよう
な歴史的推移を振り返り、牧口常三郎 (1871-1944) の創価教育学との共通性を見出し
てきた。それは牧口の教育の底に流れる『人間教育』であり、『共生の理念』である。
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(1)「価値を目標とせよ」からの考察
　牧口は、「教育は児童に幸福なる生活をなさしめるのを目的とする」とし、その幸
福について「・・・真の幸福は、社会の一員として公衆と苦楽をともにするものでな
ければ得る能わざるものであり、真の幸福の概念の中には、どうしても円満なる社会
生活ということが欠くべからざる要素をなすことが容易に承認されよう。」とした。29
そして「幸福なる生活とは畢竟価値を遺憾なく獲得し実現した生活の謂である。」と
し、30 その価値を「美・利・善」であるとする。牧口は、新教育学建設スローガンの
一つに「価値を目標とせよ」と示している。31
　ここでは、「美・利・善」には、深く言及しないが、「美」とは、部分的生命に関す
る感覚的価値。「利」とは、全人的生命に関する個体的価値。「善」とは、団体的生命
に関する社会的価値である。要は、「美」は、美醜や好き・嫌いなどの感覚的価値で
あり、「利」は、利害や損得などの合理的価値であり、「善」は、善悪や貢献・害とし
て表出する社会的価値である。牧口は、この 3 つの視点の動的調和を「価値創造」と
捉え、幸福の実態としている。
　現在の知的障害教育では、どの子にも「できる状況づくり」による、より良い学校
生活を追及してきたとともに、学校生活から社会生活・職業生活への移行を目標とす
る。自己を取り巻く身近な状況や学校卒業後の社会との関わりに「美・利・善」を求
めていくことで、自己実現と社会参加・自立や経済的自立（「支援」を利用した自立
も含む）、社会貢献への道筋が見えてくる。つまり、その先にあるのは、主体者であ
るその子供の価値創造であり、その子自身の「学ぶよろこび」であり、それは生涯学
習の視点からすれば、「生きるよろこび」となるのである。
　障害の有無にかかわらず、一人の子供にとっての「美・利・善」の価値の在り方を
追及するところに、子供の幸福を目指した教育が可能になると考える。
　
(2) 学業と勤労の並行と「学問と生活」
　牧口は著書「創価教育学体系」第一巻の「緒言」において創価教育学を提唱する五
つの理由の一つに「真の実業教育」を確立するために「半日学校制度」を提唱してい
る。32 これは入学難と就職難を迎えてきた当時の中等教育について、実業学校へ転換
しさえすればその問題が解決するのではないかという安易さに対する警鐘であり、真
の社会生活・職業生活への移行を進めるためには、「学業と勤労を並行」すべきとし
たものであった。33
　「半日学校制度」の理論的な根拠となるのが、「学問の生活化・生活の学問化」であ
る。牧口は「学習を生活の準備とするのではなく、生活しながら学習する、実際生活
をなしつゝ学習生活をなすこと、即ち学習生活をなしつゝ実際生活もすることであっ
て、学習生活と実際生活と並行するか、然らざれば学習生活中で実際生活も、実際生
活の中に於て学習生活をもなさしめつゝ一生を通じ、修養に努めしめる様に仕向ける
－ 220 －
戦後の知的障害教育の変遷と創価教育学からの考察
意味である。」34 と述べる。教育と生活の分離、学校と社会の隔絶が価値創造の妨げと
なっていることを指摘している。
　この視点には、教育現場と社会の関係が簡潔に示されており、戦後からの知的障害
教育で考究されてきたことと軌を一にする。
　青鳥中学校・養護学校は、「生産と生活に直結した教育」からスタートし、教科指
導、校内実習・バザー単元学習と校外学習、教科指導体制の確立へと変遷してきた。
校内における学習そのものも、生活か教科かの議論が繰り返されていたが、生徒の増
加や重度・重複化等の学校を取り巻く状況の変化から、学校経営上、校内実習に基づ
いた学級編成や「バザー単元」などの大規模な生活単元学習は継続が困難となった。
そのような経緯がありながらも、バザー単元時代に「校内実習」とともに位置付けら
れた「校外実習」は、今日の知的障害教育においても「産業現場等における実習」と
して教育課程の一部であり、校内における学習の発展形として位置付けられている。
　今日、実際には「学業」と「勤労」がそれぞれ「半日」とはいかないが、「学問」
と「生活」の関係においては、「知識・技能」と「思考力・判断力・表現力等」を育
てている。
　
(3)「教育方法論」としての視点
　創価教育学体系、第四巻第五編第四章の「教育方法論の体系」に位置付けられた第
四節「教育治療法の問題」において、特別支援教育の重要な視点が論述されている。
　牧口は障害のある子供たちの教育と通常の教育の違いを「方法の違い」として捉え
ており、目的や内容等については、通常の教育と区別していないことがうかがわれ
る。35
　2012 年 7 月の文部科学省による「共生社会の実現に向けたインクルーシブ教育シ
ステム構築のための特別支援教育の推進（報告）」では、障害のあるなしにかかわらず
今後は同じ場で共に学ぶことを追及するとともに、個別の教育的ニーズに最も的確に
応える指導を提供できる、多様で柔軟な仕組みを整備し、小・中学校における通常の
学級、通級による指導、特別支援学級、特別支援学校といった、連続性のある「多様
な学びの場」の提供が必要とされた。さらに、2017 年 4 月に告示が公示された「特
別支援学校小学部・中学部学習指導要領」では、障害のある子供たちの学びの場の柔
軟な選択を踏まえ、幼稚園、小・中・高等学校の教育課程との連続性を重視しての改
訂が基本的な考え方として示された。
　知的障害教育は、その「多様な学びの場」の一部を構成するものである。その成
立・発展の過程は、インクルーシブ教育システムの構築によってもたらされる共生社
会に至る歴史である。それによって、戦後に公布された日本国憲法に基づくすべての
日本国民のための学校教育システムも構築される。その意味で、牧口の特別支援教育
における教育法に関する考え方は、「インクルーシブ教育システム」が単なる制度上
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の問題でなく、対象となる子供たちの価値創造の指導法として論述されていることに
着目したい。
　
(4) これからの特別支援教育に関わる教師の役割
　最後に、教育は教育者と被教育者の関係から成立するがゆえに、教師論を考察する
べきと考える。ここでも青鳥特別支援学校の教育の変遷から考察してみたい。
　戦後の知的障害教育の成立過程を見たとき、成立期前半は、青鳥中学校で開発され
た「生活単元学習」という総合的な学習活動が主に推進されてきた。在籍する子供た
ちの当時における生活ニーズに応じたものであった。その後、対象とする児童生徒
の増加に伴いその総合性が分化され、「教科」を一つのまとまりとして組織化されて
いった。通常の教育との連続性という教育的ニーズが重視されたとも言える。さらに、
成立期後半も、知的障害教育を必要とする児童生徒の増加と障害の重度化・重複化・
多様化に対応するとともに、希望者の全入が進められた。現在における類型化なども
そのニーズに合わせた形である。
　学習指導要領も時代の変化に合わせ変遷し、対象も通常の学級の発達障害の可能性
のある児童生徒までを包摂している。しかし、「個の教育的ニーズ」に応えることが、
特別支援教育に携わる教師の基本であることは共通することである。ここで、その
ツールとして、2017 年 3 月に告示が公示された小学校学習指導要領等に、対象とな
る児童生徒についての「個別の教育支援計画」及び「個別の指導計画」作成が義務付
けられたことは特筆したい。
　半日学校制度を提唱した牧口は、「学校教育と家庭教育と社会教育とは共に同一個
人の生活指導を目的とすることに於て同等であり、その時期と手段とを異にすること
によって区別される。」としている。36 さらに、「どこでその全体に亘る計画を立てる
のか」については、「学校教育が中心となり、家庭、社会の両教育がそれの補助機関
となる様の計画を立て、教授から訓練までの順進的の教導作業を学校で引受け、之に
連結した応用練習の作業を補助せしめるのを以て適当とする。」と示した。37 奇しくも
当時においても、保護者や現場の共通理解を重視する「個別の教育支援計画」及び
「個別の指導計画」作成の趣旨と同一方向を示しているのである。
　現在、「特別支援教育の生涯教育化」が一つのポイントになっている。これは人生
を見通した学校教育の在り方を問うているのである。ここでの教師の役割は、さまざ
まな特別支援教育のシステムが構築され変化する中で、一貫してぶれず、各機関との
連携をとり、目の前の子供一人一人の『学ぶ喜び』『生きる歓び』という結果に結び
付ることであると考える。
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Transition of the Education for the Intellectually Disabled 
after World War II and Discussion from Soka Education
—Education of Seicho Special Support School and Special Needs 
Education in the Future—
Toshihisa YAMAUCHI, Yasunori KATO
Seicho…Special…Support…School…is…an…experimental…school…of…education…for…the…intellectually…
disabled…established… in…1947…before… the…system…of…“Yogo…school”…(school… for…handicapped…
children)…started… in…Japan.…Since… its… foundation,… it…has…been…a…central… school… in…charge…of…
secondary education in the special needs education.
In this article, we outline the major trends in the legislation from the end of WWII to 
the… implementation…of…compulsory…system…of…Yogo…schools… in…1974.…Then…we…look…back…on…
the history of the open admission of all applicants at Seicho Middle School and Seicho 
Yogo…School,… the…predecessors…of…Seicho…Special…School,…and…examine… the… transition…of… its…
philosophy and teaching methods. As a result, we feel certain that the tide toward inclusive 
education…as…well…as…its…legislation…has…always…lain…beneath…the…education…for…the…intellectually…
disabled…in…Japan…after…WWII.
The authors consider that the idea of making special education into lifelong education is 
important…beyond…the…special…needs…education…in…the…future.…As…implied…by…the…words…“Special…
needs…education…is…not…special”,…we…think…it…necessary…to…see…the…special…needs…education…in…the…
future…from…the…viewpoint…of…human…education…bearing…in…mind…the…words…like…“human”,…“human…
rights”,…“continuity”,…“happiness”…and…so…on,…not… the…keywords… like…“disability”,…“disabled…
person”,…“support”…and…so…forth.…To…that…effect,…we…make…an…attempt…to…look…at…special…needs…
education…through…the…thought…of…Tsunesaburo…Makiguchi,…the…author…of…“The…Theory…of…Value-
Creating…Pedagogy”…and…the…founder…of…the…philosophy…of…Soka…University.
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チーム学校による道徳教育の推進
栗 本　賢 一　　　石 丸　憲 一
はじめに
　心の教育の重要性が叫ばれて久しい。その背景には、度重なる深刻ないじめ自殺問
題、不登校や非行問題、青少年による事件の多発、あるいは規範意識の希薄化や自尊
感情の乏しさ、生活習慣の確立の不十分さなど、子供たちを取り巻く憂慮すべき諸問
題がある。
　平成 16 年、文部科学省により設置された「情動の科学的解明と教育等への応用に
関する検討会」は、翌年 10 月に出した報告書の「まえがき」の中で次のように述べ
ている。
　最近、重大な少年事件が多発し、突発的な攻撃性（いわゆる「キレる」言動）、
反社会的行動など、さまざまな問題が報道され、大きな社会的関心を集めている。
これらの問題は、要素的には、認知、感情、行動の制御などの問題とすることが
できるが、それは、まとめるならば、「こころの問題」ということができるであ
ろう。こうした、子供たちの「こころの問題」は、もはや看過できないほどに大
きなものとなってきており、適切な対応策が講じられなければ、少子化時代の我
が国の将来をも危うくするものとさえいうことができるであろう。*1
　ここに提示された厳しい未来予測に胸を痛めない人はいないであろう。「こころの
問題」にどのように向き合い、解決の糸口を探っていくかは、あらゆる英知を結集し
て国民全体で取り組むべきことであり、子供たちの心の教育は、家庭・地域社会、行
政や関係諸機関など社会全体で行うべきものであるが、学校教育がその使命と責任
を大きく担っているのは論をまたない。「もはや看過できないほどに大きなもの」と
なっている「こころの問題」に向き合っていくには、これまで学校現場で取り組まれ
てきたことを単純に継続していくだけでは解決できないと考えてよいだろう。そして、
道徳教育をどう変えていくかということについての議論の末に出された結論の一つが、
道徳の授業を「道徳の時間」から「特別の教科　道徳」へと変更するに至った枠組み
の改善である。
　「道徳の時間」の授業が機能不足だったことの反省から教科化という道を選択した
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のであるが、改善の柱として「考え議論する道徳」を掲げ、授業改善によって児童・
生徒の道徳性の向上を図ろうとしている。もちろん、授業を変えていくことによって
子供たちに真剣に道徳について考えさせることは必要であるし、有効であると考えら
れる。しかし、道徳教育は学校の教育活動全体で行うという位置づけは学習指導要領
が改訂されてもこれまでと変わっておらず、授業改善に力を入れる一方で、これまで
の学校の教育活動全体での道徳教育がどうだったかを点検・評価し、改善していくこ
とが求められると考えるのが自然だろう。
　そこで、教育課程上の様々な教育活動を関連づけ、計画的に道徳教育を行っていく
ためには、担任の教師だけが奮闘しても限界があり、担任、担任外、管理職、その他
の職員また、学校外の学校に関わる人たちの力を結集することが求められる。多くの
人が関わることで、多様な観点からのアプローチがなされ、量的・質的に充実してい
くことは想定しやすいが、それにとどまらずさらに道徳教育がより大きなうねりにな
り子供たちに強く働きかけることにもつながっていくと考えられる。道徳教育に限ら
ず、学校に関わるすべての人が協働で学校運営に当たっていくことは当然ながら重要
なことだが、近年の複雑な社会状況、子供の多様化等の事情をふまえると、さらに強
い連携を取っていくことが求められている。このことは、平成 27 年 12 月の中教審答
申「チームとしての学校の在り方と今後の改善方策について」で「チームとしての学
校」（以降「チーム学校」とする）の重要性を示されたことで、今後の教育の目指す
ものの一つとなっていくだろう。
　本論では、まずは教員がチームとして機能し、さらに地域や保護者を巻き込んだ学
校運営のあり方を「チーム学校」と捉え、この「チーム学校」がどのように道徳教育
の改善に機能しうるかを一公立小学校の「チーム学校」での道徳教育の実践の様子か
ら考察し、今後の可能性を探ろうとするものである。
1「チーム学校」と学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育
　「チーム学校」については、公的には前述の平成 27 年 12 月、中教審答申「チーム
としての学校の在り方と今後の改善方策について」で方向性の一つの考え方として示
されたものである。この答申を見ることで、「チーム学校」の考え方を取り入れるに
至った経緯や理由、具体化のヒントなどについて考察していく。「チーム学校」が求
められる理由として、答申では次のように述べている。
　学校という場において子供が成長していく上で、教員に加えて、多様な価値観
や経験を持った大人と接したり、議論したりすることは、より厚みのある経験を
積むことができ、本当の意味での「生きる力」を定着させることにつながる。
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　そして、このように考える背景にある問題として、「社会や経済の変化に伴い、子
供や家庭、地域社会も変容し、生徒指導や特別支援教育等に関わる課題が複雑化・多
様化しており、学校や教員だけでは、十分に解決することができない課題も増えてい
る」とした上で、具体的な課題として、子供の貧困やいじめ、不登校などの生徒指導
的課題、特別支援教育を挙げている。そして、このような複雑で深刻な問題に対して
は、既に多忙化された環境で働く教員だけが頑張っても解決することができないので、
「心理や福祉等の専門家や関係機関、地域と連携し、チームとして課題解決に取り組
むことが必要」としているのである。
　中教審が想定している「チーム学校」にはこれらの専門領域のスタッフを含めてと
いうことになってはいるが、実際の教育現場ではまだまだ専門スタッフの配置は進
んでおらず、教員の頑張りに期待しなければならない状況であることには変わりな
い。しかしながら、これまで以上に教員集団の連携を強化することで、これまででき
なかったいろいろな課題にアプローチすることはできるだろう。教員集団が「チーム
学校」として機能できなければ、「いわんや教員以外の専門スタッフをや」である。
　そこで、本論における「チーム学校」の構成員は、管理職を含む教員と学校スタッ
フ、そして、学校運営に積極的に参画してくれることに対する期待を込めて保護者及
び地域の方というように、広く捉えることとした。そして、学校への協力者を広げて
いく中で、道徳教育への取り組みの輪を大きくしていくことにより、各自が「チーム
学校」の一員である自覚を高めていくことになるのではないかと考えた。
　他方、「チーム学校」を実現していく上で必要としている条件としてどのようなこ
とが求められているかということについて、先行研究に見てみる。小川正人（2016）
では、様々な専門スタッフを「チーム学校」に巻き込んでいくことについて次のよう
に述べている。*2
　教員間『同僚性』の壁を打ち破り、他専門スタッフとのチーム・アプローチを
構築できるかどうかは校長等の管理職のリーダーシップに依るところが大きく、
そうした校長等の管理職のリーダーシップを生み出していくためには、情報の集
約と共有、決定権者の分散と集中の要となっている校長・教頭・副校長を補佐す
る集団的執行部体制の構築が不可欠である。
　小川が「チーム学校」の成否に関わる条件として挙げているのは、管理職のリー
ダーシップとその直下にある管理職、中間管理職のサポートということになる。もち
ろん、これまでにも校長をサポートする体制の重要さは述べられてきているが、本研
究においては、「チーム学校」に特化する上でどのようなサポートが必要なのか、と
りわけ道徳教育を推進する上でということを考える上で必要な要件について具体的に
考えていくことが検証課題の一つとして挙げられる。
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　加藤崇英 (2016) では、管理職の立場からとは逆の教職員の視点から、若手、中堅、
ベテランという様々なキャリアをもった教員に対して、どのような場を設定するか、
どういう労働環境であれば一人一人が真価を発揮できるかということに言及してい
る。*3 ここでは、どのような場の設定、環境づくりをすることが「チーム学校」での
道徳教育に結びつくのかということが検証課題の二つ目となる。
2「チーム学校」での豊かな心を育む道徳教育の取り組み
　平成 27・28 年度の 2 年間、埼玉県行田市立泉小学校での子供の豊かな心をはぐく
む取り組みについて、その実践を基に述べていく。
（1）学校の概要と児童の実態
　まず、学校の概要について簡単にふれておく。行田市立泉小学校は、昭和 55 年に
JR 行田駅周辺の人口の急激な増加に伴い開校した比較的まだ若い学校で、学区内に
は古くからの住民と新しい住民とが混在している地域である。児童数は 486 名、教職
員は 35 名（平成 28 年度）の中規模校である。
　児童は明るくのびのびと大らかに育っている、人なつっこい児童が多いというよさ
もあるが、教職員からは「あいさつができない」「掃除への取り組みがダメ」「言葉遣
いが乱暴である」「思いやりに欠ける言動が多い」「約束やきまりを守る意識が低い」
などの評価もあった。全校児童へのアンケート調査の結果、「いやなことをいわれた
りされたりしたことがある」と答えた児童は全校児童の 3 割を超え、また、「いじめ
られたことがある」と答えた児童が 15％を超えるなど、多くの課題があるように見
えた。*4
　これらの課題を解決するためにどのような手立てを講じるかを教職員が何度も話し
合った結果、平成 27 年度から「心の教育」に全力で取り組もうという結論に至った。
学校のすべての教育活動を通じて児童の心を鍛え、錬磨し、豊かに育んでいく道徳教
育を充実させるという方向で意見が一致したということである。もちろん、確かな学
力を身に付けさせることも、健康な体・体力をはぐくむことも最重要であるが、全力
を挙げて取り組むべき学校の重点課題を一点に絞ることで教育効果が教育活動全体に
波及することにつながることを確信してのスタートだったということである。
　また、「子供たちにあいさつがしっかり身に付くように教育してほしい」「いじめや
仲間はずれなどが絶対にない学校にしてほしい」など、子供たちの心の教育の充実を
求める声が多くの保護者・地域の方々から寄せられていたことも背景にあり、その願
いを反映したものともなった。
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（2）目指す方向
　当時の行田市立泉小学校の学校教育目標は、次の 3 点である。
〇泉のように　　生き生きと考えを出す子（知）
〇菊のように　　美しく思いやりのある子（徳）
〇太陽のように　明るくたくましい子　　 （体）
　この学校教育目標のもと、「知・徳・体」の［生きる力］をバランスよくはぐくむ
ことを目指した。中でも特に「菊のように　美しく思いやりのある子（徳）」の育成
に重点的に取り組むこととした。この目標の具現化として、児童のどのような姿、成
長、変容を目指すか話し合いを重ね、具体的により分かりやすい姿として光を当てた
のが「泉っ子憲章」である。
　行田市立泉小学校には開校当初から、児童の合言葉的な存在として「泉っ子憲章」
がある。それは「わたしたち泉小学校に学ぶものは、ひとりひとりが楽しく過ごすた
めに、次のことを実践します」との前文に続き、「1．元気にあいさつします、2．友
だちを大切にします、3．美しい学校にします、4．きまりを守ります、5．力いっぱ
いがんばります」との 5 つの宣言からなるものである。従来は、これを各教室に掲示
していたものの、児童の日常の学校生活の中でけっして生きて働く憲章ではなかった。
この憲章に示す姿は学校の現状、児童の実態などから児童に求める姿としてまことに
時を得、的を射たものと考え、研究のスタートにあたりこれを目指す児童像として掲
げた。その際、「2．友だちを大切にします」の部分を「2．自分も友だちも大切にし
ます」と改めた。これは、児童に自信を持たせたい、自己肯定感、自尊感情を高めた
い、自他ともに大切にする心を育みたいという教師集団の願いによるものである。子
供がかけがえのない一人の人間として大切にされ、教師や仲間たちとの絆を深めなが
ら自己存在感と自己実現の喜びを味わうことのできる学校をつくろう、というのが教
職員に共通した思いであったということである。
　学校、教師の指導、取り組みが真に適切で実のあるものか否かは、児童の変容した
姿となって表われる。児童の豊かな心が育まれたとすれば、それは道徳的な判断力や
心情、実践意欲と態度など、価値意識や行動となって表われ、それでこそ指導が本物
であったと言えるだろう。その意味において「泉っ子憲章」は、教職員と児童、保護
者、地域で共有する格好の目標となったと言える。
（3）道徳教育全体計画と各教科領域における道徳教育との関連
　道徳教育は，道徳の時間を要として学校の教育活動全体で行うことから、全体計画
を作成して全教職員が協力して道徳教育を行うこと、また、道徳の時間と各教科・領
域の取り組みとの関連、各教科・領域における道徳教育を具体的にして、意図的計画
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的に進めることが重要である。
　まず校長が、校長としての方針、ビジョンを明確にして、目指す児童像である
「泉っ子憲章」と教育活動を関連付けた「道徳教育全体計画」を作成して、全教職員、
家庭に示した。それをもとに「道徳の時間の年間指導計画」を学年ごとに作成して、
道徳の時間のねらいと使用する教材、他の教育活動等との関わりを明記して関連性を
持たせて指導の在り方を工夫した。また、これら全体計画と年間指導計画をよりどこ
ろとして「学級における道徳指導計画」を学級ごとに作成した。学級担任が学級の児
童の実態を踏まえて、学校全体の教育目標や目指す児童像と連鎖させながら自らの学
級の目指す児童像を明確にして、学期ごとに重点目標を設定して取り組み、それをふ
り返って反省評価して改善を図るＰＤＣＡサイクルを大切にした。特に若手の学級担
任にとって、長・中・短期をイメージして見通しと計画性をもって指導に当たること
はとても重要である。
　このように、校長の経営方針を教員が理解し、具体化されることができなければ、
この後いくら教師集団が一丸となって教育活動に取り組んだとしても、決して大きな
効果を発揮するものではない。この方針の具体化の時点で、教育活動が「チーム学
校」としての取り組みとなっているかは決まっているのである。
（4）校内研修の充実と教職員（特に若手教員）の成長
　教師にとって研修は生命線である。研修を進めるに当たり、行田市立泉小学校の
「泉」をとって、「チーム泉」を合い言葉に掲げた。児童の豊かな心をはぐくむとの
熱い思いを管理職、教職員が共有してひとつになってこそ成果が表れると考えたから
だ。研修テーマは「菊のように　美しく思いやりある子の育成」とし、副題を「道徳
教育の充実と『泉っ子憲章の具現化を通して』」とした。
　ここに現今の大きな課題が存在する。それは、経験豊かな教師、いわゆるベテラン
教師の大量退職と経験不十分な若手教師の急激な増加である。行田市立泉小学校でも
毎年ベテランが定年または勧奨退職して、代わりに卒業したばかりの新採用教員が着
任するようになった。ちなみに教師の平均年齢（校長・教頭を除く 24 名の教諭の平
均）は平成 26 年には 40 歳を超えていたのが 27 年に 39.7 歳となり、28 年にあっては
36 歳と急激に若返った。平成 28 年度の教員の年齢構成では、教員経験 5 年未満が 13
名、うち 12 名が 20 代であった。
　「教育は人なり」といわれる。子供にとって最大の教育環境は教師自身であり、そ
の教師には確かで豊かな資質・能力・力量が絶対に必要である。しかし、それらがま
だ不十分な若手教師が増えたということは、それだけ学校全体としての教育力が低下
したということになる。もちろん若手の中にも資質・能力を兼ね備えた優秀な者もい
る。やる気いっぱいで子供への愛情と情熱に溢れた若手教師も少なくないが、ベテラ
ンから若手に知識・技術をどのように継承、伝承するか、若手教師の資質・力量を向
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上させていくかは、今日の学校におけるきわめて大きな課題である。
　そこで、研修主任にベテラン教師である教務主任をつけ、研修副主任には意欲の高
い若手から起用した道徳主任をつけた。研修組織はシンプルなものがいいと考え「学
校生活充実部会」と「授業研究部会」の 2 つに絞り、全教職員がいずれかに属するこ
ととした。それぞれの部会の部長にはベテラン教師がつき、副部長にミドルリーダー
とヤングリーダーの教師がついた。特にベテラン教師には大事なミッションとして、
若手を育てながらの研修であることを確認し合った。研修をリードする研修推進委員
会は校長、教頭、研修主任、副主任と学校生活充実部会と授業研究部会の部長で構成
した。このような校内の研修体制づくりも「チーム学校」として機能するためには重
要な要素となる。それぞれの教師が伸び伸びと動きやすい環境をつくることで、それ
ぞれの真価が発揮されるし、また、協働の雰囲気も生まれてくるからである。
　それでは以下に、学校生活充実部会、授業研究部会、家庭・地域との連携のそれぞ
れについていくつか取り組み例を挙げる。
　
ⅰ　学校生活充実部会の取り組み
① あいさつ運動
　人と人とが心を通わせる上で、あいさつほど重要なものはない。「泉っ子憲章」で
も一番目に「元気にあいさつします」と謳っている。子供の心を豊かにする第一のカ
ギはあいさつである。
　そのあいさつが十分身に付いていない、いや、多くの児童ができていない、との自
校の現状をどのように改善したらよいかを話し合った。そこで、学校生活充実部会と
生徒指導部会が連携して「元気にあいさつする」児童の育成を目指して取り組み案を
策定した。この案づくりには若手教師も積極的に関わり、彼らの意見、思いを尊重す
るようにした。ボトムアップ的に意見を出し合う中で出てきた考えを積極的に取り入
れていった。それが、朝のあいさつ運動や道徳の時間との関連を図る取り組みである。
　朝のあいさつ運動は、①まずは教師が率先して登校時に辻々に立って、元気に「お
はようございます」のあいさつをする、②児童からあいさつボランティアを募り、登
校時に昇降口の前に立って進んであいさつをする、③あいさつ標語、「あかるく、い
つも、さきに、つづけて」を全校で常に確認するとともに、児童に、あいさつにつ
いての自らの決意を標語のようにして作成させ、それを日めくりカレンダーにする、
④学級ごとにあいさつ自己評価表を作ってふり返らせる、⑤家庭との連携を図り、家
庭においてもあいさつがしっかりとできるようにあいさつ週間を設け、「あいさつが
んばりカード」を作成して配布し、保護者に評価してもらう、などの取り組みとなっ
た。
　これらの運動を道徳の時間と関連付けることで、より確かなものとなるようにした。
「私たちの道徳」の第二章「人とともに」の（1）気もちのよいふるまいを（低学年）、
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「人と関わって」の（1）だれに対しても真心をもって（中学年）、「人とつながって」
の（1）礼儀正しく真心をもって（高学年）を活用したり、年度当初に道徳教育四つの
視点の 2「主として他の人とのかかわりに関すること」の（1）「礼儀・あいさつ」の教
材を使って全学級で道徳の授業を行ったりすることで、あいさつについての道徳的心
情を養い自覚を高めて、道徳的実践力を育成することを目指した。
　これらの取り組みが功を奏すまでにはかなりの時間を要したが、徐々にではあるが
あいさつをする児童が増え、あいさつの声も徐々にではあるが大きくなっていった。
地域の方からも「最近、あいさつをする子が増えた」といわれるようになり、それを
全校朝会や学級で紹介して、さらに教師、児童の励みとするものとなった。
② 自分も友達も大切に
　子供たちに自信を持たせたい、自己肯定感、自尊感情を高めたい、また、仲間を思
いやる気持ち、友達を大切にする心を育てたい、こうした願いから「泉っ子憲章」の
2、「自分も友だちも大切にする」児童の育成を目指して具体策を探っていった。学校
生活充実部会でベテラン教師、中堅、若手教師それぞれが自分の思いをぶつけ合って
生まれたのが「わたしのキラキラ・あの子のキラキラ」の取り組みである。
　「みんな宝の子」の詩（資料 1）を創作して、教室や廊下、階段の掲示場所に貼り
出した。また、学校だよりにも掲載して保護者・地域にも紹介した。この詩をもとに
「わたしの☆キラキラ☆カード」「あの子の☆キラキラ☆カード」を作成して、「見つ
けたよ！わたしの宝！！」「見つけたよ！あの子の宝！！」という内容で毎月一回児童に
記入させ、それを掲示した。（資料 2）
　みんな宝の子
いずみ　きらりん
わたしは宝の子
あなたも宝の子
わたしにも
あなたにも
あの子にも
キラキラ光る宝がある
その宝を　どんどん見つけよう！
その宝を　どんどん輝かせよう！
そしてその宝を
友だちのために使える人になろう！
わたしは宝の子
みんなみんな宝の子
〈みんな宝の子〉
わたしの☆キラキラ☆カード
年 　組　名前　　　　　
見つけたよ！ わたしの宝 !!
　わたしの、どんな宝を見つけましたか？
あの子の☆キラキラ☆カード
　年 　組　名前　　　　　
見つけたよ！ あの子の宝 !!
　あの子のどんな宝を見つけましたか？
（資料 1） （資料 2）
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　この取り組みは児童の意識を大きく変えた。自分のよさ見つめたり友達のよさに目
を向けたりすることで、改めて自分のよさに気づいてそれが自信となったり、友達の
大切さに気づいて思いやりの気持ちをはぐくむことにつながったりした。
ⅱ　授業研究部会の取り組み　～道徳の時間の授業改善を目指して～
　道徳教育の要である道徳の時間は、道徳教育における中核的な役割を担っている。
この時間の学習で道徳的価値の自覚を深めて、それを基盤としながら児童が自己の生
き方にまで結び付けて考えられれば、道徳の時間で学んだことが児童の道徳的実践力
となって表れ学校生活全体に波及していくことは間違いない。また、それぞれの教育
活動の中で行う道徳性をはぐくむ指導が、道徳の時間において補充、深化、統合され
ることによってより一層の効果が期待できると考えた。
　授業研究部会から提案された授業改善は、以下①「私たちの道徳」の活用、②「授
業改善の視点」、③「研究授業の実践」の 3 つである。
① 「私たちの道徳」の活用
　平成 26 年に、それまでの「心のノート」を全面改訂して作成された「私たちの道
徳」は、内容もさらに充実して使いやすく効果的なものとなった。これを年間指導計
画に位置付けて計画的に活用した。
② 授業改善の視点　～考え、議論する道徳の時間の創出～
　道徳の時間を真に児童のものとするためには、まずは教師が道徳の時間に対する意
識をしっかりと持って、授業改善への不断の努力が必要である。併せて、さまざまな
実践例や先進的な研究に学びながら、学校全体として理論的にもしっかりとした裏付
けを持って授業改善への研究を進めることが重要である。授業研究部の部員が、書物
や各種道徳研究会に積極的に出かけていって収集した情報から練り上げて提案した授
業改善の視点は以下の 4 つである。
1）課題を明確にした授業展開
2）発問の工夫
3）話し合いを深める工夫
4）自己の生き方（自分なりの解）をもつための工夫
・自作のワークシートの活用
・キラキラの木（※これは、道徳の時間に学んだことや感じたことなどを
カードに記入して、それを学級内の掲示物「キラキラの木」に貼っていっ
たもの）
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③ 研究授業の実践
　教師の資質、技術、力量は実践の中で磨き、実践を通して身に付けていくものであ
る。特に若手教師は「為すことによって学ぶ」ことが大きい。上述②で示した視点を
取り入れて、全教師が積極的に授業改善への挑戦を開始した。全員が年度内に最低一
回は学習指導案を作成して研究授業を実施することが授業研究部から提案されて、研
究を進めることになった。その際、指導者を招聘した全校が一つになっての授業研究
会は学期に一度行うこととし、日常的な中での研修は低中高学年の 3 ブロックに分け
て、教職員がよりフットワークを軽くして研修できるように体制を整えた。これによ
り、若手はベテラン教師の技に学び、ベテランは若手教師のよいところや課題などを
把握して的確なアドバイスを心がけるなど、実践的な研修となった。校長・教頭・研
修主任（教務主任）は手分けをしてすべての研究授業を参観して、授業後の早いうち
に学年やブロックで振り返りの機会を持つようにした。
　研究授業を行う上で大事なのが事前の段階である。学級の児童の実態、教師の思い
や願いなどを大切にしながら視点を決めて教材を選び、授業を組み立てていく。出来
上がった指導案は、学年や低中高のブロックで検討し、皆で考え練り上げて指導案を
完成させる。こうすることによって他の学級の単なる研究授業ではなく、自分自身も
深く関わった授業となる。また、長期休業中に若手教師研修会を開催したり、校長と
若手教師が一対一で道徳の時間について語り合い、協働で教材研究する機会を持ち、
相談に乗ったり励ましたりしながら指導案を検討するなど、悩みや苦労を共に分かち
合った。こうして一体感を持って、まさに「チーム泉」で取り組んだ。
ⅲ　家庭・地域との連携による取り組み
　「子供は学校で学び、家庭でしつけられ、地域で磨かれる」と言われることがある。
児童の道徳性は家庭や地域社会を含めたすべての環境の中で育まれるものであり、学
校と家庭・地域が共通理解を深め、子供たちのために同じ方向を向いて協力し合い、
それぞれの役割を果たすことによって子供たちの豊かな心は一層磨かれる。
　研修推進委員会で、家庭・地域との連携をどのように図っていくか話し合いを重ね、
数多くの取り組み案を生み出した。学校からの啓発活動、家庭に協力を求めること、
地域の施設や教育力を活用した体験的な活動、地域人材の発掘と活用、学校をさらに
家庭・地域社会に開くこと、学校・教職員が地域にさらに積極的に関わっていくこと
など、その内容は多岐にわたった。これらを粘り強く地道に一つ一つ積み重ねていく
ことが、家庭・地域からの信頼構築につながる。それは児童の豊かな心を一層はぐく
むことになる。ここでは特に、「家庭・地域への啓発」と「家庭教育との連携」の二
つについて述べたい。
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① 家庭・地域への啓発
　今、子供たちは学校でどのようなことを頑張っているのか、どのような良さがあり
反対に課題があるのか、また、その良さをさらに伸ばし課題を解決するために、学校
では何に力を入れているのかなどを家庭・地域に知ってもらうことは非常に重要であ
る。方向性を共有できれば、教育効果は倍増するといえる。そのツールとして、学校
だより「泉小だより」と道徳通信「キラキラ通信」を活用した。毎月の学校だよりの
紙面を充実するとともに、道徳教育推進教師が中心となって道徳教育特集「キラキラ
通信」を隔月で発行することにした。学校だよりでは毎号心の教育コーナーを設けて、
児童の様子や声などを紹介した。ここでは「キラキラカード」の中から学校だよりに
掲載した、1 年生から 6 年生までの声を一人ずつ紹介する。
「見つけたよ！わたしの宝！！」
・わたしはいつも学校やおうちであいさつをがんばっています。朝やひるやよ
るにかならずあいさつをしています。もっとあいさつがじょうずになりたい
です。（2 年生）
・友だちを大切にする心です。なぜかというと、友だちを大切にすると友だち
となかよくできるし、自分がこまっているとき友だちがたすけてくれたりす
るからです。友だちを思う心がわたしの宝です。（3 年生）
・自分がひき受けたことには責任をもって取り組んで、最後までしっかりと責
任をはたすところです。（6 年生）
「見つけたよ！あの子の宝！！」
・いつもぴんとしてしせいがいいです。いつもせんせいのはなしをよくきいて
います。いつもかがやいています。（1 年生、高橋さんから森田さんへ）
・友だちをえがおにすることができます。それに、こまっている人を進んで助
けたり、一人ぼっちの友だちを遊びにさそったりしています。わたしもいい
ところをまねしようと思います。（4 年生、田島さんから大野さんへ）
・わからないことがあったらやさしく教えてくれます。いつも笑顔で接してく
れるので、元気になります。（6 年生、新井さんから渡辺さんへ）
　（※児童の名前はすべて仮名）
　また、埼玉県教育委員会が、児童生徒の豊かな心をはぐくむために作成した道徳教
育教材資料集「彩の国の道徳」の中から毎月一つずつ＜今月の「彩の国の道徳」＞と
して資料を取り上げて、親子で一緒に読んで語り合ってもらう取り組みも企画した。
平成 28 年 9 月号の記事を示す。
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《今月の「彩の国の道徳」》
　今月は「盲目の学者―「群書類従」にいどんだ塙保己
一」をぜひお読みください。高学年向けの内容になって
いますが、この機会に、埼玉が生んだ偉人「塙保己一」
について親子で語り合っていただければ幸いです。
　幼くして盲目となった保己一は（7 歳の春に失明した
と言われています）、さまざまな苦労、苦難を乗り越えて、
日本を代表する大学者へと成長します。点字も盲学校も
無い時代、想像を絶するような苦難と努力の連続だったことでしょう。あのヘ
レンケラー女史が、幼い頃から保己一を目標とし、尊敬していた話は有名です。
この 2 学期、どのような困難があってもくじけずに、夢と希望を持って力強く
頑張っていきたいと思います。
学校だよりは家庭に配布するだけではなく、学区内の公共施設に掲示してもらったり
毎月の自治会の回覧板に乗せて地域ごとに回覧してもらったりした。学校応援団や地
域の方から、「泉小だより読んだよ。子供たちも先生たちも頑張っているね。」などの
声をよくいただくようになった。
② 家庭教育との連携
　学校で行う道徳教育が、家庭・地域において児童の日常生活に生かされるようにな
ればこれに過ぎたことはない。家庭における道徳教育を考えたとき、その基本はしつ
け、すなわち基本的な生活習慣を身に付けさせることといえよう。また、家庭内の無
言化や家族の人間関係の希薄化などが指摘されている今日、家族が一緒に過ごす時間
を工夫して、あたたかな家族間コミュニケーションが図れたら、児童の豊かな心も大
いにはぐくまれていくことは間違いない。そこで、研修推進委員会では、生徒指導主
任や養護教諭とも話し合いながら保護者に直接的に働きかけていくことにした。
ア　あいさつがんばりカード
　前述の学校生活充実部会の①「あいさつ運動」でもふれたように、あいさつについ
て家庭との連携を図り、あいさつ週間を設けて「あいさつがんばりカード」を作成
して配布し、保護者に評価してもらった。朝の「おはようございます」「行ってきま
す」から「ただいま」「おやすみなさい」などの基本的なあいさつができたら〇、も
う少しなら△、できなかったときは×の 3 段階で一週間毎日保護者に記入してもらっ
た。家庭でのあいさつの習慣化を図り意識を高めるのに有効であった。
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イ　ノーテレビ・ノーゲームデー
　子供たちの家庭生活の中で「テレビ」と「ゲーム」が占める割合は極めて大きい。
家族で一緒に過ごす時間を楽しく心豊かな団欒のひと時にしてほしいと、毎週水曜日
を「ノーテレビ・ノーゲームデー」として提案した。
　この提案は大きな反響を呼んだ。そしてたくさんの声、感想が寄せられた。その中
からいくつか紹介する。
＜児童の声＞
・姉弟とウノをしたり、クロスワードの答えを考えたりして、ふだんやらない
ことができてよかったです。
・テレビとかゲームをしなくてもいいと思いました。
・家族との会話が増えたので、テレビやゲームをするだけではなく、テレビを
見る時やゲームをする時のルールを作って、家族との会話を増やしていきた
いです。
＜保護者の声＞
・テレビをつけないと、家の中が静かに感じました。その分みんなずっとしゃ
べり、仲良くして、ケンカがなかったです。これからもノーテレビ・ノーゲー
ムデーを作り、家族の絆をもっと深めたいです。
・日頃無意識にテレビをつけていたなと改めて感じた一日でした。食事の時な
ど、会話がさらに多かったような気がしました。ノーテレビ・ノーゲームデー
もたまにはいいなと思いました。
ウ　お手伝い
　児童が家族の一員として家の仕事の分担など役割を担い、責任を持って行うことに
より、家族の役に立つ喜びや満足感を得ることができる。家族の中で、ありがとうの
言葉が行き交えば、家族の絆がますます深まることにつながる。
　夏休みや冬休みなどの長期休業を前にして、道徳通信「キラキラ通信」で「お手伝
い」を提案した。児童が毎日、どのようなことでもいい、何か一つでもいい、家族の
ためのお手伝いを決めて継続すること、とした。長期休業明けに、児童が取り組んだ
お手伝いの内容や保護者の感想を記入してもらったプリントを集めたところ、これも
また、大きな反響があったことが分かった。保護者の声を紹介する。
＜児童が取り組んだこと＞
・お米をとぐ、料理のお手伝い、食器を洗う、洗濯物をとり込んでたたむ、布
団を敷く、テーブルふき、新聞郵便取り、ゴミ出し、植物の世話、草むしり、
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お風呂を洗う、弟妹の世話、ご飯を食べさせたり泣いたらあやしたり、お風
呂から出た時オムツをはかせたり、など。
＜おうちの方から＞
・夏休み中、ほぼ毎日いろいろとお手伝いをしてくれて本当に助かりました。
仕事から疲れて帰ってきて、洗濯物がとり込んでたたんであった時は、すご
くうれしかったです。
・こちらが頼まなくても自分から進んでやってくれたり、いやいやではなく笑
いながら楽しそうに手伝ってくれたりするので、とてもうれしくありがたい
気持ちでいっぱいになりました。お手伝いは家族の絆を深める大切なことだ
と思います。
3　実践の考察とまとめ
　泉小学校が平成 27・28 年度の 2 年間に教職員の汗と努力と英知を結集して取り組
んだ「子供の豊かな心をはぐくむ学校づくり」は、家庭・地域も巻き込みながら学校
を活性化して多くの成果を挙げることができた。その成果を子供の成長の姿から確
認することは重要である。具体的、客観的に把握するために、いくつかの調査や評価
を行った。次に示す表は、平成 27・28 年、全校児童対象に行った「泉っ子憲章アン
ケート」の比較グラフである。
　ここに示すとおり、5 つの項目すべてにわたって大きな伸びが見られた。また、全
校児童対象の「学校生活アンケート調査」で「いやなことをいわれたりされたりした
ことがある」と答えた児童は平成 26 年には全校児童の 3 割を超えていたが、28 年で
は 21％に減少、同調査で「いじめられたことがある」と答えた児童も 15％から 9％
に減った。これらの数値から、児童の豊かな心をはぐくむ取り組みが着実に実を結ん
だと判断するものである。
　これらの数値以外で、今回の取り組みの成果と考えることとして 3 点が挙げられる。
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　第一に、児童の変容する姿が確実に見て取れるようになったことである。児童のあ
いさつの声は日増しに大きくなり、清掃にも真剣に取り組むようになり、思いやりの
ある言動や助け合う姿などが、学校内外のあちらこちらでよく見られるようになった。
日常生活の中で、些細なことでも児童の言動の中に思いやりの心を感じる場面が増え、
その様子が教職員の間でよく話題となり、それを各学級で担任教師が紹介したり、全
校朝会の校長講話や学校だよりで取り上げたりする中で、他の児童が善き行動を模倣
するようになり、それが連鎖して広まっていった。
　第二に、家庭・地域との連携、絆が深まっていったことである。すでに述べたよう
に、学校の取り組み、児童の様子を積極的に発信するとともに、家庭・地域にも子供
たちの豊かな心を育むことへの協力を呼びかけ、さまざまな企画を練って提案した。
保護者の間でもこれらが話題となり、学校応援団など地域の方も理解を示して歩調を
合わせてくれるようになった。こうして「チーム学校」ができていったのである。平
成 28 年度の学校評価で保護者に「学校は、子供の豊かな心や思いやりの気持ちを育
んでいると思うか」と質問したところ、95.6%が「はい」「だいたい、そう思う」との
回答を寄せた。
　第三に、教職員が一枚岩となって協働できたことである。たくさんあった学校の課
題の中から教職員の声を尊重して重点課題を「心の教育」の一点に絞り、皆で思いを
共有して「チーム泉」となってやってきたことによると考える。教職員の協働の雰囲
気の中でベテラン教師は自らの経験や知識、技術を生かして率先垂範で頑張るととも
に、その背中を見ながら若手教師も伸び伸びと、生き生きと活躍する姿があちこちで
見られ、意欲的に動き、語り合い、学び合っていった。その中で、若手教師の授業技
術や学級経営力が向上し、生徒指導力や学校行事を運営する力などを身に付けていっ
た。
　教職員への学校評価で「道徳教育を充実させ『泉っ子憲章』の具現化を図ることが
できたか」と聞いたところ、平成 27 年度には「よくできた」「だいだいできた」と答
えた教職員が 82.6%だったのに対し、28 年度は 95.8％に上った。学校評価の自由記述
欄で、「『チーム泉』で取り組むことができ本当によかった」「研修で校長先生をはじ
め多くの先輩の先生方の指導をいただいたことがとても勉強になった」などの声が多
数聞かれた。教職員がひとつの目標に向かって心と力を合わせたとき、それは一人一
人の力の足し算にとどまることなく、何倍もの教育効果と教師集団の達成感を生み出
すことがわかった。
　以上のように、泉小学校の「チーム学校」としての道徳教育での取り組みは、十分
に成果を上げ、また教職員のチームとしての意識をより高めることにつながったと言
える。個々の教員がそれぞれの学級で取り組んでいただけでは、このような成果を挙
げることはできなかっただろう。そう考えるならば、「チーム学校」での取り組みが
道徳教育の充実に効果を発揮すると言ってよいだろう。
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　そして、泉小学校が「チーム学校」として道徳教育に取り組む上で、ポイントと
なった取り組み方として、次の 5 点を挙げておく。
○ 校長が学校の教育活動全体を見渡した上で、適切に全体計画の構想を持ってい
ること。
○ 校長の構想を基に、全教職員の共通理解を図った上で、全体計画や各学年の年
間指導計画が作成されること。
○ 計画を実行するために、諸部会を機動力が発揮できるような規模のチームに分
けて構成すること。
○ 常に若手教員を育てようとする機会と雰囲気をもっていること。
○ 地域や保護者と共に教育活動を進める上で、成果が保護者等の目に見えるよう
な活動を提案し、協働により取り組むこと。
　はじめに挙げた先行研究への検証課題の第 1、管理職のリーダーシップについては、
1 番目と 2 番目の結果で実証されたと考えられる。また、第二の課題については、3
番目と 4 番目の成果が実証していると言えるだろう。
　泉小学校の場合は、管理職を含めた教職員と保護者・地域の方が一体となることが
できて大きな成果を生み出した。それはチームを構成する一人一人の頑張りによって
支えられてはいるが、頑張りを発揮できるような場づくりをはじめとした綿密な計画
あってのものである。組織の活性化と成功のためには、PDCA サイクルがしっかり
と回っていることが重要であるとされているが、まさに「チーム学校」においても同
様なのである。実際に動くこと＝ Do だけでは連続性が生まれないのであり、それぞ
れの過程をつなぐ役割となる管理職や主幹教諭、道徳教育推進教師などが機能してこ
そという部分もある。様々な要素がうまくかみ合ってこその「チーム学校」による道
徳教育であることを理解し、実践に向かうことが欠かせないのである。
4 おわりに
　「チーム学校」が機能するためには、教職員や専門スタッフ、地域の方や保護者の
一人一人が力を発揮してはじめて「チーム」となり、「チーム学校」として機能する
のである。そのためには、一人一人の力が発揮しやすいような環境づくりや役割分担
を校長がしておくことが必要となる。そういう意味での校長の責任は一層重大なもの
となるし、仕事量も多くなるだろう。
　心の教育の重要性が叫ばれて久しい。子供の豊かな心の育成は、学校、家庭、地域、
行政や関係諸機関など、社会全体であらゆる英知を結集してなんとしても実現してい
かなければならない大命題である。道徳教育の面から考えても、今後さらに「チーム
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学校」の重要性は増していくと思われる。その中で、どのように「チーム学校」をつ
くり、どう生かしていくのか、さらに研究を進め、教育現場に寄与するものにしてい
きたいと考える。
注
1　文部科学省 (2005)「情動の科学的解明と教育等への応用に関する検討会」報告書。
2　小川正人 (2016)『初等教育資料』2016 年 7 月、東洋館出版社、pp.8-11。
3　加藤崇英 (2016)『初等教育資料』2016 年 7 月、東洋館出版社、pp.16-19。
4　平成 26 年、行田市立泉小学校で、483 名の全校児童対象に行った「学校生活アン
ケート調査」結果から。なお、いじめは、児童が他の児童から受けた言動を「い
じめ」と受け止めた場合は「いじめ」として把握した。
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Enhancing Moral Education by School as a Team
Kenichi KURIMOTO, Kenichi ISHIMARU
Moral education is facing a lot of agenda now in Japan. In addition to the recognition that 
the…practice…of…moral…education…in…the…classroom…so…far…has…not…been…sufficiently…done,…moral…
education… is…expected… to…be… the…place… to…solve…modern…problems…such…as…bullying,…suicide…
and…so…on.…And,…in…order…to…solve…these…problems,…moral…education…has…been…determined…as…an…
official…subject…of…primary…education…and…will…be…fully…implemented…in…the…year…2018. We are 
forced to make a reform under such a time limit. Facing this situation, each school is making 
an…effort…to…improve…the…lessons…on…a…daily…basis.…However,…since…it…is…difficult…to…make…a…major…
progress…only…by…this…means,…now…we…must…ask…ourselves…what…should…be…carried…out… in… the…
framework of the school education activities as a whole.
In this article we think that we can lay the foundation to support moral education and thus 
contribute…to…the…lesson…improvement…through…creating…various…approaches…to…this…problem…by…
‘School…as…a…team’.…We…verify…its…efficiency…based…on…the…actual…practice…at…a…public…elementary…
school.…Furthermore,…we…extract…conditions…to…improve…moral…education…by…‘School…as…a…team’…
from the result of the practice.
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―身近な自然との関わりを通して、好奇心・探究心を育む―
小 山　容 子
要約
　本研究は、自然と関わって遊ぶ幼児の姿を自然観察法によって収集した記録を分析
し、幼児の学びの内容と教師の指導の在り方を探ることを目的とした。結果、幼児は
知的好奇心を出発とした直接体験の中で、疑問や発見の喜びを教師や友達に伝えたり、
友達の考えを取り込んだりしながら更に探求し、思考を深めていくことが認められた。
また、教師には共感・動機付け等の援助と共に、見通しをもった指導が求められる。
そこで、記録から抽出した事項を年間計画にまとめ、自然との出会いや関わりの場を
どのようにつくったらよいのかを示した。
Ⅰ．研究の目的
　現行の幼稚園教育要領施行から 10 年が経ち、平成 30 年から新たな幼稚園教育要領
が施行される。新幼稚園教育要領は、近年の子供の育ちをめぐる環境の変化等を踏ま
え、教育内容を改善・充実したものである。
　内容的には、総則の第 1 において、幼稚園教育の基本は、幼児期の特性を踏まえ
「環境を通して行う」と記されており、これまでの教育の基本が引き継がれている。
続く第 2 は、改訂により新設された部分で、「幼稚園教育において育みたい資質・能
力」と「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が明示された。第 2 の新設は、幼少
接続の更なる推進への期待であり、幼稚園での学びが小学校での学びにつながること
への期待とも言える。
　この資質・能力について無藤隆 (2017) は、知的な力と情意的な力で構成され、知的
な力は個別の事柄に気付くことと、その成り立ちについて考えること、情意的な力は
意欲と更に意志を含める、簡単に言えば気付く力であり、考え工夫する力であり、意
欲を抱き意志をもって取り組む力であると説明している。そして、保育内容の根幹と
しての「力」として概念化し、3 つの柱として整理したものであり、幼児教育を相対
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的に捉える枠組みであると述べている。新幼稚園教育要領の記述では、3 つの柱の 1
つは、豊かな体験を通じて、感じたり、気付いたり、分かったり、できるようになっ
たりする「知識及び技能の基礎」2 つめは、気付いたことや、できるようになったこ
となどを使い、考えたり、試したり、工夫したり、表現したりする「思考力、判断力、
表現力の基礎」3 つめは、心情、意欲、態度が育つ中で、よりよい生活を営もうとす
る「学びに向かう力、人間性等」と記述されている。
　そして「次期学習指導要領に向けたこれまでの審議のまとめ」（文部科学省、
2016）によると、幼児教育においては、幼児期の特性から、この時期に育みたい資
質・能力は、小学校以降のような、いわゆる教科指導で育むのではなく、幼児の自発
的な活動である遊びや生活の中で、感性を働かせてよさや美しさを感じ取ったり、不
思議さに気付いたり、できるようになったことなどを使いながら、試したり、いろい
ろな方法を工夫したりすることなどを通じて育むことが重要であると記されている。
　近年のグローバル化や情報化の進展、AI の飛躍的な進化は、私たちの生活に多様
性をもたらし、日常生活を質的にも変化させつつある。子供をとりまく社会が加速度
的に変化する中、子供たちには感性を豊かに働かせながら試行錯誤し、新たな価値を
生み出しながら、よりよい未来を創り出していくために必要な資質・能力を育むこと
が必要である。
　「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の中でも、幼児が身近な事象に積極的に
関わりながら思考力の芽生えを育んでいくことや、自然に触れて感動したり身近な動
植物に心を動かされる体験の中で、自然への愛情や畏敬の念、命あるものをいたわり、
大切にする気持ちを育むようにすることが求められている。領域「環境」から捉える
と、①身近な環境に親しみ、自然と触れ合う中で様々な事象に興味や関心をもつ。②
身近な環境に自分から関わり、発見を楽しんだリ、考えたりし、それらを生活に取り
入れようとする。③身近な事象を見たり、考えたり、扱ったりする中で、物の性質や
数量、文字などに対する感覚を豊かにする心情、意欲、態度を育むこととなる。
　これらのことを踏まえて、本研究では、自然環境に焦点をあて、幼児が自然と関わ
る中で見せる姿から、幼児の学びを考察した。その際、関わりの出発点は幼児の知的
好奇心であると考え、好奇心から学びを深めていく過程を分析し、これを支える教師
の指導の在り方を明らかにすることを研究の目的とした。また、自然は時期を適切に
捉えないと成長、発達を促す経験や活動にはなり得ないことから、見通しをもった指
導を可能とするため、年間計画を作成し、自然との出会いや関わりの場をどのように
つくったらよいのかを明らかにした。
　尚、保育用語辞典によると「好奇心とは、未知のものや新奇なものに興味・関心を
もち、そうしたものに対する接近や探索行動を引きおこす欲求のことである。また、
好奇心のなかでもとくに、知的な情報の獲得や探求に向けられた好奇心は、「知的好
奇心」と呼ばれる。」とある。また、幼児学用語集によると 2、3 歳頃の質問期にみら
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れる「これ、な～に？」「どうして？」などの質問行動は、知的好奇心に基づいた行
動といえるとある。よって本研究において知的好奇心とは「知的な情報の獲得や探求
に向けられた好奇心」と意味付けた。
Ⅱ．研究内容・方法
（1）自然観察法を用いて、身近な自然との関わりの中で、幼児が事物と出会い、新
鮮な驚きや気付き、感動の場面を記録する。収集した記録から状況を分析しなが
ら幼児の学びを読み取り、教師の指導の在り方を考察する。
（2）幼児の発達に即し、系統的でストーリー性をもった指導が展開できるよう、自
然環境から身近な飼育、栽培を中心に抽出し、直接的、具体的な体験の指導計画
を作成する。
表 1　指導計画の構成内容
期 学年別に幼児の姿が変容する時期を 5 期に区切る
期のねらい 幼児にこの時期育てたい総合的な指導のねらい
自然に関わる内容 この時期にできる幼児に望ましい経験内容
動物との関わり 見る、触れる、遊ぶなど、直接経験できるもの
植物との関わり 観る、栽培するなど、時期に応じて経験できるもの
その他（身近な環境） 自然現象や事象など、幼児に関心をもたせたい事柄
遠足 自然に触れるためにより望ましい地域や場所（園外）
Ⅲ．結果と考察
●事例① 3 歳児　オジギソウとの関わり
　ある朝、教師は「おはようって言うと　おはよ
うっておじぎするのよ」と、オジギソウの葉を指
で触りながら A 児と B 児に話した。オジギソウ
の葉は、ゆっくりと垂れ下がり下を向く。
　A 児は、教師の様子を見ながら指で触り、暫
くの間毎朝「おはよう」と言って触るようになっ
た。そして数日後、「先生、ほかのお花は　おは
ようしてもおじぎしないのに　どうしてこのお花
は　おじぎするのかなぁ？」「ふーっとふいても
　おじぎするよ」と、教師に話した。
　　＜行動の分析＞
○教師と共感する喜び
○花との対話・植物への愛着
○教師の心を感じとる心の豊
かさ
○教師との安定した関係
○非生物との関わりの豊かさ
○繰り返しからの発見
○優しさ、丁寧さなど、手を
かけられた体験、表現が言
葉や動きになって出てくる
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（教師の関わり）
　教師がオジギソウに触れる姿は、2 人の知的好奇心を刺激し、主体的に関わる中で
気付いたり、発見したりする態度を引き出している。A 児のオジギソウに触れる仕
草は教師の仕草の模倣であり、対象への興味や関心を拡げる教師の言動の影響は大き
いと言える。また、教師が幼児と同じ目線に立ち、発見や気付きを承認、受容するこ
とは、幼児をより深い探索に向かわせる。なにより、教師自身が自然に対して感性豊
かな人であることが大切である。
（考察）
　A 児は、教師が見せたオジギソウの葉に不思議さを感じ、なぜ葉がおじぎするの
だろうと、知的好奇心を揺さぶられ、自分が触れてもおじぎするだろうかと試してい
る。そして、継続した関わりの中で新たな疑問をもち、他の植物と比較したり、別の
方法で試しながら、強い空気が触れても葉が垂れ下がることを発見した。発見の喜び
は教師が共感してくれたことで、更に嬉しいことになっている。
　A 児は毎日オジギソウと対話しながら対象への親しみを深めていくが、葉に触れ
る仕草や言葉には優しさや丁寧さがあり、A 児自身が周囲の大人から手を掛けられ
て育ったことが感じられる。その蓄積が、植物に関わる態度に表われていると考えら
れる。
　一方、すぐには葉に触れなかった B 児だが、その後の行動から、当初から対象に
知的好奇心を抱いていたと読み取れ、行動のタイミングは幼児により異なると言える。
●事例② 4 歳児　蝶との関わり
　昼食時、蝶が保育室に入って来た。
　A 児は、じっと見つめ、「ちょうちょは　メロ
ンが好きなのかな？」とつぶやき、「これぶらさ
げて」と食べかけのメロンを教師に持って来る。
　教師はメロンを糸に縛って壁から吊り下げたが、
蝶は、メロンとは別の方向に飛んでいく。蝶の動
きを目で追い続ける A 児は、「ちょうちょ、止ま
らないね、どうしてだろう、わからないんだ」と
言う。
　　＜行動の分析＞
○蝶に対する知的好奇心
○共感する
○観察し確かめる
○疑問をもち、思考する
　別の日、教師の様子を傍観していた B 児は、
友達を呼び集めて、教師のしていたとおり指で触
りながら「こんにちはっていってるよ」「みて　
みて」と、言いながら繰り返し葉に触っている。
○好奇心・疑問・試す
○友達との共感
○情報を伝える
－ 247 －
創価大学教育学論集　第 69 号：小山
（教師の関わり）
　教師は、幼児の蝶への知的好奇心を捉え、幼児と蝶との偶然の出会いを生かす関わ
りをしている。蝶に心を動かし、イメージを膨らませながらメロンと結び付けようと
思考錯誤する幼児。対象への関わりの中で友達の考えに触れ、自分の中に取り込み、
新たな考えを導き出そうとしている。幼児の蝶に対する捉えは擬人的だが、教師はそ
の子らしい発想を実現できるように援助し、疑問に思う気持ち等に共感している。こ
のように対象に対して心を動かし、自分なりに考え、関わる中で、幼児の探求心が膨
らみ、やがて蝶の生態に気付くものと思われる。
（考察）
　A 児は突然現れた蝶に関心をもち、自分が好きなメロンを食べさせようと実行し
た。しかし予想に反して蝶はメロンに止まらず、なぜだろうと疑問をもつ。B 児は、
メロンの場所が分からないのだと考え、矢印で道順を示す工夫をし、試した。C 児は、
蝶が花に止まる様子を思い出し、自分なりに考えた方法で挑戦した。A 児は、考え、
実行し、上手くいかず疑問をもち、友達の考えなどに触れる中で蝶は本物の花が好き
なのだと新たな考えを展開している。
　3 人の幼児が、友達のなかでも自分の考えを自由に表現できるのは、何を言っても
受け止めてもらえるという教師との信頼関係や友達への親しさが基盤にあるからだと
考えられる。
　B 児は「線を書けばいい、こっちにあるよっ
て」と、矢印を書いて壁に貼り、蝶の誘導を試み
た。しかし蝶は飛んで来ない。
　C 児は「花を書けばいい、花が好きなんだ」と、
いろいろな花を描いたり作ったりして壁に貼り付
け、メロンへの道筋を示した。しかし、一向にメ
ロンに近付こうとしない蝶を見ながら A 児は「止
まらないね　本物の花が好きなんだ」とつぶやく。
○考えを伝える・工夫する
○確かめる
○ひらめきを友達に伝える・
挑戦する
○確認する
○友達の考えに触れ、新たな
考えを導き出す
●事例③　4 歳児　アゲハの幼虫の羽化
　学級で育てていたアゲハの幼虫が羽化しそうな
朝、教師は、「ちょうちょが産まれそうだから見
て見よう」と子供たちに声を掛け、保育室の中央
にテーブルを出してその上にアゲハ蝶のさなぎが
入った飼育ケースを置いた。
　幼児たちは教師の言葉に誘われ、テーブルを囲
み、さなぎを覗き込んだ。そして小さな変化が始
　　＜行動の分析＞
○実物を見て確かめる
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（教師の関わり）
　教師が羽化に合わせて飼育ケースを広い場所に移動したことで、幼児が友達と寄り
合って観察したり、発見や感動を共感し合ったりすることが可能になった。環境を構
成する際の教師に、「本物に触れさせたい」という願いがあったと考えられる。
　教師の意図的な保育計画が必要であり、本事例のように、教師による呼びかけも大
切である。また、科学絵本や図鑑等は、幼児の興味関心に即して提示すると効果的で
あり、状況や幼児の行動を予測して環境に入れ込む必要がある。
（考察）
　蝶の羽化に立ち会った者にとって、その姿は神秘的で正に命を感じる瞬間である。
　B 児は図鑑等で知識として卵から蝶の成長過程を知っていたが、初めて本物に触れ、
事実に驚き引き込まれ、感動を味わっている。そこには絵本や図鑑では知ることので
きない五感を通した学びがある。幼児が長い時間蝶を観察している姿から、本物には、
興味・関心を持続させるエネルギーがあると考えられる。
まると「動いた」「出てきた」「羽がしわしわだ
ね」と口々に言葉を発する。
　A 児は、図鑑を持って来て目の前の出来事と
比べ、「おんなじだ！」と言う。
　B 児は、「そんなの　見なくても　もう知って
いるよ　あたりまえだよ」とそっけない言葉を返
し、保育室を出て行こうとした。
　そこで教師は、「B ちゃん、いいじゃない、そ
んなこと言わないで一緒に見ようよ」と声を掛け
た。B 児は教師の誘いに応じ、仕方ないなぁとい
う表情を浮かべて飼育ケースを覗いた。そして、
さなぎから出てきたばかりの蝶を見ると、「あっ！
濡れている、白い線がある！」と驚きの表情を浮
かべる。そしてしばらくの時間、教師と幼児たち
は蝶を見守り続けている。ふと A 児が「なかな
か　飛ばないね」と心配そうに言う。教師が「ま
だ　羽が乾かないからね　見ててごらん」と教え
ると、A 児は「ふーん、羽が乾くと　飛ぶのか」
と、納得したように見守る。その横で B 児もじっ
と蝶を見つめていた。
○神秘さへの感動
○情報としての図鑑の生かし
方
○知識としては分かっている
が、実物をみて確かめる
○本物への驚きと感動
○絵本や図鑑では知ることの
できない五感を通した新た
な発見
○興味・関心の持続へのエネ
ルギー
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（教師の関わり）
　3 人は、どんぐりに愛着を感じ、遊びの素材として取り入れ、工夫して製作に取り
組んでいる。その中で、質感や大きさの違い、数について、「ツルツルする、可愛い、
いい音」等と感じたことを言葉にして、どんぐりへの関心を高めている。教師は、幼
児が十分に遊びを楽しめるよう、じっくりと取り組める場の確保や、遊びの展開を予
測した物の補充等を行っている。時に、自然物との関わりが少ない幼児が、どんぐり
と出会う遠足を計画したり、どんぐりを使用した遊びを提示することも必要になる。
（考察）
　どんぐりは大人になったら黒くなると話していることから、先行経験を覚えており、
製作にも自信をもって取り組んでいると思われる。友達に見せるなど、作った物への
満足感や伝え合う喜びが感じられる。どんぐりを五感で捉えて楽しみながら、B 児は
どんぐりを数え、基数の原則に気付いている。数の概念の獲得も、このような素朴な
●事例④　4 歳児　どんぐりで遊ぶ
　10 月初旬、A 児 B 児 C 児が、通園路の途中、
たくさんのどんぐり（シラカシの実・コナラの実
等）を拾って幼稚園に登園して来た。大きなどん
ぐりや小さなどんぐり、なかには、まだ緑色のも
のや殻斗を付けているものもある。
　3 人は、「見て！このどんぐり　子供だよ　大
人になると黒くなるんだよ。ツルツルして気持ち
いいいよ　かわいいね」等と話しながら、自分が
拾い集めたどんぐりを見せ合っている。
（教師がマジック、楊枝、空き容器等を用意する。）
　A 児は、「顔描きたい！」と言い、マジックで
顔を描き、「大きい、小さい」と言う。書き終え
ると、2 人に見せる。
　B 児は、「コマができるよ！」と、楊枝にどん
ぐりを刺しコマを作る。そして、作ったものを
一列に並べて「1．2．3．4．5．6…6 個も作っ
た！」と満足そうに言う。
　C 児は、アイスクリームの空き容器にどんぐり
を入れて音の出る楽器を作った。上下に振って
「いい音！」と A 児や B 児に聞かせる。「ほんと
だ！」と言って応じる A 児と B 児。3 人とも笑
顔で楽しそうである。
　　＜行動の分析＞
○感動、共感、興味、関心
○経験の再現
○大きさの認識
○工夫
○経験の再現
○数量に親しむ
○経験の再現
○工夫
○数量感覚
○共感
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体験のなかで芽生えるものと読み取れる。
（教師の関わり）
　教師は、幼児が考えたり工夫したりしている姿を認め、成就感を持たせたり、相互
に触発し合い、友達の考えにも意識が向くように紹介している。
（考察）
　先行経験があり、どんぐりや道具の扱いがスムーズで、イメージを実現する満足感
を味わっている。また、自分の考えや発見を友達に知らせて喜んだり、友達のアイ
ディアを取り入れたりして楽しんでいる。
●事例⑤　5 歳児　どんぐり製作
　A 児は気に入った形のどんぐりを選び出し、
せんまい通しで穴を開け、竹ひごを通すと、木琴
のバチにして板を叩いた。
　B 児と C 児が真似をしてバチを作り合奏にな
る。「コンって音がする」「こっちは響くよ」と言
いながらリズムを合わせ楽しんでいる。
　翌日 B 児は竹ひごの両端にどんぐりを通し、
やじろべえを作り始めた。中心を指でいろいろ試
しているが真ん中にならず苦戦する。
　すると横にいた A 児が「こうやるといいんだ
よ」と言って、片方だけどんぐりがついた 2 本の
竹ひごをセロテープでつなげる。「先生見て、ぶ
つからないよ」と言う A 児に、教師が「よくで
きたね、揺れてるね」と言葉を掛ける。
　次に A 児は、4 本の竹ひごをセロテープで止
め、上に竹ひごをつなげてモビールを作った。B
児も A 児と同じモビールを作る。
　E 児と F 児は紙をどんぐりに貼り付けて人形
を作っている。教師が、どんぐりに棒を通してか
ら首にしている C 児の人形作りの方法を紹介す
ると、「そのやり方いいね」と言い、E 児と F 児
も立体人形を作った。その後、男、女、刀、椅子
など人形遊びに必要なものを次々に作る。
　　＜行動の分析＞
○知的好奇心が旺盛
○道具の使い方に慣れている
○友達に刺激を受け模倣
○気付き・発見の喜び・共感
○知っていることを人に知ら
せたい
○試す・確かめ
○いろいろにイメージしてい
る
○試す
○他者の考えのよさに気付
く・取り込む・確かめる
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Ⅳ．まとめ
○知的好奇心から探求心、思考力に向かうためには、直接体験が必要である
　事例からは、図鑑等の間接体験よりも本物の自然に触れる直接体験の方が、幼児の
知的好奇心を揺さぶることが認められた。幼児は本物の自然に触れたとき、不思議だ、
面白い、きれい等、様々な感情体験をする。そのものについて様々なイメージを想起
して関わり、感動したりしながら疑問をもつ。そしてその疑問について確かめようと
更に関わり、新たな発見を喜んだりする。このように、自然環境との関わりは、幼児
の好奇心や探求心、思考力を育んでいく。
　しかし幼児は、面白そうな自然があっても興味を示さず、見過ごしてしまうことが
ある。そんな時、幼児が自然に対して意識を向けるきっかけとなるのは、教師の言葉
や自然と触れ合う姿である場合が多い。教師自身の感性の豊かさが求められる所以で
ある。
　
○じっくりと関われる場と十分な時間が好奇心や探求心を深める
　幼児は好奇心を抱くと、対象をじっくり見たり繰り返し関わったりしている。継続
して関わる中で、疑問に感じたり、新たな発見をしたりしている。それは、そのもの
の性質への気付きであり、小学校以降の学びの基になる。従って幼児が探求を深める
ためには、落ち着いてじっくりと関われる場と十分な時間に配慮する必要がある。
　
○自然との関わりから探求心や思考力を深めるためには計画性が必要である
　事例の幼児は皆、身近な自然物と関わっている。幼児にとって身近さとは、繰り返
し関われるものであり、関わりのきっかけとなる。季節やタイミングを逃すと体験で
きない自然との関わりがある一方で、柑橘系の植物があれば蝶が産卵に来るなど、環
境を整えておくことが豊かな体験につながることもある。従って教師は、自然環境に
関わって展開する幼児の活動を予測し、環境が身近なものになるように環境を構成し
なければならない。教師の見通す力、計画性が重要である。
　
○教師の承認や共感が幼児の探求を深めさせる
　幼児は豊かな感性で感じ、考えたことを教師等に伝え、教師に受け止められると自
信をもち、探究を深めていく。そのため教師は、幼児の発想を受け止め、共感したり、
一緒に考えたりしながら、主体的な学びが深まるよう援助することが大切である。
　
○幼児同士の関係が、考える力を引き出す
　それぞれの事例では、友達関係の育ちに発達の違いはあるが、友達の存在が幼児の
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好奇心や探求心を深めるうえで重要な役割を果たしている。自分の思ったことを自由
に表現できること、友達の考えを聞くこと、多様な考え方に触れ、それを自分の中に
取り入れていくこと、友達と考えを出し合うことは、幼児が探究心や思考力の芽生え
を培ううえで重要な経験となる。教師の役割は、幼児が感じたことを思い思いに発信
できる雰囲気や、互いの考えを認め合える学級づくりに努めることである。
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˕ౖࡠΕɼझࣚ͘Ν͢ͱॡ͹ࣙષ
Ͷ਎͢ΊΏؖৼΝ΍ͯɽ 
˕لઇ͹ࣙષ෼ͶৰΗͱ༣΁ɽ 
˕ਭΏ࠯Ͷ਎͢Ίɼࣙ෾͵Ε͹ख
ΕૌΊΝֺ͢ΞͫϨɼևͳҲॻ
Ͷֺ͢ΞͫϨͤΖɽ 
˕ਐۛ͵ঘಊ෼Ώࡁക෼Ͷ਎͢Ί
Ν΍ͬɼجΞͲ੊࿫ΝͤΖɽ 
˕ࡁക෼Ώࣙષ෼ΝखΕ೘Ηͱ༣
΁ֺ͢͠ΝັΚ͑ɽ 
˕ਐۛ͵ࣙષͶ໪Ν޴͜ɼلઇ
͹รԿΝ״ͣΖɽ 
˕৪෼͹ਫ਼ௗΏรԿͶـ෉͚ɽ 
˕फ֯ͤΖج;ΝັΚ͑ɽ 
˕फ֯ͪ͢෼Ͳ༣ΞͫΕɼևͲྋ
ཀྵΝ͢ͱັΚͮͪΕͤΖɽ 
˕೧ௗࣉͶಊ৪෼͹੊࿫Ώ౲൬
׈ಊ౵͹࢕ࣆΝگ͓ͱ΍Δ
͏ɼ೧ௗૌͶ͵Ζ͞ͳΝֺ͢
ΊͶͤΖɽ 
˕౛͹ࣙષͶڷັΝ΍ͬɼࣙ෾͵
ΕͶࢾͪ͢Εɼ൅ݡͪ͢Ε͢ͱ
ڽ͘Ώج;Ν״ͣΖɽ 
ಊ෼ͳ͹ؖΚΕ 
઎ਫ਼Ώ༓ୣͳঘಊ෼Ͷ㕔Ν༫͓ͪΕৰͮͪΕͤΖ  
       ೧ௗࣉ͹Πϐϩ͹੊࿫ΝݡΖ 
ςώϟΝݡΖʤ૧ࡠΕɼਿɼ௕΁༹ࢢʥ  
ॡͶݡΔΗΖமΏਫ਼͘෼Ν୵ͤ ਐۛ͵ࠝமΝ୵ͤɼࣄ͑ 
(ŝŨŷŤƆŔŠŤɼ֟ɼ௑ɼŞŨŪŹƀɼźŨƆŞʥ  
(ٞɼŷƁŹŤɼřšƆŲũŖśɼ੪மɼŞŴƆŬமɼųŸɼᦌŌŬƅŶƆɼţƆƀŞƆŮ) 
೧ௗࣉ͹Πϐϩ͹੊࿫ΝݡͪΕ์͏ͪΕɼৰͮͪΕͤΖ ࣄͮͱ͏Ζঘಊ෼͹੊࿫ΝͤΖ    
೧ௗࣉͶřųƁ͹੊࿫Νگ͓ͱ΍Δ͑ 
                ಊ෼Ԅ͹ಊ෼ΝݡͪΕঘಊ෼ͳ༣΁ 
व͹மΝݡͯͪ͜Εɼٿ͘੢Νซ͚  ౛ເͤΖঘಊ෼ΝஎΖʀ౛ເ஦͹ਭΏޅཁΝ༽қͤΖ 
(ŢŝƃşƆɼŲƆŗŨɼྵம౵)           (ٞɼŞŨŪŹƀɼ֟)      ʤŞŨŪŹƀɼྵமɼŞŴƆŬŹŤʥ 
 
৪෼ͳ͹ؖΚΕ 
Ԅఋ͹૴՘ɼध໨ΝݡΖ (࡫ɼŪŪŤƆɼũŕŘƀŗŴƇ౵) 
 
૴ͳΕʀౖࡠΕ झΉ͘ ਭΏΕʀ૴खΕ ੔ௗΝݡΖʀफ֯ 
    ʤŢŷŪŭɼŚƅšƆƅɼŸŮŬŷŬɼŚũŢƆʥ 
           ೧ௗ͹໼ࡌΝݡͪΕफ֯෼Νৱ΄Ζ 
ʤŬŷŬɼşŕśƀɼŭťɼŚƅšƆƅɼſŗŞŦŚɼţŪŷŚŻʥ 
৯͹ड़Ζ૴՘ΏࣰΝͳͮͱ༣΁  ࣰ͹͵Ζ໨Νݡͯ͜ɼलͮͱ༣΁   ౛͹ध໨ΝݡΖ 
ʤ௉اɼŝŤƃŚŲƆŭɼ௥͹໨ʥ       (ŚũŖśɼŬƆƅŠƆƀɼ֡ ౵)          (ഗɼ౩) 
फ֯ͤΖ   ౖࡠΕ ځࠞ৪͓ ਭΏΕɼ౛͹ࢩౕΝ઎ਫ਼ͳͤΖ ൅լΏ੔ௗ͹༹ࢢΝݡΖ 
         (ũŕŘƀŗŴƇɼųżŤƅť) 
               ਭࡁകΝͤΖ ࠞΏཁΝݡΖ ՘ΝݡͪΕ೑͏Νᅁ͛ 
ʤųżŤƅťɼŠƃŗŞťʥ 
ͨ͹ଠ 
˕ާ͹·Ε͹ಊ༹͚ࢢΝݡΖ˕ӏ͹ೖ͗ଡ͏͞ͳͶـ෉͚ 
             ˕ӏ͹߳Ζ༹ࢢΏਭཹΕΝݡΖ 
             ˕εϡϚϱۆ͹ඊ΁༹ࢢΝݡΖ 
˕͏Θ͏Θ͵ܙ͹ӤΝݡΖ  ˕෫͗ྮ͚ͪ͵Εɼ      ˕૾ΏතΝݡͯ͜ͱ༣΁ 
˕ਭ͗ྮ͚ͪ͵ͮͱͪ͘    צ͚͵ͮͱͪ͘͞ͳΝ    ˕ઉ͹߳Ζ༹ࢢΝݡΖ 
͞ͳͶـ෉͚        ״ͣΖ 
ԗ ଏ ٪ޮԄ ৿ॕޜԕ  ζϡΪ΢Ϡ۹Ε ᷦ੤ྡքޮԄ ਭݫޮԄ    ҸΆΕ     Ҭ͹ಆޮԄ ๼͹؛ޮԄ ࠅճ઴ఋޮԄ  ٪ޮԄ 
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̓ࡂ 1غ(4݆ʛ5݆஦२) ̐غ(5݆஦२ʛ7݆) ̑غ(9݆ʛ10݆஦२) ̒غʤ10݆஦२ʛ12݆ʥ ̓غʤ1݆ʛ3݆ʥ 
͸Δ͏ 
˕೧ௗࣉͳ͢ͱ͹ج;ΏְࣙΝ
΍ͬɼਫ਼׈Ώ༣;ͶखΕૌ
΋ɽ 
˕৿͢͏؂ڧͶ׵Ηɼـ͹߻͑
༓ୣͳ༣;Νֺ͢΋ɽ 
 
 
˕ـ͹߻͑༓ୣͳ໪దΝ΍ͬɼ 
 ߡ͓Νड़͢߻ͮͱ༣;Ν਒Όͱ
͏͚ɽ 
˕ਫ਼׈Ώ༣;͹஦Ͳࣙ෾͵Ε͹໪
దΝ΍ͮͱ޽෋ͪ͢Εࢾͪ͢Ε
ͤΖɽ 
˕༓ୣͳ༣΁஦Ͳɼޕ͏Ͷߡ͓
Ώ΢ϟʖζΝण͜೘Η߻ͮͱ
༣;Ν਒ΌΖɽ 
˕ࣙ෾͹ྙΝ൅ض͢͵͗Δɼָ
څસରΏήϩʖϕ͹໪దͶ޴
͖ͮͱखΕૌ΋ɽ 
 
˕ήϩʖϕͲߡ͓ͪΕ޽෋ͪ͢
Ε͢ͱ༣;Ν਒ΌΖ஦Ͳɼ
ݺʓ͹ྙΝ൅ضͤΖɽ 
˕໪దͶ޴͖ͮͱ༓ୣͳྙΝ߻
ΚͦͱखΕૌ΋ֺ͢͠Ώຮଏ
״ΝັΚ͑ɽ 
 
˕ࠕΉͲ͹ܨݩΝਫ਼͖͢ɼॉ෾Ͷ 
༣;Νֺ͢΋ɽ 
˕ޕ͏͹ߡ͓Ώـ࣍ͬΝण͜೘Η 
೟Ό߻͏͵͗Δɼـ࣍ͬΏ 
΢ϟʖζ͹ͯ͵͗ΕΝֺ͢΋ɽ 
˕༓ୣͳڢྙ͢ͱ׈ಊͶखΕૌΊ 
ΏΕਲ਼ͪ͝ैࣰ״ΝັΚ͑ɽ 
಼ ༲ 
˕ॡ͹ࣙષΏಊ৪෼͹༹ࢢͶـ෉
ؖ͘ৼΝ΍ͮͱؖΚΖɽ 
˕ોࡒ͹״ৰΝັΚ͏ɼࣙ෾͹΢
ϟʖζͪ͢΍͹ΝࡠΖɽ 
˕ಊ৪෼͹੔ௗΏ༹ࢢͶؖৼΝ΍ͬ
੊࿫ΝͤΖɽ 
˕ࣙ෾͵Ε͹໪దͶ޴͖ͮͱɼߡ͓
ͪΕ޽෋ͪ͢Εࢾͪ͢Ε͢ͱखΕ
ૌΊɼຮଏ״ΝັΚ͑ɽ 
˕لઇ״Ν״ͣखΕɼࣙષΏਫ਼׈
΃͹ཀྵմΝ਄ΌΖɽ 
˕ਐۛ͵ؽحΏ༽۫͹ѽ͏๏Ͷ׵
Ηɼࣙ෾ͲમΞͲ࢘͑ɽ 
˕૴Ώ໨͹ࣰΝलͮͪΕɼॄΌͪ
෼Ν༣;ͶखΕ೘ΗͪΕ͢͵͗
Δɼव͹ࣙષͶ਎͢΋ɽ 
˕੔ௗΝֺ͢ΊͶɼव৪͓͹ࡁ
ക෼ΝүͱΖɽ 
˕ۯΏӤɼ෫͵ʹͶؖৼΝ΍ͯɽ 
˕౛͹ࣙષݳেͶڷັʀؖৼΝ
΍ͬɼ༣;͹஦ͶखΕ೘Η
Ζɽ 
 
 
ಊ෼ͳ͹ؖΚΕ 
˕řųƁ͹੊࿫ΝͤΖ  ˕㕔͹઀Ε๏ࠠͧ๏Ͷ ˕ಊ͘ΏӍ໡͹รԿͶـ෉͚ 
์͚ʀՆѬ͗Ζ   ཻқ͢నྖͶͤΖ 
ஓ͹ŝŨŷŤƆŔŠŤΝݡΖ ŝŨŷŤƆŔŠŤ͹੊࿫ ŝŨŷŤƆŔŠŤ͹รԿΝݡΖ 
ঘಊ෼͹੊࿫Ν઎ਫ਼Ώ༓ୣͳͤΖʤঘ௙ɼۜڗɼţƆƀŞƆŮʥ    ֟ΝஓͶ๎ͤ
      㕔ΏΕʀਭ͖͓      ਭଔؙ͹ڗΝݡΖ  
՘ͶॄΉΖம(௑)ōŪŲƆźΝݡΖ   ŞŴƆŬமɼřšƆŲ௑͹༰மΝࣄ͑  
                  ŸŞƅ͹ཁΝΏΕรԿΝݡΖ  ӍԿΝݡΖ 
˕༓ୣͳ੊࿫Ν͢͵͗Δ    ˕౲൬͹࢕ࣆͶ੻೜Ν΍ͮͱखΕૌ΋     ˕౲൬͹࢕ࣆΝ೧ঙࣉͶگ͓Ζ 
 řųƁͳ༣΁ 
ڗ௾ΕΝ͢ͱ㕔Ώڗ͹༹ࢢΝݡΖ           ಊ෼Ԅ͹ಊ෼ΝݡΖ  
 
ŞŨŪŹƀΏŞźΝ౛ເͦ͠Ζ         ౛ເ͖ΔְΌͪŞźΏ֟ΝݡΖ 
व͹՘ͶॄΉΖமΝݡΖʀ୵ͤʀࣄ͑  Ո͹ம͗͏͵͚͵ͮͪ͞ͳͶـ෉͚  
(ŢŝƃşƆɼŲƆŗŨɼŬƅŶƆ౵) 
৪෼ͳ͹ؖΚΕ 
Ԅఋ͹૴՘ΝݡΖ ŚũŖś͹լ ŲŭŸťƆş ֡͹՘         ഗ͹ࣰ 
                ൅լʀ੔ௗΝݡΖ ཁ͹੔ௗʀ໼ࡌ͹รԿ  
ࡸ૴Νൊ͚ ౖࡠΕ झࣚ͘ʀీ৪͓             ևͲৱ΄Ζ 
(ŭťɼŬŷŬɼşŕśƀ     ঘ௙ΏśţşƆ͹㕔ͶͤΖ ܃Εศ͢үͱΖ  
ųƇŘŭŗŪɼҸ ଠ)    (ঘনࡌɼŲŪŞŨƆŚŢƅ ଠ)  
  ΢οβΝݡΖ   फ֯ͤΖ 
     ౩͹ࣰ           ֡͹ࣰɼ܂͹ࣰ౵ΝݡΖ        ഗʀ౩ʀ࡫͹՘ΝݡΖ 
झखΕʀౖࡠΕ व৪͓͹झࣚ͘ʀځࠞ৪͓ ͯ͠ΉҸ۹ΕųƇŘŭŗŪफ֯ʀৱ΄Ζ  ځࠞΝೖ޴Ͷ஖͘੔ௗΝݡΖ  
                 ਭࡁകʤųżŤƅťɼŠƃŗŞťʥ ࠞʀ՘͹੔ௗΝݡΖ ೑͏Νᅁ͛   
՘͗शΚͮͪΔౖͶ৪͓Ζ  
 
΢οβ͹මজ 
ͨ͹ଠ 
ۯസ౵Ͳ޽෋͢ͱࡠΖ   ઩Ώਭऄ౵ਭ༣;Ͷචགྷ͵෼Νਐۛ͵ોࡒͲࡠΖ 
(ۯസɼ࠯ɼడ೬ౖ)    ʤ໨ฤɼϕϧηορέ༲حɼటʥ 
   ާ͹·Ε͹ӯ༹͛ࢢΝݡΖ  
˕ـ࣍ͬΓ͏ஈ͖͠Ν״ͣΖ      ˕ӏ͹߳Ζೖ͗ଡ͏͞ͳͶـ෉͚ 
༣;Ͷචགྷ͵෼ΝࡠΖ           ࣙષ෼Ν࢘ͮͱ༣΁       ౛͹ࣙષ෼Ν༣;ͶखΕ೘ΗΖ  
(ڗͳΕɼம໤ɼθϱχΤ ౵)     ʤ໨͹ཁɼχϱήϨɼন·͚ͮΕʥ      ʤ૾஬ɼතɼઉʥ 
 
˕͏Θ͏Θ͵Ӥ͹ܙΝݡΖ     ˕ਭ͗ྮ͚ͪ͵ͮͱͪ͘͞ͳΝ״ͣΖ ˕෫͹ྮͪ͠ɼઉ͹߳Ζ༹ࢢΝݡΖ 
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領域「環境」の指導法についての一考察
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Method of Teaching of the “Environment”
Child’s Curiosity and Inquiring Mind Grow up through Relation with 
Natural Environment
Yoko KOYAMA
Recordings…of…children…playing…in…a…natural…environment…were…collected…by…natural…observation…
and analyzed to investigate what young children learn and how their teachers guide them in 
the…process.…As…a…result,…in…firsthand…experiences…that…stemmed…from…inquisitiveness,…children…
shared…their…wonder…and…discoveries…with…their…teachers…and…friends,…or…incorporated…a…friend’s…
ideas…to…further…explore…and…deepen…their…thinking.…Educators…need…to…not…only…aid…children…in…
empathizing…and…becoming…motivated,…but…also…to…guide…them…with…clear…goals.…Items…extracted…
from…the…recordings…were…then…summarized…into…an…annual…plan,…illustrating…how…best…to…create…
settings for encounters and interactions with nature.
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